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1

　著者らは1959年ジクロルビニルリン酸ジメチル0，

0・dimethy1・2，2－dichlorovinyl　phosphate（DDVP）の

殺虫剤としての規格を制定する際，そ・の定量法の検討

をおこなつ孝・．DDVPの純度を化掌的に決定するた

めに通常，そのリンまたは塩素を定量するが，分解物

．などの混入のために定量値は正確でない．最近DDVP

のガスクロマトによる定量：法nも報告されたが，著者

ヒら砿赤外綜吸収スペクトル．（IR）法を適用してその純

．度が迅速かつ正確に定量できることを知り，あわせて
　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

その製剤（5．％乳剤，0．3％油剤，0．3％粉剤，および

BHCとの混合油剤）の定量法をも検討した．

実験方法，結果および考察

　1．　赤外線分光器

　光研DS　301型赤外線分光羅を使用した・

　II．　DDVPの原液の定量21

　1．標準品　　定量の標準品としては市販品をコソ

毛ントリラク型精密蒸留装置を用いて蒸留し，沸点93。

／4mm　Hgに相当する留分を使用した．得られた標

準品は蒸留後ただちに褐色アンブル中に密閉し冷暗所

に貯えた．　（開封したまま放置したものをふたたび

使用しなかった．）この標準品約25mgを二硫化炭素

5m1に溶かし，厚さ0．5mmの試料セルに入れて測

定したIR．をFig」に示す．
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1050 B50

、，島1漏　卸60

ω”‘一｝一一秩g’v”

@　　　　　　，　「
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　曾〃50

　1
@9δσ
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θ55

αOO　　3000 ～即O　　I700　　13DO 田50 850　650‘

のほとんどがこの位置に吸収をもっているので不純物

の混入した場合は適当ではなく著者らはkey　bandと

して980cm－1（10．20μ）の　ン。＝cの特性吸収を使用

した．標準品14，17，20，23および26mgをとり，

二硫化炭素5m1に溶かし厚さ0・5mmのセルに入れ
．て試料溶液とし，通常法により検量線を作製したと．こ

ろ，Beerの法則が成立つことがわかった．

　3．IRによる定量結果．’市販品5種（A～E）お

よび製造過程中の初留分、（F），後留分（G）ならびに

標準品（H）の上記のIR法による定量値と総塩素法な

らびに総リソ法（いずれも殺虫剤指針による方法》で

定量した値をTable　1．に示した．

㍉　Table　1．　Comparison　of　analytical　data

Qbtained　by　tQtal　chlQr三ne，　total　phosphorus　and

IR　methods　for　some　samples

Sample

A
B
C

D
E
F

G
H

Total　chlorine

method　％

97．3

95．4

97，6

97．8

96．3

88．5

94．2

97．8

Total
phosphQrus

method％
99。9

99．9

96．6

96．6

99．8

102．9

100．5

100．7

IR　methQd
　　　％

96．5

92．8

90．8

97．5

96．1

83．9

88．4

100．0

の1

　Fig．1．　Infrared　specrum・・of　DDVP　（standard

，material）

　．3100cm－1にン＝c¶・3960および2860cm一：に
ン。－H，1645cm－1にン。＝q，1450　cm－1にδc－11，

1300，1280cm璽1にレP＝o，1150　cm－1．にレP－o－cH3，

1050cm－1にンP－oマ。＝，855　cm－1にレ。－c1，980

cm－1にはδC＝Cの三置換の振動がシフトしている
と考えられる．

　2．検：量線の作製・’　ア．メリ．カのDDVPの大メー

カーであるNorda社では1050　cm－1（9．55μ）の吸収

を定量のkey　bandとしているが，有機リン化合物

　試料F，GのIRを測定したところ，3400　cm－1付

近，．1745cm－1，913　cm騨1に不純物の吸収が認められ

冒た（濃度50mg／m1，セルの厚み0．5mm）．このよう

なことからも塩素およびリンの定量値よりもIR法に

よるf直は正しく，IR法の方がよい方法であることを

示している．

III．5％DDVP乳剤の定量31

　試料約19を精密に量り，二硫化炭素3m’を加え

て溶かし試料溶液とし0．1mmのセルで測定した．補

償液にはケロシン1mJに二硫化炭素3m’を加えたも

めを用いた．乳化剤は約5％含まれているが，％に希

釈すると980cm－1にはほとんど吸収が認められない

ので，乳化剤は補償液に加える必要がないことを認め

た・以上測定した吸収曲線の1000cm曽1と935ρm－1を

結んだ直線をベヤス・ラインとして，吸光度を算嚇し
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た．別に作った検量線を用い市販の5％DDVP乳剤

数種を定量し5土0．2％の結果をえた．

IV．0．3％DDVP粉剤の定量

　1，抽出法および定量結果　　0．3％のDDVPを含

有する粉剤109をとり，ソックスレット抽出器によ

り二硫化炭素50m’を用い’（抽出をおこなった．抽

出時間は1，3，4，6時間で，抽胃液を蒸留濃縮し

メスフラスコに移し10m1とする．これを0．5mm

のセルに入れ通常法で測定し，DDVPの含最を計算

した．その結果それぞれの抽出時間により，0．15，

0．15，0．20，0．21％となり，いずれも低い値を得，回

収率70％以下であった．抽出溶媒をクロロホルムに変

えて同様にして試みたが結果はやはり回収率70％以下

であった．

　2．DDVPの熱分解　　DDVPは熱により分解さ

れやすいと考えられているので，墨壷および濃縮時に

分解されるものか否かを検討した．すなわち標準品30

mgをとり，二硫化炭素60　m’を加え蒸留濃縮し，こ

れをメスフラスコに移し・二硫化炭素を加えて10nや

としこれを試料溶液として吸光度を測定した．別に標

準品30mgを二硫化炭素に溶かし10　m’としたもの

の吸光度は前者の吸光度と変らなかった．またPDVP

30mgを二硫化炭素50　m1とともに6時間還流煮沸

した場合もその吸光度には変化を認めなかった．この

結果からDDVPは二硫化炭素の沸点47。までは熱に

より変化しない，すなわち抽出濃縮操作中にDDVP

は熱分解されないことがわかった．

　3．DDVPの揮発性　　秤量びん4個にそれぞれ

DDVP　30　mgを丑り，その1個は喩事直後に二硫化

炭素2m’にとかし，0．1mmのセルに入れてその吸

光度を測定した．他は室外（温度10。以下）に19および

43時間，最後の1個は室内（温度25。）に19時間いずれ

も秤量びんの蓋をしないで放置したのちその吸光度を

同様にして測定したところ，Table　2のごとき結果を

えた．

　　　　Table　2．　Volatnity　test　of　DDVP

・・m・（・・）・・m唄Opt翻、、ty　l　Recove㌦）

0
一 0，276 一

19 ＜10。 0，259 94．0

43 〃 0，247 89．5

19 25。 0，247 89．5

　Table　2の結果からDDVPは放置しておくとかな

り蒸発することがわかった．粉剤はDDVPをエーテ

ルなどに溶かし，タルクに散布し，エーテルを室温で

蒸発させて作るのであるが，このときある程度DDVP

がエーテルと共に揮発し定量：値を低くしているとも考

えられた．しかしこの粉剤109を抽出用の円筒炉紙

にとり，この中にDDVP　30　mgを滴下し，ただちに

6時間還流抽出後定量したところ，やはり回収率は70

％であった．この事実より著者は粉剤製造過程におけ

るDDVPの揮発よりも，　DDVPがタルク等の粉末に

強く吸着し，抽出によっては完全に処理できずに定量

値の低下をきたすものと考えた．

V．　0．3％1）1）VP油剤の定量4｝

　DDVPが吸着されやすいことを利用しIR法によ

り客易に定領することができた．すなわち0．3％油剤

約2m1をアルミナ約5gを充卑した直径約1cmの

ガラス管に吸着させたのち，メタノール3m’を通し

流出液を集め，水浴上でメタノールを留止する．この

残った液は油剤に用いた溶剤のみであるから，これを

補償液とし，0．lmmのセルを用いて通常法により

0．3％油剤中のDDVPを定量したところ好結果をえ
た．

VI．02％DDVP，0．5％六塩化ベンゼン混合油剤の

　　　定量

　試料約2m1を上記V．の方法とまったく同様にし

て補償液を作り，DDVPを定量することができた．

またこの中に含まれる六塩化ベンゼンの定丑はすでに

報告6⊃したごとくカラムクロマトおよびIR法を併用

しておこなうことができる．

総 括

　1）　DDVPの原液は980　cm－1の特性吸収を利用し

赤外線吸収スペクトル法によって総塩素またはリン定

最法よりも迅速かつ正確に定量することができた．

　2）　5％乳剤は二硫化炭素を用いて3《にうすめ簡単

に定Rできたが，o．3％粉剤の場合はDDVPの被吸着

性があまりにも強いため溶剤により完全に抽幽するこ

とができなかった．

　3）DDVPの被吸着性の強いことを発見したので，

これを巧みに利用して0．3％油剤およびBHCとの混

合油剤の定量をおこなった．

　終りに臨み，幾多の御便宜を与えられた当所医薬品

部長山本博士ならびに試料を提供された日本聾達KK

中村四郎氏に対し厚く感謝する．
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Summary

　ApPlicatio皿　of　Infrared　Absorption　8pectros・．

copy　to　E耳amination　of　Drugs　and　their　Pre・

p興ratio雌．　XIIV。　Det母rmination　oξ0，0・Dlmethy1－1

2，2－1）ichlorovinyl　Pllosphate　（DDVP）　and　its

Preparations　　Takuma　OBA　and　Gor6　KAwA・
BATA6
　0，0－dimethyLdichlorbvinyl　phosphate　（DDVP）

in　several　kinds　of　preparations　was　determined

by　the　infrared　absorption　spectroscopy，　using

key　band　at　980cm－1（10．2μ）．　The　IR　method

gave　better　results　than　the　total　chlorine　or

phosphorus　method．

　On　the　assay　of　a　O．3％powder　preparation，

DDVP　was　dif五cult　to　be　isolated　from　the　pow－

der　because　of　its　adsorbable　property．　DDVP

in　a　O．3％oil　spray　preparation　and　the　mixture

with　BHC　could　be　determined’by　the　IR　me－

thod　in　combination　with　the　ad60rption　of　DDVP

to　an　alumlna　column．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

水蒸気蒸留を応用した揮発酸の塩類の定量（第2報）＊

　　　　　　　金属のハロゲン化物の定量

ノ

柴　　崎　　利　　雄

　ハロゲンイオン（塩素，臭素）の定量法には滴定法1｝

（Mohl法，　Volhard法，　Fajans法），重量法2｝，電

位差滴定法の，および比色法3）などあるが，その中で

Volhard＿の余剰滴定法は．当量点が明瞭であるため，．．

最：も広く利用されている．しかしコバルト，マンガン

などの着色イオンまたは着色物の共存する溶液中では

定量が困離となるため，電位差滴定法を用いるが，微

量ゐ場合にはそれも用いることができないし，比色法

も用いることができない．

　これらの着色溶液中のハロゲンイオンを定量するた

めに，著者の試作による装置5）を用い種々検討した結

果，不揮発性の着色物はカラム内に残留し，ハロゲン

化水素酸を流出するので，滴定法を行なうとき当量点

が明瞭となり，また比色法も可能となり満足すべき結

果を得た．さらに定量妨害物の除去法についても検討

，した．

試料および試薬

　試料はJIS規格の試薬特級品を用いる．規定液は’

薬局方の方法により調製し，必要濃度に希釈して使用

する．G．2Mリソ酸は試薬特級リシ酸14　mJをとり

水を加えて11とする．精製海砂は既報6）による．そ

の他の試薬および悪液は薬局方に定めてあるものを用

いる．

実験方法

塩化物中の塩素一門30mg，臭化物中の臭素量約80

静’． 謔P報は本誌，79，15（1961）

mg以下に対応する量をとり，0．2N硫酸または0・2

Mリン酸20；n1および水を加えて一定量とし検液と．

する．この液10m1を既報516，の装置および方法によ

り操作する．カラムの保温海度は金属の塩化物の場合

は108～112。（約90％の酢酸），金属の臭化物の場合は

約1300（イソアミルアルコール）を用いる。

　流出した全液量は約20m1であって，ハロゲン化水

素の測定は，、その試料の量に応じ精密ビュレットを用

いて，0．05N，0．02N，0・01Nの水酸化カリウム液（指

示薬：メチルレッド試液2滴）．あるいはVolhard法

により滴定する．微量の場合は比色法3｝により測定す

る．

実験結果

　1．塩化ナトリウムの定量値

　1．アルカリ滴定，およびVolhard法による定量

　　　値

　0．05N塩化ナトリウム2～10　m1に0．2N硫酸，

または0．2Mリン酸15　m1および水を加えて30　m1と

し，その10m1を検液として実験方法により操作して

得た値をTable　1に示す．なお流出された全液量は

約20m’である．

　2．比　色　法

　微量の場合はつぎの比色法による．

　0．002N塩化ナトリウム液10　m1，5m1につき1．と

同様に操作して，30mJのメスフラスコに流出液を集

め，・水を加えて約23m1とした液に，硫シアン酸水銀

（0．3％エタノール溶液3m’）と硫酸第二鉄アン」モニ

ゥム（6％6N硝酸溶液2m1）をホールピペットを用
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Table　1．塩化ナトリウムの測定値（％）・・ Table　2．比色法による測定値（％）

NaC1　の
脱　　塩　　酸　　剤

0．2N　II2SO4　　　　　0．2MII3PO4
　　　　　　アルカリ滴
Volhard法定法

NaCl　の 脱 塩 酸’@剤

採取量mg 0．2N　II2SO4 1 0．2MH3PO‘
採取量mg アルカリ滴

定法

L948 100．8 99．6 100．5

2，922 100．2 99．8 100．1

3，897 100．0 99．9 100．1

4，871 100．1 99．9． 100．0

5，845 100．2・ 99．9 100．2

6，819 99．8 99．8 100．0

7，793 99．9 99．9 99．8

8，767 100．0 100．1 99．9

9，742 99．9 100．0
．．@99．9

0，1948

0．3896

100．5　　10L2

100．3　　100．9

100．3　　100．0

100．2　　　99，8

　保温温度：108～112。

　灘通蒸気圧（H20）：10～15cm

　蒸気導通時閲：30分間

　各成績は3回の平均値

いて加えさらに水を加えて30m1とし発色させる．こ

の塩化物∂）比色定量法により測定した結果はTable　2

に示すような好結果を得た．測定機器はコタキ製光電

比色計AKA，測定には10　mmセル，　Sフィルタ「2

を使用した．

　II．　金属ハロゲン化物の定量桔果

　1に述べた方法によれば正確にハロゲンイオンを測

定できることが判明したので，各種金属のハロゲン化

物について検討した結果をTab！e　3に示す．金属イ

オンはのぞかれるので最適状態で滴定されることにな

る．

　微量の場合は比色法を用いたところ，その定量値は

Table　3に示すVolhard法による値の土1．5％であ

った．

Table　3．　金属の・・ロゲソ化物の測定値（％）

試 料

塊　化　　リ　チ　ウ　ム

塩化ナトリウム
塩　　化　　亜　　鉛＊＊

塩化カリウム
塩化二二銅（21120）
塩化ツンガソ（41120）
堀　　イヒ　　負催　　一　　¢失　（41120）

塩化簾二鉄（6｝120）
塩化マグネシウム（6H20）

塩化カ　ドミウム．（2光H20）

塩　イヒ　：コ　！く　ノレ　ト　（6！120）

塩　　イヒ　第　　一●　¢易　（21120）＊＊

塩化バリウム（21120）
塩化カルシウム（無水）

臭　化　カ　リ　ウ　ム

臭化カルシウム

試料採取量

（mg）＊

脱 塩 酸 剤

0．2NH2SO4 0．2MH3PO4

アルカ リ滴定法
lV・1h・・d法 アルカリ定法

5．653

7．793

9．086

9，94

12．366

13．193

13．253

12．68

13．553

15．226

15．866

15．046

16．286

7．40

15．867

13．327

99．8

99．9

97．8

99，8

99．4

100．4

101，5

96．6

100．0

99．2

100．1

100．6

99．2

91．2

99．8

96．5

99．6

100，0

97．8

99．9

99，6

100，2

102，3

96，4

100．1

99．3

99．9

101．3

99．3

90，9

99，6

96．2

99．6

99．9

97．8

99．9

99．5

100．2

100．3

96，5

100．2

99．0

100．1

98，5

99，0

91．1

99．5

96，3

99．8

99．8

97．7

99，9

99．6

100．2

100，4

96．4

99．9

99，2

100．0

98，6

99．2

90．8

99．8

96．3

　　　＊C1として約4．7mg，　Brとして約10．7mgに相当する．
　　　＊＊　水に澄明にとけないので，検液濃度が同一になるように直接酸を加えて調整する．

　　　　保温温度：塩化物108～112。，臭化物約130。；導通蒸気圧（H20）：15～20cm；魑蒸気導通時間：30分・

・111．妨害イオンおよび着色物の除去　　　　　　　　ム内に残留するので障碍とならない．

　流出液をVolhard法および比色法にて測定する場　　　水溶性着色物，および色素などは一般に不揮発性で

合Co2＋，　Mn2÷，　Cu2＋などの着色金属イオンはカラ　　あるからカラム内に残留するが，ピクリン酸，ニトロ
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アニリン，ニトロフェノールのような酸と塩をつくら

ない揮発性物質は水蒸気にのって流出されるので定量

を妨害する．食用色素は酸性とし湧過すればほとんど

のぞかれ，わずかに溶けているものはカラムに残留す

る．

　Volhard法，比色法における妨害イオン，　NO2一，

S2一，．CN一，　〔Fe（CN）6〕4一，〔Fe（CN）6〕3マ，　S2032一，

HCrO4一，　Cr20τ2『などの混在は本法においても定量

を妨害する．CN一，〔Fe（CN）6〕ター，〔Fe（CN）6〕3一など

は酸性でCN一を流出するので妨害する．これらの除去

はつぎのようにする．ハロゲン化物の0．04N（比色法

では0．001N）程度の溶液20m1に0．2N硫酸，また

は0．2M．リン酸零Om1を加え，水上上に加熱しつつ炭

酸ガスを40分間通ずる・この間液量25m4以下になら

ないようにときどき少量の水を加える．冷後水を加え

て30m’としその10　m1を検屍とする．もし沈殿物が

，あれば乾燥炉紙（東洋No・5Cgcm）を用いて炉過

し，はじめの15m1をのぞいたあとの炉液10m1を検

液とし，以下同様に操作し流出した液を水浴上に加熱

しながら炭酸ガスを10分間通ずるときCN噌はほとん

ど除かれ滴定による定量が可能となる．

　比色法の場合は試料が少ないので痕跡のCN一も定

量に影響するから，流出液に0．5％ジエチルアミン溶

液1m1を加えて水浴上で蒸発乾固し，水4m1を加
えて再び蒸発乾固し，次に100。の恒温乾燥器に26～30

分間乾燥する．これに水を加えて比色定量操作を行な

う．この値は理論値よりも約1．5～3．0％多く出る．

　HCrO4一，　Cr2072一はリン酸を用いて脱塩酸すると

きは塩化フロミルを生じないが，硫酸を用いて脱塩酸

をする場合，保温温度112。以上で塩化クロミルの流出

をみとめるので硫酸は用いることができない．107。で．

は流出されなかった．

　S2032一は酸を加えて30分間水浴上に加熱するとき

分解してSO32一となり・揮発しきれないで溶液中にわ；

ずかにのこる．NO2一は酸を加えて30分間水浴上に加．

熱後，硫酸アンモニウム溶液（1％）1滴を加えてよ’

くふりまぜるとき除かれるが，副反応により痕跡の

NO3一を生ずることがある・このSO32一，　NO3一はい；

ずれも流出されるのでアルカリ滴定法は用いられない；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
が・他のVolhard・比色法には影響しない・揮発性の1

鉱酸，および有機酸についても同様である．　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　HgC12は流出されるので，水溶液に硫化水素を導通i

し水浴上で加熱後，少量の硫酸銅溶液（1％）を加え，i

炉過してから，：本法を行なうとき，昇乗の定量も可能

である．

　C1一，・Br一，1一，　CNS哺および・・ロゲン酸素酸類のイ

オンの混合物をそれぞれこの方法で区別することはで

きない．

む　す　び

　著老がすでに報告した装置を用い，金属の塩化物，

臭化物の溶液に少過剰の不揮発酸を加えて，遊離した

ハロゲン化水素酸を含む液をカラム内にとり，これに

水蒸気を導通して流出したハロゲン化水素酸（全量約

20m1）を滴定法や比色法で定：量したところ好結果を得

た．不揮発性または酸と反応して不揮発性の塩となる

着色物や金属塩はカラム内に残留するので定量を妨害

しない，揮発性の定量妨害物も適当な方法で除去する

ことができる．

　おわりに御援助をいただいた山本展由部長に厚く御

礼申し上げます．
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　　　　　　　　　Sum㎜ry

　Determination　of　Salt80f　Volatile　Acids　by
．Steam　Distillation．　II．・1）etermination　of．Halide8

0f　Metals　　Tochio　SHIBAzAKl

　Metal　chlorides　or　bromides　were　successfully

assayed　by　the　apparatus　already　described，by

the　author．　The　chlorides　or　bromides　were

changed　into　kydrochloric　or　hydrobromic　acid

by　the　addition　of　non－volatile　acid．　The　acid

was　distilled　through　tLe　sea　sand　colum：1　toge・

ther　with　steam，　the　acid　in　the　distillate　was

estilnated　by　the　alkali　titration　method，　the

Volhard　method，　or　the　colorimetric　method，　and

the　amounts　of　original　salts　were　calculated二

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付），
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アンチピリン誘糠体の分析的応用に関する研究（第1報）

数種の金属イナソに対する呈色反応ならびに確認限度

守 田 実

　現在までにアンチピリンならびにその誘導体は分析

的に数多く応用されている．すなわちアンチピリンと

ヨウ化カリウムを川いる水銀の定量1｝，アンチピリン

とチオシアン酸カリウムによる銅の定量a，フェノー

ル類の確認3｝，定丑4・5［に4－aminoantipyrineの応用，

アミノピリンとチオシアン酸アンモニウムによるニッ

ケルの定猛q，ヴァナジゾ1，タングステン8｝の定量に

diantipyrinylphenylmethane，コバルト9・10，，カドミ

ウム111の定量，ニッケル，マンガン等の精製星2㌧　ビス

マスの電流滴定：ε，にdiantipyrinylmethane，カドミ

ウム：4［，チタン15）の定量にdiantipyrinyl・o・hydro・

xyphenylmethane，亜鉛，鉄，カドミウム，水銀の

確認16Pにdimethylaminodipllenylantipyrinylcarbi・

nolおよびタリウムの定量17［にdiantipyrinylpropyl・

methane等の応用があげられる．また金属イオンの

クロマトグラフィによる分離にアンチピリンを含む溶

媒を川いて展開を行ない錯塩形成による分離18［も報告

されている．

　二者はさきに異項環の一つとしてのアンチピリン核

の抗菌的関与を検討するため種々のアソチビリシ誘導

体を系統的に合成勘したが，それらの化合物の中には

分析的にも応用されうるものがあるのではないかと考

え，今回はまずそれらの化合物とごくありふれた数種

の金属イオンすなわちFc＋＋＋，　Cu＋＋，　Ilg＋＋，　M＋＋，

Co＋＋，　Ag＋，　Pb＋＋との呈色反応および確認限度を検

討した．さらにこれらの化合物の中，若干のものにつ

いては構造中のアンチピリン核を他の原子団，たとえ

ば水素原子，メチル基，フェニル基等で置換した化合

物を合成して上記イオンに対する呈色反応および確認

限度を検講しアンチピリン誘導体との比較を行なっ

た．

　確認限度　金属イオンの確認限度ならびに呈色の状

態をTable　1にあげた．ただしPb＋＋については呈

色反応のみを検討し確認限度は求めなかった．

Table　1．　　Identification　limit　of　metal　ions（μg／m’）

　　　　α塚F－rぺ認NII－N珊

　　　　CH・へ夕＝Oh

　　　　　　　　巳1羅

No， R R’ tF…＋．　Cu＋＋II・＋＋Ni・・C・・＋A・・Pb＋＋

（1）

（∬）

（皿）

（w）

（V）

（VI）

佃）

（田）

（1X）

＿II

一CII3

一C2H5

一C3117

一H

一CII3

一C2H5

一H

一C2H5

一⊂〉一NHC・・H・

＜＝＞
IIO

＜＝蕊

ゆ

ウ

〃

〃

〃

〃

d－9

　10

　y1000

　y
　10
1－or

　5
d－br

　10
d－or
100

d－br

　10
d－bl

　50
d－y

　10

　y1000

y
lO

y
2

y
5

y
20

y
2

　y
100

d－y

　50

　y1000

　y1000

　y1000

d－y

　50

　y1000

　y1000

　y1000

y
50

y
5

　y
50

　y
100

　y
100

　y
50

　y
50

　y
50

　y
　50

　y100

　y
，100
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（X）

（x）

（刈）

（XIII）

（XIV）

（XV）

（XVI）

（XVII）

（XVIII）

（XIX）

（XX）

（XXI）

（XXII）

一H

－CH3

－C2H5

－H

－CH3

－H

一℃H3

－C2H5

＿H．

一CH3

－C2H5「

一C3Hτ

CH3－C

〈＝〉一・H

　　　　　　　　〃

　　　　　　0＼”

＜＝～＼㍗

　　　　　　　　7

　－4－antipyrinyI

　　　　　　　　：

　　　　

早。軌

　　　　　　　　：

　　　　　　　　〃

　N＝C－NH－N＝CH

亀⊥σh

bl－g　　　d－y　　　　y

　10　　100　　100

　　y　　　　y　　　　y

　　5　　100　　50

　　y　　　　y

　20　　　10

bレg　　　　　　　y
　10　　　　　　100

　　y　　　　　　　　y
　　5　　　　　　100

d－r　　　　　　　y

　10　　　　　　20
1－or

　50

d－bl　　　p　　　y

　10　　10　　50
　　y　　　br　　　y
1000　　　10　　　10

　　y　　br　　　y
1000　　　　　10　　　　20

　　y　　　　y
　20　　　20

d－br　　　y　　　y
　20　　　　50　　　1000

　　y
1000

　y1000

　y　　　　y
1000　　1000

　y
50

　y
100

　y
100

　y
50

　y
100

　V　　　　V
　5

2苔d－b・

　V　d＿br
20

　y
50

　y
20

　　　　　　　　R　　S
　　　　　　　　　l　ll

CH3－q＝　C－N－C－NH－N＝CH－Rノ
　∵l　　l
CH3－N　　　C＝0
　　　＼／
　　　　　N
　　　　　l
　　　　C6H5

No． R R’

（XXIII）

（XXIV）

（XXV）

（XXVI）

（XXVII）

（XXVIII）

（XXIX）．

（XXX）

（XXXI）

一H

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

〈＝〉

〈＝〉一NH・・C恥

＜＝同
一⊂〉・〈：1：

一⊂炉
＜＝＞

HO
－4－antipyriny且

一CH＝＝CIレCH8

－CH3。CII2－CH3

Fe＋＋＋　Cu＋＋　Ilg＋＋　Ni＋＋　Co＋＋　Ag＋　Pb＋＋

　or
　　5

d－br

　10

1＿br．

100

　　y

　10

y－or
　　l

d－9

　10
　1－y

　100
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100
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　10
d－br
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　y
　50

　y100

0－y
O．5

　y100

1－y

1000

y
50 y－or
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（XXXII）

（XXXIII）

（XXXIV）

（XXXV）

（XXXVI）

（XXXVII）

（XXXVIII）

（XXXIX）

（XL）

（XLI）

（XLII）’

（XLII1）

』！即

一CII・一q＝〉　’

　〃　　　　一4－antipyriny1

〃」恥
〃｛〉・〈：：：：

　　　　　　　　　早苧

　　CIIゴC＝C－N－CNIIMI2
　　　　　じ　　　
　　CII3－N　C＝0
　　　　　＼N！
　　　　　　コ
　　　　　　C6115

　　　　　　　　CII3　S
　　　　　　　　　　　　ロ
　　CIIゴC＝C－N－CNIINII2
　　　　　　　　ロ
　　CII3－N　C＝0
　　　　　＼N／
　　　　　　　
　　　　　　C6115

　　　S
MI・dNIIN－CII一⊂〉

　　吊

NII2CMIN：＝CH－C；＝C＿CH3
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　0＝C　N－CHぎ
　　　　　　　　　　＼N／
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　C6115

　　S
NII・己・HN－CIIく⊃

　　　　　　　　IIO

MふllN．CILI。臨

　　　　　　　S
〈＝〉一NHと一NIIN

－CII＜⊃附く：：1：

…

咽くlll：

　or

　5

　＊

1－v

1000

d－v

　50

　　y

　20

d－9

　10

　9
　10

d－9

　10

　br．

　　1

br－y

　10

　1－9

　50

　1－9

　50

　　y’

　　5

　y　　　　y
100　1000

レy　yd－y．＿
1000　　1000　　1000

0r－y　　　　br　　　　br　　　br

　20　　　5　　　1　　　10

＊　　　　y　y－br　　　y
　　　　　10　　　　50　　　1000

y
10

y－9
100

0r　　　y
50　1000

　y　　　y　　　y　　　y
O．2　　　0．2　　1000　　1000

y
50

y
10

y
10

br

y

y

　　　＼N召
　　　　ロ
　　　　C6115｝

　　　　　　1

No． R R’ R” lFe＋＋＋C・・＋Ilg・・球・＋＋

（XLIV）

（XLV）

（XLVI）

一CII3

　〃

　〃

一H

　〃

一CH3

一く⊃
．c重、

Co＋＋　　Ag←　Pわ｝＋

　　9

　10
d－br

　50

　　9
　　5

！一y

　20
1－y

1000

1－y

1000



守由・アンチゆ・翻体の分析的応ノll醐する研究（第・報） 9

（XLVII）．

（XLVIII）

（XHX）

（L）

・』@朋一く：⊃
　　〃　　　　〃　　　一CH3

〈〉・一・＜率⊃

⊂〉ぎき一く諭⊂〉

　　　　　　V
　　　　1000　’

d－r　　　v

1000　　　2

　　　1－9－y　　　y

　　　　　20　　100

　　　　　1－9

　　　　1000

y
20

　　　　　　　　S

　　　　　　　　il

　　　　　　　／C－S
CH3－C；C－N　　　I

　　　l　I　＼CO－C＝CH－R
CH3－NC＝O
　　　Y
　　　　’C6H5．

No． R lFe＋＋＋C世・H…Ni・＋ Co＋＋　Ag＋　Pb＋＋

（LI）

（LII）

（LIII）

．（LIV）

（LV）1

（LVI）1

　　　1

（LV耳）

　　　：

　　　　＜＝＞N（器：

　　　　一〈＝〉．．

　　　　H6

　　　　｛＝餅

　　　　」ll

　　　　　＼0／

　　　　一〈＝〉

　　　骨

　　／C－S

NI裂・・地一・HON毒1：

　　　　曾

嵯誌畷＝瀕（：1：

r－V
50

bl－v

　10

0「一y
1000

0r－y

　10

y
20

V
10

b1－v

　10

．，

P
1．

一「pPい一b・

P
2

　　　　　　　／N＝C－NHR’
CII3－C＝C－C　　　l

　　　［　1、C－S
CH3－N　C＝0｝
　　　＼N／　　R　　　l
　　　　l　　　　　’
　　　　C6H5
　　　　　　　　　　　　　…

ひ

No． R ’R’　・

（LVIII）

（LIX）

（LX）

一H

　〃

　8

＿H

一く⊃

一＜＝＞CH・

1 Fe＋＋＋ ・酬．N・
　1－y

1000

d－br

　20
　y
200

R Rノ

（LXI）

（LXII）

（LXIII）

　〃

〃　　　甲

一CH3

一〈＝〉一・c瑞

一4－antipyriny1

－H

「F・廿・IIg＋＋

d－9

　10

1－y

1000

　y
200
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（LXIV） ＜＝＞CH・
一 一

（LXXII） 〃 〈＝〉・
一 一

（LXV） 〃
・〈＝〉一㏄II・

一 一 （LXXIII） 〃
一⊂〉£・・

一 一

（LXVI） 〃 一4－antipyriny1 　yP000 一
（LXXIV） 〃 一4－antipyriny1 　y

P00 一

（LXVII） 一C2H5 一II 一 一

（LXVIII）

iLXIX）

〃〃 〈＝〉

q＝〉㏄II・

一一 一一

（LXXV）

iLxxvi） 〃

£・〈：1：一⊂〉

@　　　〈＝＞cH・’

｝一 一一

（LXX） 〃 一4－an晦yrlnyl 　y
P00 一

（LXXVII）　　　　，
〃 一4－antipyrinyl 　y

P00 一

（LXXI） 一C8117 一H，
一 一

CH3－C＝C－NH－C＝N＼

C映N．己一・蜘じR

　　　　己、II5　　R’

N・　R　　R’　IF・・＋・H・・ N・　R　　R’　IFe＋＋＋Hg＋＋

（LXXVIII）一CII8　　－CH8

iLXXIX）　8　　　－H

一　　　　　　　　　　　　一

黶@　　　　　　　　　　　　　　　　一

（・XXX）一⊂〉・H
iLXXXI）。恥♂N†N・〈＝〉　　　　　　　　　、CH－S

1－y　　　　　－

P000

@一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

No．　　　　　　　Compd．
lFe＋＋＋1 N・　　　C・m・己　　1 Fe＋＋＋

　　　　　　　　　4MI
iLXXXI1）　A－C－NIIOII

@　　　　　　　II　　　〃NII
iLXXXIII）A－NCII2　C－NIIOII
@　　　　　　　弔11・“NII（LXXXIV）A－NCH2　C－MIOII

i、XXXV）高高i。II　　　　　　　　　　l

　V
P0

秩|V
P0

秩|V
P0

@圏

　　　　　　　　　“CH－CII
iLXXXIX）A－C　　　l1　　　　　　　　　＼N－N　　　　　　　　　　H

@　　　　　　　　　　／NI1－CO
iXC）　　　　A－N≧C　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　＼S－Cヨ　0＼

@　　　　　　　　一CIト⊂譜（XCD　　AII

　d－P　　5

撃п|P

@　50

@　一
　　　　　　　　　　CH8

@　　　　　　　111『　　！NII』

iLXXXVI）　ANCOCH2C－NHOII

@　　　　　　　IIρH㌧NII

1－y

P000

撃

（XCII）　　　ANH2

iXCIII）．@AN〈8｝｛1

P20一

（LXXXVI1）ANC㏄HC－NHOH
@　　　　　　　H『・II・。NH（LXXXVIII）AN－CH－C－NHOH

1000

п|P

@50

（XCIV）　　ACONIINH2

iXCV）　　　ACH＝NOH

　y
P00

п|r

P0

b1＝blue，　br＝brown，　d＝dark，　g＝green，1昌iight，　or＝orange，　p＝pink，　v詔violet，　y＝yellw．

A＝4－antipyrinyレ　＊＝the　color　of　the　reagent　becomes　faint．　　　　　　　　　　，

一＝no　coloratio血．　at　the　concentration　of　1000μ9／m1．

（LVIII）～（LXXXI）exhibit　no　coloration　with℃u＋＋，　Ni＋＋，　Co＋＋，　Ag＋and　Pb＋＋．

（LXXXII）～（XCV）exhibit　no　coloration　with　Cu＋＋．　Hg＋＋，　Ni＋＋，　Co＋，　Ag＋and　Pb＋÷．
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　金属イオンとの反応

　これらの化合物の中でarylidenehydrazinothia・

zole核，　arylidenethiosemicarbazide基を有するア

ンチピリン誘導体はFe＋＋＋，　Cuサ，　Ilg＋＋，　Ni＋＋，　Ag＋

等，比較的多くの金属イオンと呈色するが，arylidene・

rhodanine，　aminothiazole，　alnidoxime等の原子

団を有するものはこれらの金属イオンに対する呈色範

圏が狭くなっている．（V）と（XXII），（XXXV）

と（XLII）にみられるように（XXII），（XLII）のメ

チル基あるいは水素原子をアンチピリン核で置換した

場合，Cu＋＋，　Hg＋÷，　Ni＋＋あるいはCo＋＋等に対する

鋭敏度が増加している．（XXVI）は金属イオンと鋭敏

に呈色するがそのアンチピリン核を他の原子団たとえ

ば水素原子で置換した（XXXIX），フェニル基で置換

した（XLIII）でも同様に鋭敏に呈色し，したがって

アンチピリン核存在の意義は明瞭でない．しかし（X

XVI）が（XXXIX），（XLIII）等にくらべてFe＋＋＋に

対する鋭敏度が増加しており，この傾向は（XLIX）～

（XLVI）とそれらの化合物中のアンチピリン核の3位

のメチル基を水素原子で置換した（XLVII）～（XLV

III），およびアンチピリン核をフェニル基で置換した

（XLIX），（L）や，（LVIII）～（LXI）と（LXII），（LX

VII）～（LXIX）と（LX），（LXXI）～（LXXIII）と（LX

XIV）等にも同様にみとめられる．（XLVIII）が殆ん

どCu＋＋のみに特異的に呈色する毒，および（LIII）が

Hg＋＋と特異的に呈色する蔀はこれらの試薬が本報で

取扱った金属イオンの共存においてCu＋＋あるいは

H虻＋の検出試薬として応用し得ると思う．また（LI），

（LVII）にみられるように（LVI）のロダニン核の3

位の窒素原子に結合している水素原子を他の原子団た

とえばメチル基あるいはアンチピリン核で置換すれば

Cu＋＋，　Pb什に対し呈色しなくなり，　Ag＋に対して

鋭敏に呈色するようになるのも興味がもたれる．なお

Table　1　にはのべなかったがt埴azoline・thione，

dithiocarbamic　acid　ester，　imidazo〔1，2－a〕pyri．

dine等の原子団を有するアンチピリン誘導体は本報

で取扱った金属イオンと1000μ9／mJの濃度ではいず

れも全く呈色しなかった．

実験の部

　確認限度の測定

　試薬溶液：各アンチピリン誘導体ならびにその関連

化合物を0．1％の割合に無水エタノールに溶解する．

ただし無水エタノールに難溶の場合にはその飽和溶液

を用いた．

　金属イオン標準液：試薬特級Fe2（SO4）8（NH4）2SO‘

・24H20，　CuSO4・5H20，　Hg（CH3COO）2，　AgNO3，

試薬一級Ni（NO3）2・6H120，　CoCI2・6H20を用いて

1m1中に金属イオン1mgを含有する溶液を作り，

この溶液を精製水で希釈して100～0・1μ9／mJの標準

溶液を作成した・ただしPb＋＋．については1％Pb（C

H3COO）2・3H20を用いて呈色の有無を検するにとど

めた．

　測定法：金属イオン溶液1滴を白色滴色板上にとり

上記試薬溶液1滴を加え呈色の有無を観察した．試薬

が有色の場合には対照として精製水1滴に試薬溶液1

滴を加え比較した．

　1ナDimethylaminobenzylidene－4－pbeny1・3・

thiosemicarbazide（XLIII）

　4－phenylthiosemicarbazide　O．3g，かdimethy1・

aminobenzaldehyde　O・279にエタノール50　m’を加

え水浴上4時間還流，放冷し析出する結晶を炉坂，収

：量0・49．エタノールより再結晶．黄色微細結晶d戸211。

q6H18N4S計算：値N18．79，実験値18．96

　2－Benzylidenehydrazino－4－pbenylthiazole（XLI

X）

　benzaldehyde　thiQsemicarbazone　O．59に1＿ch．

10roζcetophenone　O．45　g，　CH3COONa・31120　0．4

g，エタノール20mJを加え水浴上30分間還流，減圧

下大部分のエタノールを留去，残留物に多：量の水を加

え析出する結晶を源取，水洗，得量約0．69，エタノー

ルより再結晶．淡かっ色針晶　mp　194。，　q6H13N3S

計算値C68・82，　II　4・66，　N　15．05，実験値C69．

04，　1｛　4．89，　N　15．34

　2－Phenylmethylmethylenehydrazino　4－phe町1・

tkiazo璽e　（L）

　acetophenone　thiosemicarbazone　O．59に1＿ch．

10roacetophenone　O．42　g，　CH3COONa・3H200．4　g

エタノール10m1を加え水浴上30分間還流，以下（XL

IX）と同様操作，得量0・659，希エタノールより再結

晶・淡かつ色微細針晶mp　145。　CI7H15N3S計算値

C69．62，　II　5，12，　N　14．33，実験値C69．83，　II

5．29，N14．47

　3－Methyl－5rp－dimetぬylam㎞obenzylidenerhoda。

ni皿e（LVII）

　3－methylrkodanine　O．5g，　かd量methylamino．

benzaldehyde　O・519，無水エタノール5m1にピベリ

ジン1濾を加え水浴上30分間還流，放冷し析出する結

晶を滴取，収量0・59，エタノールより再結晶、赤色微

細結晶dp　207。　C13H130N2S2計算：但N10・11，実験

値N9．64
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Summary

　Studies　on　the　Analytical　ApPlication　of

Antipyrine　Derivative8．1．　Colomtion　and　I・imit

of　ldenti髄cation　of　Some　Meta110ns　Minoru

MOR：TA
　Ninety　five　kinds　of　antipyrine　derivatives　and

their　related　compounds　were　examined　in　th6

coloration　with　commbn　metal　ions　such　as　Fe

＋＋＋，Cu＋＋，　Ilg＋＋，　Ni＋＋，　Co＋＋，　Ag＋and　Pb＋＋。　The

limits　of　identification　of　tllcse　mctal　ions　were

also　dctermined．　Of　these　compounds，（XLVIII）

exhibited　specifically　an　intense　coloration　with

Cu＋＋and（LIII）　with　Ilg＋＋．　This　fact　reveals

that　thc　selective　detection　of　Cu＋＋and　Hg＋＋

would　be　possible　with　these　reagents　in　the

presence　of　other　metal　ions．　It　is　also　interes・

乞ing　that　the　substitution　of　methyl　group　or

hydrogen　atom　with　antipyrine　nucleus　resulted

in　the　increase　of　sensitivity　for　Ni＋＋as　obser・

ved　in（V），（XXII），（XXXV）and（XUI）．

　　　　　　　　　　　　（11召和37年4月30ロ受付）

エ． t エドリソ類の旋光分散

鹿　島 望『●川1　木寸　　次　　良

　旋光度は現在主としてナトリウムのD線で測定さ

れ，時に水銀の輝線（546mμ）が使われているに過ぎ

ない♂しかし，イ∫機化合物の旋．光度は測定波長が短か

くなるほど一般に増加し，また数種の波長で測定する

より旋光分散曲線を求める方が，その物質の確認定量

によりイ∫力な資料となる1，ことは明らかである．そこ

でまずエフェドリン類の旋光分散曲線を測定し，その

測定条件を検討し，合せて分子構造との関係も調べる

こととした21．

実験材料および測定装置

　’一エフェドリン，　Dg一（or　Ds）一θγy’ゐro－1－phenyl－

2－methy！amino－1－propanol：塩酸エフェドリン約0．5
　　コ
9を分液漏斗に入れ，塩化ナトリウムで飽和した水10

m’および水酸化ナトリウム試液5m1を加え，エー

．テルを川い，25m’で1回，10m’ずつで6回抽出す

る，エーテル抽出液を全部一緒にし，塩化ナトリウム

で飽和した水5m’ずつで3回洗い，エーテルを留去

しエーテル臭がなく．なるまで吸引すると粘性の淡黄色

油状物質がえられる．これを冷蔵庫中に12時間放置す

るとき・えられる固体をエーテルから再結晶する3｝．白

色ろう状の固体，mp　40。，結品水0・51120・

　‘1一ブソイドエフェドリン，　Lg一（or　Ds）一’〃‘σ一1－

phcny1－2－methylamino－1－prbpano1＝塊酸ブソイド

エフェドリソ約0．59を分液漏斗に入れ，ムェフェド

リソの場合と全く同じ操作を行なってえたエーテル抽

的弓について，エーテルを留金し，アセトンから再結

晶する．申色針状晶，mp　117。．

　塩酸一ムエフェドリン：局方品，白色結品性粉末，

．mp　218。．
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　塩酸一4一プソイドェフェドリソ：白色結晶性粉末，

mP　17go．

　塩酸一ムメチルエフェドリン，Dg一（or　Ds）一〇7躍〃。

－1－phenyl－2－dimethylamino－1－propanol：白色結晶

性粉末，mp　193。．

　1－1－phenyl－2－dimethylaminopropane，（Ds一型）：白

色結晶性粉末，mp　187。．

　エタノール：一級試薬のエタノールに硝酸銀と水酸

化ナトリウムを加えて蒸留し，定沸転となった部分を

とる6

　旋光計：Rudolph　high－precision　photoelectric

spectro－polarimeter，　model　200　S－80．

　試料管：長さ10cm，口径約6mm，容積約3mJ，試

料管の中央に試料液の注入口を有するものに石英製の

窓をつけて使用．

　分光光度計：日立自記分光光度計，EPS－2型．

実験方法

　大体前報4｝に従って測定した．試料液の濃度は0．05

Mまたは1％とし，24±2。の恒温室で測定した．試料

管の石英窓はしめつけるときひずんで複屈折を生ずる

ことがあるから，．試料管の中央に注入口を有するもの

を使い，旋光度測定後試料液を注入口より出してか

ら，その口から溶媒を出入させてよく洗った後，溶媒

を入れてブランク値を求めた．旋光度は分子旋光度で

表わした．

　遊離塩基はエタノール，塩酸塩は水を溶媒とした．

ただ，レエフェドリンおよびその塩酸塩は同じ溶媒

（48％エ．タノール）を使った測定をも合わせ行なった．

　吸収スペクトルは旋光度測定と同じ溶媒を使い，試

料液の濃度は0・005Mまたは0．1w／v％で測定した．

なお，．ベンゼンパソドのみを記録した．　　　　・

実験結果

　旋光分散曲線はFig・1に示した．

　ムephedrine，　absorption　spectrum，268（slloulder）

264，258，252．5，248（shoulder），243　mμ（shoulder）；

ε92，154，202，170，91，83；RD　in　etllano1（C＝0．050

M），24。土2。，〔M〕700－12，〔M〕58g－10，〔M〕3goO，

〔M〕300十78，〔M〕273十548；〔α〕58g－5．7；RD　in　etha－

nol（48v／v％），〔M〕700－6，〔M〕58g十1，〔M〕400十24，

〔M〕30。十135，〔M〕274十428

　4－pseudoephedrine，　absorption　spectrum，267

（shoulder），264，258，242，5mμ；ε73，182，202，184，

112，82；RD　in　ethano1（C＝0．061M），〔M〕700十44．8，

〔M〕58g十31．5，〔M〕406十151，〔M〕300十313三〔M〕282

十364，（shoulder），〔M〕272十592；〔α〕58g十37．1

　ムephedrine　hydrochbride，　absorption　spectrum，

266．5（shoulder），263∫257，251．5，247．5（slloulder），

242mμ（shoulder）；ε89，154，200，155，111，74；RD

in　water（C＝0．051M），〔M〕700－50，〔M〕58g－71，

〔M〕400－176，〔M〕282．5－424（trough），〔M〕272，5」267；

〔α〕怨g－41；RD　in　ethanol（48％），（C＝0．050M），

〔M〕700－47，〔M〕闘g－83，〔M〕400－200，〔M〕285－477

（trough），〔M〕272－372

　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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　Fig．1．　　Rotatory　dispersion　curves　of

　　　　　ephedrines

I　：ムephedrine　in　ethano1

∬：ムephedrine　hydrochloride　in　water

皿：ムmethyl・ephedrine　hydrochloride　in　water

Wlムphenyl－dimethylaminopropane　hydrocレ10ri・

　　de　in　water

V：4－pseudoephedrine　in　ethanol

W：4マpseudoephedrine　hydrochloride　in、water．
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　’一methy1・ephedrine　hydrochloride，　absorption

spectrum，266．5（shoulder），263，257，251，247，

241．5mμ；ε83，159，201，157，108，72；RD　in

water（C＝0．050M），〔M〕700－46，〔M〕58g－64，〔M〕400

－159，〔M〕284－361，（trough），〔M〕275－345；〔α〕58g

－29．5

　’一1－pheny1－2－dimethylaminopropane，　absorption

spectrum，266．5（shoulder），263，257，242（shoulder）

　　CII3
H．d．NHCII3

11－d－OII

〔）

’一ephedrine

　　CII3

II↓NIICH3
110↓II

＞
4－pseudoephedrine

mμ；ε86，156，201，156，110，73；RD　in　water（C

＝0．050M），〔M〕700－23，〔M〕58g－31，〔M〕4qo－80．

〔M〕273－299（trough），〔M〕272－256；〔α〕582－15

　4Lpseudoephedrine　hydrochloride，　absorption

spectrum，　266．5，　263，257，　251，　246．5（shoulder），

24L5mμ；ε85，165，202，155，104，70；RD　in　water

（C＝0，049M），〔M〕？oo十81，〔M〕58g十111，〔M〕400十276．

〔M〕300十685，〔M〕272十919；〔α〕53955

　　CH3
11．d．N（CII，）2

11↓OII

＼ノ

’一methy1・ephedrine

　　CII3
H↓N（CII，）2

　　　
II－C－II

》
ムpheny1・dimetlly1。

amlnOP「opanc

考 察

　1一エフェドリン，4一ブソイドエフェドリンおよび後

者の塩酸塩の旋光分散曲線は大よそ単純曲線となっ

た．ブソイドエフェドリソは溶媒がエタノールのとき

282mμにshou！derが現われたが，その壌酸塩は溶

媒が水のときはそれが認められなかった．

　ムエフェドリソ，ムメチルエフェドリンおよび距フ

ェニルジメチルアミノプロパンの壇酸塩は負のコット

ン効果を示し，そのtroughの波長は前2渚が284m’4

で同じであったが，後者はかなり低波長の274mμに

ずれ，D一フェニルアラニンのtroughの波長と大体同

じになった51．

　遊離塩塞およびその塩酸塩の両者を溶かすため，48

v／v％エタノールを用い，’一エフェドリンの濃度を一

定（0．05M）にし塩酸の濃度を増加して行くと，その

旋光分散曲線は次第に塩酸塩のそれに近付いて行っ

た5・61．

　’一エフェドリンに塩酸を加えて行くと，その旋光分

散曲線は正の単純曲線から負のコットン効果曲線に変

わって行った．しかし，4一プソイドエフェドリンがそ

の壇酸塩となるときは，その旋光度が増加するだけ

で正の単純曲線であることには変わりがなかった．

（Fig．1）したがって，これらの旋光分散曲線の形と

その変化からも’一エフェドリンと4ブソイドエフェ

ドリンは異なったコンホーメーション7一：ωを示すとい

えよう．

　堀酸庖の旋光分散曲線から，ムエフェドリンのメチ

ルアミノ華がジメチルアミノ華になると旋光度の絶対

値が澱少し，そのメチルエフェドリンの水酸華が水素

になると更にその値が減少したが，その全体の形はあ

まり変化しなかった．

　旋光分散曲線は使用する溶媒およびその溶液のplI

などによって大いに変化することがあるから，その曲

線の形などから立休構造やコソホーメーシコンを決定

するには充分注意を払う必要がある．

　これらのことから当然エフェドリン類などの旋光度

を測定するときは充分条件を一定にして測定する必要

があり，不純物が共存するとその測定値はほとんど意

味がなくなる．実用面からいっても，D線以外の水銀

の輝線365，405．436，546，578mμのηi色光を使っ

て旋光度を測定する力が，物質の確認および定量に有

利であろう．なお，測定した旋光度は文献値3［と大体

一致した，

　X線回折川により塩酸イーエフェドリンとムエフェ

ドリンとのコソホーメーショソがちがうとの報告12｝が

ある．溶液中におけるエフェドリン類の溶媒，溶液中

のpHなどによる変化についてはさらに検討を’重ねる

予定である．

総 括

　エタノールを溶媒として，ムエフェドリソ，‘1一ブソ

イドェフェドリソ，水を溶媒として，塩酸一ムエフェ

ドリン，塩酸イーメチルエフェドリソ，塩酸一ムフェニ

ルジメチルプロパソおよび塩酸一4一プソイドエフェド

リンの旋光分散曲線と紫外線吸収スペクトルを測定し

た．

　溶媒や溶液のpllなどを変えて，’一エフェドリンお

よび4一プソイドエフェドリソの旋光分散曲線を測定

することはそれらのコンホーメーションの推定の助け
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となる可能性のあることがわかった．

　この研究を行なうにあたり，御指導，御援助下さっ

た長沢佳熊部艮に厚く謝意を表します．
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　Optical　Rotatory　Disper8ion　of　EpLedrine8

Tetsu　KAsHIMA　and　Ziro　KAwAMuRA

　Rotatory　dispersion　curves　and　ultraviolet

spectra　of　1」ephedrine　and　4・pseudoephedrine

in　ethano1，　and　of　ephedrine　hydrochloride，

1・methylephedrine　hydrochloride，1・1・pheny1・2・di・

methylaminopropane　hydτochloride，　and　4・ps則・

doephedrine　hydrochloride　in　water，　are　measured

by　Rudolph　photoelectric　spectro・polarimeter　and

Hitachi　record…ng　spectrophotometeL

　As　the　results，　the　conformation　of　JLephedrine

and　4・pseudoephedrine　would　be　solved　by　the

RD　curves　which　were　measured　by　changing
the　solvents　and　pH　of　the　solutions．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

クジラヘパリンのプロタミンに対する結合能について

長沢佳熊・木村俊夫

　血液凝固阻止剤であるヘパリンはその構造が多糖類

硫酸エステルであるために塩基性色素であるトルイジ

ンブルーをメタクロマジー的に変色させたり，また塩

基性蛋白質たとえばプ晶出ミン，ピストンなどと結合

体を作る1｝．特にプロタミンは単独でも血液凝固を阻

止するが，ヘパリγと結合するときは双方共にその活

性を失う21．この反応は化学量論的に行なわれる3｝ので

ヘパリンとプロタミソの相互の純度検定に用いられて

おり，硫酸プロタミソ1mgに対するヘパリンナトリ

ウムの結合当量は米誌では85．8単位41，日局では80．6

～94．4単位6［（昭和37年度現在の日局ヘパリンナトリ

ウム標準品108単位／mgを用いるとき約0．81　mgに相

当する）とされている．しかし両者の結合当量と力価

の関係，さらには動物の種類による特異性に関しては

不明確である．

　著者らはクジラから製造したヘパリンがウシ・ヘパ

リンに比し有意に高い活性を持つものが得られるので

ナガスクジラから製したヘパリンA（126単位／mg），　B

（267単位／mg）およびC（310単位／mg）を用いて～｛

リンープロタミン結合当量とヘパリンの力価との関係

を検討した．

　まず日局記載のヘパリンナトリウムの定量法6｝，同

硫酸プロタミンの抗ヘパリン試験5）および芹沢の報告

7｝を準用し，　in　vitroでヘパリンの一定単位を全く

不活性化するに要するプロタミン：量を求め，他方プロ

タミソー定量に対し明らかに凝固時間を延長させるに

要するヘパリンの最小量を求めた（実験1）．

　ついでトルイジソブルーを指示薬とするコロイド滴

定法8｝により，一定量のプロタミンをヘパリンで滴定

し，過量のヘパリンがあらかじめプロタミン溶液中に

加えておいたトルイジンブルーとメタクロマジー現象

により青→赤の変色を示す点を終点とし，プロタミン

に対する結合当量を求めた（実験2）．

　以上生物学的検定および化学的検定結果から，1）

一般にクジラヘパリンはプロタミンに対し大きい結合

当量を持つ．　∬）ヘパリンープ目引ミソの結合は或る

程度以上精製されているヘパリンを用いるとき，その

力価の高低には関係がないように思われた．

実験の部

　実験材料　ヘパリン国際標準品（1958年制定）：130

単位／mg，クシから製造したもの
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　ヘパリン日本薬局力標準品（1961年製造）：108単位

／mg，　Nutritiona1　Biochemicals　Corporation製

　クジラヘパリン：いずれもナガスクジラ　。8αZσθπo・

ρ’θ7σ♪妙3σZz‘3　L：NNEusから製造したものA126単

位／mg，　B　267単位／mg，　C．310単位／mg

　硫酸プロタミン：Eli　Lilly祉製

　トロンボキナーゼ抽出液および硫酸塩・全血液：日

局ヘバリソナトリウムの定飛法の項に準ずる．

　実験1清浄な13mm　x　150mmの共せん試験管に

トロンポキナー・ゼ抽出液0．2m’をとり水を加えて1・4

m’とし，これに硫酸堀・全血液1m1を加え，せんを

して一回転倒して混和し，秒時計で凝固するまでの時

間を測定し，これを基準時間とする，別の試験管に水

1m’中硫酸ブ、ロタ．ミン1mgを含むように溶かした

液0．2m1をとり，．これに水1m’中5バリン83単位を

・含むように溶かした液の適当な量を加え，さらにトロ

ンボキナ」ゼ抽出液0．2m’を加え水で全量を1．4m’

とし，塞準時間測定の際と同様に操作してその凝固時

間を記録する」ヘパリン丑を順次増してその凝固時間

が塞準時間より明らかに延長させるようなヘパリン量

を調べ，上記の濃度におけるプロタミン0．2m竃に対

する結合比を求めた．その結果をFig．1に示す．’
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Fiぽ．1．　Effect　of　heparins　on　O．2mg　of　protamine

　　　　sulfate

Ist：International　Standard　Ileparin

Nst：Japanese　Pllarmacopoeia　Standard　Heparin

A：whale　Ileparin　A　　B＝wllale　Ileparin　B

C：wlla！c　Ilepafin　C

　また，上の実験とは逆にヘパリン一定単位（この場

合8，3単位）を各試験にとり，これにプロタミンを順

次増飛して加えたのち上の実験．と同様に操作し，その

凝固時間が基準時間と温しくするようなヘパリン8．3

単位に対するプロタ．ミンの最小：謡：を求めた．その結果

をFig．2に示す．　　　…　一．．　層　　　．’．

　　　　002　　004　．OO6　　0Dδ　　O．IO　　OI2　　014

　　　　　　肋。ぼ4’εoηrθ’伽’ηρ‘所’，

Fig．2．　Effect　of　protamine　sulfate　on　8．3units

　　　　of　various　heparins

Ist＝International　Standard　Ileparin

Nst：Japanese　Pharmacopoeia　Standard　Ileparin

A：whale　lleparin　A　B＝wha！e　Heparin　B

C：whale　Ileparin　C

　実験2寺山の報告したポリビニル硫酸カリウムに

よるキトザソ塩酸塩の直接コロイド滴定法をヘパリン

ナトリウムと硫酸プロタミンに準用して行なった．す

なわち10m1の三角フラスコに0・1％硫酸プロタミン

水溶液1m1をとり，これに指示薬色素として0・Ol％

トルイジンブルー水溶液1滴を加えると溶液は青色を

呈する．これを0．05％ヘパリンナトリウム水溶液で，

2m’のミクロビュレットから赤色になるまで滴定す

・る．終点付近では溶液はかなり混濁するが変色は比較

的わかり易い，振りまぜても青色に庚らない点をもっ

て終点とした．しかしクジラヘパリンCのみは終点の

判定が困難であったがヘパリンの濃度を0．1％とした

ところ好結果が得られた．各ヘパリンにつき3回ずつ

の滴定を行ない，平均値を求めた．その結果を実験．1

の結果と合わせてTable　1に示す．

Table　1．　Amount　of　lleparin　sodium　which

　　　　combined　to　l　mg　of　protamine　sulfate

Ileparin

Ihternational

　Standard

Japanese　Pharma・
copoeia　Standard

Whale　A

Whale　B

Whale・C

Potency
qnits／mg

130

108

126

267

310、

Whole
Blood

Method＊
（mg）

0．54

0．84

1．18

0．89

1．12

CoUoid
Titration

Mcthod＊＊
　　　（m餌）
0，64十〇，Ol

O，78十〇，01

0，95十〇，01

0，84十〇．01

．1。00十〇．01

＊　Avera窪e　values　from　Fig．2

．＊＊　Av6ra奮e　values　and　their　stnndard　deviations

　　Qf　three　titrations　　　　　　　　　　　　　　．
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考 察

　以上の実験結果からヘパリンの活性が大きぐともプ

ロタミンに対する結合当量には顕著な差は見られない

が，ウシヘパリンである国際標準品の全血法による

プロタミン1mgに対する結合当量0．54mgという値

は，Seegersg〕がプロタミン1mgによりヘパリン

0．78mgが中和されると述べているのに比べて相当小

さい．これはヘパリンの精製の程度によるものかも知

れないがあらためて検討の必要がある．

　全血法とコロイド滴定法ではその結果に10～20％の

開きが見られる．これは実験時の濃度の違いによるも

のと思われるが，相対的に見て大きな差ではないので

この様に結合当量を求めるには操作の簡単なコロイド

滴定法でも充分使用できる．

　終わりにクジラヘパリンの試料を御分与された大洋

漁業株式会社柴田哲夫博士に謝意を表する．

　なお本研究の一部は昭和36年度厚生科学研究費によ

った．
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Summary

　On　the　Pmtamine・Binding　Capacity　of　Hepa・

rin　Obtained　from　WMe　Kakuma　NAGAsA・
wA　and　Toshio　KIMuRA　　　‘
　1）　The　equivalence　values　bf　heparins　obtai・

ned　from　bovine　and　whale　to　protamine　were

determined　by　the　whole　bloQd　method　and・the

colloid　titration　method　using　to1ロidine　blue　as

indicator．

　2）　The　authors　found　the　equivalence　values

of　whale　heprins　to　be　larger　than　that　of　bovine

one　significantly．

　3）　Any　correlation　between　the　equivalence

values　to　protamine　and　their　potencies　was　not

found．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

るyω7ゑs属植物に含まれるガランタミンの抽出，分離と定量について

山ロー孝・小川秀子・名取信策
　小児麻痺の後遺症の緩解に効果のあるgalantha・

mineの資源を国内産助oo7’3属植物に求める目的で，

種子島産ショウキランゐyoo7f3伽7昭HERBERTのリ

ン茎から　galanthamineの抽出を試み，ついで群馬

県沼田市産，および同地産春日部薬用植物試験場栽培

のナツズイセン功oo7ゴ339％σ履8〃σMAxlMowlczの

リン茎を試料とし9alanthamineの分離定量を試み

た．

　シロウキラソからのgalanthamineの分離はBoit

（D

＜：

HO

N

H

（正）．　OH

H3CO

N層CH3

ら1｝・2｝，上尾ら3｝・Gの報告にもとずいておこない，ヨ

ウ化水素酸塩として乾燥試料に対し，o，Q25％の収量

でえられた．

　　ヒガンバナ科植物中のgalanthamineおよび近縁

塩基を対象とした分離法については上尾ら3一后｝，Boit

ら1）・2）の多くの研究があり，とくにろ紙クロマトグラ

フィーを用いた微量の分離については高木6｝，Kincle

ら71，Grade81の報告があるが，われわれはこれらの方

法を検討してつぎのような分離定量をおこなった。

（皿）　OH　　　（m’CH3

0

H3CO

Fig．1．

N－CH3

tQ

N－CH3

OH
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　ナツズイセンの含有アルカロイドとしては1ycorine

（1），1ycoramine（∬），　galanthamine（皿）の他に不

明塩基があると報告されているが5，，．われわれはなお

tazettine（W）の存在を確認した．

　抽出，定量法の概要はつぎの通りである．ナツズイセ

ンの乾燥リン茎のメタノ．一ルエキスから分離したアル

カロイド留分を高木ら5，・61の方沙に準じてmultibuf・

fered　paper　chromatography（mbpc）をおこない，

（皿）に相当する部分を分離溶出し，　λ望ξ13288mμに

おける吸光度を測定，純（皿）としての含有量を求め

た．この場合（皿）と（皿）のようにヒガンバナアルカロ

イドはpK値も近く6｝，　mbpcによる分離も不完全

で，各アルカロイドのstopped　pHは再現性に乏し

い．又紫外部吸収も似ているので，補正による分離定

量もおこないがたい．このため定丑をおこなった各試

料についてUoydらの方法9〕・101にならって，高感度

ガスクロマトグラフィーにより検討した結果，（H），

（皿）の分離は困難であるが，上記の力法によって他の

三一とはほぼ完全に分離定量されることが確かめられ

た．ショウキランを試料としても同様であった．

　　　　　　実験方法および結果

　シgウキランのリン茎からのgalanthamine（皿）

の分離　乾燥粉砕したリン茎（種子島産，3月採集）

2009をメタノールで抽出，，エキスをN一硫酸にとか

し，エーテルで中性，酸性物質を除去したのち．炭酸

ナトリウムアルカリ性とし，クロロホルムで抽出寧，

えた粗アルカロイドエキス（0．169）をクロロホル2・

にとかし，アルミナ（Brockmann）・を吸着剤としてク

ロロホルムを展開剤としてクロマトグラフィー＊をお

こなう．最初のクロロホルム溶出液（150m1）の蒸発残

留物を少量の氷酢酸にとかし，ヨウ化ナトリウムー氷

酢酸飽和溶液を加え，析出した粗結晶（約50mg，収率

0．025％）をエタノールより再結品，mp　254。（分解）．

（皿）のヨード水素酸塩とIRによって同定．

　ナツズイセンよりtazettine（IV）の分離　長野県軽

井沢で8月開花期に採集，乾燥したリン茎末3009の

メタノール抽出液より得たアルカロイドエキスをクロ

ロホルムにとかしダシリカゲル（59）でクロマトグラ

フィーをおこなう．最初クロロホルム，次に0．5％メ
　　　　　　　しロ
タノールークロロホルムで展開，溶出した留分をアセト

ンにと聾して放置・3P　199～205。の無色晶（約5mg）
　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ・・　　　　　　　、

骨クロロホルム抽出後の水層を水酸化ナトリウムアル七 ﾍむ性として，

ふたたびクロロホルム抽出し，中下層から（1）（0．078）をえた．又

（皿）の溶出したあとのクロマトカラムからも（1）（0．089）をえた，

砦管リン茎は乾娘によって約3分の1の重量になる．

析出，（IV）（mp　208～210。）と混融，およびIRによ

り同定．

　Galanthamine（皿）の吸光度一濃度回帰方程式

（皿）の純品（1np　127～129。）150μg／10m1～400μg／10

m’のクロロホルム溶液をつくり，（皿）のえ望ε13

288m！’（109ε＝3．41）で吸光度を測定し，直線関係

のあることをたしかめたのち，その測定値（η＝12）を

もととしてもとめた回帰方程式は

　　　　κニ11202．51y－50，64

　　　　κ・＝μ9／100m’，　y＝求める濃度の吸光度，

　　　　測定回数”＝12，標準偏差σ＝0．0012

　塩基のmbpcによる分離，定量

　i）　試料の調製　ナツズイセン（又はショウキラン）

の乾燥細切したリン茎1009紳をメタノール各250．200，

200，100mJで4回温浸し，浸出液を合し，濃縮して

えたメタノールエキスをN一硫酸100m’にとかし，エ

ーテル70m’で3回抽出し，中性，酸性物質を除く．

N一硫酸層に濃アンモニア水5mJを加え，アルカリ性

にし，クロロホルム100，50，50，30m’ずつで4回抽

出し，クロロホルム層を合して5％アンモニア水50

mJで洗い，洗液のアンモニア水層をクロロホルム10

mJであらいクロロホルム層と合し，乾燥ろ紙でろ過

する，ろ液を水浴上50。以下で減圧濃縮．エキスは減

圧デシケーター中で乾燥する（粗アルカロイド）．

　髄）アルカロイドのmbpcによる分離　東洋ろ紙

No　514（40　x　27　cm）（Fig．2）’の下端より．6　cmを原点

とし，2cmおきに14本横線をひき，原点より2cm

上の線より2cm幅にMc・11vaine　bufferをpll　6．0

翫8…48と0．2の差をつけて2cmつつの間隔をおい

て順に塗布し，室内（約15。）に約1時間放置したのち，

①2cm，②7cm，③2cm，④？cm，⑤2cm，⑥7cm

の巾の6枚のストリップとなる様に下辺から32cm緊

切する。①，③，⑤はガイド用，②，④は測定試料展

開用，⑥は測定の際の対照用である．～i）によりえた粗

アルカロイドエキスをクロロホルム少量にとかし鵬来

るだけ小径のろ紙で不溶物をろ別し，ろ紙をクロロホ

ルムで洗い，洗液とろ液を合し定容とする（1～2

mの，ろ液0．1m’つつを②，④の原点に二布，次に

別に0，1m’を3等分し①，③，⑤のガイドストリッ

プの原点に塗布する．

　ろ線を．密閉容器中に懸垂し，クロロホルムを展開剤

として展開する（15時間，室温）∴展開後ド溶剤を

自然蒸発させたのち，ガイド用スト’リッ，ブ①，③，

⑤に　Dragend6rff二二を噴霧して各アルカロイド

の位置をたしかめる．通常（皿）含有フラクシ鯉ンの

stoPPed　pHは5。2～5，4（Fig．2（A））で，他のアルカ
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ロイドフラクションはその下，pH　5．6～5．8（Fig　2．

（B））である．②，④，および⑥の相当部位毎に等面積

つつ切りとり（原点の発色はクロロホルムに不溶の

（1）なので除外），各フラクション毎に②，④を合し

0．02N硫酸25，20，20，10m1の各4回温浸し，浸

iil液を吸引ろ過し，できるだけろ紙中に吸着している

0．02N硫酸を除去し，ひきつづき水洗，吸引の操作

をくり返し洗液が酸性を示さなくなるまで洗う．洗

湯，浸出液を合しアンモニアアルカリ性としクρロ

ホルム25，20，20，10m’つつで4回抽出し，抽出液を．

合し，：全容100m1とする．⑥の対照用ストリップも

相当フラクションを同様操作抽出し，抽出液を全容50

m1とする．

　又（皿）とUV吸収，　pK値が近く試料中に共存して

いる（皿）の小氏による影響を調べるために，原点に上

記と同量の（皿）と共に（H）100μ9（クロロホルム溶液）

を点滴し，同様操作をおこないstoPPed　pH　5・2を

（D，pH　5．4を（皿）としてpH　5．4の部分の吸光度

（y）を測定して回収率をもとめた（b）．

Table　1

試料galanthamine　回収galanthamine
　　　　　　μ9　　　　　　　　　　μ9

回収率％

（a） 312．0

312．0

303．4

299．0

97．98

96，27

2ワfρ

P”

4．8

仰、

S0’

50

5：2

z
多

5：4

ρ翠励’∫ノ

脂t㊥
5；6

B
58

ウ．0

（ 一 A

の ⑦ ③ ④ ⑤　⑤・

2伽

Q卿
f6ρ切

～‘”7伽　2‘昂　7・紛2‘恥　ク砺

（b）　　　　　312．0　　　　　　　　 305．6
　　（十1ycoramine　100．0μg）

　　　　　312．0　　　　　　　　　303．4
　　（十1ycoramine　100．0μg）

97，96

97．98

Fig．2，　mbpc用炉紙

　iii）galanthamineフラクションの定量　⑥のク

ロロホルム抽出液を対照とし，上記抽出液のUV吸

収（250～340mμ）を測定し，その吸収が（皿）のそれ

と一致することをたしかめ288mμの吸光度（のを測

定し，吸光度一濃度回帰方程式から（皿）の含最（κ）を算

1玉！する．リン茎中の（皿）の含量（％）は，アルカロイド

エキスを2m1のクロロホルムにとかしてmbpcの

原液とした場合10噂5∫となる．

　iv）回収串　前記同様に．buffer処理．した東洋ろ

紙No　514（4　cm～40　cm）を2cm巾に2分し，一：方

をガイド用，．一方を測定凧とし，．．原点に（皿）312μg

（クロロホルム溶液）を点滴し，同条件下でmbpcを

おこない，ガランタミン展開部分を同様に抽出処理し

てえ盟ξ13288m！ごの吸光度から回収率を測定（a）。

　v）爽雑物の影響　mbpcのろ紙上の（皿）のフラ

クシコンには，けい光物質が來回して来る．又（皿）の

クロロホルム溶液を放置したもの（約2ケ月）は明ら

かにけい光を生じ，Kincle7，らの方法でも展開中にけ

い光をおびて来る．mbpcの（皿）のフラクションを

塩酸で抽出した場合，けい光はいちぢるしい．けい光

をおびると新たに320mμに吸収極大を示し，288mμ

の吸光度も高いので定量：をさまたげる（（F19．3（1》）．

一～碗

　0．7

α5

＿，／

　　／

　／
　ノ
／　（2）
’

（D

／／_
　コ

／　l
　　　　b、，哩＼

　　　＼

　　　　　　　320朔　　　　＼　！・、．

　　　　　、．／　　　　＼

鴨・一 _＿一一＿＿一一◎
　　　　　　　　　、、 、

、

、、

、、

　、、隔
　　　鴨隔一鴨

　ηα　250　　～60　　270　　280　　290　　300　　310　　320

　　　　　　　　　　Fig．3．

ω　けい光をおびた（皿）のクロμホルム溶液のUV吸

　収

②　アンモニア・アルカリ性によるけい光物弾除表後

　のクロμホルム溶液のUV吸収
（3）アンモニア活計のUV吸収
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けい光物質はアンモニ、ア・アルかリ性でクロロホルム

抽出すると添層にとどまるので，上記の操作で除かれ

るが，λ望ξ13320mμの吸収の有無によりさらに確か

められる（Fig．3，（2）．（3））．　　　　．　　．

，mbpcによる分離は純品，低濃度の混合物について

は行なわれやすいが，リン茎より抽出したアルカロイ

ドエキスについては，とくに（皿）と（H）の分離は行な

われにくく，stopped　pllも再現性に乏しい．両者の

buffer　extractionによる分離6，も不可能であった，

　（皿）のλ需ε13は286m，4（ldgε＝3．36），　（IV）の

え望ξ且・は293mμ（1・9・＝3．42）で（皿）のλ需ε1・・

288mμ（109ε＝3・41）と極めて近く，特に（皿）と（皿）

はその曲線も酷似し区別がむつかしい．

　高感度ガスクロマトグラフィーによるgalantha・

mine　フラクションの確認

　i）　装置　島津G．C．1B型（Flame　Ionization
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ロ
Detector，　type　IIFD　1つき），　カラム：1％Silicone

Polymer　SE　30，担体：Chromosorb　W（80～100メ

ッシ昌），225cm。

　ii）条件　カラム温度：197。；キャリヤーガス，窒

素；流速81m’／min；圧力1．2kg／cm2；検知器温度，

250。；サンプルヒータ「2700．

　iiり　各アルカロイドの保持時間（min）

Table　2

galant　amine　lycoramine　tazettine
　　　（皿）　　　　（皿：）　　　（IV）

1

（m

H）

（N）

10 12 14　　16 18 20浦η

m（m
F曽 4－1

qv）

？
？

6 8　　10
12 14　　16 18 　　　，Q0η‘η

（m（皿） 鞠 4－2－1 齢

卜

1、

i、 ｛1▽）

　9　　●

、・．

8　　10 12 i4 1妓IV）18 20η肋

物 4－2－2

？

？

8　　10
12 14　　i6 旧 ．20ηfη

鞠4－2句3

（∬），（皿），（IV）

各単品
（H），（皿），（IV）

混　合榊

8，1min

8．1min

8．8min　　16．65min

8．5min　　16．45min

　iv）　mbpcの各フラクションの確認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　mbpcのDragendorξf試薬陽性の各フラクション
　　　　　　　　　む
についてUV歯固を測定したのち，クロロホルムを

留出，1～2％のアセトン溶液としてその3～らμ」（ア

ルカロイドとして3～10，19に相当）を用いて上記条件
ロノ

下で高感度ガスクロマトグラフィーをおこない，8．5

＊＊＊　（FI唇・4－1）　（∬）と（皿）の混合比は（5＝2）ド先端が分

れるのみで電り合う．

（皿），（皿）の分離は1％QF　1のカラムを用い次の条件下で行った

場合SE　30よりやや良好な結果が得られた．

　条件，カラ4倣190・，キャリヤーガス日脚，流速32m’ノm置n，圧

力LβLg！cm2，検出器温度220●，サンプルヒーター270●．

　　　　　　　　G8hロ山厘mino，　Lycomminoの保持時間（min）

lm｛m

（皿）

　10，教

　）

　m

ク＼、

8　　　　14　　　16　　　，8　　　20」77’刀

鞠4－3一’

8 10　12　14　　16
　　　F’94－3－2

　16　　20副η

　　へ6¢「、

（皿） （∬）

（皿）（皿）各単品7．35min

（∬）（皿）混合？。5

8，35mi孔

8．25

　　，　　　層　　．

＊＊＊＊離紀の条件で1％QF　1のカラムを用い9月採集サツズイセン

のAフラクシ，ンを検討したところ（n），（皿）相当保持時間にピーク

を認めた，

10　　　12　　　14　　　　16

　　　　F894－3－3

18　2功’η

Fig．4－1　：galanthamine（！1【），1ycoramine（皿），

tazettine（IV）混合

Fig．4－2－1＝ナツズイセンの総アルカロイド

Fig．4－2－2：同（酬フラクション
Fi宮．4－2－3：同（Bトフラクシ昏ン
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Fig．4－3－1：ショウギランの総アルカロイド

Flg．4－3－2：同㈹フラクシ．ヨン
Fig．4－3－3：同（B）フラクション
＊　（皿）（皿）の混合を示す

min附近にピークのあらわれたものをgalanthami11と

フラクションとする．ナツズイセン，ショウキランの

総アルカロイド，galanthamineフラクション（Fig．
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ2－A），他のアルカロイドフラクション（Fig．2－B）のガ

スクロマトグラムをFig．4に示す＊＊＊．

　以上のクロマトグラムから，1月採集のナツズイセ

ンの粗アルカロイドエキス中（9月採集も同様なので

省略）には，（皿），（皿），（IV）の存在が明らかである

ほか，約12．1min，13・3min附近にごく微かではある

が2の不明塩基の存在を示すピークがある（Fig，4－2－

1）．又，mbpcにより（IV）および不明塩基のほとんど

がB一フラクション（Fig．2）にとどまり（Fig．4－2－3），

galanthamineフラクション㈹には根跡程度混在して

いるにすぎない（Fig．4－2－2）．点線はスケールを落し

た時のピークを示すが，両者混合かどうかは明らかで

ない＊＊＊＊．5月採集のジョウキランの粗アルカロイド

エキスは（皿），（H），および（IV）の相当保持時間附

近にピークを示す（Fig．4－3－1）・gala郎hamineフラ

クション（A）の（五）と（皿）の柑当ピークは肩を持ち

両者の混合であることを示している（Fig．4－3－2）．・（B）

ブラクションには（∬），（皿）は存在しない（Fig．4－3－

3）・1ycor三ne（1）は用いた条件下では25　min以内に

ピークを示すことがないので，2つの不明塩基の何れ

も（1）ではない．，

　定量結果　上記の方法によりえられた（皿）を含有す

るフラクションの定量値は，乾燥試料に対して（皿）と

してTable　3の通りであるρ・

Table　3

　ナツズイセン　　ナツズイセン　　ショウキラン
沼田，9月採集春日部，1月収穫種子島産，5月採集

は今後更に検討を要するものと考えられる．本法によ

ってえられたgalantha卑ineフラクションの定量値

は，従来の結晶としてえられた収率1，・5｝よりやや高い

値となっている．

　本定量法を検討するに当り，有益な御助言並びに貴

重なアルカロイドの温品をいただいた京都大学上尾教

授，山本，新宮両氏，ガスクロマトグラフィー一こつい

て種々お世話になった理化学研究所池川博士に深謝す

る．又IR測定については当所大場博士，試料を供せ

られた中外製薬株式会社川畑博士，喜谷氏，当所春日

部，種子島，両薬用植物栽培試験場川谷，高城場長に

感謝する．
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　　　　　　　　　考　　察

　本法により（皿），（皿）両アルカロイドを．galantha・

：11ineフラクションとして他の塩基（工），（IV）等と分

離定量することは一応可能と認められるが，両塩基の

分離確認は，用いたmbpcの条件においては不可能

であり，高感度ガスクロマトグラフィー（1％SE　30カ

ラム）でも分離確認が確実ではない．この点について

Summary

1801ation　and　I｝etermination　of　Galant1㌦amine

in　L〃corε8　Plant8 Kazutaka　YAMAGucHl，

Hideko　OGAwA　and　Skinsaku　NAToRI
　Separatory　determination　of　galanthamine　frac．

tion　in乙y607∫5σπγθσand　L・59粥痂9θ7αwas

examined・by　the　use　of　multi・buffered　papgr

chromatography．　and　the　measurement　of　the
optical　density　at．288　mμr　The　separation　of　the

alkaloids　was　pursued　by　high　sensitive　gas

chromatography．　　　　　1

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）
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バッカク・アルカロイドの赤外部吸収スペクトル

山ロー孝・大揚琢磨・伊東 宏

　ペプチド型パッカク・アルカロイドの構造は1938年

Bargerら1，により（A）式が撮出された．　A．　Stollらも

一時同式を支持したが2｝・81，まもなくこれをdiketopi・

perazine型の（B）式に訂正した‘，・5，．　Sto11らはこれら

アルカロイドのLiAIH4の還元生成体および熱分解

生成体の反応から（B）式を説明しているが，最近Green

ら6，はpyroergotamineの核磁気共鳴スペクトルから

Sto11らの結論に疑問を与えている．各ペプチドアル

カロイド剛体のLR．吸収に関する報告には接してい

ない．

＿㏄　II
　　　ノ
〈＝〉・£II・

　／　　＼
／＼＿／
1
　　＼＼N
　　　　　H
Lys．＝Lysergic　acid

ノ1 」1

　　　II　CO＿
　　　　　ノ
　　　く⊃N－CH・

　　／〈＿〉

∪L」l

　　　　　H
Iso且ys．＝lsolysergic　acid

　　　　　　　　　　　　　CH忌
E，g。met，i・，（1）、Ly鼠．NH．とII．CII、OH

　　　m．p．167。（Maleate）

嘱窒1ご！泓

　　　　　　　幣

　　　　　　（A）

　　　　　　　　　罠’

　　　　　　（B）

Ergotamine（11）Lys・・R＝II・R’＝gH2－C6115・

　　m．p．2030（dec）（Tartrate）

Ergotaminine（皿）Isolys。，　R＝H，R’＝CH2－C6115，

　　m．p．241～243。（dec）

Ergocristine（1▽）Lys，，　R＝CH3，　R’＝CH2－C6115，

　　m．p．170～1goo（dec）

Ergocristinine（V）Isolys．，　R＝CH3，　R’＝CHrC6H5，

　　m．p．2260（dec）

Ergocornine（VI）．Lys．，　R＝CII8，　R’＝CII（CH8）2

　　m．p．182～1840（dec）

Ergocorninine（孤）　Isolys．，　R＝；ClI3，　R’＝CH（CIIぢ）2

　　m．p．228。（dec）

Ergokryptine（、皿）Lys．，　R＝ClI3　R」＝CII2－CH（CII3＞2

　　m．p．2120（dec）

Ergokryptinine（Pζ）　【solys．，　R二＝CH3，

　　R’＝CII2一℃II（CII3）2　m．p．240～242。（dec）

’Manskeの著書（1952）7［，1Merck　Index1960）9）に

は㈹式がのせられているが，Manskeの近刊81日目（B》

式に改められた経過が詳記され，　uS・P・XVおよび

B．P．1958のErgotamine　Tartrateの季縁造式は（B）式を

とっている．J・P・粗一1「酒石酸エルゴタミン」の構

造式もこれに従って（B）式をとっているがわれわれは

J・P・、皿注解に収載する必要から，Sandoz．祉（Basel，

Schweiz）のDr．　A．　Hofmannより患与された！｛ッ

カク。アルカロイド9種（1）～（IX）の標品について

LR・スペクトルを測定し党結果，ベブチド型アルカロ

イドの構造と赤外部吸収との関係について若干の知見

を得たので報告する．

実験方法および結果

　試料Sandoz社（Base1，　Schweiz）のDr．　A．

Ilofmannより患与されたもの（1）～（以）で，上記融

点値は標品に記入されていた値である．

　装置および測定条件光研D・S・301型壌化ナトリウ

ムプリズム赤外分光光度計使用，ga圭n　5，　speed　8，

supPres＄ion　8．試料の2～3　mg／700　mg臭化カリウ

ム錠剤．

　赤外部吸収スペクトル　Fig．1～Fig．5’に各アルカ

ロイドの1．R．吸収スペクトルを示す．
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考 察

　　測定の結果を考察すると次ぎのとおりである．　　ア

　　（1）各アルカロイドを通じて3300～3500cm－1の広

　領域にわたり酸アミド型レN一Ilと塘えられる強い吸

　収が認められる．同様のレN－Hが3200cm－1以下に

　現われる場合もあるが前者ほど顕著でない．

　　（2｝Ergometrine　maleateではアミド型レN－Hに

　隣接して3500cm曽1にレ。－Hが認められる．他のアル

　カロイド塩墓には見られない．　　　　　　　　、

　　（8）各アルカロイドを通じてアミド型VN－Hの広

　い吸収に接して，3300cm－1附近に1本の鋭い一層強

のい吸収を認めるが，インドール環のレN－Hによるも

　のと見なされる．

　　（4）3020cm－1附近，2800cm『1附近の弱い吸収には

　それぞれ＞C－C＜H，＞N－CH、なζが推定される

　が，例外もあるので断定はできない．

　　（5）Ergometrine　maleateを除くすべてのペプチド

　型アルカロイドでは1725cm－1附近と1200～1220cm－1

に鋭く強い吸収を認めるが，これは一般的な類推から

は典型的なエステル型のレ。＝oと　｝℃・つ　と見なし

得るものである．この事実はべブチド型アルカロイド

の構造が㈹式であるならば容易に納得されるものであ

るが，（B）式が正しいならばcyclolamide部分の吸収

と考える外ない．通常第3級アミドの吸収帯は1650

cm－1附近に位置するが，それが（B）のような環を形成

しているとしても1725cm‘1値は異常に高いものと考

える外ない．しかしこれだけの事実から（B》式を否定し

徳るものではなく，ペプチド・アルカロイドの構造式

は㈹，（B）両式相互の平衡関係で考えるのが妥当のよう

に思われる．これを究明するためには固相以外の測定

条件で行ない，さらに（B）式の類似化合物について比較

検討を行なう必要がある．

　（6）塩であるergometrine　maleateおよびergota・

mine　tartrateではカルボン酸のン。＝oが1600cm－1

附近，ソ。－oが1355cm一：附近に明らかに認められ，塩

基には認められない．

　（7）1610～1620cm－1に小さいが明らかなレ。＝・cを
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認める．

　（8）第2級アミドR－CO－NHによる｝℃＝oが第

1帯（1670および1645cm－1附近），第2帯（1530～

1550cm－1），第3帯（1300cm印1）と分布して認められ

る．

　（9）Ergometrine　maleateの1055　cm－1の強い吸

収はaminopropanolのレ0－Hと考えられる．

　⑬　指紋領域には各アルカロイドを特徴ずけるよう

な細かい多数の吸収を認めるが，試料の分子が大きい

ため，その多くは帰属が困難である．1380および1350

とm－1附近に2本，1130～1160cm－1域に2本現われる

イソプロピル基の吸収もあまり明確でないが，ergo・

kryptineは比較的典型的である・

　（10　すべてのスペクトルの800～750cm－1域に，た

とえば780cm甲1と750　cm－1のような2本の吸収を認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かめ，吸収強度は常に後者の方が大きい．これらの吸収

は複合芳香環に隣接して結合する3個の非会合水素原
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ子に基因する面外変角振動によるものであるが，この

ような2本の吸収帯はリゼルギソ酸部分に特有なもの

と見てよいと思う．これらの吸収帯はジヒドロリゼル

ギン酸のようなペプチド部分を欠除した塩基にも見ら

れるものである10｝，　（皿）～（V）．ではベンジル基のモ

ノ置換ベンゼン環の吸収は上記の2本の吸収と重なり

合っている．

　⑫810～820cm－1に3置換オレフィソ
餐＞c－cく餐によると肋される吸収力・弱い棚らか

に認められるのは興味深い・

　③　異性体相互間で吸収帯に差異を認める部分があ

るが，それらの原囚については考察していない．

．本研究の貴重な試料を恵与され，かつイ溢な御助言

をいただいたSandoz　A．G（Base1，　Schweiz）の．DL　A．

Hofmannに深い謝意を表する・また懇篤な御教示を

賜わった東京教育大学理学部中西香爾教授および昭和

34～35年文部省科学研究としての御援助と常に激励を

いただいた大阪大学薬学部堀井善一教授に深く感謝す

る．
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Summary

　丁恥eInfrared　Spectra　of　Ergot　AIKaloids

Kazutaka　YAMAGucHI，　Takuma◎BA　and　Hiroshi
IT6

　The　infrared　spectra　of　nine　pure　ergot　alka・

loids（1）～（1X），　kindly　given　to　us　by　Dr．　A．

Ilofmann　of　Sandoz　A，　G．，　Basle，　Switzerland，

were　measured．in　the　form　of　KBr　tablet，　and

the　results　were　discussed．　An　“ester，’band

appears　unexpectedly　in　most　spectra　at　1725cm－1

which　would　be　expl訪nabie　by　the　for㎡ula（A）

　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日．受付）
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有機化合物のポーラログラフによる研究（第19，20報）◎

佐 藤 寿

（第19報）2，6一ジ置換シクロヘキサノン類の交流ず一ラログラフィー

　2，6一ジ置換シクロヘキサノン類の直流ポーラログラ

フィーに関して，藷者は錦13報nにくわしくのべたが

しかしそれらの交流ポーラログラフィーについては全

然ふれていなかったので，今回著者は第13報をおぎな

う意味において，2，6一ジ置換シクロヘキサノン類の交

流ボー・ラログラフィーを行なった結果の概要を報告す

る．

　1．装　　置

　Yanagimob　pen・recording　AC－DC　Polarograph

Typc　PA－101，水銀滴下電極は乃＝65・Ocm・o斡n

circuitにて，　m2／3tl／6＝1．574，電極間距離1cm，電

解液の内部抵抗は500Ω以下．

　2．材　　料

　（1）～（V）は第13報1レに使川した材料と同じであ

る．

　3．操　　作

　緩衝液5m’＋2。5ハf臭化ナトリウム液5m’＋10m

M試料エタノール5m’→エタノールで全量を50　m’

（試料濃度，1㎞Mの場合）として電解液をつくり，ゼ

ラチン液を加えず，また窒素ガスを通ずることなしに

ポーラログラフィーを行なった．

　なお電解液の内部抵抗による頂点電位，波高への影

習を考慮して水銀滴下電極，水銀池間の距離は1cm

になるよう注意した．

　頂点電位および波高測定に用いた作図法はつぎのと

おりである．すなわちそれぞれの振輌の極大値を結び

山状の曲線をつくる．その曲線の頂点と裾の極小点に

おいて電圧軸に平行に引いた直線間の垂直距離を波高

とし，またそのときの頂点にたいする電圧の読みを頂

点電位とした．第18報2｝を参照のこと．

8
蓬

≡

奪

華
　02v

1 皿

結果および考察

　　　　田 匠 ▽

一〇．3 一〇3 ・03

　1．2，6一ジ置換シクロヘキサノン類の交流ボーラロ

　　グラム

　（1）～（V）の交流ポーラログラムをFig．1にしめ

す．

畳　第18襯，佐藤　寿3衛生試報，79，65（196D

　　　　　　　　　　VOLTAGE
Fig。1，　　A．C．　Polarogra㎡1s　of　2，6－disubstituted

　　　　　Cyclohexanones．

　　　　工。　Dibenzalcyclohexanone，

　　　　H．　Dipiperonalcyclohexanone，

　　　　コL　Divanillalcyclohexanone，

　　　　IV．　Diisovanillalcyclohexanone，

　　　　V．　Dibourbonalcyclohexanonc．

　　pl18．2，　C，1．　Om砿S．，2．0μび／mm，0μF．

　　」E＝15mV，50％．

　（工）～（V）の化合物はいずれもカーボニル塞に共卜

する21氏結合を2個もつところのいわゆる不飽和ケト

ン基をもっているので，それらにもとずく不明瞭な波

とそれにつづく明瞭な波を生じている．

　つぎに（1）～（V）の化合物の頂点電位および波高を

Table　1にしめす．

　2．各化合物の定置

　Fig．1およびTable　1にしめしたとおり，波高は

濃度に比例するから定昂：できることを認めた．

　3．各化合物の頂点電位および波高

　（1）～（V）のpll　8・2における頂点電位よりみた易

還元性の順序は（工）〉（11）＝（IV）〉（V）〉（皿），同

pHにおける波高の大きさは（1D＞（工）〉（IV）〉（V）

〉（皿）のとおりであった．

総 括

　（1）（工）～（V）の化合物はいずれも交流ポーラログ

ラフ波をしめし，それらの波高は濃度に比例するので

定鍛可能である．

　②　頂点電位からみた各化合物の易還元性の順序お
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Table　1。「@A．C．　Polarographic　behavior　of　2，6－disubstituted　cyclohexanones

Compound

pH

　Peak
potential
（vs．S．GE）

　　一V

　　Wave
　　hegi｝lt／C

（Admittance）
　　μび

In　O，25ル1　NaBr，　　0．04ルf　　Britton－Robinson

　　　　　Buffer－80％　　　EthanoL

Dibenzalcyclohexanone（1）

Dipiperonalcyclohexanone（皿）

Divanillalcyclohexanone（皿）

piisovanillalcyclohexanone（1▽）

Dibourbonalcyclohexanone（V）

8．2

8．2

8．2

8，2

8．2

1，24

1．25

1．36

1．25

1．32

64

81

30

57

50

よび波高の大きさの順序などをしめした．

　本究究にさいしてしゅじゆご高配をいただいた療品

部長藤井正道博士に謹謝する．

文 献

1）佐藤　寿＝衛坐混乱，76，39（1958）

2）同　著：同　誌，79，65（1961）

（第20報）　シコニンの交直ポーラμグラフィー

　　　　　　　H・碍H

　著者はこの色素について交直両ポーラログラフィー

を実施した結果，いくらかの知見をえたので，それら

の概要を報告する．

　1．装　　置

　第19報とまったく同じである．

2．材　　料

　シコニソ（mp．143。）メルク製品。

3．操　　作

　シコニソは緩衝剤と結合して沈澱を生じたり不安定

であるから，緩衝剤を除ぎ，つぎのとおりにして電解

　ムラサキLゴ功0瑠7槻〃κ顔触昭1θL。var．θγ鋸ル

御竃乃∫zoπMaxim．の乾燥根，すなわち，　しこん（紫

根）より抽出してえられる赤褐色針状結晶で，1936年

Brockmannllによってそれの構造が確認されるとと

もに吸収スペクトル測定をも行なったことが報告され

ている．

　シコニンは水にはほとんど溶けないが，エーテル，

ベンゼンおよびアルコールには溶け，酸性では赤色，

アルカリ性ではスミレ色を呈し，それの化学構造はつ

ぎのとおりであるとされている．

　　　　　　　HO　O　H3CCII3
　　　　　　　　1　11　＼／
　　　　　　　ノ＼／＼　C、
　　　　　　　　　　人／践　　　　　　　毒

液を調製した．すなわち1班塩化リチウム液2m’＋

10mM試料エタノール液2m’十水5m1→エタノー

ルで全量を20m’（試料濃度，1mMの場合）として電

解液をつくり，この液5m’に対してゼラチン液1滴

を加え，直流の場合には窒素ガスを飽和し，i交流の場

合には通じないままで，いずれもポーラログラフィー

を行なった．

　　　　　　結果および考察

1．　シコニンの交直ポーラログラム1

交直ポーチログラムをFig．1にしめす．

岩

z
自

吾

く

奪．

脚

0

皿

！

　D．C．

塾、

02V

VOし丁AGE

窪

岩

雪

り

Fig．1　A．C．＆D，G　Polarograms　of　Shikonin，

　　　1．A．C。　Polaro，，　S，2μU／mm，0μF，

　　　　　4E＝15　mV，509も．，

　　　r　D．C．　Polaro，，　S．，0．02μA／mm，50μF．，

　　　　　pH　7．3，　C，1．Omル五
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　シコニンのもつキノンにもとずく明瞭な第1段波と　　ほとんど同一であることが明らかである．つぎにシコ

それにつづく第2段波を生じている．　　　　　　　　　ニソの交直ポーラログラフ的挙動をTable　1にしめ

　交直いずれのポーラログラムをみても，その結果は　　　す．

　　　　　　　　　Table　1．　　A．C．＆D．C　Polarographic　behaviors　of　shikonin＊

A．C． 1

　Peak
Potentia1
（vs．S．C．E）

　一V

　Wavc
　height／C
（Admittance）

　μu

D。C．

一E％

（vsS．C．E）

　　V Id＊＊

Electron

n

In　O．1Af　LiCl－65％Ethano1．（pll　7．3）

0．37

0．61

350

351

0．36

0．61

1．08

1，00

1．0

1．0

＊　mp．143。，　viscosity，η＝19．70×10－3　dync　scc　cm－2，　diffusion　coefficient，

　　D＝2．95×10軸6cm2　sec－l　at　25。

寧＊ @id／C　m2／3　tl／6，　m2／3　t1／6＝1．574

　Table　1およびFig．1よりシコニンの2段波は，

波高においてほぼ等高であり，Stokes・Einstein式ら

よりもとめた水銀滴下電極における還元機構に携る電

子数を計算した結果，第1，2段波ともn＝1である，

すなわちシコニソのキノン塞が電子により還元されて

いるものとみとめられる．

　他方交流ポーラログラムの波形が2波とも等高で，

また左右対称になっている事実は電極反応が可逆性で

あることを物語っており，これはとりもなおさずシコ

ニソ中のキノン基が還元されていることをしめしてい

る．　　　　　　　　　　　　　　　　・し

2．シコニンの濃度一波高との関係

　濃度0．2～1．OmルfにおけるシコL＝ソのポーラログ

ラム（pli　7．3，　S．，0．02μA／mm，50μF）から濃度波

高との関係をもとめるとFig・2となる・

　これより考察すれば両波とも濃度は波高に比例する

ことがみとめられた．　　　　　　　　　　1

　3．シコニンの還元機構　　　　　　　　昌

　前述のとおり，交直ポーラログラフィーにおいて，
　　　　　　　　　　　　　　　ユ
いずれも2電子還元機構であることは明らかであり，

　　　　　　　　　　　　HO　OCII3　CII3
　　　　　　　　　　　　　　　11＼C！

総

HO　O　OH

括

　9
・這

　§

．100

50

0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　／”

　　　　　　ノ

／
Fig．2．

02　　　　α4　　　　06　　　　0．8　　　　LO　　π7ハr（X｝

Relation　between　wave　height（Y）and
concentration（X）of　sh董konin　at　pll　7．3

1．lst，　wave，　　　皿．2nd．　wave

しかもその交流ポーラログラフィーのときの電極反応

はキノン独特の可逆性をしめしていることから，シコ

ニγの還元機構はつぎのように推定される、

　　　　HO　HO　CH3　CII3
　　　　　　　　＼C／

　　　　／
十2e十211＋　自

ω　シコニンは交直両ポーラログラフィーにおいて

いずれも明瞭な2段波をしめし，おのおのの波高は1

11

＼　　ノ

　　　　HOO

電子を要し，ほぼ等高であることがみとめられた．

　（2）濃度一波高との関係は，シコニソの第1，2段

波とも直線性をしめすから，それぞれ濃度は波高に比

例することがみとめられた．

　CII
琶．とH・

」直
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　（3）交流ポーラログラフィーにおいて，左右対称の

波形で等高，これらは電極反応が可逆であるキノンの

還元をしめしている．したがってシコニソの水銀滴下

電極における還元反応は分子構造中のキノン基がハイ

ドロキノンになる機構と推定された．

　本研究にさいして，大変お世話になった西本和光技

官に深謝します．またしゆじゅご高配をいただいた療

品部長藤井正道博士，生薬部長山ロー孝博士に謹謝し

ます．

　　　　　　　　文　　　献
　

1）H．Brockmann：A朋．，521，23（1936）

Summary

　Polarographic　Studies　of　Some　Orgallic　Com・

pounds　Hisashi　SATo
　XIX．　A．C．　Polarogmphy　of　2，6－Disubstituted

Cyclohexanones

　　A．C．　Polarographic　behaviors　of　2，6－disubstitu・

　ted　cyclohexanones　i．e．，　dibenzalcyclohexanone

（1）・dipiper・n・1・y・1・り・器…n・（耳）・divani11・lcy’

　clohexanone（皿），　diisovanillalcyclohexanone（IV）．

　and　dibQurbonalcyclohexanone（V）　in　O．25ルf

　sodium　bromide　and　O．04　M　Britton・Robinson　bu・

　ffer　in　80％ethanol　have　been　investigated．

　　The　wave　heights　of　these　colnpounds　were

　proportional　to　the　concentrations　ranged　from

　1．OtoO．1m鉱噛幽
　　XX．　A．C．＆D．C．　Polamgraphy　of　Sbikonin

　　A．C．＆D．C，　Polarographic　behavior　of　shikonin

’has　been　investigated．　It　showed　a　clear　reducing

　wave　in　a　supporting　electrolyte　composed　of

　65％ethanol　containing　O．1ル11iゆium　chloride．

　　The　wave　heights　of　the　colnpound　were　pro・

　portional，to　thβconcentrations　ra昇ged　from　1．0

．to　O．1m1レ凱　・

　　The血echanism　of　reduction　at　the　dropping

　mercury　electrode　was　deduced　by　applying　the

　results　of　A．C．＆D℃．　polarography．

　　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

定電位電解法の研究（第5報）

パラジウムの電解分析
辻 楠 雄

　パラジウムの分析は古くからいろいろの方法nで行

なわれてきたが，最近ではジチゾンによる抽出滴定

法21，ジウ」ゾソクロマトグラフ分析法3），PAN試薬

による吸光乖度定量法4｝があるが，定電位電解分析に

ついては，．その報告がみられない．筆者は白金電極を

用いて，各種電解液におけるパラジウムの電解分析を

行ない，おのおのの電解液について，陰極電位と電解

電流，浴電圧の関係を求め，析出電位を測定すると共

に竃解定量を行なったのでその概要をのべる．

実験方法

　装置　柳本製電子管式自働定電位電解装置VE－3型

で，冠解分析用のセルには200mJのビーカーを用い．

た．電極の陰極には白金円筒電極，陽極には白金らぜ

ん電極で，いつれもJISで定められたものである．・

参照電極としては飽和甘蒙半電池（S・C・E）を用い，陰

極電位を限定しながら電解を行なった．撹搾にはマグ

ネチックスターラーを用いた．

　試薬　1）塩酸，’2）硫酸，3）硝酸ξ4）塩酸ヒドロ

キシルアミソ，5）アンモニア水，6）硝酸アンモニウ

ム．7）水酸化ナトリウム，以上はいつれも和光純薬特

級．8）EDTA試薬，同仁化学製ドータイト2Na塩・

　標準液　標準液は次の様にして作った．純パラジウ

ム約109を精凹して，王水約70m1に溶解後，濃縮

して水でユしに希釈して作った，

　実験方法　各種の電解液にパラジウム標準液10m’

を正確にとり，総量を200m1とする．但し，必要に

応じて塩酸ヒドロキシルアミソまたはEDTAを添加

する．電解液の入ったセルは，マグネチックスターラ

ーで充分川町しながら，電解装置を作動させて，陰電

極位を飽和野乗電極に対して，（＋）側より徐々に（一）

側へ電位を変化させて，陰極電位の変化に対する電解

電流の変化を求め，この関係をグラフに描き，電解電

流が急増する電位を求め，．これを金属の析出電位と

した5｝．電解が終了したら，電流を通したまま，陰極

．を静かに引き上げ，水で迅速に洗浄したのち，アルコ

ール，’ Gーテルでさらに洗浄して，110。で乾燥後秤量

して，．．電着したパラジウムの重量を測定した．
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実験結果

　1）酸性溶液の電解分析

　まつ始めに0・1瓦0．5〃；1Mの堀酸溶液につい

て電解を行なった．復極剤を加えないので＋0，10V位

で電解液の一部が電解されるので，復極剤として塩酸

ヒドロキシルアミソ29を加えると，液は電解されず

に定量するとができた．．各種電解液の陰極電位一電解

電流曲線，陰極電位一浴電圧曲線をFig・1に示す，
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Fig，1． Electrolysis　of　palladiuht

Table　1．　Deposition・potentials（V，　vs，　S．C．E）of　palladium

Depolarizer 0．11しfllC且　　0．5ルf　llC監 1ルfHCl

present

≠b唐?獅

十〇，22

¥〇．28

十〇，21

¥〇，18

十〇，20

¥〇．04

つぎに求めた析出電位から（一）側へ約0．1V’移行せ

しめた電位を設定電位として，3種類の濃度の電解液

と，さらにそれに塩酸ヒドロキシルアミンを添加した

方法によって得られた結果をTable　2に示す，



辻：定電位電解法の研究（第5報） 31

Table　2．　Electrolytic　determination　of　palladium　at　the　various　concentrations　of　hydrochlQric　acid

Pd　taken
　（mg）

101．5

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

IICl
（ルの

0．1

〃

0．5

〃

1．0

〃

0．1

〃

0．5

〃

1．0

〃

NH20H・HC1
　　（9）

0．

〃

〃

〃

〃

”．

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Bath　voltage
　　　（V）

2．1～1．9

2．0～1．8

1．7～1．5

1．7～1．5

1．5～1．4

1．5～1．3

1．2～0，7

1．2～0．7

1，5～1．2

1．6～1．3

1．6～1．3

1．6～1．4

Temperature
　　　（。）

9．0

12．0

15。0

17．0

17．0

14．0

17。0

19．0

10．0

17．0

17．0

19．0

Currellt

（mA）

　ロ120～60

120～70

120～50

100～60

100～80．

110～70

100～8

110～7
100～14

100～14

140～14

150～15

found．
（mg）

Pd

100．8

100．4

100．0

100。7

101，5

101．0

100．5

100．8

100．7

100．5

100．9

101．1

　　　むず

（mg）

一〇．7

－1＝1

－1．5

－0．8

　0
－0．5

－1．0

－0．7

－0．8

－1．0

－0．6

－0．4

　0．1M硫酸と0．5M硝酸の電解液について，．パラ

ジウムの電解分析を行なった．硫酸，硝酸共に析出電

位は，塩酸と異なり（＋）側に移行したが，それにもか

かわらず電解液が電解されるので，塩酸ヒドロキシ．ル

アミソを添加した．（Table　3，　Table　4）．

Table　3．　Deposition　potentials（V，vs．　S．C．E）

　　　　　of　palladium

’・・p・1ar・ze・1・1職S・・1・・MIIN・、

present

absent

十〇．31

十〇．40

十〇．30

十〇，42

Table@4 舞獄ﾙ離農nation　of　pallad’um’叫1Msulfμ「ic　acid　andα5M

Pd
Pd　taken
@　（mg）

Acid NH20H・HCI
@　　（9）

Bath　voltage
@　　（V）

Temperature
@　　（。）

Current
imA） 躍1瀦

101．5

@〃

@〃

@〃

H2SO4

@〃
gNO3

@〃

2．0

@〃

@〃

@〃

1．7～1．6

P．7～1．6

P．6～1．4

P．6～1．4

20．01

Q0．0

P6．0

P7．0．

120～21

P20～27

P00～12

P00～15

101．0

P01．1

P01．5

P01．2

一〇．5

|0．4

@　0

|0．3

2）ED，Aを用いたアルカリ性溶液鐸解分析　T。bl。5．・，p。、・、・。n，。，。n、・。1、伽，．。C、）

　アルカリ性溶液として・0・3Mアンモニア，0・1躍　　　　　　　．　of　pallad1um

弊ζ髭㍊：才識磁認繍誓一1㌔・Ill－1転Nql・1－I
M．水酸化ナ・リウ云および・・M酒磁ナトリウム　一・611一…　1一・13

と0・1M重酒石酸ナトリウム混合液について電解分析

Table　6．　Electolytic　determination　of　palIadium　in　various．alkaline　solutions　in　the　presence　of　EDTA

Pd　taken
@（mg）

Alk・1・nes・1・…n脱th i鴇1tage Temperature
@　　　（。）

Current　　l　　　found（mA）

（mg）
Pd　error
@（mg）

幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

101，5

　々・’

　〃

　〃

　〃

　〃

0．8ハfNH40H

　　　”．　．

0．1．乃fNH4NO3

　　　〃

0．1ハfNaOII

　　　〃

3，9～2．1．

3．9～2．0

2．5～2．1

2．5～2．1

1．7～1，6

1，8～1．7

18．0　　　　　　　140～10

17．0　　、　　・　130～10

14．0　　　　　　　220～15

16．0　　　　　　　220～14

20．0　　　　　　　　150～11

20．0　　　　　　　　160～15

100．4

．100．8

107．0

101．0

　99．4

　99，9

一1．1

－0．7．

一〇。8

－0．5

－2．1

－1．6
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を行ない，添加するEDTAの量は，パラジウムとの

モル比で3～4倍加えた6ト8｝．

　陰極電位一電解電流，浴電浴の関係はFig・1のとお

りで，それによって測定した析出電位をTable　5に

示す．

　0．4ル1炭酸アンモニウム，0．1ルfシアン化カリウ

ム，0．11しf第二燐酸ナトリウム，および0．4〃【酒石酸

ナトリウムと0．1ルf重酒石酸ナトリウム混合溶液で

は，電解が不充分で，電解分析には適さなかった．次

に堀解分析の結果をTable　6に示す．

考 察

　塩酸酸性溶液では復幽思として，塩酸ヒドロキシル

アミソを添加しないと，析出電位は塩酸濃度が濃い程

（一）側に移行して，＋0・28V～十〇．04Vの範囲にあ

る．また当然の結果として，電位が（一）側になる程電

解液rl体が電解されて，ダークカレントが多くなり，

分析上好ましくない状態になる．しかるに，復極剤を

加えると，析出電位もほぼ一定で，一〇．20V位と

なる．

　定量値は，いつれも満足すべき結果で，電解に要す

る時問は約1時間である．

　硫酸ならびに硝酸溶液では析出電位が＋0．40V，＋

0．42Vと（＋）側にかなりよっているが，硝酸の場合

には，その電位ですでに電解液白体が電解されるので

復極剤を川いた．定量値はいつれの酸も満足すべきも

のであるが，硝酸の場合は，電愚物が黒色をおびて，

分析には不適当とおもはれる．

　次に種々のアルカリ性溶液に，EDTAを加えて電

解を行なったが，アンモニア，硝酸アンモニウムでは

満足すべき結果であるが，水酸化ナトリウムでは，少

し負の訊遊が多い傾向にある．アルカリ性では，酸性

に比して一般に電解時間も長く，大体1時間半位であ

るが，水酸化ナトリウムの場合は5時間位要した．こ

の場介に，もっと長時間電解を行なえば，負の誤差は

もっと少なくなるものとおもわれる．

結 論，

　種々の電解液で，パラジウムの電解分析を行なった

が酸性では0．1砿0・5瓢1Mの塩酸溶液に29の塩

酸ヒドロキシルアミソを加えたら，析出電位は＋0．20

V～＋0．22Vでほぼ一定となり，次に0．1〃硫酸，

α5ルf硝酸についても同様に塩酸ヒドロキシルアミ

ンを用いて行ない，その析出電位は＋0．31V，＋o．30

Vであった．

　アルカリ性溶液では，0．8Mアンモニヤ，0．1M硝

酸アンモニウム，0．1ルf水酸化ナトリウムの析出電位

は一〇．61V．一〇・20　V，一〇・13Vで，　fE解に要する時

間は酸性溶液よりも長く，特に水酸化ナトリウムでは

長時間の電解が必要である．

　定量値はいつれも満足すべき結果であった．

　終りに本研究に御指導をいただいた療品部長藤非正

道博士に深謝する．
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　　　　　　　　　Summary

　Studies　on　Contro1且ed　Potential　Electorly8i9．

V．Electrolysig　of　Palladium　　Kusuo　TsuJl

　The　electrolytic　determination　of　paUadium
has　been　studied　under　the　variσus　conditions．

　As　for　acidic　solution，　palladum　was　deter・

mined　in　O．1瓢0．5M，1ハf　hydrochloric　acids，0．1M

sulfuric　acid，0．5M　nitric　acid．　It　was　proved

that　a　very　beautiful　deposit　can　be　obtained

even　in　the　presence　of　depolarizer．

　As　for　alkaline　solution，　containing　3～4　times

as　much　EDTA　moler　ratio　as　palladium，0．8ゐf

aqueous　ammonia，0．1Mammonium　nitrate　and
O，1Msodium　hydoxide　were　used．

　After　electrolysis　the　cathode　was　removed

from　the　solution，　washed　with　water，　alcohol

and　ether　and　subsequently　dried　with　an　elect・

ric　dryer，　and　the血the　amount　of　palladium

was　weighed．

　　　　　　　　　　　（昭不037年4ノヨ30日受｛寸’）
尋τひ
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線鉤の低温熱処理に関する研究

堀 部 隆

　部分床義歯の維持装置としての鉤に広く使用されて

いる卑金属合金は，従来より熱処理による機械的性質

の向上が不可能1－3｝とされていたが，近年Funk4｝，

Backoffen51，柴田61，藤井・堀部71により低温熱処理

効果が研究されている．前報81において低温熱処理

（500。3分炉中加熱後水冷）を行なうことにより硬さ

12．3％，引張り性質28％，曲げ強さが約30％向上し，

かつ耐食性も害しないことを報告した．

　本研究は鉤用線を百家のまま，或は槌打圧扁加工後

屈曲し，鉤歯に適合させ，さらに一部の下ろう付け鉤

Table　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

を除きレストをろう付けしたものについて低温熱処理

を行ない，曲げ試験9｝によりろう付けおよび屈曲加工

による物理的性質の変化並びにその後行なう低温熱処

理効果について検討を加えた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、r
　　　　　　　　実験：方法

　（n　材　料　　使用した鉤用線は既報8｝と同様に表

1に示す如く配合し，高周波炉で熔解鋳造後，圧延線

引を行ない1mmφとした．

Chemical　composition　and　cold　drawmg　of　trial　product’ 盾?@base　metal　clasp　wire　for　dental．　use

Materials

Trial　product　Stainless　steel　wire

　　　〃　　Cobalt－Chromium　alloy　wire　A

　　　“　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　B

　Chemical　　　composition（％）

NiCoCr　FeMoWMn
10　　－　　18　　70　　2　　　－

20　　　35　　　20　　　20　　　1．8　　　1．2

15　　　30　　　20　　　30　　　1　　　　3

1

0．5

0．5

Cold

worked（％）

40

20

20

　（2）熱処理法　　容量の充分大きな電気炉を500。に

保ち，門中で試料を3分間加熱したのち，直ちに水中

に急冷を行なった．

　13）ろう付け法　　ろうは市販銀ろう（A，B）2

種，非銀ろう1種，白金ろう1種を用い，溶剤として

各ろうの専用のものを使用した．

　埋没法10・11｝並びに自由ろう付け12怯は通法によって

行なった．またレスト板は＃28の白斑線と同一合金を

使用し，幅2mm，長さ5mmに切断し使用した．

　（4）鉤用線の加工　　予熱環状線は図1－Cに示す

如く直径10m甲の開円環状にクラスプ鉗子を用いて屈

曲した．

　線鉤は図1－Dに示す如く線鉤作製法10・11・13｝に準じ

て緯線又は槌打して圧堅したものを，7」にクラスプサ

ベーヤでサーベラインを画き，これを基準として屈曲

したのち，レストをろう付けした．

　（5）曲げ試験　　測定：方法は図1層目Dに示す如く

線鉤の一端を固定し，一定の距離の点（のに荷重（W）

を加え，その際の擁み（δ）と荷重を除いた際の残留挑み

（δ’）を測定し，漸次荷重を増加しながらこの測定をく

り返し，残留擁み0．1mmになる際の荷重を最大荷重

（W）．とした．

’0 ’0

A

B w

、0

W　　C

ち

≡

w
D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W

Fig．1．bending　test　for　claps　wires　in　vaτious　form
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　　　　　）　　　　　　　　　　　　　W
　　　　　／
Fig．2．　Thどprinciple　of　bending　test’

初期荷重は．159，1は図1に示す如き距離とし，ま

た撹み測定は荷重を加え，或は除いてから30秒後に

1／100mmの測定二度をもつ二二顕微鏡を用いて測定

を行なった．

　　　　　　　　　実験結果　　　　　　　．’一ヒ』｝．』．．

　鉤用線を1mm重ね，銀ちう，非銀ろう，および

白金ろうを用いて自在ろう付け法および埋没法により

ろう付けを行ない，これに低温熱処理をした試料につ

き図1－Aにより曲げ試験を行ない最大荷重を求めた

結果を表2に示す．

Table　2． The　effect　of　variation　in　brazing　method　and　heat・treatment　on　the

bending　test　of　the　wrought　wire

Materials Solder Flux

Free　soldering

　method．

Investment
　method

W（・）・IW（・）・ W（9）＊

Stainless　steel　wire

Silver

Non・Silver

Platinum

Low・fused

High・fused

　　〃

245

235

446

（360）

（325）

673

223

Nicke1－

@　Chromium
@　alloy　wire

　　Frilver

mon・Silver

olatinum

Low・fused

gigh・fused

@　　　〃

518

Q54

Q50

（582）

@　一

@　一

613

Q69

Cobalt－

　Chromium
　alloy　wire（A）

Silver

Non－Silver

Platinum

Low・fused

High・fused

　　〃

349

266

259

（500） 484

383

Cobalt－

　Chromium
　alloy　wire（B）

Silver

Non・Silver

Platinum

Low・fused

High・fused

　　〃

350

350

400

（450） 270

261

250

（）：test　to　low　temperature与eat　treated　specimen

　各卑金属合金鉤用線は．自在ろう付け後，低温熱処理

により43～13％最大荷重が増加することが認められ

た．ステンレス鋼線，ニッケル・クロム合金線，コバ

ルト・クロム合金線㈹のろう付け後の最大荷重は，埋

没法が自在ろう付け法に比較して優り，コバルト・ク

ロム合金線（B）のみ，やや劣る結果を得た．また鉤用線

はすべて銀ろうでろう付けするときは，最大荷重は大

であるが，これより溶融点の高い非潤ろうでは可成低

Table　3，

饗　max．10ad

下していることが認められた．

　卑金属合金および貴金属合金鉤用線を埋没法によっ

て中央部にレスト板をろう付けし，これに低温熱処理

した試料につき図1－Bにより曲げ試験を行ない，最大

荷重を求めた結果は表3に示す．なお，卑金屈合金線

と貴金属合金線との擁みの差異を表わすために，参考

として最：大荷重の際の擁み量（δ）を記した．

The　effect　of　variation　in　brazing　method　and　heat・treatment　on　the

bending　test　of　the　wrought　wire

Brazed　specimen
Brazed＆heat・
狽窒?≠狽?п@specimen

Materials Solder FIux
W（・）・1・（mm）a W（9）＊　　δ （mm）を

Stainless

　steel　wire

Silver

Non・Silver

Platinum

Low・fused

High・fused

　　〃

300

175

250

1．36

0．48

0．81

339

333

250

1．33

1．06

0．77
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Nickel・

　Chromiu111

　　alloy

　　wire

Silver

Non・Silver

Platinum．
Silver

Non・Silver

Low－fused

Iligh・fused

　　　〃

Borax

　〃

475

475

388

367

288

1．55

1．37

1．15

1．17

0．86

525

500

650

350

440

1．59

1．66

2．16’

1．14

1．36

●

Coba1レ

　Chromium
　　alloy

　　wire（A）

Cobalt．

　Chormium
　　alloy

　　wire（B）

Silver

Non．Silver

Platinum

Silver

Non・Silver

Low・fused

High・fused

　　　〃

Borax

　〃

400

415

425

390

215

1．36

1．40

1．34

1．66

1．31

433

460

440

508．

470

1．57

1，52

1．50

1．64

1．49

9

Silver 正ow・fused 400 1．32 450 ．1．55

Non・Silver Ilig11・fdsed 500 1．50 500 1．66

Platinum 〃 425 1．31 433 1．37

Silver Borax 340 1．56 500 1．74

Non・Silver 〃 267 1．18 400 1．24

14Karat　wrought
　Gold　wire

Gold・Palladium・
　Silver．　alloy

14K・Gold

Gold・Palladium
　Silver

Borax

〃

300

203

2．02

1．18

550

450

3．38

2。82

穏　：　maX．10ad 珍　：　deflection

　卑金属合金線，貴金属合金線とも，ろう付けにより

最大荷重並びに擁みは減少するが，低温熱処理を行な

うことにより向上し，特にニッケル・クロム合金，コ

バルト・クロム合金（A），14K金合金，パラジウム合

金二二線は著しかった．また熱処理後の最大荷重は，

使用したろうによワ差異があるが，

歯茎ζ糠金〉継〉鍵〉資鏑姦レ

の順に大であづた．また表3に示す如く，最大荷重の

Table　4．

際の詰みは，貴金属合金線は卑金属合金線に比べて減

磁であることが認められ，鉤として維持する際，明ら

かに差異があることが認められた．

　鉤用線の屈曲加工後のろう付け並びに直径による影

響を検討するため，各鉤用線の直径の0．8，0．9，1．0，

Llmmを図1－Cの如き開円環状に属曲後，中央部

にレストをろう付けした後図レCにより曲げ試験を

行ない，最大荷重を求めた結果を表4に示す．

The．effect　of　variation　in　diameter，　brazing　method，　heat・treatment　on　the

bending　test　of　the　opening　loop　wire

Materials Solder Flux
0．8mm 0．9mm 1．Omm 1．1mm

W（・｝・iW（・》・W｛・）・IW（・）・W｛・｝・IW（・）・W（・）・IW｛・）・

Stainless

　　　stcel

　　　wire

Non
Silver

Non・Silver

Non

Low・fused

High・fused

262　　（309）　　367　　（900）　　612　（1000）　　一

520　　（500）　　587　　（566）　　525　　（700）　　一

250　　．（225）　　350　　（312）　　600　　（766）　　一
一

Cobah。

　Chroluium
　alloy　wire（A）

Noll

Silver

Non・Snver

Non

Low・fused

Iligh・fused

350　　（605）　　457　　（775）　　603　　（963）　　650

478　　（528）　　717　　（717）　　863　（1100）　　950

180　　（517）　　450　　（733）　　540　　（850）　1038

（1250）

（1228）

（1000）

Cobalt・

@Chronlium

@alloy　wire（B）

Non
rilver

mon・Silver

Non

kow・fused

hligh・fused

333

T50

R50

（683）

i680）

i533）

『『一 一一｝ 757

X50

W17

（760）

i1058）

i942）

725

V75

U13

（942）

i1325）

i1213）

＊　；　max．！oad （）＝test　to　low　temperature　heat・treated　speci血en
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　卑金属合金線の径が増加するに従い最大荷重も増加

し，ろうの種類による影響は，細い線では（0．8～0．9

mm）

　　　銀ろう付け〉掛ろう付け〉非銀ろう付け

の順に最大荷堕が大であったが，直径が大になるにし

たがい（1．0～1．1mm）ろう付けによる低下は少いこ

とが認められた，また0．8．0．9mm線では，径0．8mm

ステンレス線の非銀ろうでろう付けした1例を除き，

ろう付け後熱処理によ．り無ろう付け開円環と同程度，

或はそれ以上の強度の上昇を認めた．1mm線以上で

は，ろう付け後の熱処理により無ろう付け円環の熱処

理したものとほぼ同程度まで向上した．

　線鉤作製法10・11・131に準じて円線または槌打加工して

鉤歯に適合する形態に鉤用線を屈曲し，各種ろうにて

レストをろう付けし，図1－Dの如く作製した線鉤の

鉤脚を固定し，舌側鉤腕に上下方向，船側鉤腕を開閉

方向に向け曲げ試験を行ない，最大荷重を求めた結果

は表5に示す．

Table　5．　The　effect　of　variation　in　bendlng　test　of　the　wire　clasp ノ

Form　of
モ撃盾唐刀@section

Bend　to　upper
≠獅п@lower　side

Bend　to　opening
≠獅п@closing

Materials Brazing
W（9）＊ W（9）宰 W（9）＊　W（9）取

L　　　　　　　　　　　凸 1

Steinless

steel　wire

Non

Non

Roロnd

Forged　to
half・round

640

580

（710）

（830）

420

170

（410）

（400）

Cobalt・

　Chromium
　alloy（A）

Non

Silver　Solder（A）

Silver　Solder（B）

Non
Silver　Solder（A）

Snver　Solder（B）

Non。Silver

Non

Round

　〃

　〃

Forged

　〃

　〃

　ケ
Forged　to
half・round

300

560

760

330

340

580

380

480

（470）

（800）

（860）

（550）

（380）

（680）

（580）

（550）

400

470

490

460

300

310

240

570

（480）

（620）

．（700）

（690）

（540）

（580）

（530）

（640）

静　max．10ad　　（）：test　to　low　temperature　heat・treated　specimen

　最大荷重は無ろう付け円線鉤では，ステンレス線鉤

は鉤腕の上下力向に，コバルト・クロム線鉤は開閉方

向に大である傾向を示した．

　無ろう付け鉤では最大荷重が

　　ステンレス鋼線：円線〉槌打圧扁半円fi：上

　　野州ク・円線く割く鞘縢

の順に大であった．これを熱処理することにより

　　ステンレス鋼線：円線く槌打圧扁

　　訟各鋤ク・円理く齢鵬灘

の順に大となった．

　ろう付け鉤の鉤腕の上下方向では

鰍；けく難鋤く瓢く暴鴛，A

礁、＜羅B

の順であったが，熱処理することにより

無。〈繍けく暴景ろう鶴B

〈羅弩う。〈罵B

という傾向を示した．

　また開閉方向では

’瓢く鑓，。〈翻，。〈轟

く嚢髪，。〈羅，B

の順の傾向を示したが，熱処理することにより

徽難く霧男，。〈鑓，B

〈暴ξ，A〈羅，B

の順の傾向を示した．

考 察

　線鉤に使用される卑金属合金線の低温熱処理による

物理的性質の向上の原因は，貴金属合金線の熱処理に

よる向上がAuCu，　PdCu等の規則格子の析出によ
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るもの141と同様に，卑金属合金線の向上の原因も析出

或はGunier　Preston　ZQneの生成によるものと考え

られる．

　卑金属鉤用線の原品を屈曲槌打圧扁仕上等の冷間加

工により，曲げ試験の最大荷重は表4，5に示す如く

増加し，さらにこれに低温熱処理を行なうことによ

り，一層最大荷重を増すことが実験により認められ

た．これは冠用ニッケル・クロム板は，冷間加工率の．

高いものが低温熱処理（450。30分）により機械的性質

の向上が著しい6，ことと良く一致すると思われる．ま

た表5の如く，円線を槌打，屈曲した際，コバルト・

クロム合金線がステンレス線に比して曲げ最大荷重の

増加が著しいのは，コバルト・クロム合金線がステン

レス線に比較して冷間加工により硬化し易いこと15［と

良く一致するものである．

　ろう付けを銀ろうで行なう際は，物理的性質の低下

．が少なく，時には若干上昇するのに対し，興銀ろうで

は低下が認められた．これは本研究に使用したろうの

融点が肥ろうが650。前後に対し，琴平ろうは約850。で

あるために，ろう付けの際に鉤用線が加熱される温度

が高く，再結晶，結晶粒の粗大化および局部的軟化が

起こったためと思われる．

　また，埋没法により閉ろうでろう付けの際に，ニッ

ケル・クロム合金，ステンレス鋼，コバルト・クロム

合金の最大荷重が，原品より優れているのは，ろうの

融点が低く，かつ低溶フラックスを使用し掌ろう拡散

性が良いため，ろう付け部の軟化が少いと共に，埋没

されているろう付け部より若干離れているところの鉤

眉線が低温で加熱され，低温熱処理に似た効果を受け

たためと思われる．自在ろう付け法では，ろう付け部

が局部的に加熱され軟化し，他の大部分は殆んど加熱

されぬため物理的性質は変化が無く，したがってろう

付け前に比べて，ろう付け部の劣化により幾分最：大荷

重が低下したものと考えられる．

総 括

　卑金属合金鉤用線につきろう付け，および形態を種

々変化させ，低温熱処理をほどこしたのち曲げ試験を

行ない，比較した結果はつぎの通りである．

　ω　鉤用線を1mm重ね，自在ろう付けおよび埋没

法によるろう付けを行ない曲げ試験を行なったとこ

ろ，埋没法が曲げ強さは大で，また使用するろうは，

量ろう〉非銀ろう　で，またろう付け後の低温熱処理

により43～13男向上が認められた．

　②　鉤用線の中央部にレストをろう付け（埋没法）

したのち低温熱処理を行ない，曲げ試験を行なったと

ころすべて低温熱処理により向上し，その増加はニッ

ケル。クロム合金〉コバルト「クロム合金〉ステンレ

ス鋼線の順であった．また14K金合金，パラジウム合

金線は熱処理によりほぼ倍となった．

　（3）0・8～Llmm径の鉤用線を開円環状に屈曲し

中央部をろう付けし，低温熱処理を行なって曲げ試験

を行ない，直径の変化の影響を測定したところ，開円

環に屈曲後の最大荷重は径の増加と共に増大し，0．8

〈0・9＜1・0＜1・1mmφの順である．0．8～0．9mm線

は非刷ろうのろう付けにより低下するが，0．8mmス

テンレス線を除き，ろう付け後の熱処理により無ろう

付け線と同様，或はそれ以上の上昇が認められた．1

mm線以上はろう付けによる低下が少く，熱処理によ

りかなり向上した．

　（4）砥用線を屈曲ろう付けした線鉤およびこれに低

温熱処理したものにつき，鉤腕の上下および開閉力向

に曲げ試験を行なったところ，表5の如くで，屈曲，

槌打圧扁等の加工により，コバルト・クロム合金線の

方がステンレス鋼線より硬化し易い．両者共に加工を

ますと，低温熱処理によりより強さをます．非銀ろう

のろう付けばコバルト・クロム合金でも軟化し易く，

かつその後の熱処理でも余り向上しない．

　本研究にあたり，御指導，御校閲をいただいた藤井

部長に深く感謝の意を表する．
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Summary

　Studie80n　the工ow　Temperature　Ileat・Treat・

ment　of　Wire　Clasp　for　Dental　Use　Takashi
IIOR夏BE：

　The　effects　of　low　temperature　hcaレtreatment

（50003min）of　base　metal　wire　clasps（stainless

steel　and　Co－Cr　alloy　wires）which　werc　bend　to

various　form（Fig．1A～D）and　brazed　with
various　solder，　were　studied　by　means　of　mca・

suring　maximum　bending　load．

　Brazed　and　low　temperature　heat・treated　wirc

clasp　showed　the　increase　about　43～13％　in

maximum　bending　Ioad．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

タール色素の非水溶媒に対する可溶化について（その2》

市川重春・南城 実・三井優子串

　非水溶媒における可溶化，ミセル坐成については，

水溶媒において確立された可溶化論と同様な理論が成

立するという前提のもとに逐次研究される傾向にある

が，われわれは前報1｝に引き続き色素として

　TetrabromofluoresceinとDibromofluoτescein，

活性剤としてSorbitan　mQnooleate．　Sorbitan　sesq・

uloleate，　Sorbitantrioleatcについてそれぞれの可溶

化及び化学構造における関連性について究明すること

にした．

実験方法および結果

は，0．1％の場合は3時間30分でその時の可溶化競は

4．68mg／しであり，1．0％の場合は3時間で可溶化量

は15．2mg／しであった．（Fig．1）
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（1）色素および活性剤

　　　色素：Tetrabromofluorescein（C20H805Br4），

　　　　　Dibromofluorescein（C20111005Br2）

　　　活性剤：（i）Sorbitan　monooleate　　酸価3

　　　　　10，6，けん化価：155．0，ヒドロキシル価

　　　　　　；210，HLB；4．3

　　　　　　（ii）Sorbitansesquio！eate　　酸価；

　　　　　　10．9，けん化価；161．0，ヒドロキシル1面

　　　　　　；188，HLB；3ボ7

　　　　　　（iii）　Sorbitan　trioleate　　　酸価；18．4，

けん化価；181．0，ヒドロキシル価；75．IILB；1，8

　｛21可溶化量および可溶化平衡時間の測定1，

　（i）　Tetrabromofluorcscein

　　（a）Sorbitan　sesquioleateに対する可溶化平衡

時間は，0．1％の揚合5時間40分で平衡に達した時の

可溶化量は3．99mg／L，1．0％の場合4時間40分でこ

の時の可溶化量は146mg／しであった．

　　㈲　Sorbitan　trioleateに対する可溶化平衡時間

。　東京化粧品工業会

の一御一一 @一　一　幽　一一一一一一一一”一一一一一一　一

　　　Z　　　4　　　6　　　6　　　10　　　12　　　「4　　16　　　1a　　～O　　　hp

F…9．1．　Equilibrium　times　of　solubilization　of

　　　tetrabruomofluorescein　in　the　mixture

　　　of　petroleum　ether　and　surfactant
　　　（100：1），（1000：1）

　前報幼および以上の結果から見て0，1％の場合の可

溶化量はHLBの差による影響は殆んどみられない

が，1．0％になると急激にw／oの性質が現われHLB

の差もはっきり見られるようになる．これに伴ない可

溶化平衡時間も比例することは当然と思われる．この

ことは0，1％と1．0％間のミ・ヒル生成が。．m・c・と同じ

ような関係にあるためと考える．

　（ii）　Dibromofluorescein

　　（a）Sorbitan　monoolcateに対する11∫溶化平衡

時間は，0．1％の笏合は5時間でその時の可溶化量は

15．5mg／しであり，1．0％の場合は10時間で可溶化量

は28．2mg／しであった．

　　（b）Sorbitan　sesquioleateに対する可溶化平衡

時間は，0．1％の場合は6時間でその時の可溶化量は

14．5mg／しであり，1．0％の二合は11時間30分で可溶
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化量は24・2mg／しであった・

　　（¢）Sorbitan　trioleateに対する可溶化平衡時間

は，0．1％の場合は6時間でその時の可溶化量は14mg

／しであり，1．0％の場合は13時間で可溶化量は14・5

mg／しであった．（Fig・2）
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　Fig2．　Equilibrium　times　of　solubilization　of

　　　　dibromofloresceinu　in　the　mixture　of

　　　　petroleum　ether　and　surfactant（100；

　　　　1），（1000：1）

　Tetrabromofluoresceinの場合は可溶化平衡に達

するまで徐々に安定したミセルが生成されると考えら

．れるが，Dibromofluoresceinは前者に比べ構造上水

になじみやすいため活性剤の親水基が強く働き一時的

にコロイド分散又は不安定なミセルを形成し，それが

時間の経過につれて安定したミセルとなり可溶化平衡

に達するものと考えられ，これにはHLBの差も現わ

れている．又可溶化量についても0．1％の場合はわず

かながらHLBの数値の大きいものほど可溶化量が多

く，Tetrabromofluoresceinに比べ全体的に親水性

の現象をあらわしている．1。0％の場合はw／o型活性

剤の影響が強く現われ，これはTetrabromofluores．

ceinと同様であるが親水性であるため可溶化量は少

なくなっている．

　（3）c・m・c・の測定

　結果は次表の通りである．．

Table，　Critical　micelle　concentration　of

　　　　　surfactant　for　tetrabromofluorescein

　　　　　and　dibromofluorescein

　可溶化量で推論したように両色素とも活性剤のHL

Bの数値の小さいものほど。・m・c・における活性剤の

所要量が多くなっており，両色素における活性剤濃度

の差にw／o型活性剤に対する構造上の建いを示して

いるものと考える．

総 括

　以上の結果が示すように，活性剤の濃度が増すに従

ってw／o型活性剤の影響が可溶化量および。．m．c．

に強くあらわれてきており，水系におけると同様に非

水系においてもミセルの形で可溶化されるのではない

かと考える．又両色素間における差異もその構造に関

係があることが推定され，この構造間の差は回報に

Fluoresceinについて行なう予定の実験結果と比較す

ることによりキサンチン系色素に対する可溶化の傾向

が大体推測されるものと思われる．

文 献

1）市川重春，雨域　実，三井優子：衛生試報，79，

　39（1961）

S．A．A．

Dye

Sorbitan・
．monooleate

Sorb玉tan・

・scsquiolcatc

Sorbitan。
一trioleate

Tetτabromo．
fluorescein

O．023％

0．06％

0．095％

Dibromo・
f且uorescein

Summary

　Solubilization　of　Non・aqueo闘s　Solvent　for　Tar

Dyes．　Part　2．　　Shigeharu　IcHIKAwA，　Minoru

NANJδand　YOko　MITsu1
　The　equilibrium　times　of　solubilization　of

tetrabromofluorescein　in　petroleum　ether　at　25。

were　5　hours　and　40　minutes，4hours　and　40

minutes，　3　hours　and　30　minutes，　and　3　hours

in　the　presence　of　O．1％Arlacel　C，1．0％Arlacel

C，0．1％Span　85，　and　1。0％Span　85，　respectively

（Fig。1）．

　The　times　for　dibro皿ofluorescein　were　5　ho．

urs，10　hours，6hours，11　hours　and　30　minutes，

6hours，　and　30　hours　in　the　presence　of　O．1％

Span　80，1．0％　Span　80，0．1％　Arlacel　C，1．0％

Aτ1acel　C，0．1％　Span　85，　and　l．0％Span　85，

respectively（Fig．2）．

　The　critical　micelle　concentrations　of　sur・

factants　for　the　two　dyes　in　the　similar　condi・

tions　were　also　determined（Table）．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

0．02％

0，03％

0，033％
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P7．捌ゆγなの生物学的活性因子について

川　崎　浩　之　進

　前髪1レにおいて話者は注射液中に細菌が混入した場．

合，注射液が発熱性となる条件を検討する口的で1ケ

捌ゆ7f5を減菌生理食塩水（生食）に浮澹させ，その

演液を用いて，二，三の実験を行なったが，その際馬

体の生食浮跡液のL3号シャンベラン炉液（炉液）の

発熱性は源液を37。でふ卵器内に一定時間保存する

と，保存時間とともに増加するが，それ以上の保存時

間ではかえって減少することを認めた．またその発熱

性は酒液中の多糖類の産生の変化とほぼ一致するが，

窒素の日生量は発熱性と無関係に増加することから，

炉書中の含窒素化合物がその発熱作川を抑制する可白旨

性についても考察した．今回も前報11と同様に，P7・

捌ゆ7ゴ50XKの坐食浮澹相中に溶出してくる発熱性

物質の寡兎にたいする発熱反応と免疫学的性状との関

連，また毒性およびShwartzman反応との関係につ

いて検討を加えたので報告する．

実験材料および方法

　供試菌　Pr。”z‘忽σγゴs　OXK

　1．免疫学的性状について

　a　抗原および血清の作製

　0，II両抗原の作製および家兎にたいする免疫なら

びに0，H両血清の作製は，坂崎，波岡2，の方法を曰

いて行ない，凝集市価1：6400の0血清およびH血

管を得て実験に使用した．

　b　凝集反応‘

　試験管に1：100倍稀釈より倍数稀釈せる上述の0，

H凝血湾にたいし，供試菌のbright　formを前報11

と同様の力法で109／m1濃度：に生食に浮游させ，それ

の0～144hr　37。傑存液を抗原として加え，よく振

盈したのち50。で2hr置いたのち凝集の有無を検

し，さらに24hr室温に静i置し成績を判定した．半1j定

は肉眼で凝集の強さにより帯，什，＋，で表わし，陰

性は一で表わした．ただしH血清は0抗体を吸収した

のち使川した．

　c　沈降反応

　上記の供試菌の37。各時間保存生食浮游液をL3号

シヤレベランで源過した消液を抗原とし，50～1600倍

まで生食水で倍数稀釈し，上述の0血清を1％アラビ

ヤゴム生食溶液を川いて8倍稀釈して抗体とし，沈降

反応用毛細管内に抗体の上に抗原を堕愉し，抗体一・定

法により沈降反応を行ない，5hr後に接触面の白輪

の有無により陽，陰を判定し終止を求めた．

　2，Shwartzman反応（Sh反応）．について

　前回1［と同様に飼育した体重約2．5kgの家兎3匹

を一群とし上述の供試菌の炉液を試料とし，前日ある

いは前々日にあらかじめ脱毛を行なった家兎の腹部皮

内に試料の1～8倍生食稀釈液を0．25m1ずつ4点準

備注射し，22hr後に試料の15倍生食稀釈液を惹起注

射として，1m1／kg家兎の耳静肱に注射し，その5　hr

後に前記皮内準備注射個所の変化を観察して判定し

た，

　3．毒性について

　体重約209のdd系雄性マウス6匹を一群とし，

2，の場合の供試菌坐食浮游48～144hr　37。保存液

および2～144hr　37。保存液の炉液の二者を試料と

し，保存液は10，20，30，40，60および80倍に生食水

で稀釈し，炉液は1，2，および3倍に稀釈し0．5m1／

109腹腔内注射し，72hr後判定し，　Litchfield　and

Wilcoxon法でLD60を算出し，　m’／109マウスで表

わした．ただし保存液中の菌は菌数計算の結果ほとん

どが死菌であった．

実験成績および考察

1．免疫学的性状について

　凝集反応

　　第1表　抗O，H両血清による凝集反応

使用
血清

0

血

清

H

血

清

看諜
1　　100

1　　200

1　400
1　　800

1　1600

1：200
1：400
1：800
1：1600

1：3200

0　　12　　24　　48　　72　　96　120　144

　　　　　什　十←　斗ト　・卜　・ト

章＋＋‡口1：に
　　　　十　　十　　十

→三

十

　　十　　　一H一朴　卦

十　十　　　→十　朴　升

十　十　十　朴　十ト　卦　十

　　　　＋　＋　卦　十　＋
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　第1表から0血清にたいする凝集価は，．24～72hr

のものが最：大で以後は反応は弱まり，H血清にたいし

ては，48hr以後反応が強くなっている．

　　沈降反応

　この場合も0血清にたいする凝集反応とよく似て，

24～72hrで最強になることが次の第2表凹しめされ

ている．

第2表　抗0血清による沈降反応　　．・

皿

皿：

1

0

＼保存時間
血清轍齢＼

0　　12　　24　　48　　72　　96　120　144

帯　冊

卦　冊

十　　十

±　土

冊　冊　借　柵

戸　柵　冊　柵

1十　十十．軒　十卜　十

十　　十　　十　　十　　十

土　　十　　十　　土

十十

十

十

出血ときわめて軽度の点状壊死

出血性変化のみ

浮腫のみ著明

陰性

1：　50

1：100
1：200

1：400
1：800
1：1600

　以上の成績から37。保存四体生食浮游液を24～72

hr保存するうちに，，保存列国の菌体が死滅融解して，

下中に0抗原が増加し，さらに保存時閲が延長される

につれて0抗原が減少し，むしろ菌体のべン毛が游離

する結果，液中にH抗原が増加してくることが明らか

になった．このことは前朝1｝と併せ考察するとP7．

耀嬉σ7fs　OXKにおいては，発熱性物質の発熱性は0

抗原の増加と一致し，H抗原の増加する時期には低下

していることから，発熱性は0抗原に主として関係を

有するものと考えることが出来る．とくに4811rまで

の保存液の炉液の発熱性が加圧滅菌にたいして強い抵

抗を有することからも，炉液中の発熱性物質は，0抗

原であるといえる．第1表の凝集価がかなり低いのは

武田3｝が報告しているように生食浮涛液の調製時に集

菌した三体を生食水にて遠沈洗糠したために表在性の

0抗原が多少失なわれたためと考えられる．

　2．Sb反応について

　細菌性発熱性物質はSh反応をしめすことは広く知

られている4，．そこで前記炉液のSh反応と保存時間

の関係を検討した結果を第3表にしめす．

　この表より48～72hrのものが最強反応をしめし，

以後減弱していることがわかる．

　この実験で試料の炉劇中の発熱性物質も，句体内発

熱性物質と同じく，Sh反応は発熱性と平行関係をし

めすことがわかった．1．の実験の結果と併せ考えると

炉毒中の発熱性物質は，菌の死滅融解によって菌体内

の発熱性物質が炉液中に溶出したものだといえる．

　3，毒性について

　菌体生食浮游37。保存液とその炉液についてのマ

ウスにたいするLD50は第4表にしめす．

第4表　マ．ウスにたいするLD50

保存
時間

48

72

96

120

144

保存液によるLD50
とその危険率0．05
の範囲

0．44（0．35～0．52）

0．44（0．20～0．61）

0．50（0．37～0．73）

G．59（0．42～0．74）

0．71（0．48～0．89）

保存
時間

　2

24

48

72

96

120

144

炉液によるLDεo
とその危険率0．05
の範囲

0，86（0．78～0．97）

0．84（0．71～0．89）

0．82（0，75～0．88）

0．78（0．65～0．89）

0，86（0．78～0．97）

第3表　家兎にたいする炉液のSh反応

　マウスにたいする毒性は相当低く，二二の場合は

48～72hrにおいてわずかに増強しているがほとんど

変化は認められない．

　細菌性の毒性物質のもつ発熱性とその毒性との関係

については種々報告5）・6）・7｝されているが，なお多くの

間題を残しており，この実験成績のみではこの問題に

立ち入れる段階ではないが，ただ両者の間には密接な

関係がみられないように思う．

＼堺存時間

　＼、稀釈倍数＼
1

2

4

8

0261224487296120144
0

0

0

0

IH皿IVIVW∬HO　I　H　皿　皿I　I肛　1　■

O　I　I　I【　H　皿　0　0

0　0　1　1　1　0　0　0

IV　最強反応，強い出血と壊死

総 括

　Pγ・躍匁σ7fεOXK生食浮游液の炉液の発熱性と免

疫学的性状との関連，ならびにSh反応および毒性と

の関係について検討した結果次の通りであった，

　1，Pr〃～‘㎏α7ゴ30XKの炉液中の発熱性物質の発

熱性は，37。に各時間保存するうち，保存の初期は

0抗原が炉液中に多いために高くなり，長時間の保存

のものでは低下するのは0抗原がへり，むしろH抗原

が増加してくるためであり，これにより炉液中の発熱

性物質は，菌体が壊れて溶出した0抗原であることを

知った．

　2，Pγ・鍬伽7多50XKの炉液のSh反応は48～72

11r保存のものの反応が最強で，炉液中の発熱性物質
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の発熱性とSh反応は平行関係を翁する．

　3，ノケ．ρμな07’50XKの炉液の毒性は，保存時間

によってもほとんど変化なく，発熱性との間には密接

な関係は認められない。

　稿を終るにあたり御懇篤なる御校閲を賜わった国立

衛生試験所大阪支所長小川俊太郎博士ならびに終始御

指導と御鞭槌を賜わった大阪支所細菌薬理．部宇都宮則

久博士，同北川純男博士に深謝いたします．

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

文 献

北川純男，川崎浩之進＝衛生試報，77，315（1956）

坂崎利一，波岡茂郎：腸内細菌検索法，p・53

（1957），納谷：避店　　　　　　　　　’

武田徳晴：

八田貞義，

武田徳哨，

931（1953）

日細誌，8．（特），（1953）

青μ1好作ら＝衛生試報，70，83（1952）

河西信彦，三尾肇三：綜合医学，10，

W．F．　Goebeh　1．1勧，

（1945）

0．Westphal：A彫εo．

1し4ごゴ．，81，315，331，349

（ン｝o〃1．，66，407（1954）

Summary

the　Biological　Active　Factor　of　Pr．槻’σαr’8

11ironosin　KAwAsAKl
　As　aτesult　of　investigation　on　the　correlation

of　the　pyrogenicity　of　the　filtrate　obtained　from

the　physiological　saline　suspension　of　」P／o’8μ5

ρ2‘伽7ゴsOXK　to　the　immunological　properties，

Shwartzman　reaction　and　the　toxicity，　the　fo110・

wing　results　were　obtained：

　　　（1）　The　pyrogenicity　of　the　filtrate　of　Pγo・

’α‘sρ7‘伽γf30XK　varied　with　the　preserving

period　at　370．　The　higher　pyrogen五city　at　the

begining　was　considered　due　to　the　existence　of

largc　amount　of　O・antigen　and　the　lower　one

aftcr　the　long　preservation　might　be　attributed

to　the　decrease　of　O・antigen　and　the　increase　of

lI・antigen．　Consequently　the　pyrogeIlic　substance

in　the　filtrate　might　be　O・antigen。

　　　（2）　The　filtrate　of　P70’α‘s捌伽rfs　OXK

preserved　for　48　to　72　hours　exhibited　Shwartz・

man　reaction　to　the　strongest　extent．　　Thc

pyrogenicity　of　the　filtrate　was　found　to　bc

proportional　to　Sh脚aτtzman　reaction・

　　　（3）　The　toxicity　of　the　filtrate　of　P70’α‘s

ρκ知7’30XK　remained　almost　unchanged　with
varying　Preservation　period　and　its　close　relation

to　the　pyrogenicity　was　not　recognized。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

Studie80n　tbe　Pyrogen　and　Its　Test．　V．　On

’
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第七改正日本薬局方医薬品の簡易検索表

河合　聡・小林茂子・斎藤恵美子・柴崎利雄

立沢政義・辻　章夫。徳沢　淳・北条正躬

　機器分析の発達により医薬品の確認，同定は極めて

容易になったが，町の薬局や小病院の薬局においては

局方の確認試験や定性反応を完全に行なうことはでき

ないと思われる．

　われわれは簡単な設備と試薬による試験法を組合わ

せることにより入手し得た局方医薬品について未知検

体の推定に役立つ表を確立した．すなわち，全薬品に

ついて融点1頂に配列し色，溶解度試験，単独熱分解に

よる試験，およびパイルシュタイン反応によるハロゲ

ンの試験の判定結果を組合わせた表を作製した．単独

熱分解による試験はFeiglの熱分解によるスポットテ

ストnについて種々検討し，薬局で簡単に行え，かつ

上記の目的に沿うように若干簡易化した．・

　1．試　　薬

　i）蒸留水，ii）水酸化ナトリウム試液，　iii）希塩酸，

iv）酢酸鉛紙，　v）ネスラー胃液，　vi）Griess試液

（スルフア千ル酸19を30％酢酸1001111に加温して

溶かした液と，α一ナフチルアミン0．39を水70m1と

煮沸し，泌時炉過して氷酢酸30nl’を加えた液を使用

直前に同滴数ずつまぜ合わせてつくる），vii）過マン

ガン酸カリウム．

　2．装　　置

　i）融点測定装置2｝，ii）ミクロ試験管（硬質ガラス

製），　　iii）　　銅線。

　3．試験法
　i）融点測定法2）．

　ii）溶解度試験法：ミクロ試験管に検体微少量（ミ．

クロスバーテルに約半期）をいれて，水，水酸化ナトリ

ウム試液または希塩酸2～3滴を加えて振り混ぜる．

　判定：ほとんど溶解した場合を＋とする．

　iii）熱分解による試験法　　　　　　亀

　a）酢酸鉛紙による検出法：ミクロ試験管に検体微

少鼓をとり，試験管の上部に軽く脱脂綿をつめ，管の

ロに酢酸鉛紙をのせ，さらに炉紙を垂ね，その上にコ

ルク栓を置く．小火炎で管壁および底部を加熱して検

体を完全に炭化燃焼させる．煙を大量：に発生する場合

には注意して加熱し，煙が脱脂綿を通り抜けて直接試

験紙にふれることのないようにする．

　判定：黄褐色または灰黒色のスポットが生ずれば＋

とする．（空試験および一の場合は無色）

　b）ネスラーによる検出法：㊨と同様に操1与する．

ただネスラー試液1滴で潤した炉紙を試験紙に用い

る．

　判定：黄門色または灰黒色のスポットが生ずれば＋

とする．（空試験および一の場合は淡黄色）

　c）Griess試液による検出法：ミクロ試験管に倹

体微少量とその約倍量の過マンガン酸カリウムをいれ

よくまぜ合わせる．管の上部にゆるく脱脂綿をつめ，

口にGriss試液1滴で潤した炉紙を置き，郡下を重：

ね，以下（a）と同様に操作する．’∫・火炎を発して爆発

する場合があるから注意して徐々に加熱する．

　判定：紅色のスポットが生ずれば＋とする．（空試

験および一の場合は淡紅色無色）．

　iv）パイルシュタイン試験法3｝

　4。結果および考察

　局方1部および江部の医薬品中，麻薬および原野と

しては市販されていない薬品以外の大部分の化学薬品

について（3）により試験した結果を表1に示す．ω液状

薬品は不溶のものでも分散して溶けたようにみえたり

するので溶解度の判定は省いた．（2）融点はアモバルビ

タールナトリウムなど見かけの融点を示すものもあ

る．（8）ネスラーによる判定では還元性ガスにより水銀

を析出し灰黒色に呈色する場合と，アンモニアによる

黄褐色の呈色の場合がある．未知の局方薬品について

まず融点を測定し，その土5～10。範囲で（3）の各試験

の判定結果を表1と比較検索すれば，ほぱ確定するこ

とができる．勿論表1を用いて判別できないものもあ

る．例えば50～70。の範囲についてみれば，・安怠香酸

ベンジル，ステアリン酸およびステアリルアルコール

は識別できない．このような揚合は，混融または各々

の局方の確認試験を行なうことにより最終的に確認す

る．

　Satoshi　KAwA1，　Shigeko　KoBAYAsHl，　Emiko　SAITo，　Toshio　S1量1BAzAKI，　Masayoshi　TAcHlzAwA，

Akio　TsuJI，　Jun　ToKuzAwA　and　Masami　II6J6：The　Table　for　Si：nple　Identi丘cation　of　the

Mcdicincs　Includcd　in　J．　P．　VII



44

No．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

物 質 名

ア　セ　ト　ソ

イクタモール

イソプロパノール

エ　タ　ノ　一　ル

エ　　一　　テ　　ル

塩化ベンザルコニウム

オレイソ酸エチル

グ　リ　セ　リ　ン

ク　レオ　ソー　ト

ク　レ　ゾ　一　ル

ク　ロ　ロ　ホルム

酢酸dレα一トコフェロール

四塩化エチレン

四塩化炭素
消｝三川エタノール

トリクロールエチレン

ニ　ケ　タ　ミ　ド

ニ硫化炭素
氷　　酢　　酸
フタル酸ジメチル

プロピレングリコール　　　　「

ペンジルアルコール

ペンズアルデヒド

ポリエチレソグリコール300

ポリエチレングリコール400

ボリソルベート　80

ホ　ル　マ　リ　ン

無水エタノール
トリエタノールアミソ

ウンデシレン酸
dl一メ　　ン　　ト　一　ノレ

ジモルホラミソ
フ　エ　ノ　一　ル

ポリエチレソグリコール1500
サリチル酸フェニル

パラクロロフェノール
且一メ　　ン　　ト　　一　　ノレ

ウ　　レ　　タ．ン

チ　　モ　　一　　ル

パ　ラ　フ　イ　ン

安息香酸ベソジル

乳　　　　　酸
ポリエチレングリコール4000

トリクロル酢酸

衛生試験所報告

表 1

融　点

21．2

22

32～38
40

40

40

41～43
42

42～43

48～50

48～51。

50～75。

510

52．80

530

560

色

　無

　黒

　無

　無

　無

　白

　無

　無

微黄

　無

　無

　無

　無

　無

　無

　無
無～
　淡黄
　無

　無

　無

　無

　無

　無

　無

　無

二黄

　無

　無

無

白

白

白

白

白

白

自

白

無

白

白

無

無

白

白

溶解度

水

十

十

土

十

十

十

十

．十

＝の
9…司

十

十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十

6
も

十

十

十

十

十

十

十

酢
酸
鉛
紙

十

十

第80｝｝　（1962）

ネ

ス
ラ

1

グ8

罎

ス↓

＋褐
十

灰褐
＋二

十

＋黒

±

＋黒

＋褐

十

十

黒褐
＋黒

＋黒

十

＋黒
　闇

黒褐
　十

＋褐

＋黒

十

十

土

＋黒

＋黒

＋褐

＋黒

＋黒

＋黒

十

・十

十

十

パユ
イタ

ルイ

シン

十

十

十

十

十

十

十

十

備　考
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45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

抱水クロラール
ステアリルアルコール

ス　テ　ア　リ　ン

酷　　酸　　鉛
ポリエチレングリコール6000

ヘキシルレゾルシン

アモパルビタールナトリウム

リ　ド　カ　イ　ン

ク　　マ　　リ　　ン

メフェネシン
パラオキシ安息香酸ブチル

塩化メチルロザニリン
ステアロイルグリコール酸
クロラムフエニコール
フロムカンフル
フルオレッセインナトリウム

ナ　フ　タ　リ　ン

パ　　ニ　　リ　　ソ

アミノ安息香酸エチル

エチル炭酸キニーネ

乳酸カルシウム
クロロフェノタン

ピラ　ビタール
パラオキ．シ安息香酸プロピル

塩酸ジブカイソ
ク　エ　ン　酸
パラホルムアルデヒド

ジメンヒドリナート

ミ　グ　レ　ニ　ソ

メ　ナ　ジ　オ　ン

メ　プ　ロ　ノミメ　ー　ト

ア’ ~　ノ　ピリ　ン

塩酸キニーネ
レ　ゾ　ル　シ　ン

ア　ンチピリ　ン

アセトアニリド
六塩化ベンゼソ
ウンデシレン酸亜鉛

パラオキシ安息香酸エチル

ブロムジエチルアセチル尿素

プロピオン酸テストステロン

ヨー　ドホルム
プロゲステロソ
ピ　ク　リ　ソ酸

安　息　香　酸

スルナナール
ペソトパルピタール

ニコチン酸アミド

プロカインペニシリンG

エトキシベソズアミド

燐酸ヒスタミン

570

59．4～59．80

58．5～650

610

620

62～670

65～80。

66～69。

68～700

68～730

68～720

70～80。

730

74～76．5

80～90。

802。

80．5～830

89～910

89～940

8go

90～93＊

90～113。

95～980

95～1000
100Q

1530（無水）
100。（昇華）

102～1070

104～1100

105～1070

105～1070

107～10go

107～1110・

109・）1120

111’》1130

113～1150

113～1150

116。

116～1180

116～11go

118～1230

119。

120～1220
128～1330
121～1230

121～1230

125～12go

127～1310

128～1310

120～121『

130～132．50

130～1330

無

　白

　白

　白

　無
白～
微紅
　白

　白

　白

　白

　白

　紫

　白

　白

赤褐

無～白
白～
　微黄
白

白

白

白

白

白

自

白

白

白

白

黄

白

白

白

白

白

白

白

白

白

白

白

黄

白

黄

白

白

白

白

白

白

自

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十 1

十

十

＋黒

＋黒

十

＋黒

十

十

十’

＋黒

十

＋黒

＋黒

十

十

十

＋灰褐

　＋黒

　十

　＋黒

　＋黒

　＋黒

一赤褐

　＋黒

＋黒

＋褐

＋褐

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

．融点極めて不

めいりょう

＊純品のmp
は109。



46 衛生試験所報二 丁80号（1962）

No． 物 質 名

溶　解　度
鳥グ。パユ

融　　点 色

水
＝uり
ｩ←z

6午唱

酢酸鉛紙

リ5
P慈スご
イタ

泣C
Vン

備　　考

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

マレイソ酸クロルフェニラミン

尿　　　　　素
フ　ェ　ナセチン
アセチルサリチル酸

クエソ酸ジエチルカルバマジン

硫酸スパルテイソ

マレイン酸アセチルプロマジソ

サリチルアミド
サ　ザ　ピ　リ　ン

…　パリ・　　｛
硫酸フィゾスチグミン
エチ・ルエス・ラジかル　｛

ヘキソバルビタール

チオベソタールナトリウム

ブ　ド　ウ　糖

コレステロール
塩：酸テトラカイン

壇化アセチルコリン

クロラムフエニコール

酢酸フェニル水銀
プロムワレリル尿素

テストステロン
塩酸プロカイン
酢酸デスオキシコルトン

アモバルビタール

サ　リ　チル酸
塩化ペソゼトニウム

ヘキサクロロフェソ

タソニン酸ジフェンヒドラミン

グルタミン酸ナトリウム

スル　フ　ァ　ミ　ン

塩酸プロカインアミド

塩1酸ジフェンヒドラミソ

ジエチルスチルベストロール

イ　ソニアジド
テトラサイクリン

シクロパルピタール

アロパルピタール

サ　ン　ト　ニ　γ

エストラジオール

カルバルゾソ
ノ　ス　カ　ピ　》’

フェノバルビタール

キ　ノ　ホ　ル　ム

ク　ロ　ラ　ミ　ソ

硫酸オキシキノリン

130～135。白＋
　132．7。　白＋
134～1360　　　　白　　　　一

135。　　　白

135～138。白＋
136。　　　白　　＋
136～1410　　　　黄

139～142。白
143～145。白

礁瀾白
144～146。白＋
｝1縄1：白
144～147。白

145～1500白
M6。　　　白
147～150。白
血148。　　白

149～152。白
150．5～151．5。白

151～1530白
151～155。白
153～157。白

155～158。白＋
155～161。白

156～15go白
158～161。白

160～1660白十
160～167。白
異聞売・禍
糸勺1630　　　　　　　1翁　　　　十

164・ P蕊．5・白・

165～169。白＋
166～1700白十
169～1730白
170～173。白＋
分解17

O訂171～1750白
172～1750白
172～175。白
173～179。白
174。　　　白

174～177。白
174～178。白
1750　　　　　　　渉…奉昂責

｛漁180．白・
176～1780　　　　黄　　　　十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

土

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十　　十

十

十

土

十

十

十

十

十

十

十

十

十．　±

十　　十　十

十　　十　十

　　十　一
十

＋黒＋

十　　十

十　　十

＋＝褐＋

十

十

十

十

＋三

十

十

十

＋灰黒

＋無三

十

十

十

＋一

十

十

十

十

十

十

十　十

十　十

十　十

十　十

　　塵

土

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十　グリース不明

＿瞭

＋禍＋　＋

十　　十

十　　十

＋黒

十 十

土

十

十

十

十

十
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141 カ　　ン　　フ　　ル 177～182。 白
一 一 一 ＋黒 一 一

142 塩酸プロマジン 178～181。 白 十 十 十 土褐 一 十 十
グリース不明
ﾄ

143 精　製　　白　糖 182Q 白 十 十 十 一
十
一 一

144 白　　　　　　糖 182。 白 十 十 十 一 十 一 一

145 アセトスルファミソ 183～185．5。 白 一 十 十 一 一 十
一

146 サリチル酸フィゾスチグミン 185～187。 白 一 十
一 一 一 十 一

147 ル、　　　チ　　　　ン 185～192。 黄 一 十 一 一
土
一 一

148 フェノチアジソ 185．1。 淡黄緑 一 一 一 一
一　　　　　．

一 一

149 パラアミノ安息香酸 186～189。 白 十 十 十 一 一 十 一

150 バ　ル　ビ　タ　ール 189～192。 白 一 十 一 一 一 十 一

151 メタリン酸テトラサイクリン
分解190。
i発泡） 淡黄 十 十 十

一 十 十 一

152 硫酸ストレプトマイシン 分解190。 白 十 十 十 十 十 十 一

153 ペソタクロルフェノール 190～192。 白 一 十 一 一 一 一 十

154 硫酸アトロピン 190～194。 白 十 一 十 一 一 十 一

155 アスコルビソ酸 190～192。 白 十 十 十 一 一 一 一

156 スルファグアニジン 190～193。 白 一 十 十 一 十 十 一

157 レ塩酸メチルエフェドリン 190～195。 白 十 十 十
一 ＋黒 十 十

158 安息香酸エストラジオール 190～196。 白 一 一 一 一 一 一 一

159 スルフイソキサゾール
192～196。

@分解
白 一 十 一 ＋淡褐 一 十 一

160 リン酸クロロキン 193～195。 白 十 一 十 一 十 十 十

161 塩酸クロルプロマジソ 194～198。 白 十 一 一 十 ＋黒褐 一 十

162 硝酸チアミソ 約195。分解 白 十 十 十 ＋茶褐 一 十 一

163 マレイン酸エルゴメトリン
195～197。

@分解
白 十 十 十 一 一 十 一

164 臭化水素酸スコポラミン 195～198。 白 十 十 十 一 一 一 十

165 ラウリル硫酸ナトリウム 196。 白 一 一
十 一 十 一 十

166 硫酸キニジソ 196～198。 白 十
一
十 十 ＋黒 一 一

167． 塩酸ピロカルピン 200～203。 白 十 十 十 一 ＋黄 十 十

168 スルファチアゾール 200～204。 白 一 十 十 十 一 一 一

169 パントテン酸カルシウム 約200。 白 十 一 十 一 ＋黄褐 十 一

170 9ハ　シ　ト　ラ　シン 約200。 黄白 十 十 十 十 十 十 一

171 タンニン酸アルブミン 約200。 禍 一
十 『 土 ＋褐 十 一

172 乳　　　　　　糖 202。（無水） 白 十 十 十 一 ＋黒 一 一

173 塩酸ピリドキシン 204～208。 白 十 十 十 一 一 十 十

174 硫酸や亭一ネ 205。 白 土 一　i 十 十 十 一 一

175 酒　　　石・　酸 206。 白 十 十 十 一 ＋禍 一 一

176 dl一塩酸メチルエフェドリン 207～210。 自 十 十 十 一 ＋灰 十 十

177 葉　　　　　　酸 約210。 黄 一
十 一 一 ＋褐 十 一

178 エ　ピ　レ　ナ　ミ　ン 約210。分解 白 一
十 十 一 ＋褐 十 一

179 タ　ン　ニ　ソ　酸 210～215。 淡褐 十 十 一 一 一 十 一

180 キ　ノ　フ　ェ　ン 212～217。 白
一
十
一 一 一 一 一

181 ヒドロコルチゾン
212～220。o分解 白

一 一 一 一 ＋灰褐 一 一

182 結最ペニシリンGナトリウム
213～215。o分解 白 十 十 十 十 ＋褐 十 一

183 ス　ル　ピ　リ　ン 2140 白 十 十 十 一 ＋黄褐 十 一

184 塩酸テトラサイクリン 214。分解 白 十 十
一 一 一 十 十

185 酢酸ヒドロコルチゾン ｛1編2ゴ 白 一 一 一 一 ＋黒 一 一

186 塩酸エフェドリン 218～222。 白 十 十
一 一 ＋褐

十（一）

一

187 サリチル酸メチル 219～224。 自 一 十 一 一 ＋黒 一 一

188 塩酸パパベリ．ソ 220～225。 白 十 一 十 一 一 十 十

189 ボリ　ミキシンB 220分解 白 十 一 一 十 十 十 一
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No．

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

物 質

イ　ノ　シ　ツ　ト

名

チオアセタゾソ
息化メチルスコポラミン

塩酸プロメタジソ

ア　ミ　ノ酢酸

ブレ　ドニゾソ
チ　メ　ロサール

ニコチン酸
スルファメラジソ

カ　フ　ェ　イ　ソ

塩酸エメチソ

ニトロフラソソ
酢酸コルチゾン
スルフイソミジン

パイオマイシソ
ア　ク　リ　ノール

パラアミノサチル酸ナトリウム

塩酸チアミン
フェノールスルホンフタレイン

サリチル酸ナトリウム

硫酸カナマイシン
硫酸ジヒドロストレプトマイシ
ン

シクラミソ酸ナトリウム

カイ　ニ　ン酸
ピ　サ　 チ　 ン

スルファジアジン

エ　ス　ト．ロ　ソ

硝酸ストリキニーネ

塩酸ナファゾリソ

フェノールフタレイン

硫酸プロタミソ
ホモスルファミソ

ヘ　キ　サ　ミ　ソ

アミノフィリン

ェチステロン
フェノバルビタールナトリウム

レ　セ　ル　ピ　ソ

テオフィリソ
塩酸トロバコカイン

フタリルスルファチアゾール

ウンデシレン’酸

リボ7ラビソ
L一メチオニン
DL一メチ†ニン
アクリフラビン

溶解度
融　点　色　　　　　　　　＝のσ
　　　　　　　水柱竃

酢
酸
鉛
紙

ネ

ス
ラ

1

今
グOパユ

1鎚備考
ス↓　シン

221～227。 白 十 十 十 一
十
～ 一

225分解 白 一 一 一 十 ＋褐 十 一

225分解 白 十 十 十
「 ＋褐 十 十

230～232。 白 十 一 一 一 ＋熈 十 十

232～236。 白 十 十 十 一 ＋褐 十 十

233～235。

@分癬
白 一 一 一 一 ＋黒禍 一 一

233～235。 白 十 十
一 ＋弱 ＋弱 一 一

234～237。 白 十 十 十
一 一 十

一

234～238。 白 一
十 十

一
，十 十

一

235～238。 白 十 一 十
一 一 十 一

235～255。

@分解
白 十 一 一 一

＋（一） ・ト 十

236～242。

@分解
貧 一

十 一 一 一 十 一

240。分解 白 一 一 ｝ 一 ＋黒禍 一 一

244～247。 白 一
十 十

一 ＋褐 十 一

245。分解 白 十 十 十 一
十 十 十

245。分解 黄 一 一 一 一
十 十 一

ウム 245。分解 白 十 十
一 一 ＋褐 十 一

248。分解 白 十 十 十 十 ＋黒 十 十

イン 248。分解 赤 一
十
一 一 一 一 一

250。 白 十 十
一 一 一 一 一

250。以上
白 十 十 十 一 一 十 一

イシ
　分解2500

白 千 十 十 十 ・一 十 一

250～253。

@分解
白 十 十 十 十 ＋褐 十 一

約252。分解 白 一
十 十 一 一 十 一

2520 白
一 一 一 一 一 十 一

252～256。． 白
一
十 十 一

十 十 一

254～262。 白 一 一 ｝ 一
＋黒 一 一

255。 白 十 一 十 一 ＋禍 十 一

255～260。 白 十 土 十．
一 一 十 十

258～262。 白
一
十
一 一 一 一 一

2600 白 十 十 十 十 十 十 一

2600 白 十 十 十 一 一 十 十

263。分解 白 十 十 十 一 ＋禍 十 一

約265。 白 十 十 十 一
＋禍 十 一

267～275。 白
一 一 一 一 一 一 一

ウム 2680 白 十’ 十
一 一

十 十 一

270。 白～

W黄 一 一 一 一 一 十 一

270～274。 白 一
十 十 一

＋禍 十 一

270～280。 白 十 十 十 一 一 十 十
グリース不日∫

ﾄ
ノレ 275。 白 一

十
一 一 一 十 一

275。 白 一
十
一 一

十
一 十

280。分解 黄 一
‘十

一 一 一 十 一

280～281。 白 十 十 十 十 ＋褐 一 一

281。 白 十 十 十 十 ＋褐 一 一

290。分解 燈褐 一 一 一 一 一 十 十
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235 塩　酸　リ　ジ　ン 2930 白 十 十 十 ＿　　　． 　．y 一 十

236 ウ　ロ　ボ　ラ　ミ　ソ 2940分解 白 十 十 一 一
十
一

237 安息香酸ナトリウム　　・　　　　　　　　　　　ρ 白 十 十 一 一 一 一 一

238 安息香酸ナトリウムカフェイン 白 十 十 一 一 一
十
一

239 アルギン酸ナトリウム 黄白 十 十 一 一 十 一 一

240 インジゴカルミン 黒青 十 一 十 十 ＋黒 十 一

241 　　ぞ　　　　　　　　　　　　　　“

Gハンスフルー 藍 十 十 十 一 ＋褐 一 十

242 カルボキシメチルセルローズナ
gリウム

白 十 十 一 一 ＋黒 一 ＿ノ

2243 クエン酸ナトリウム 白 十 十 十 一 一 一 一

244 グルコン酸カルシウム 白 一 十 十 一 ＋黒 一 一

245 サッカリンナトリウム 白 十 十．
一 一 十 十

一

246 ジ　ア　ス　タ　ーゼ 白 十 十 十 一 ＋黒．『 一

247 シクロパルビタールカルシウム 白 土 土 一 一 十 十
一

248 次サリチル酸ビスマス 白 一 一 一 一 一 一 一

249 次没食子酸ビスマス 黄 一 十 一 一 一 一 一

250 酒石酸カリウムナトリウム 白 十 十 十 一 一 一 一

251 酒石酸水素カリウム 白 一 十 十 一 一 一 一

252 穆酸セ　リウム 白 一 一 一 一 一 一 一

253 テ　オ　サ　リ　シソ 白 一　　　7

一 一 一 十 十
一

254 デキス　ト　ラ　ン 白 十 十 十 一 ＋黒 一 一

255 デキ、ス　ト　リソ 白 一 十 一 一 ＋黒 一 一

256 トウモロコシデンプソ 白 一 十 一
土 ＋黒 一 一

257 乳　　　酸．　　鉄 白 一 一 十 一 一 一 一

258 ネオアルスフ・エナミン 淡黄 十 十 一 一 一 一 一

259 パラアミノサリチル酸カルシウ 白 一 一 一 一 ＋褐 十 一

260 パルピタールナトリウム 白 十 十 一 一 十 十 一

261 パレイシヨデソプン 白 一 十 一 一 ＋黒 一 一

262 パソクレアチン
白～

ﾑ褐 一 一
＿二

十 十 十 一

263 プロ　テイン銀 褐 一 一 一 一 ＋褐 十 一

264 ヘキソパルビタールナトリウム 自 十 十 一 一 十 十 一

265 結晶ペニシリソGカリウム 白 一 十 十 十 十 一 一

266 ペントバルビタールカルシウム 白 一 一 一 一 十 十 一

267 ペントパルビタールナトリウム 白 十 十 『 一 ＋褐 十 一

268 マーキュロクロム 赤 十 十 一 一 土 一 一

269 メチルセルローズ 白 一 一 一 一 ＋黒 一 一

’270 　　　　　ぞ＜`レソフルー 暗録 十 十 一
十 ＋黒 十 ＋弱

271 リン酸リボフラビン 黄’ 十 十 一 一 一 十 『

文　　献
1）田村善蔵：分析化学，8，49（1959）

2）厚生省：第7改正日本薬局方　第一部，p．764

　（1961）

3）’百瀬　勉：有機定性分析，P．25（1951），広川書店

　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）
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有機塩素製剤について ディルドリンおよびエシドリソの一・確認法

神　谷　正　夫・徳　沢 淳

　環状ジエン殺虫剤に属する布機塩素製剤中ディルド

リンおよびエンドリンは防疫用殺虫剤として繁用され

ている．これらのFリソ剤はきわめて反応性にとぼし

く，その確認反応にも決定的なものが少い．文献によ

ればC．W，　Kearns，　R．　E．　Lidov，　II，　Bluestone　and

SB．　Soloway1，，　A。　A．　Danish2；，　E．　A．　Baker　and

E．」．Skervet8】，および板井，神谷4⊃の詳細な記載が

ある，われわれはディルドリンおよびエンドリンの誘

導体を生成させ比較的簡単にこれらの物質を確認する

ことができたので報告する．ディルドリンまたはエン

ドリソに触媒として無水塩化亜鉛を用い，無水酢酸ま

たはベンゾイルクロリドを作川させフリーデルクラフ

ツ反応によりその誘導体を生成せしめた．つぎにその

おのおのの赤外線吸収スペクトルを示す．

　この際アルドリン（1，2，3，4，10，10一ヘキサ

クロルー1，4，4a，5，8，8a一ヘキサヒドロー

1，4，5，8一ヘキサヒドロー1，4，5，8一ジ
メダノナフタレン）は同様に処理しても前述のごとく

反応せず，これらの誘導体は得られない．ゆえにディ

ルドリンまたはエンドリンのごとく，6，7位のエポ

ナキシド基を有するものが反応するものとも考えられ

るが，さらに元素分析とその構造を検討中である．

　実験の部

　ωディルドリンーアセチル誘導体

　ディルドリン29（約1モル）を二硫化炭素3mJに

溶解し，無水酢酸39（約3モル）を加え，氷水で冷却

しながら無水壇化亜鉛2．59を徐々に加え湿気をさえ

ぎって70～75。で4時間還流する．反応終了後溶媒を

減圧留何し，残留した油状物質を氷水約30m’中に徐

々に加え放冷するとき粗製の物質を析禺する．これを

吸引ろ過し水洗後メタノールで洗い粗製物質約1．39

を得る．更にアセトンより2回再結濁し融点193～

1940の物質を得た．

　（2）ディルドリンーペソゾイル誘導体

　ディルドリン22（約1モル）を二硫化炭素3m1に

溶解しペソゾイルクロリド29（約2．8モル）を加え，

無水塩化亜鉛2．59を氷水で冷却しながら徐々に加え

ωと同様に処理する．粗製物質約1．49を得た．メタ

f・ヤ・r

F81・2

Fウ・3

f’，・4

40QO　　　　　30DO　　　　　2200　　　　　1700　　　　　1300　　　　　1050　　　　　850　　　　　650

　Fig．1．　Infrared　Spectrum　of　Dieldrin・acetyl

　　　　　derivative（in　NujQ1）

　Fig．2，　Infrared　Spectrum　of　Dieldrin・benzoyl

　　　　　derivative　（　　〃　　）

　Fig．3．　Infrared　Speとtrum　of　Endrin・acetyl

　　　　　derivative　（　　〃　　）

　Fig．4，　Infrared　Spectrum　of　Endrin・benzoyl

　　　　　derivative　（　　〃　　）

ノールより2回再結晶し融点156～158。の物質を得る，

　（3）エソドリンーアセチル誘導体

　エンドリソ29（約1モル）を二硫化炭素3mJに溶

解し無水酢酸39（約3モル）を加え（1）と同様に無水

塩化亜鉛2．59を加え処理する．粗製物質約1．59を得

る．アセトンより2回再：結倒し分解点271～275。の物

質を得た．

　（4）エンドリソーベンゾイル誘導体

　エンドリソ29（約1モル）を二硫化炭素3m’に溶

解しペンゾイルクロリド29（約2．8モル）を加え（8）と

同様に無水塩化亜鉛2．59を加え処理する．粗製物質

約1．39を得る．アセトンより2回再二品し分解点221

　Masao　KAMYA　and　Jun　ToKusAwA：Studies　on　Polychloro　Organic　Insecticides．　On　theQuali・

tative　Test　of　Dieldrin　and　Endrin
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～225。の物質を得た．

　御教示をいただいた山本展由医薬品部長に厚く感謝

し，赤外線吸収スペクトルについて御教示を得た大場

琢磨技官，河端五郎氏に深謝する．本実験は厚生科学

研究費によ．つたので感謝する．

　文　　・献

1）C．W．　Kearns，　R．　E．　Lidov，　H．　Bluestone　and

　S．B．　Soloway：Advances　in　Chemistry　Series，

　1，　175（1950）

2）A，A．　Danish：Chemistry　and　Analysis　of　the

　Nとlv　Insecticides　Aldrin　and　Dieldrin，　p．4

　（1951），Julius　Hyman＆Co．，　Denver，　Coolrado

3）E．A．　Baker　and　E，　J．　Skerrett；！1紹4y5’，85，

　184（1960）

4）板井孝信，神谷庄造＝衛生試報，77，127（1959）

　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

昭和36年度日本産あへんのモルヒネ含量について

　あへん法32条により，

へん」1287検体のモルヒネ含量について報告する．

　実験材料　長野，滋賀；和歌山，岡山の四県の「け

し」栽培者によって生産され，収納された「あへん」・

である．

　モルドネ定量津　日局七ア今ン末定量法を準用し

た．

　試験結果

　昭和36年度収納あへんのモルヒネ含量はTable．1，

2のとおりである．

　　　　　　　　Table　2．

　　　　　　中川雄三・伊　阪

昭和36二度に収納された「あ　　Table　1．

博

Morphineごontent　of　Japanese　opiu血

Site　of
collection

Nagano
Shiga

櫨！｛合子、

Okayama

Total

　　　　Average　of
Samples　morphine
　　　　content（％）

Range　of
morphine
content（％）

　2
　10

1059
151

　65

11．29

13．23

13．51
14604

12．26

10．56～11．91

7，99～18．48

8．81～17．12
9．94～18．58

8，13～18．33

1287 13．42 7．99～18．58

Relation　bctween　morphine　content　and　site　of　collection

’＼．Class　interval％

　　　　＼Site　of　collectio｝卜＿、、

Nagano
Shiga

伽・m・｛篇
Okayama

Tota1

789101112131415161718
1

1

3

1

5

1

7

1

1

27

1

12

1　－
3　　1

82　237

5．25

9　11

一　　一　　　2

326　　262　　　96

．42　42　25

10　　6　　2

一　　一　　　1

21　　2　－

7　　2　　1

3　　1　　1

Tota1

　2
　10

1059

151

　65

141442…27437831・1253153｝ 1287

．考　　　察

．1．県別のモルヒネ含量平均値は，長野，岡山，滋

賀，和歌山の順に高い。

　2．検体数の多い和歌山産あへんのモルヒネ含量は

13～14％の間に密集している．

　3．前年度の「あへん」にくらべ；そのモルヒネ含

量の最低値および最高値のバラツキは，小さいが，平

均値はやや低い．

　　　　　　　　　　　　　ザ
　4．モルヒネ含量10～15％の「あへん」が全体の95．5

％に達し，品質は均等化されている．

Table　3．　Percentage　distribution　of　morphine

　　　　　content

織蓋朧雲■・・mpl・s

　7～9％
　10～15％

above　16％

Distribution

　19

1229

　39

1．5％

95．5％

3．0％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

Y…N・・AG・wA　a・d　Hi…hl　I・A・A・M・・phi・e　C・ntent・f　J・p・n・・e　Opi・m　C・11ect，d　D。・i・g　1960・i961
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シアノコバラミン液標準品の試製

笠 原 閑

　シアノコバラミンの微生物法による定∫置には非常に

うすい標準液（1m’中0．1mμg以下）を使用する．

このようにうすい溶液を部品から調製することは非常

に煩雑である．しかも高価なシアノコバラミンの大部

分は捨て去られてしまう．米国薬局方ではこの対策と

してシアノコバラミンをマンニットでうすめ増猛する

ことによってひょう量を容易ならしめているが，それ

でも乾燥する操作が必要である．シアノコバラミンが

水溶液中で安定ならば容量法で量り取れ，標準液の調

製が容易になろう．そこでシアノコバラミン水溶液を

白色アンプルに分注，吸収スペクトル，微生物法なら

びにBioautograph．．などによってその安定性を検討

したので報告する．

　実験材料および方法

　原料1シアノコバラミンの結晶　メルクの製品．吸

収スペクトル法で定量するとき乾燥物に換算して99．6

％含有．

　溶媒＝pH　4．3の0。01　N酢酸塩緩衝液．

　製造法＝シアノコバラミン含水旧約50mgをplI
4．3の酢醐醐液に溶解21とし，文献値・・E轟

＝207を越準として吸光度から溶液1m’中シアノコ

バラミン20．6μgを含むようにうすめ，ろ紙を用いて

向然ろ過，ろ液2．2m1ずつを白色アンプルに分注，

よう閉後100。30分間霊菌・10アンプルずつ紙箱に入

れ保存した．

　試験法：吸収スペクトル法　吸光度を測定する場合

測定日時を異にして測定ずるとき同一検体でも多少の

変動が見られることは周知の事実である．クロム酸カ

リウムのアルカリ溶液の吸光度は1箇年保存しても変

化しないことが認められているから2⊃，測定の都度ク

ロム酸カリウム・水酸化カリウム溶液の361mμにお

ける吸光度を測定して検液の吸光度を補正した．

　クロム酸カリウム・水酸化カリウム塞準液：

K2Cr2070．01515κを0．05　N　KOII液に溶解！’とす

る．

　試験成績

第1表試験成績（調製直後）

群　　低　　値

最　　高　　値

回　　　　　　数

平　　均　　値

変動係数（％）

　　K2CrO‘溶液

含　　　　　量

税・km・nDul Hitac竃
　EPU。2A

0．425

0．427

10

0．4262

0．148

0．428

20．58μg

0．427

0，429

10

0，4280

0，110

0，430

20．63μ宮

第2衷　　シアノコバラミン水溶液の経時変化

吸光度 含　量μ9／m’
plI

調製時1・・4281…634・3

1

2

3

5

6

7

8

10

11

箇

〃

〃

〃

〃

〃

〃

月

冷　　蔵　　庫

0．429

0．430

0，425

0．435

0，429

0．435

0．435

0．432

0．430

20．62

20．62

20．62

20，62

20．58

20．62

20，58

20．58

20．58

4．3

〃

4

〃

〃

〃

〃

〃

吸光度
含　量
μ9／m’

plI 吸光度
含　鼠
μ9／m’

　　　K2CrO4plI
　　　吸光度

1 11

1・・…

室 温

0．429

0，430

0．425

0．435

0，428

0．435

0．435

0．431

0．430

20．62

20．62

20．62

20．62

20．54

20．62

20．58

20．54

20．58

4．3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

40。恒　温　器

0．429

0．430

0．425

0．435

0．428

0．435

0．431

0．426

0．429

20．62

20．62

20．62

20．62

20．54

20．62

20．40

20，30

20，54

4．3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

0．430

0，431

0．426

0．435

0．429

0．436

0，440

0．434

0．432

Shizuka　KAsAHARA；Preliminary　Preparation　of　Cyanocobalamin　Solution　for　Refeτence　Standard
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12　箇』月
13　（日　立）

（ベツクマン）

0．425

0．422

0。427

20．与a

20。68

20．62

4．4

〃

0．425

0．422

0．426

20．58

20．68

20．58

4．4

〃

0．423

0．421

0．423

20．42

20．62

20．44

4．4　　　0，427

〃　　　0，422

　　　0．431

数値はアンプル2本を混合して測定し5回繰り返えした測定値の平均値

第3表　吸光比の変動（室温保存）

・測定下

図光比
E361／E278 E361／E5』o

調　製　時

V　箇　月

P2　箇　月

1．75

P．80

P．81

3．32

R．32

R．33

第4表　微生物法による定量成績

＼
定量菌株

五σ6’o∂σ6〃π5

@　　　’θ∫oゐ甥σππfゴ

A鷲。ド鶉，
Z二‘01ゴ

冷　　蔵　　庫　　101％

室　　　　温　　100％
4GO　恒　　温　　暑諄　　　　　99％

培養　時　間　　17

基礎培地　Difco
濁度測定波長　　620

100％　　　102％

99％　　100％

99％　　　一

17　　　　　24
　　　　Grossow・Difco
　　　　iCZ3）

620　　　　550

　表中％は調製時の含量：に対する1箇年保存後の値を
示す．

　Bioautograph．，：展開条件　東洋ろ紙No，50，2×

40cm．上昇法ゼ温度23。，18時間．展開液sec－BuOH

・HOAC・H20・5％KCN（100：1：50：0，25）．農

開後Difcoの基礎培地に寒天1．5％を溶解した培地に

風乾ろ紙をはりつけ，5分後はがし37。，18時間培養，

Rfo．25に単一・スポットを検出．

　考　　　察

　Bioautographyの結果ム」θ’6加zσκ纏に対し活性

を有するスポットは1個のみであり，また吸収スペク

トル法による値と鳳‘01∫ならびにL．砺6加zα朋露に

よる微生物法による定量値はよく一致する．これらの

結果から二者め試製した標準液は1箇年間の保存で何

ら変化しないものと結論できる．

　シアノコ！《ラミンはpH　4～5の間で安定であると

いう報告はあるが，加熱滅菌ならびに傑存中にアンプ

ル基材の溶出によって液性の変化することを考慮して

pH　4．3の0．01　N酢酸塩緩衝液を溶解液とした．

　微生物定量法に用いる液標準品には本実験において

試製した液標準品よりうすい溶液（たとえば10mμg∠

m1以下）が好ましいが，微生物法は操作が煩雑で，

しかも定量誤差も大きいので経時変化の追跡には変動

の少ない吸収スペクトル法を採用し測定が容易な濃度

（吸光度が0．4前後）すなわち1mJ中シアノコバラミ

ン約20μgを含む溶液とした．

　実際に液標準品を調製する場合には1m’中正確に

20．0μgのシアノコバラミンを含むようにすべきであ

ろう．微生物定量法ではこの溶液1m1で充分と考え

られるが，吸収スペクトル法の液拳骨品としても併用

できるように1アンプル中2．2m’を充填するように

したい．

　結　　　論

　吸収スペクトルならびに微生物法による結果から，

pH　4．3の0．01　N酢酸塩緩衝液に溶解したシアノコバ

ラミンは室温1箇年間の保存で変化は認められない．

したがって微坐物定量法のみならず化学的定量法の際

の標準液としても充分使用できる．

　おわりに本実験に使用したシアノコバラミン水溶液

は武田薬工研究所ならびに技術本部の諸氏の御協力に

よって調製した．微生物法による定量は当所持田，岡

両技官ならびに武田薬勝試験部田中文彦博：土の手を煩

わした．諸氏に深く感謝する．

　文　　　献

1）Brit三sh　Pharmacopoeia，　1958，　p．194；Deut・

　　sches　Arzneibuch　6　Ausgabe，3Nachtrag

　　Kommentar　1959，　p．179；Pharmacopoea　Inte・

　　rnatiollalis，　VoL　2．　p．83（1955）

2）G．W．　Haupt：孟q飢εoα47η．42，441（1952）

3）Grossowicz：P700．　Soo．1難ρ．β’o∴、漉4．，87，

　　513（1954）

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）
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日本薬局方標準品トロンビンの検定＊

長沢　佳熊・山回　　力・高橋　昭江

　新しく収載された日本薬局方標準品トロンビンを検

定したので報告する．この単位の定量にあたっての比

較標準品には米側のNIII（National　Institute　of

Ilealth）トロンビン標準品を掃い，日局単位はNIII

単位と等しくした．

　実験材料および方法

　NIHトロンビン標準品　　NIIIより供与されたも

ので，Lot　No．　B3・2160（21．7NIH単位／mg）．

　フィブリノーゲン　　市販ウシ血漿フィブリノーゲ

ンを川いた．

　Titration　mixture　　NIII規定の：方法11で製し

た．

　トロγビン原料　　ウシの血液から製したプロトロ

ンビンに，カルシウムイオンの存在でトロンボプラス

チンを作川させて製し，，凍結乾燥した白色無門形物質

で，生理食塩液によく溶ける．

　トロンビン標準品の効力試験　　フィブリノーゲン

を凝固物質の且が0．1％になるように，生理食塩液1

容とtitration　mixture　2容との混液に溶かし，不溶

性物を性別する．このフィブリノーゲン溶液と，比較

標準品としてNIHトロンビン標準品を使用して，口

局7に記載のトロンビンの定量法に従って効力を試験

した．実験は20～24。の定温室．で行なった．

　実験結果　以上の実験結果を次表に示す．

鰍翻単位／m・陳麗号 単位／mg

1

2

3

4

5

49．5

53．8

48．2

53．5

54．4

6

7

8

9

10

50．6

53．0

49，5

53，6

51．4

平均　　51．8

　すなわち日局トロンビン標準品の効力は，5L8単位

／mg（標準偏差　土2．1）であった．

　終りに御協力下さった持田製薬株式会社に感謝す

る．　　　　　　　　　　　　－

　文　　　献

1）National　Institutc　of　Ilealt11：Minimum．　Re・

quirements　for　Dried　Thrombin（1946）

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

川水中のgoSrの定量＊＊

城　　戸 靖　　雅

　利根川水系4箇所（岩本，箱田，栗橋，取手）およ

ゲ尾瀬で採噛した川水について，地球化学的見地から

これらの中に含まれる1B7Cs－90Sr比を検討する目的

で，国立公衆衛坐院，山形博士の依頼を受けて，当所
　　　　　　　　　ノ
でooSrの分析を担当した．

　フォルアウト中の13℃s－90Sr比については，すでに

数多くの報告があり，我国においては1．4～8．．2（平均

2，8）11，1．2～5．9（平均2．9）2），英国では1．63｝，レニン

グラードでの測定他1．0～6，8（平均3．2）41，その他5，6｝

これらに近い値が得られている．

　一方土壌に関しては1．67〕，海水では0．6～2．1（平均

L2）81などの報告があるが，．河川；水についてはこの種

の報告はみられない．．

　また河川水中の90Srは，各河川水系および採水時

期によって0．02～0．48μμc／汐｝（1960年採水）と相当の

巾をもった値が報告されている．

　著者は川水与0’から炭酸塩としてアルカリ⊥類金屈

を分離し，これから発煙硝酸法によってgoSrを単離

したのち，90Y，としてこれを測定した．なお同一試料

について山形博士が分離定量した137Csの放射能分析

値と比較して137Cs－90Sr比を求めた．

＊　Kakuma　NAGAsAwA，　Tsutomu　YAMAHA　and　Terue　TAKAIlAsllI：Assay　of　the　Tllrombill　Re・

ference　Standard　of　the　Japanese　Pharmacopoeia

＊＊Yasumasa　K1Do：9。Sr　in　River　Water
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　実験方法

　川水50’にSr2÷50　mgを加え，アルカリ土類金属

を炭酸塩として分離し，これを塩酸溶液としたものを

Table　1に示す方法に従って90Srを分離定量した．

Table　L　Radio－chemical　determination　of　goSr

　Sample　Solution

Precipltate

　　l

Precipitate

Evaporate　to　almost　dryness・

Dissolve　in　20m’of　H20．

Add　dropwise　fuming　HNO3　with　mec・

hanical　stirring　and　adjust　speci丘c

9「avity　to　L45．

Continue　stirring　for　another　30min．　or

more。
Stand　for　overnight．

Filter　through　a　glass　filteL

Repeat　above　fuming　HNO3　procedure．

two　tlmes．

Dissolve玉n　20～30m’of　H20．

Add　10mg　of　Ba2＋and　NH40H　and　adjust

pH　to　8．0．

Add　lml　of　6　N・CH3COOH　and　2　m’of

6M・CH3COONH4．
Heat　gently　to　90。　and　dropwise　1．5M・

Na2CrO4．
FUter　through　a　glass　filt6r．

低バックグラウンドβ線測定器（日本無線医理学研究

所製）の9GYに対する計数効率を決定した．

　試料から分離した90Yの計測値に炭酸ストロンチウ

ムの化学的収率（平均84．5％），90Yの減衰および測定

器の計数効率の補正を加えて，90Srの放射能を算出し．

た．

　実験結果

　前記の方法に従って分析した90Sr分析値，同一試料

から分析した137Cs分析値および137Cs－90Sr比をTable

2に示す，

　Table　2，137Cs　and　goSr　in　river　water　and

activity　ratio　of　l37Cs－90Sr

Sampling　　　137Cs　　　g①Sr

　Place　μμc／」　μμc／1

Activity
Ratio

　137Cs
90Sr

Filtrate

　　　Heat　gently　to　90。　and　add　10mg　of　Ba2＋．　　i
　　　Filter　through　a　glass　filteL

Filtrate

　　　Add　NII40H　and　adjust　pH　8～10and　add

　　　3M・（NH4）2CO3　until　complete　precipita．

　　　tion　of　SrCO3　attains．

　　　Stand　for　overnight．

Precipitate

Dry　under　infra－red　lanlp　and　wei暮11．

After　more　thaロtwo　weeks，　dissolve　in

10m’of　6N－HCI　and　add　20ml　of　H20．

Add　5mg　of　Fe3＋and　5ml　of　satd．　NH4Cl．

Heat　in　water　bath　and　add　NII4QIL

Record　time．

Filter　through　a丘1ter　stick，

Precipitate

　　　Dissolve　with　the　smallest　quantity　of

　　　6N・HCI　and　add　20m’of　H20．

　　　Add　2mg　of　Sr2＋and　5ml　of　satd．　NH4C1．

　　　Heat　in　water　bath　and　add　NII401L

　　　Filter　through　a　filter　stick．

Prec三pitate

　　　Dry　up　under　infra・red　lamp　and　count　　l
　　　（Record　t1Le　tilne　of　coullting）．

　　　　　　　　　　．

　別に90Sr－90Y標準溶液からTable　1のイットリウ

ムミルキングの操作に従って90Yを分離し，使関した

Sep．1960 Iwamoto 0，058 0，062 0．93

〃 IlakQda 0，Q89 0，209 0．42

〃 Kurihashi 0，063 0，100 0．63

〃 Tor1de 0，059 0，121 0．49

〃 Oze 0，300 0，134 2．24

　考　　　察

　9。Srは他の河川水に類似した結果を得たが，1a7Cs

－90Sr比は尾瀬のみがフォルアウトの場合に近い値

を示したほか，他の川水ではフォルアウトに比較して

かなり小さい値を示している．河川水中のこれらの核

種は，種々の条件，すなわち，降雨の時期，流水量，

採水箇所および採水地の周囲の状況などによって相当

の変動があるものと予想されるので結論するにはさら

に検討を要するが，今回の実験から，．137Cs－90Sr比が

フォルアウトより低い傾向にあり，いいかえれば，

地表面に降下した137Csの一部は流出することなく，

地上の或部分に蓄積が続けられていることが考えられ

よう．

　本研究にあたり，御指導並びに御校閲をいただいた

特殊薬品部長長沢佳熊博士に深謝する．．試料および

137Cs分析結果を提供された国立公衆衛生院　山形登

博士に感謝する．
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　　　　医療用グラステックスに関する研究（第3報）

’高圧蒸気滅菌処理による各種グラステックスの溶出について

藤井正道・佐藤寿・堀部隆・辻楠雄・中条弘＊・竹内勝象

　近年グラステックスは，医療技術の発達によって，

広い範囲に使用されるようになった．著者らは第1報

11で37。における各種グラステックスの溶出について

報告したが，さらに高圧蒸気滅菌処理後のグラステッ

クスの溶出を垂点にして，実験を行なったのでここに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　第1表：

報告する．

　実験1．各種グラステックスの吸水ならびに溶解遣

試験

　（1）材料　聖母にもちいたグラステックスは策1表

の通りである．

医療用グラステックス材料’噛

’試 料 種　b 類 1形状
ハ　イ　ゼ　ツ　ク　ス「キ　ヤ・ツ プ 低圧法　ポ　リ　エ　チ　レ　ン キヤップ
ハ　　イ　　ゼ　　ツ　　ク ス 〃 シ　一　　ト

シ　ョ　ウ　レ　ッ　ク　ス A 中国法ポリエチレン シ　一　　ト

〃 B 、中圧法ポリオレフィソ 〃

ナ　　　　イ　　　　．ロ ン ボ　　　リ　　ア　　　ミ　．ド 瓶

ポ　　リ　カ　一　ボ　ネ　一 ト ポ　　リ　層カ　　一　ポ．ネ　一　ト フラスコ
シ　　　　　リ　　　　コ ン 珪　　　素　1　樹　　　皿旨 シート・管

無　毒　性　チ　ュ　一　ブ A 塩化ビニル樹脂（可塑剤入り） 管

透　明　塩　｛ヒ　　ビ　　ニ　　ノレ　殻； B 〃 〃

半透明ハイカー入り塩化ビニル管C 〃 〃

硬質塩化　ビニル管（細） D 〃 〃

硬質塩化ビニル管（太） E 〃 〃

イ　一　ス　ト　マ　ソ　910接　着　剤 メチル・2一シアノアクリレート 液

E　D　H　　接　　着 剤 メチル・2一シアノアクリレート

nイカー・イソシァネート ペースト

　（2）浸漬液　漁沸減菌蒸留水（pH　6．8），0．1ル1棚

酸溶液（p114．1），　0．1ルf亟1炭酸ナ層トリウム（plI

8．0），輸液用電解質液ソリターT1～4号液．

　（3）実験方法　試料の大きさは，板，シート，なら

びに成型品は，その表面積を50cm2とし，管状のも

のは25cm2となるような長さと’した．なお接着剤は，

19cm2のスライドグラスの片面に，約30～50　n1駕を

均一にくりかへし塗布した．実験の方法は第1銀に述

べたように，JIS義歯床川アタリリック樹脂の，吸水

量並びに溶解量2，で，その結果を第2表に示す．

　吸水量は，ナイロンが約4mg／cm2で特に多く，ポ

リカーボネート，珪素樹脂は約0．3mg／cm2で割に少

　Masamichi　Fu川，腿sashi　SATo，　Takashi　IloR！Bε，　Kusuo　TsuJ置，11iroshi　NAKAJo　and　Masaru

TAKEucH［：Studies　on　Plastics　for　Medic31　Uses．　III，　Solubilities　of　Various　Plastics　Using　Steam

under　Pressure
曇．﨎ｶ省薬務局薬事課　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　∫
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第2表　　各種pH溶液中での吸水および溶解量（37。，3三間，　mg／cm2）

試 料

中圧法ポリエチレン

二三法ポリオレフィン

ナ　　イ　　ロ　　ソ

ポリカーボネート
ポリ　プロ　ピレ　ソ

珪　　素　　樹　　脂

　　　　〃

形状

シー　ト

　〃

　瓶

フラスコ

シー　ト

シー　ト

　管

pH　4．1

吸糧1翻四

十〇．014

十〇．01

十〇．022

十〇，29

一〇．006

－0．004

一〇．002

－0．01

－0．052

pH　6．8

吸水到溶腿

十〇．006

　0，01

十4．1Q6

十〇．304

十〇．018

十〇．29

　0

－0．002

」0．362

－0．012

土0

－0．036

－0．088

pH　8．0

馬糧耐量

十〇，01

十〇，01

十〇．026

十〇．288

一〇．01

－0．QQ4

－0。004

－0．022

－0．086

い，ポリプロピレン，中圧：法ポリエチレンは’0．01mg

／cm2以下で極く僅かであった．溶解量は，ナイロン

が一〇．4mg／cm2で一番多く，　珪素樹脂管の一〇．09

m9／cm2，板の一〇，04　m9／cm2，ポリ．カー示ネートの

一〇．01mg／cm2で，ポリエチレン，ポリプロピレンは

一〇．006mg／cm2以下であった．

　次に各種薬液，注射剤容器や瓶の栓として広く利用

されている低圧法ポリエチレン・キャップについて検

討した．まつ試料を各pH液に1日，1週間，3週

間，1ケ月と浸潰期間を変化させて，溶解量：を測定し

たが，1口～1ケ月では溶解量：は，ほとんど認めるこ

とができなかった．ついで薬剤に対する長期保存の安

定性を検討するために，輸液用電解質液ソリターT1

～4号外に1日，1週間，3週間，1ケ月にわけて浸

漬して，その溶解量を測定した．

　1週間以内ではほとんど溶解は認められないが，3

週間でソリター4号液に0．2mgの溶解，『1．ケ月では

すべてに0．2～0．4mgの溶解がみられた．

　同様の方法で，ポリカーボネート，ナイロン，ポリ

プロピレン，低圧法ポリエチレンについて，ソリター

T1～4号液中で，3週間の吸水ならびに溶解量の測

定を行なって，その結果を第3表に示す．

第3表　　各種プラスチッスの輸液用電解質液の吸水および溶解量

　　　　　　　　　（37。，3週間，mg／cm2）

ソリター1． ソリター2号 ソリター3号 ソリタ「4号
試　　　　　料

一廓陣起 吸水到溶腿 吸水量 溶解量 吸水刷溶襯

低圧法ポリエチレン　＋0．094

ポリプロピレ・ン　十〇．040

ナイロ．ン十3．932
ポリカーボネート　十〇．214

一〇．004

±0

－0．292

±0

十〇．046

十〇．050

十4．44

十〇．196

一〇．008　　十〇，058　　±0

－0．002　十〇．054　土0

－0．41　　十3．685　－0．462

－0．002　　十〇．162　　－0．004

十〇，048

十〇．046

十3．866

十〇．174

一〇．002

－0．004

－0．31

－0．014

　吸水量はナイロンが4．4～3．7mg／cm2で特に多く，

ポリカーボネートは0．2～0．16mg／cm2，ポリプロピ

レン，ポリエチレンは0．09～0，05mg／cm2で最も少

かったし　また溶解量は，ナイロンが0．43～0．29mg／

cm2で，他のグラステックスは0．01～±Omg／cm2で

あった．ソリター溶液では，各液に溶解量について若

干の差が認められたが，ソリター1号，3号は比較的

溶解量が少かった．これは液の内容成分の差異によっ

て，溶解あるいは吸着量の差異が坐じたものとおもわ

れる．

　医療用器具，装置はしばしば使用の都度煮沸あるい

は高圧蒸気滅菌を行うので，医療用グラステックスも

この滅菌操作によって変形，溶解，失透が少いことが

必要なので，この目的のために，各pH町中に浸漬

し，日本薬局方の定める高圧蒸気滅菌31を行ない，そ

の吸水，溶解，失透らを測定したので，結果を第4表

に示す．

　低圧法ポリエチレンキャップは，高圧滅菌により，

0．4～0．2mg／cm2減量し，ほぼ37。で1ケ月浸漬に相

当する減量を示した．塩化ビニル管は，すべて透明度

を減じ，無毒性塩化ビニルチューブ，透明塩化ビニル

管，ハイカー入り，半透明塩化ビニル管，硬質壇化ビ

ニル管太，細の順で，他のグラステックスに比較して

きわめて溶解量が多かった．
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第4表　　各グラステックスの高圧蒸気滅菌による吸水および溶解（121．5。，40分，mg／cm2）

pH　4．1 pH　6，8 pll　8．0

試　　　　　料 形　状
吸水副溶徽 吸水量 瞬量 吸水量 瞬量

1

低H三，法ポリエチレン

吋1圧法ポリエチレン
弓1超三田｝オ1ノフィソ

ポリプロピレン
ナ　　　イ　　　ロ　　　ン

珪　　素　　樹　　脂

　　　　　〃
塩化ビニル無毒性チューブ

透明ビニル管半透明ハイカー入りビニル
　管

硬質ビニル管（細）
硬質ビニル管（太）

キヤッブ

シー　ト

　〃

　〃

　瓶
シー　ト

　管
シー　ト

　管

　〃

　〃

　〃

十〇．004

十〇．016

十〇．242

一〇．3宰

一〇．014

　0．006

－0．014

－0，044

－0．974

－0．236

－0，176

－0．112

－0．084

　　　　一〇．2＊　　　一一〇．4＊

＋0．008－0．024＋0．006－0．016

十〇．O16　－0．004　十〇，024－0．01

十〇，094　－0．002

十〇．25　　－0．004　十〇．192　－0．Ol

＋0．038－0．012

　　一　　一〇，012　　　　　　一　　一〇．036

　　一　　一〇．832　　　　　　一　　一1，456

　　一　　一〇．176　　　　　　一　　一〇．256

　　一　一〇．240　　　一　一〇．468

　　一　一〇．112　　　一　一〇。304

　　一　　一〇．196　　　　　一　　一〇，452

鰐溶解減量（mg）

　実験2各種プラスチックのポーラログラ7による、

測定

　（D　材料　策1表のものを川いた．

　（2）装置　柳本製ペソ記録式交直ポーラログラフ

PA・101型で，水銀滴下電極は，　h＝64．Ocm，，　Open

clrcuitにてt：＝5．5sec，　m＝L32×10噌3g　sec－11n2／3

1／6＝1．573，電極間の問かくは1cmで，電解瓶は恒
t

温箱に置いて25±0．5。に保った．

　㈲　浸漬液　実験1の②に同じ．

　ω　実験方法　各種の材料を所定の大きさにして，

浸油蝉につけたまま．高圧蒸気滅菌法で121．5。，40分

間加熱後，放冷してその液について測定した．日別に

37。で1週間，3週間もしくは1ケ刀高高浸潰して，

その液について測定した．電解液は，浸四三を85m’

とりこれに1ル1塩化リチウム10m1を加え，無水亜硫

酸ナトリウムの飽和溶液1mJゼラチン液，水で全且

を100m’とする．酸素の除去には無水亜硫酸ナトリ

ウムを川いた，

　（i）ポリエチレン　低圧法ポリエチレンキャップ，

低圧法ポリエチレン，中圧法ポリエチレン，中圧法ポ

リオレフィソの4種をソリ二一T1号～4号とpll　3

種の液に常温で1週間と1ケ月浸潰したがほとんど還

元波はみられなかった．次に別に高圧滅菌処理後測定

したところ，いつれもpH　4．1では一〇．55　vに還元波

がみられた．

　（ii）ポリプロピレン　試料は板状で，37。，3週間，

ソリクーT1～4｝∫と高圧滅菌処理でpll　6．8に浸潰

したが，なんら還元波は認められなかった．

　（iii）ナイロン　37。で3週間，ソリターT1～4号

について行ったが何等変化はなかったが，各PH液に

ついて，高圧滅菌を行ったところ，pll　4．1で2段波，

pll　6，8で1段目の還元波がでた．

　（iv）ポリカーボネート　ソリター4種を37。，3週

間浸漬したところ，T2号浸漬液は2段の還元波を示

したが，その他の液には還元波は認められない．

　（V）シリコーン　チューブとシートについて行い，

各pH液に浸潰して，37。，3週間と高圧減菌を行い，

37。の実験ではすべてに還元波がみられたが，高H三滅

菌処理を行なうと，pll　4．1のみにあらわれた．

　シートではチューブと加工法や組成の一部が異るた

めに，．pll　8．0は還元波が認められず，又高圧滅菌の

処理を行ったものも認められなかった．

　（vi）塩化ビニル　各pll液で高圧滅菌処理をした

ところ，他の樹脂に比べて，高い還元波がみられた．

その半波電位の第1段波は一〇．55V，． 謔Q段波は一

〇．95Vである．　pll　6．8では1段の還元波で，無毒性

チューブを除いては，一〇．48Vである．無毒性チ・ユ

ーブのみは，他の管の2段波と一致している．pl18．0

では1段波で，その電位は一〇．84Vである．次に以

上の実験結果から考えて，無毒性チュ、一ブは，他の管

と異る還元波が認められたので，4種の筍と無毒性チ

ューブの2つに分類して，高圧滅菌の終った試料を乾

燥して，新らたに作った3種のpll液に1週間浸潰

した．4種の管では還元波は全然みられなかったが，

無毒性チューブはどの液にも還元波がみられた．

　（vii）接着剤浸漬液のポーラログラム　2種の接着

剤をスライドグラスに平均に塗布して，約1闘芋間室温

で乾燥してから，300m1のビーカーに37。，1週間水

ノ
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中に浸漬した．イーストマン910とEUHとは半波

電位も異り，前者は一1．36V，後者は一1，29Vであ

った．

　総　　　括

　37。，3週間で各種浸漬中での吸水，溶解量は，ナ

イロンが他に比べて10～100倍も多いが，これは分子

構造上アミド基に本分が吸着し，卒溶解することを示

し41医療用の容器としては，この点を注意しなければ

いけない．ポリエチレンおよびポリプロピレンは，そ

れぞれエチレン，プロピレンの鎖状の炭化水素重合体

であるため，水分の吸着並びに溶解が比較的少く，安

定であり，ポリエチレンは煮沸滅菌により変形のおそ

れがあるが，ポリプロピレンは安定であるために，医

療用として良好であるとおもわれる．又ポリカー・ボネ

ートは成型が困難であるが，透明度が良く，煮沸滅菌

に耐え，溶解，吸水が比較的少いので，短期間の使用

には適当とおもわれる．塩化ビニル管は高圧滅菌によ

り，溶解が他のグラステックスに比べて数10倍も多い

のは，可塑剤，安定剤を多量に含有し，エステル類や

有機錫等の溶解が加熱により加速されたものとおもわ

れる．

　これらをポーラログラフについて考えてみると，高

圧滅菌処理を行うと，大部分のグラステックスは，ご

く僅かであるが還元波がみられる．特に塩化ビニルは

波高も高く，かなりの量：が溶出するものとおもわれ

る．また塩化ビニルやシリコーンは，加工法や組成に

よっても異った還元波がみられる．このため医療用と

しては同一名称のグラステックスでも，この点を考慮

しなければいけない．一般に溶出量は，高圧滅菌を行

うと，常温とは異り弱酸性のものは，弱アルカリ性の

ものよりも，溶出の多いことが判った．

　なほ本研究は昭和36年度厚生科学研究費によった。
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医療用グラステックスに関する研究（第4報）プラメチック

スのガスクロマトグラフによる測定および接着強さについて

藤井正道・佐藤寿・堀部隆・辻楠雄・中条弘＊・竹内勝＊

　本研究は，主として2，3のグラステックス（メタ

アクリル，ユリア，エポキシ）溶出液および最近外科

領域に出現してきたシアノアクリレート系接着剤（イ

ーストマン910，EDH）ら1｝のガスクロマトグラフ的

測定ならびにまた同接着剤の吸水，．溶解量，室温およ

び37。水中における接着旧さらを測定した結果につい

て報告する．

　1．グラステックス溶出液のガスクロマトグラ7に

よる測定

　グラステックス溶出液に溶存している溶出物質を追

零するために，若干の溶出液について，最初は適当な

有機溶剤により溶出物質を抽出してガスクロマトグう

7イーを行ったが，いずれも溶出物質が微量のため，

ガスクロマトグラフ的ピークが現れず，したがって溶

炉液をガスクロマトグラフにかける方法に変更した結

果，いくらかの知見をえたので以下のべる．

　（1）材　料

　メタアクリル，ユリア，エポキシ樹脂．

　②　装置および実験条件

　装置：柳本製ガスクロマトグラフGCG　2型・　カ

ラム：トリクレジルポスフェート　（TCP）21n．　キ

ャ． 潟п[ガス：窒素（N2），30　m1／分．　カラム湿度：

100。，120。．　感度：64．　極性：ポジティブ．．　七

ル電流1タングステンプイラメント，100mA・9試

料＝10μム　　チャート速度：0．5mm／分．

　（3）実験結果および考察

　各材料を粉末にし，37。．の恒温器中で1ケ月蒸溜水

’　 lasamichi　FuJH，　Ilisashi　SATo，　Takashi　IloR且BE，　Kusuo　TsuJl，　Hiroshi　NAKAJo　and　Masaru

　TAKEucm：Studies　oh　Plastics　for　Medical　Uses，　IV．　Gas　Cllro竃11atograpllic　Determinations・an“

　Adhesive　Strengtレof　Some　Plastics　　己

　管　厚生省薬務局薬事課
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に放心したのち，炉過した各グラステックス溶出液に

ついて，100。および120。でメタアクリル，ユリア，エ

ポキシのガスクロマトグラフィーを行なった．
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第1図　メタアクリル溶出液のガスクロマトグラム

　　　　カラム温度＝11000．∬1200の場合

　アクリルの場合には異常なピークを生じたが（第1

図）たのユリア，エポキシは：水以外の高いピークは生

じなかった．これは両樹脂の；水溶性物質のピークに重

なっているため，検出できないものと考えられる．

　カラムをシリコン720とし，温度200。でガスクロマ

トグラフィーを行ってみたが，ベースラインが不安定

になり，微量の溶出物質の検出はできなかった．メタ

アクリルのピークは混在するモノマーであると推定さ

れる．’これらの確認については現在研究中である．

2，医療用接岩剤（シアノアクリレート系接着剤）

のガスクロマトグラフによる測定

　ユニ業用接着剤は多種多様であるが，医療川の接着剤

は生体の組織を接着し，かつそれらに全く為宵作川の

ないものでなければならないという特別の条作を満足

させなければならないために，医療圏の接着剤として

は，　メチル・2一シアノアクリレートに約10％の可塑

剤，増粘剤を加えた接着剤，すなわちイーストマソ

910（6％），ポリイソシヤネート（3％），ニトリルゴ

ム（6％）の3成分を二野ロメタンそのたのハロゲン

化炭化水素で溶解したEDH以外は見当らない現況で

ある．

　これらの微最倹出するために適確なガスクロマトグ

ラフを使川した，　　　　・

　抽出溶媒としては各種の溶剤を川いたが，結局ジメ

勇ルホルムアミドがもっとも適当な溶剤であり，この

溶剤によればイーストマソ910およびEDHの微量検

出が可能であることがわかった．以下それらの概要を

のべる．

　ω　材料

　イーストマン910，アメリカ・イーストマソ社製品．

EDII，吉富製薬KK製品．

　（2）溶剤

　n一ヘキサソ，酢酸ニチル，トリクロルエチレン，ニ

トロメタン，ジメチルホルムアミド．

　（3）装置および実験条件

　カラム：ジオクチルフタレート（DOP）2m．　カラ

ム温度＝150。．　感度：8．　他は1・2に全く同じ．

　（4）実験結果および考察

　ガスクロマトグラフィーを実施するに当って，イー

ストでソ910およびEDIIを溶解すると予想される6

種の溶剤について種種検討を加えた結果，n一ヘキサ

ン，酢酸エチルはともに両接着剤に対して溶解度が充

分でないため川いられない．トリクロルエチレン，ニ

トロメタン，パ副クロルエチレソは，溶解度良好であ

るが，ピークの出る力向が通常の場合の逆になること

と，EDH白体がこれらの溶剤を使用しているために

イーストマン910の場合には川いられるが，EDHには

具合が悪い，したがって両接着剤に最適の溶剤はジメ

チルホルムアミドであることが実験的に解明されたの
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第2図溶剤（ジメチルホルムアミド）のガス
　　　　クロマトグラム
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第3図　ジメチルホルムアミド溶剤中のイース

　　　　トマソ910のガスクロマトグラム
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　第4図はEDIIを約1％含有するジメチルホルムア

ミドのガスクロマトグラムをしめし，試料挿入位置の

つぎに上向きと下向きのニトロメタンのピークがみら

れるが，メチル・2一シアノアクリレートのピークはジ

メチルホルムアミドのそれに重なり，よくみとめられ

ない．これはEDH中に含まれているメチル・2一シア

ノアクリレートは，共存するポリイソシヤネートある

いはニトリルゴムと化学的に二二して，違った状態に

変化しているためと推定される．

　　　　　　　丁［卜4E幽’卜11NUTES

第4図　ジメチルホルムアミド溶剤中のEDH
　　　　のガスクロマトグラム

で，以下この溶剤自体，またこの溶剤に溶解している・

イーストマン910およびEDHのガスクロマトグラム

を第2～4図にしめした．

　第3図はイーストマソ910を約1％含有するジメチ

ルホルムアミドのガスクロマトグラムで，もっとも高

いピークのつぎにイーストマン910の主成分，メチル

・2一シアノアクリレートのピークが重なっているのが

みとめられる．

　3．　医療用接着剤（シアノアクリレート系接着剤）

の吸水，溶解量

　スライドグラスの半面に一様にそれぞれイーストマ

ン910，EDHを塗布し（面積約19　cm2）室温で乾燥，

溶剤蒸発律秤量・直ちに37。蒸溜水中に浸漬し，2時

間，1，2，3，4，5，7日間放置後とり出し，」前

報に準じて吸水，溶解量を測定した．溶解量測定は4

個の平均を用いた．イーストマソ910は1日以後ガラ

ス面より剥離が起ったので，吸水量判定は略し溶解減

量のみを測定した．その結果は第1表にしめす．

第1表　　イーストマン910およびEDH接着剤の吸水，溶解量

イーストマソ910 EDH　　　　　試験法

Z漬期間
溶殿m・／姻状　懸 吸水量mg／cm2溶解量mg／cm2

2

1

2’

3

4

5

7

時 間

日

日

日

日

日

日

　0．058

－　0．056

「　0．097

－　0．106

－　0．117

－0？117

－　0．154

膜面はくり

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

0．025

0．083

0．127

0．143

0．143

0．197

0．31g

一　〇．090

－　0．106

－　0．106

－　0．106

－　0．114

　0．127

－　0，143

　一般に吸水，溶解量は両者ほとんど差異はないが，

EDHは初期に若干溶解量が多く，これはイソシアネ

ート基が親水性をもつためと考えられる．皮膜につい

てはイーストマン910は硬く剛性にとみ，逆にEDH

のそれは柔軟性にとむ傾向がみとめられた．

4．医療用接着剤（シアノアクリレート系接着剤）

の接着旧さ

（1）室温放置後接着の強さ

　1cmxlcmの接着面を有するように接着し，室温

に2日放置後の接着強さを測定した結果を第2表にし

めす．幽測定値は10個日平均．

第2表　　イーストマン910およびEDH接着剤の接着旧さ（室温放置）

被　接　着　材　料 1

医療用　塩化ビニルフィルム

　　　　コ．カロンフィルム

　　　　テトロンフィルム

　　　　馬小腸内膜

イーストマン910 1
2．485（9）

1，100

16，000

2，650

EDH

1．590（9）

2，500

7，200
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　接着旧さは被接着材料により著しくことなり，乾燥

状態ではテトロン・フイルムは極めて大で，四二，塩

ビ，ユカロソの順であった．イーストマソ910はEDIi

よりユカロソを除き他では接着強さはもっとも優れて

いることがみとめられた．

　（2》蒸溜水中に浸漬後の接着強さ

　4・1と全く同様にして蒸溜水（37。）に二野後の擾

着強さを第3表にしめした．

第4表　　イーストマソ910およびEDII接着剤の接着強さ（37。蒸溜水浸漬）

ミ『；＝一響日数，醐
　　　　　　、＼一一　　　　接着剤’＼　被接着材料

医療川　　　　　　　イースト’マソ910

塩化ビニルフィルム　　　　EDH

　　　　　　　　　イーストマソ910
ユカロソフィルム
　　　　　　　　　　　　EDH

1，459（9）

　455

　718

　415

　　　　　　　　　イーストマソ910　　8，000
テトロンフィルム
　　　　　　　　　　　　EDH　　　　 2，465

馬小腸　内膜
イーストマソ910

@　EDH

790

R40

1　日2　日4　日5　日7　日
1534

1，320

1，583

1，546

1，622

1．948

2，448

2，790

1，425

2，320

1，076

P，610

1，217

P，762

1，424

k810

　　962

Q，008

　　710

P，965

11，200　　　　13，000　　　　18，100　　　　17，300　　　　18，300

4，925　　　　7，000　　　13，700　　　11，400　　　　11，700

1，176

1，644

1．096

1．732

1，054

1，530

1．075

1．460

1，000

1．580

　接着強さはテトロン〉塩化ビニル〉ユカロン〉馬小

腸内膜の順に小さくなった．なお接着強さはイースト

マソ910は初期（1日以内）に強く，EDHはそれ以後

強く，両者とも4～5日で最大値をしめし．以後減少

した，

　接；距強さは接着剤皮膜と被接着材料の剛性，柔軟性

に関係し，とくに両氏の伸びが一こ口る場合は強く，

その逆の場合は弱くなった．

　また馬小腸膜にEDH接着剤の接着強さが大きいの

は，機械II勺接着（投錨効果），　Van　der　Waalsの分子

接着のほかに，蛋白質中のHとイソシアネート基の化

学的結合が考えられる．他面イーストマソ910の迅速

接蒲力が溶剤，ハイカー，イソシアネートにより低下

し，第4表のとおり2時間後の接着力はイーストマン

910の1／2～1／・で，臨床的にもかなりの差があると考え

られる．したがって使用目的に応じて迅速な接着力を

必要とされる白白には腸線による縫合らの機械的接合

とEDIIとを併川すべきであろう．またEDHの場

合，温風らにより溶剤を充分除去することにより接着

強度を増大しうると考えられるが，今後この種の研究

が必要と思われる．

　総　　括

　（P　グラステックス溶1王1液のガスクロマトグラフィ

ーを行なったところ，メタアクリル樹脂ではモノマー

と思われるものが検出されたが，ユリア，エポキシ樹

脂らは，いずれも検出されなかった．

　（2｝医療用接蔚剤のガスグμ・7．・トグラフ千一を行な

うにあたり，ジメチルホルムアミドがもっとも良好で

あることを見出したので，この溶剤を川いて行ったと

ころイーストマソ910，EDHは，いずれも明瞭なピ

ークをしめした．

　（3）医療用接着剤の吸水，溶解量を測定した．浸清

期間が長くなるに従い若干溶解量をますが，両接着剤

（イーストマン910，EDH）の遊異はすくなかった．

　（4）医療用接着剤の接肴強さを各種プラスチックフ

ィルム，馬小腸内膜を川い，室温および37。水中で測

定した，イーストマソ910は1日以内に強く，EDH

はそれ以後強く，両者とも4～5日で最大値をしめ

し，以後減少した．また接着強さにおいて，柔軟性フ

ィルム（ポリエチレン，塩化ビニル）にはEDH，剛い

フィルム（テトロン）にはイーストマン910，馬小腸内

膜（フィ．ヅシュスキソ）にはEDHがそれぞれ優れて

いることがみとめられた．

　本研究は昭和36年度厚生科学研究費によった．
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　　　グラステックス製注射筒について
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　最近ポリスチレン，ポリプロピレン製注射筒が製造

されている．これらグラステックス製注射筒はガラス

製に比べ耐衝撃性が高く，寸法も正確で，かつマスプ

ロのため安価であるが，他面加熱減菌の際の変形，グ

ラステックス成分の注射剤中への溶出等についてなお

研究を要する．

　本研究は，グラステックス製注射筒の医療用として

の適合性につき，種々の角度より検討を行った結果に

ついて報告する．

　（材料）使用した材料は，国産のポリスチレン製2

社のもの5種（A2，10　m’，　B　2，5，10　m’；外管は

ポリスチロール，吸子は低圧法ポリエチレン，団子先

端ゴム栓は合成ゴム），ポリプロピレン製2社のもの

3種（A2，5m’，　B　2　m1；外管理子ともポリプロピ

レン，吸子先端ゴム栓は合成ゴム）で，なおガラス注

射筒も参考とした．

　①　注射筒規準による試験

　グラステックス製注射筒としての規準がないため，

ガラス注射筒規準1）に準拠して熱衝撃試験1［（15分煮

沸後水中に冷却，これを5臨くり返す），目盛誤差1），

気密度1［，筒先の寸法1｝，目盛の状態および衝撃試験2，

（落下試験）を行なった．

　目盛誤差のばらつきはガラス製に多く，プラスチッ

ク製には少なかった（表1）．気密度，筒先の寸法は，

プラスチック製はガラス製に比べて劣らぬ結果を得

た。またグラステックス注射筒はガラス製のものより

　表1　グラステックスおよびガラス製注射

　　　　筒の目盛誤差

称1需1眺誼（％）

耐衝撃性（落下試験）が良好であった．目盛はスチレ

ン製A，B，プロピレン製Bは消え易く，ガラス製，

プロピレン製Aは消えにくい．熱衝撃試験ではガラス

製，プロピレン製は亀裂，変形を起さず，スチレン製

は加熱により変形し，劣っていた．

　（2）各種滅菌法による形態の変化

　グラステックス注射筒の滅菌の限界を測定する目的

で，170。2時間乾熱3・4［，高圧蒸気滅菌（6気圧，4気

圧で各30分および2気圧3，で40分），沸騰水中で30分

加熱3｝並びに1時間紫外線照射後の影響を測定した，

　ガラス注射筒はすべての滅菌法4）に耐え，変化は認

められなかった．スチレン製は乾熱，加圧，煮沸等の

加熱滅菌ではすべて変形，短縮，失透を起し，乙川に

耐えなかったが，紫外線滅菌では変化が認められなか

った．ポリプロピレン製は乾熱，高圧滅菌では沓曲，

変形を起し，温度の上昇にしたがいその程度が著しい

ことが認められた．煮沸滅菌では殆んど変形が認めら

れず，紫外線滅菌でも変化が認められなかった．

　（3）吸子先のゴム老化試験

　グラステックス注射筒の吸子の先端は合成ゴムの栓

を装着し，外筒との適当な摩擦により気密を保ってい

る。したがってゴム栓の老化がグラステックス注射筒

の寿命を左右すると考えられる故，ゴム栓と同一組成

の試料につき老化試験をギヤー氏老化試験機（100。70

時間）により行ったところ，かなりの耐老化性を持つ

ことが認められた（表2）．

　　　　表2　　山子先のゴム老化試験結果

繍誕1老化試験前1
名

スチレン注射筒A
　　　　　〃
ポリプロピレン注射筒　A．

　　　　　〃

　　　　　B

ガラス注射筒

2

10

2

5

2

5

一3．5　　±0．9

十〇．3　±0．4

－1．1　 ±1．4

十〇．3　 ±0．6

－2．3　±0．7

－0．4　 ±2．1

硬　　　　　　　度

延　　　　び　（％）

引張り強さ・（kg／cm2）

65

525

115

老化試験後

70

482

103

　Masamichi　Fu川，　Hisashi　SATo，　Takashi　IloRiBE，1くusuo　TsuJI，11iroshi

TAKEucHI＝Studies　on　Plastics　for　Medical　Uses．V。　Plastics　Syrin鍔e

静　厚生省薬務局薬事課

　（4）グラステックス注射筒の溶解量試験

　ポリプロピレン，ポリエチレン（低圧法），ポリスチ

レンの板状試料について溶出量を測定した．吸水並び

に溶解量の測定は第1報5・6）に準拠した．各板状材料

のpll　4，6．8，8の溶液中での溶解は，ポリプロピ

　　　　　　　　　　　NAKAJo　And　Masaτu
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　　　　　　　　　　喪3

＼　　撒法や

　ポ　リ　ス　チ　レ　ソ

　ポ　リ　ブ　ロ　ビ　レ　ソ

　ポリエチレン　（低圧法）

pllの変化による吸水および溶解量（m9／cm237。24時間）

PH　4．1 bll　6．8 PH　8．0

吸水剥露払微 吸水量 溶解量 吸水量 溶解量

ブラ　スマ

n　解　量

　一
¥〇．022

¥　〇．004

一　〇．01‘

黶Z．002

}　0

十〇．043

¥〇．018

¥〇．003

顧一　〇．012

m　0

}　0

　一
¥〇．02θ

¥〇．003

一〇．016

|　0．004

}0

　一
}　0

}　0

レン，ポリエチレンは殆んど認められず，スチレンは　　　前記実験においてグラステックス材料は殆んど溶出

若干認められた．プラスマ中ではポリエチレン，ポリ　　を認められなかったため，溶出を加速するために加圧

プロピレンは何れも溶解が認められなかった．　　　　　釜中で加熱し，溶出量を測定した結果は表4に示す．

　　　　　　　　　　　表4　　グラステックス注射筒の高圧滅菌操作による溶解最

　　　　　　　　　　　　　　　　121．5。40分蒸溜水中の溶解量（mg）

外 筒 吸 子
名　　　　　　　称 容量（mり

材　　質 溶解量（mg） 材　　　質 溶角糧（m幻

ス　チ　レ　ン注射筒　　A 2 ポリスチレン 一〇．6 低圧法ポリエチレン 一〇．4

〃　　　　　　　　　　　　　〃 10 〃 一1．7 〃 一〇．6

〃　　　　　　B 2 〃 一1．6 〃 一〇．3

〃　　　　　　　　　　　　　〃 5 〃 一． R．4 〃 一2．3
〃　　　　　　　　　　　　　〃 10 〃 一2。8 〃 一〇．6

ポリプロピレン注射筒　A 2 ポリブロ

@　ピレソ
一1．0 ポリプロピレン 一〇．4

〃　　　　　　　　　　　　　ケ 5 〃 一1．1 〃 一1．0

　（5）グラステックス注射筒の臨床的研究＊

　ポリスチレンおよびポリプロピレン注射筒に対し，

臨床的に使用した結果はつぎの如くである．

　1）滅菌後ポリエチレン製袋に封入したポリスチレ

ン注射筒を取り幽し，滅菌水にて筒内を洗浄し，細菌

培義を行ったが細菌は認められなかった．

　2）臨床的にビタミン剤，サルファ剤，採血等に使

用したところ，化膿その他の異常を認めなかった．

　3）pll検ぞ己；不都合な点は認められない．

　4）麻薬等の使用時には目盛が不正確である．

　5）大病院用として50～100太位まとめて1つのケ

ースに入っているものが田来ればなお都合が良い．

　6）照沸滅菌で丸筒が変形する．

　7）　ポリプロピレン注射筒に対しては，臨床的に使

刑し’たと．ころ，．スチレン注射筒と同様に化膿その他異

常を認めなかった．

　考　　　察

　プラステックス製注射筒は従来のガラス注射笥に比

べ，（1）軽量　此重7・81；ポリスチレン製1．06，ポリプ

ロピレン製0．90，（2）耐衝撃性に富み，落下試験による

　曇国立東京第1蝦院小原外科医∫も国立東京第2病院寺崎外科医長．

軍京大学医学淋本教授の轍告によった，

破損が少い，⑧射出成型によるため寸法が均一で，互換

性をもつ（inter－changeable），（4）目盛誤差が少い，（5）

アルカリの溶出による注射液の変質が考えられない，

⑥大量生巌方式により安価，（7）透明性では，スチレン

注射筒はガラス注射筒より良好である，等の長所を窮

しているが，反面短所としてω滅苗法は限定される．

スチレン製｝ヰ加熱滅菌により失透，変形を起し不適当

で，適当な輔弼ガス（エチレングリコール，酸素等）

と紫外線の殺菌灯との町回が適当で，プロピレン製は

商圧滅菌以上の加熱では湾曲が起り変形を起すが，煮

沸滅菌では殆んど変形を起さなかった．②印刷日盛

は，反覆使用の際には消え易い，（3）微最用には蛭川不

能，（4）二子の移動がかたい，外患の内面と吸子先端の

ゴム栓との密着摩擦が大である，㈲注射液を吸入した

際の気泡が内壁につき易く，除きにくい，（6）吸子先端

のゴム栓の安定性に懸念がある，プロピレン注射飾は

白色ガラス注射筒に比べて透明性が劣る．これは低圧

法ポリエチと同じく．結晶性に華くものと思われる．

　以上の如く，スチレンおよびプロピレン製には欠陥

があるが，これらは材質に基因するものと考えられる

ので，今後これらに代り耐熱性，透明性，耐衝盤性を

もつ耐熱1生アクリル樹脂（Bavic　11），　ポリカーボネ

ート樹脂（パンライト）を用い試験的製造を行ない，

’
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検討を行なう予定である．

　結　　　論

　グラステックス注射筒の寸法誤差，熱衝撃，機械的

衝撃，耐熱性，透明性，溶解，滅菌および臨床的試験

について研究を行ったところ，滅菌法の限定される他

は，ガラス注射筒に劣らぬ性質をもつことが認められ

た．

　終りに，本研究の臨床部門に御協力をいただいた医

療用グラステックス研究会の各位に深く感謝致しま

す．なお本研究は昭和36年度厚生科学研究費によった．

文　　　献

1）厚生省1告示第413（昭和36．12．9）

2）Britsh　Standard：1321（1946）

3）第七改正日本薬局方第1部lp．822（1961）

4）清水喜八郎：医科器械学誌，32，35（1962）

5）昭和35年度厚生科学研究報告，医療用プラスチヅ

　クスに関する研究第1報，P・32（1961）

6）藤井正道他：衛生試報，79，213（1961）

7）水谷久一他：グラステックス加工便覧，P．7，838，

　860，870（1960），日刊工業新聞社

8）中村基与士：工業材料，9，1（1961）

　　，　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

．化粧品の検査法について（第9報）

　　歯磨用のフレーバーの試験．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五　十

　歯磨用のプレーバーには主として，mentho1，　car・

vone，薄荷油，緑薄荷油が配合されたり，あるいは必

然的に含まれているようである，これらの成分出血に

mentho1につい』ては吾国の特産品でその単品の輸入

に関しては．通産省において制限されている．そこで

歯磨用の原料として，そのフレーバーを輸入する際に

フレーバーに含まれているmentho1の含量が問題と

なり，筆者はその試料について定量の依頼を受け，内

容成分を試験した，

　従来mentholの試験法は，第七改正日本薬局方，

ハッカ油の項の定量：法を採用していたが，今回の試験

にはガスクロマトグラフ法を採用し，カーボワックス

4000のカラムを用いてその成分について分離定量を行

なった結果，従来の方法に比べて時間的に速く，操作

法も容易であり，．かつ良い結果を得ることができたの

で報告する．

　定性試料（歯磨用のフレーバー）をそのままの状

態でガスクロマトグラフ法によって分離を行なった

（Fig．1）．

　また試料をガスクロマトグラフ法により分離しなが

ら，その各成分を冷却下で二硫化炭素に吸収させ，そ

の各成分について赤外線吸収スペクトルを測定し，お

のおのの成分の確認を行なった．

　つぎに試料1m’を取り硝酸（0．3％）を含む氷酢酸

畑　悦　子

亀
ミ

ロへ
、

亀
§’

皐

≧
ミ

電

ミ

ミ

§

iミ

ミ

…

ミ

魯　　§

ミ　ミ
ミ　　ミ

　　1　　　　　　4　　　　　　7　　　　　・IO揃ln

Fig．1，歯磨用フレーバーのガスクロマトグラム

　　　Carbowax－4000，1．Om，150。，　H2

5m’を加え水浴上で数分間加熱を行なったところ，

油の黄色相は消失して，青色を生じたので薄荷油は西

洋薄荷油を使用しているものと思われる．

　そこでFig．1の成分の確認をするために，．つぎの

フレーバーについてガスクロマトグラフ法により各成

分の分離を行なった．

　西洋薄荷油に含まれる主な成分として，玉nentho1，

menthone，　pinene，1imonene，緑薄荷油に含まれる主

な成分として，carvone，1imonene．そしてその他に

anethol，1童naloo1，　camphene，α一pineneについて

もガスクロマトグラフ法による分析を行なった．更に

不明のピークを確認するため薗香油，アニ7ス実油に

ついても分離を行なった．これらの結果により試料は

carvone（bp　227。～223。），　menthol（bp　210。僧215。）

を主成分としてanetho1（bp　234。～237。），　menthone

　Etdko　IsoHATA：Resear6h　on　the　Standard　Determination　Metllod　of

Flavor　in　Dentifrices

Cosmetics．　VIII．　Test　of
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（bp　207。）と僅かのα・pinene（bp　155。～156。），1imo・

nene（bp　176。～178。）を含むものであることが判明し

た．

　定量　試料をそのままの状態でガスクロマトグラフ

法による分析を行ない，分離した各成分のピークの面

積比より，その成分の含量の算艮1を行なった（Table

1）．

Table　1　歯磨用のフレーバーのガスクロマトグラ

　　　　　フ法による定量値

成 分 1含量
pinene，1imonene等
menthone

menthol

carvone
anetho1

7％

12％

26％

43％’

12％

　またmentho1（曽田香料）の各種含量のエタノール

溶液を作り，そのおのおのの溶液についてガスクロ々

トグラフ法による分析を行ない，分離されたmentLo1

のピークの面積比より検量線を作成し，これに墓つい

て試料中のmentho1を定量した結果27％となった・

　更にmentho1の27％エタノール溶液について，

ガスクロマトグラフ法による分析を行ない分離した

mentho1のピークは試料を同様に分離した場合のピ

ークと同じであることを確めた．また赤外線吸収スペ

クトルによるmentho1の定量も行なったがその結果

も27％という成績が得られた．’

　木試験について，種々御教示いただきました市川部

長，赤外，ガスクロマト担当の大場，河井両技官，河

端氏に感謝いたします．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

工場排水中のヒ素の除去

山 手 昇

そ翻號翻翻回雪篇輝薬事綴櫨三碧雛照
する．二，三の製薬工場11ではヒ素を含む排水は他の

系統の排水と混和稀釈するか沈殿池に導くかして河川

に放流している．昭和34年新潟県下で中毎事件ヵ三糞生

した．この原因は三硫化ヒ素製造工場の排水中のヒ素

のためで，この工場では附近に河川がないので排水を

地下還流力式で処理していたところ，伏流水に況黙し

たため，地下水を飲用している多数の住民に中毒が発

生した．県の調査では井戸水中のヒ素は平均10ppm

であった．著者は当時二二劣から送付された検体の分

析をしたところ，ヒ素は排水から220ppm，工場内井

戸水から182ppm検晒した．一般にヒ素は；水酸化物

により吸蒲除去されると言われ，これらの吸着に関す

る1920年代の研究報告2［は内容が古典的な感がある．

排水中のヒ累の処理に関してはVoznesevskii31のド

ロr’イトによる吸着方法，Cherkinskii41の硫塩詰＿

鉄と石灰による方法がある．著者は排水中のヒ素の処

理法を検討の結果，水酸化鉄による吸着方法が最も良

好で，排水処理に充分実用性のあることを認めた．

　基礎実験

をした．ヒ素の定量は水道法の水質塞準の力法，ヒ素

の供試水はヒ素標準液の調製法によった．かきまぜは

すべてTar・Testerで70　r・Pm　l5分どした・

　1．吸蒲剤による処理　　吸着剤は活性炭，活性ア

ルミナ，酸性白土，ケイ酸アルミニウム．ドロマイト．

亜鉛華，セライトを使用した．これらの吸着剤1，5，

109宛を，ヒ素1mgを含む供試水100　m1に添加し，

バッチ法で除去率の試験をした．除去率90％以上を示

した吸口剤は活性炭および活性アルミナ各109を添加

した場合で，除去率はそれぞれ90％，94％であった．

他の吸着剤の除去率は109添加で50～70％，セライト

は0％であった．さらに209添加すると除去率は活性

炭96．5％，活性アルミナ98％を示した．以上の雲門か

ら活性炭とアルミナがすぐれているが，除去率を上げ

るためには多量用いなければならないので排水処理に

応用するには経済面から困難と思われる．

　2．水酸化物による処理　　水酸化物を生成させる

薬品は排水処理に適当なものとして塩化カルシウム，

硫酸第一鉄，硫酸アルミニウム，塩化マグネシウム，

硫酸第二鉄を使用した∴これらの薬品の一定量（陽イ

Noboru　YAMATE言Removal　of　Arsenic　in　Industrial　Wastes
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オソとして）をヒ素100ppmを含む供試水に添加し，

pllを調整し，かきまぜ，沈殿を生成させ，ろ液のヒ

素とpHを測定した結果，最高の除去率を示すに必要

な薬品の添加量とpHを第1表に示す．

第1表　各種の水酸化物によるヒ素の除去成績

薬品名および添加量・・ml・Hl弓削％

Ca2＋

Mg2＋

Fe2＋

Fe3＋

A13＋

1，000

1，000

　200

1，000・・一

　700

12～13

10～12

　7～9

　6～9

7．5～8．5

95

89

93．

99．7

50

　この結果Fe3＋による処理が除去率は最高を示し，

処理水は中性かつFe3＋が残留しないので，処理法と

して最：もすぐれていると考えられるので詳細な検討を

加えた．水酸化鉄による処理には2つの方法が考えら

れる・第1はFe3＋法と名ずけ供試水にFe3＋を加え

沈殿を生成さす方法，第2はFe（OH）3法と名ずけ，’

供試水に予め調製した水酸化鉄を加える方法である．

Fe3＋液は硫酸第二鉄を水に溶かし，硫シアン化法で

Fe3＋の含量を求め，一定量を使冷した．水酸化鉄の

調製は前記のFe3＋液に水酸化ナトリウムを加え，生

成した沈殿を水で数回洗浄し，沈殿に水を加えて一定

量とし，ポリエチレン瓶に貯え，用時ふりまぜて使用

する．この2法について，吸着に影響をおよぼすと考

えられる温度，接触時間を検討した．温度の影響は

Fe3＋法は非常に大きく，10。の吸着率は30。の1、2倍，

40。の1．6倍，70。の2．2倍を示し，Fe（OH）3法は10。の

吸着率は70。の1．3倍であった．Fe（OH）3法の水酸化鉄・

は調製直後のものが吸着率が最もよく，1日位は12．5

％，5日後は25％減ずるがそれ以後はほとんど変らな

い．ヒ素と水酸化鉄の接触時間は長い程吸着率はよ

く，1日後は10％，2日後は18％，10日後は20％増加

する．これらの実験をもとにして，ヒ素1，10，100

ppmを含む供試水に適量のFe3＋液（Fe3＋法）を加え

plIを調整し，20。で30分かきまぜ，ろ液のヒ素とpH

を測定した．同様の条件で調製直後の水酸化鉄を用い

るFe（OH）3法についても行なった．これらの結果につ

いて供試水のヒ素濃度と添加鉄濃度の比すなわちヒ鉄

比（Fe／As）によって整理した成績を第2表に示す．

第2表　水酸化．鉄によるヒ素の除去成績

ヒ　’鉄　比
　（Fe／As）

　0．05

　0．1－

　0．5

　1

　2

　4

　5

　6
10

20

50

100

至　　適　pH

4．5～6ご5　（8）

4．5～6．5　（8）

　6～7．3　（8）

　6～7．6　（8）

　6～8．5　（8。2）

6．5～9．4（8．2）

6．5～9．4　（8．5）

6．5～9．4　（8．5）

6．5～9．4　（8．5）

6．5～9．5　（8．5）

6．5～10．2（8．5）

6．5～10．5（8．5）

添加ヒ素1ppm

残留ヒ素　ppm

1

1

1

0．9

，0．83

0．82

0．53

0．38

0．1

0．02

0

0

（1）

（0．9）

（0．88）

（0．68）

（0．6）

（0．45）

（0．16）

（0．05）

（0．01）

（0．01）

添加ヒ素10ppm

残留ヒ素　ppm

10　（10）

．9．8　　　（9．96）

8．5　　（8．6）

6。5　　　（7．8）

2．5　　（5．8）

0．75，　（2．4）

0．50　　（1．4）

0．50　　（0．8）

0．40　　（0．5）

0．03　（0．1）

0．015　（0．02）

0．015　（0．02）

添加ヒ素100ppm

残留ヒ素ppm

94．9　　（98）

89．9”　（94．1）

63．6　　（72．5）

31．5　　（52．9）

4　　（26）

0．8　（5）

0．55　（2）

0．45　　（1．6）

0．30　　（0．5）

0．10　　（0．5）

0．005　（0．05）

0．005　（0．05）

注　（）の値はFe（OH）3法による成績

　第2表から残留ヒ素はヒ鉄工によってほぼ一定して

いる．すなわち残留ヒ素はヒ一夕4以上で1ppm以

下，20以上で0．1ppm以下，50以上で0，01　ppm以

下である．同一ヒ鉄比に対してFe（OH）3法はFe3＋

法より残留ヒ素は数倍多い．Fe3＋法はヒ由比の高い程

至適pHは広いがFe（OH）3法はヒ鉄比に関係なくplI

8～9が残留ヒ素が一番少ない．

　排水処理実験

　濃度の高いヒ素を含む排水を入手できなかったので

第3表に示す水質の異なる水にヒ素10ppmを添加し

Fe3÷法およびFe（OH）3法により処理実験をした成績

を第4表に示す．

　第4表からヒ鉄比と残留ヒ素の関係は基礎実験の値’

とほぼ一致する．すなわち処理水のヒ素はヒ鉄比4で

0．8～1．5ppm，20で0，09～0，15ppm，50で0，05　ppm
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第3表　水質の分析成績
測 定 項 目 1瑚排水水道水1地下水

外 観 赤黄色 無 色 無 色

plI 7．6 6．8 7．2

過哩ソガソ酸カリウム消費量 ppm 1，106 1．5 3．5

硬 度 〃 ／ 40 82．5

ヨ ウ 素　消 費 量 〃 10
一 ∴

フ 工 ノ ●r ル 〃 0．6
一 一

ヒ 索 〃 0．01 一 ｛
蒸 発 残 留 物 〃 2，410 130 190

第4表　　工場排水などからのヒ素の除去成紙

ヒ 鉄　比
工場排水＋ヒ素10ppm 水道水＋ヒ素10ppm 地下水＋ヒ素10ppm

（Fe／As） ・司 残留ヒ素ppm
・・1
残留ヒ素ppm ・Hl 殊留ヒ素ppm

　4

P0

Q0

T0

P00

　7．9
@（8）

@7，9
i8．1）

@8．1
@（8）

@7．1
i8．3）

@7．3
i8．2）　　、

1，5　（2）

O．3　（1．2）

O．09　（0．4）

O．05　（0．02）

O，02　（0．02）

　8
@（8）

@7．7
i8。1）

@7．7
i7．9）

@7．7
i7．9）

@7．6
i8．1）

1　　（2．4）

O．35　（0．6）

O，15　（0．08）

O．05　（0．03）

O，05　（0．02）

　7．9
i7．9）

@7．9
@（8）

@8．1
i8，1）

@7．1
i7．9）

@7．3
i8．1）

0．8　（0．8）

O，45　（0．4）

O．1　（0．15）

O．05　（0，05）

O，05　（0。05）

注　（）の値はFe（OH）3法による成績

であった．ヒ鉄比と残留ヒ素の関係は水質に影響され

ない，なおFe3＋法とFe（OH）3法では残留ヒ素景に

ははっきりした差異はみられない．

　結　　　論

　排水中のヒ素の処理には水酸化鉄による吸普が良法

である．処理水中の残留ヒ紫は排水の水質に関係な

く，排水中のヒ素濃度と添加鉄（3価）濃度の比，す

なわちヒ鉄比によって決定する．ヒ素1～100ppmを

含む排水のヒ鉄比と残留ヒ素濃度の関係を示すと，ヒ

鉄比4の時残留ヒ素濃度は1ppm以下，20の時は0．1

ppm以下，50の時は0．05　PPm以下となる．よって

排水処理に際し，排水中のヒ素を定量し，処理浄化程

度によりヒ鉄比を決定すればよい．木実験に関して御

指導下された環境衛生化学蒲lf川部長に御礼申し上げ

ます．　　　　　陰

文　　　献

1）秋谷七郎：厚生科学研究報告，（昭和33，34），東

　：京医薬品工榮協会

2）柴田雄次：無機化学丁丁，IV－3，（昭和25），丸善

　株式会社

3）S．A．　Voznesevskii　et　al；C．　A．，33，8872

　（1939）

4）S．N，　Cherkinskii　et　a1：ibid．，35，7605（1941）

　　　　　　　　　　（昭和37ゑF4ノヨ30日受｛寸）
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工場排水中の染料の除去
、

山 手 昇

　河川水ば染料を含む小量の排水によって，著しく着

色するため外観上の汚染を呈し，さらに毒性を哨する

染料は魚類などに害をおよぼす．一般に染料を含む排

水は染料の種類や染色法により排水の性質が異なるの

で処理は困難とされている．通例は硫酸第一鉄と石灰

による沈殿法が使用されているが，この方法はスラヅ

ジ量：が非常に多く，処理水の色度は高い．著者は染料

が水溶液中で一種の荷電を有する点に着目し，酸性染

料を含む工場排水の処理にカチオソ活性剤を用いた．

　工場排水の水質

　実験に供したのは鉛筆工場から木材を染色するため

・にでる排水である．染色液としてオレンヂ皿（Acid

Orange■，　C．1．15510）とアゾルビン（Acid　Azo

Rubine，　C．　L　14720）の各々0．05％混晶を使用してお

り，排水量は解約5立方米である．染料の定性はペー

パクロマトグラフィー法により，展開溶媒はエタノー

ル2，ブタノール6，％アンモニア3の混液，ろ紙は

東洋ろ紙No・50を使用し，25。で展開した．　Rf，は

0．67と0．23を示し，これを各々の純染料のRfと対比

すると，RfO．67はオレンヂ∬，0．23はアゾルビンで

あった．定量は排水0．11n1をペーパクロマトグラフ

ィーで分離し，ろ紙の各々のRfの着色部分を切り，

0．02N酷酸アンモニウム5m♂に溶かし，オレソヂ皿

は470mμ，アゾルビンは530　mμで比色し，各々の染

料の四品で作成した検量線から定量した．

　工場排水を適当な日数をおき採坂，分析した成績を

第1表に示す．

第1表「工場排水の分．析成績

　　測瀬目　’＼
外　　　　　　　　　　　　　観

色　　　　　　　　　　　　度＊

　　　　　　　pH

過マンガン酸カリウム消費量ppm

蒸　発　残　留　物ppm
Acid　Orange　H　　　　　　　ppm

Acid　Azo　Rubine　　　　　ppm

1961，　9．25

A

榿紫色
　28，600

　　4．48

　5，600

　2，708

　112．5

　　47．5

．1961．10．31

B

澄紫色
　69，400

　　4．70

　5，400

　．2，660

　　225

　　　70

1961．12．15

C

鐙．紫色

　56，000

　　4．78

　3，318

　2，340

　　200

　137．5

＊　光電比色計で470mμ，10　mmセルを用い，塩化白金標準色度と比較した値

　水質は採水日によって若干の変動を示すが色度が高

く有機質が多いのが特徴である．染料は200～300ppm

含まれる．染料以外の有機質としては木材成分の樹

脂，糖類，リグニンなどが考えられる．

第2表　カチオン活性剤の種類

活性剤名

　処理実験

　オレソヂHとアゾルビンは酸性染料のため，荷電は

アニオン性を呈するから，ある種のカチオン活性剤と

結合して沈殿を生ずる．活性剤は予備実験の結果，効

果のみとめた第2表に示す8種を用い，1％水溶液を

調製し実験に供した．

第1級　A

アミン　B

第4級　C
アン・モ

　　　　D
ニウム

塩　　　E

化 学 名

Coconut　Amine　Acetate

Ilydrogenated　Tallow　Amine　Acetate

Coconut　Trimethyl　Ammonium
Chloride

Ilydrogenated　Tallow　Trime出yl
Ammonium　Chloride

Alkyl　Benzyl　Dimethyl　Ammonium
Chloride

＜NobQru　YAMATE：Removal　of　Dyestu鉦in　Industrial　Wastes
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その他　F

G
H

Hydrogenated　Tallow　Amine
Diacetate

Polyoxyethylelle　Oleii　Amine

Lauryl　Picolinum　Chloride

　A，B，　Cの各排水に適量の活性剤を加え．　pllを

調整し，Tar・Testerを用い70　r・P・mで10分間かきま

ぜ，ろ過し，ろ液の色度が最小になるときの活性剤の

添加量，至適pllおよび沈殿の凝集沈降状況を検討し

た結果を第3表に示す．

第3表　活性剤による色度の処理成績

排水名
および
色　度

カチオソ活
　　　　　　　処　理　水性剤

（pH　5～7）

種類発計 器脱嚇燃

排水A

28，600

A
B
C
D
E
F
G
H

1，000　　　　　　800　　　　97．2　　最　　良

1，500　　　　　700　　　97．6　　　　〃

1，000　　　　1，000　　　96．5　　　　〃

　500　　　　　800　　　97．2　　良　　好

1，500　　　600　　97．9　分肉1智隠し

1，000　　　　700　　　97，5　最　 良

　800　　　1，000　　　96．5　　　　〃

1，500　　　　　500　　　98．3　　良　　好

A 1，000 1，100 98．4 最 良

B 2，000 1，100 98．4 良 好

排水B
C 1，500 1，300 98．1 最 ’良

D 800 1，600 97．7 良 好

E 2，000 1，000 98．4 分離悪し
69，400 F 1，300 1，100 98．4 最 良

G 800 1，300 98．1 〃

II 1，500 1，800 97．4 良 好

982　最　良．

95，1　　〃

98．4　　〃

98，2良　好

99．1　分離悪し

98．2最　良

98．9良　好

98．2良　好

　好で脱色率95～99％を示し，排水の色度：の多少に関係

　なく処理水の色度は1，000程度にできた．100～500

　ppmの各々の染料溶液を用いて行なった基礎実験の

・成績では染料濃度と活性剤濃度は直線関係を宗した

　が，排水ではこの関係はみられない．このことは活性

　剤が排水中の有機質などと反応するためと考えられ

　る，活性剤Eは最高の除去率を示したが，沈殿の凝集

　状況が不良である．Gは活性剤自体の臭気が強い．8

　種の活性剤を総合判定して活性剤Aが沈殿の凝集，沈

　降性，脱色率および添加量の少ない点から一番すぐれ

　ている．

　　以上の実験からカチオン活性剤は酸性染料の除去に

　従来にみられないすぐれた効果を示すが，処理水にい

　くらかの活性剤が残ることがある．この場合は活性剤

　の性質から考えて河川水中の魚類などに対する影響を

排水C

56，000

A
B
C

D
E
F

G
H

　600．

　400

　700

　400

1，800

　500

　700

　700

1，000

2，700

　900

1，000

　500

1，000

　600

1，000

活性剤処理による沈殿の生成，沈降性はきわめて良

考慮する必要がある．養魚揚でサケ，マスを第4級

アンモニウム塩の溶液に浸し鋸病の治療に川いている

が濃度が高いと害があるようである．以上の点を考蹴

して完全な処理目的を達するには処理水に石鹸あるい

はアニオン活性剤を少量加えカチナソの活性を封ずる

方法を行なうとよいと考える．なお現在毒性の少ない

高分子カチオン活性剤の研究がなされているので，こ

れが完成すれば後処理の必要はなくなるであろう．

　本実験に関して御指導下された環境衛生化学部　市

川部長，食晶添加物部　神蔵技官，活性剤を提供下さ

れた花王石鹸研究所　林信郎氏ならびに試料採取に協

力下された工揚当局に御礼巾しあげます，

文　　　献

1）　西　　一良1二：界1酊～舌性斉甘四目包，　（ig60），　産業図11｝耕こ
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2）小田良平＝界画活性剤の合成とその応川，（1959）

　槙門店
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　Ammonium　Cteτmicides，（1950），　Academic
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ギレート滴定の食品添加物検査への応用（第1報）

川　城 巌・川田公平・天野立爾

　キレート試薬としてEDTAを用いる滴定法を食品

1添加物公定書に収載された食品添加物の定量に応用

し，公定珠と比較した．

　EDTA標準液で直接滴定できるか，または適当な

金属標準液で逆滴定できる金属塩を対象とした．

　その結果はTable　1に示したよ・うにキレート滴定

による定量法は精度が良好であり，また公定法が沈澱

を生成させ，マグネシウム塩類およびミョウバンにつ

いてぽ秤量などの操作のため時間を要するのに反し約

30minで全操作を完了できる．水酸化カルシウム，

炭酸カルシウム，グリセロリン酸カルシウム，塩化マ

グネシウム，塩酸マグネシウムおよびミョウバンにつ

いては十分この方法が公定法に代用できるが，硫酸力

Table　1．食品添加物定量結果

食品添加物定量法議平炉崖鍵
層

水酸化カルシ・ウム
｛0．M，C．M． 66

97．46
X7．52

0，500

O，135

炭　酸　カ　ルシウム
｛9：鍛：． 66 99．23

X9．40
0，320

O，118

硫　酸　カ　ル．シウム
｛0。M．C．M． 66

101．59

P02．33
0，351

O，189

グリセロリン酸カルシウム
｛9：瓢： 66

99．21

X9．32
0，368

O，138

第一・職・ル・ウら｛o瓢
C．M，

66 88．21

W9．12
0，367

O，284

塩化マ　グネシウム
｛0，M．C．M． 66 96．84

X6．71

0，319

O，070

硫酸マ　グネジウム
｛0．M．C．M． 56

99．36
X9．21

0，218

O，111

ミ　　ョ　　ウ　　バ　　ソ
｛0．M．C．M． 45 100．23

X9．99

0，228

O，150

ルシウムおよび第一リソ酸カルシウムについては硫酸

イオンあるいはリン酸イオンの妨害のためか，高い値

の結；果が得られ，公定法の値との間に有意の差が認め

られるので，この方法をこのまま用いることはできな

いように思われる．

0．M・食品添加物公定書中の定量法

C。M．キレート滴定法

　実　　　験

　1）水酸化カルシウム，炭酸カルシウム，硫酸カル

シウムおよびグリセロリン酸カルシウム：少量の塩酸

に溶かした試料（Caとして約25飢g）をとり5N水酸

化カリウム液でpH　12．5～13とし，2・Hydroxy・1。（2ノ・

hydroxy94ノ・sulfo・1へnaphthylazo）・3・napレthoic　acid

（NN）を指示薬として0，02　M　EDTA標準液で滴定す

る，

　2）第一リン酸カルシウム：少量の塩酸に溶かした

試料（Caとして約20　mg）をとり，0．02　M　EDTAを

過剰に加え，水酸化カリウム液でpH　12．5～13として．

0．02M　塩化カルシウム液で逆滴定する．（指示薬N

N）

　3）塩化マグネシウムおよび硫酸マグネシヴム：水

に溶かした試料（Mgとして約15　mg）をとり，アン

モニ17一塩化アンモニウム緩衝液を加えてpH　10に調

整しエリオクロムBTを指示薬として0．02M　EDTA

標準液で滴定する．

　4）ミョウバン：水に溶かした試料（A且として約

10mg）をとり，0．02M　EDTAを過剰に加え，水浴

中に10分間加熱し，サク酸一サク酸アンモニウム緩衝

液を加えPH　5とし，三時．α・Pyridyl・β・azonaphthol

を指示薬として0．02M硫酸銅液で逆滴定する．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30目受付）

　Iwao　KAwAsHIRo，　Kohei　KAwADA　and　Ryuji　AMANo　l　ApPlication　of　Chelatometry　to　Food

Additives．1．
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遠心クロマトによる食品の迅速検査法について（第1報）

防腐剤の迅速検出法

細貝袖太郎・黒沢鋸幸

　食品の倹査法には種々の方法が考案されているが，

いずれも長時間を要するほか商度め技術をともない現

場倹査に至適なものは少なく，より簡易迅速な方法が

望まれている．

　McdonaldPら，多田21らによって紹介された遠心

ベーパークロマトグラフィーは展開所要時間が10mln

前後：であること，円形炉紙を使用するため多くの標準

試料と検体が同時に展開できるなどの利点があり，食

品中の添加物の倹出には好適であると労えられる．

　しかし遠心クロマトグラフィーによる食品添加物の

分析は多田2｝ら，藤井3［らによって報告されているに

過ぎない．

　≡告蒋らは本法を食品中の添加物の分析に利用するこ

とを考え，法定食品添加防廊剤中塩酸酸性溶液からエ

ーテル抽出によってエrテル層に移行する防腐剤につ

いてそれらが混合している場合の一斉迅速検出法につ

いて遠心クロマトグラフィーを応用し，展開溶媒，展

開溶媒注入速度，回転速度，発色剤などの種々の条件

について検対した．

　案験方法および結果

　1．対　象

　benzoic　acid，　salicylic　acid，　sorbic　acid，　dehy匿

droacetic　acid，　P・hydroxybenzoic　acid．（法定ではな

いがエステル類が随いられているので特に対僚とし

た．），ethyl　p・hydroxybenzoate，　propyl　p・hydrox・

ybenzoate，　butyl　p・hydroxybenzoate，およびme．

thyl　naphthoquinoneについてその1％アルコール

溶液を調製し橡準液とした．

　2．展開溶媒の検討

　防腐剤のペーパークロマトグラフィーについては多

くの報告があるが，benzoic　acid，　saliaylic　acid，

sorbic　acid，　dehydroacetic　acidを分離するのは比較

的困難であり，これらの溶媒を遠心ベーパークロマト

グラフィーに応用した場合，従来のペーパークロマト

グラフィーに比し同一溶媒を使用するとRノ値がいち

じるしく大きくなる．またクロロホルム，トルェソ，

ピリジンなどを展開溶媒に用いると高速回転のため揮

発蒸散するので，低沸点のもの有毒で刺戟の強い溶剤

などは本法には適しない．以上の点を考慮し固定相と

して10％：大豆1畝∫油エーテル液，移動柑として0．5N

酢酸溶液の逆相法をえらんだ．

　3．展開操作

　直径32cmの円形炉紙の中心から半径3・5cn1の円

を描き，此の円凋上に標準試料，検体を約0・5cmの

spotとなるようにスポットし，炉紙に10％大豆油石

油エーテル液20m1をふきつけ，これを0，5N酢酸溶

液で10cm展開した．

響竺￥亭一一聾輌卿
　　ロ　　　　　　　　　　　　ロ

　　、　　　　　②　1　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　惣吻1卿朔ηρφ　／
　　　　、・、　　1　争ノ
　　　　　ロ　　　　　　　　ロ　　　　　　　　ノ　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　タ
で伽η’7海θ　＼・㌔．．L，・・／　　‘伽㎞血確ア・

　2た。ゐ。！）　　　，　　　　　加吻αηα’の

　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　‘⊃…ω’or喫卿ま　　　　x’…ρroゐθ
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Fig．1．　Accelerated　paperchrolllatography　of

　　　food　preservatives

　4，展開溶媒注入速度，回転速度，展開時間など展

　　　開の条件

　落礎実験のデーター4，から展開所要時間は展開溶媒

注入速度に反比例し，注入速度を大にすれば展開時間

は短縮されることが判った．しかし溶媒注入速度がが

紙の包蔵能力を超えるとスポットに乱れを生ずるの

で，紙質，溶媒，困転速度などによって溶媒注入速度

には限界が認められた．これらを検討して著者らは展

開溶媒注入速度を1m’／min，回転速度．1000鵡Pmを

選び注入をおこなったところ，6minで展開を完了し

　Yutaro　HosoGAI　and　Yoshiyuki　KuRosAwA：Separation　of　Food　Preservatives　by　Centrifugally

Accelerated　Paper　Chromatography．1．
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スポットも乱れず，再現性も良好であった．

　以上によりR∫値を測定した結果は第1表のとおり

である．

　　　　　　Table．1． R∫value

benzoic　acid

salicy畳ic　acid

sorbic　acid

dehydroacetic　acid

．p．hydroxybenzoic
acid

ethyl　p・hydroxy・
benzoate

propy1・

buty1・

methyl
naphtho（luinone

R∫

1．0

0．47

0．8

0．55

0．72

0．45

0．42

0．4

0．1

Color　Reagent

　対象防腐剤を夫々0．01％ずつ，ただしmethyl

naphthoquInoneは0，05％加えたしょう油100　m’を

とり，塩酸酵性でエーテル抽出を行ない，このエーテ

『ルを蒸発し，1残渣を検体として上記の実験を行なった

ところ良好な結果を得た．

bromophenol　b！ue

2％ferric　chloride

1％potassium　per
manganate

2％ferric　chloride

Millon　reagent

Millon　reagent

Millon　reagent

Millon　reagent

10％aniline　alcoho1

　　．5）検出限度

　　benzoic　acid，　salicylic　acid，　so士bic　acid，　dehyd■

　roacetic　acid，　p・hydroxybenzoic　acid，　ethyl　p・hy・

　droxybenzoate，　propyl　p－hydroxyl）enzoate，　butyl

　P・hydroxybenzoate，　methyl　naphthoquinoneの1

　％，0．1％，0．01％アルコール溶液をつくり，：前述の

　方法によって展開し第1表の発色剤でそれぞれを発色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ・させたところ0．1％，0．01％では確認するこどができ

　なかった．　　　　　　　’　　　　　　！

　　6．食品への応川

　考　　　察

　以上これらの結果から，従来分離が困難であった防

腐剤の混合物を簡易に分離確認し得たこと，．展開を6

～7minで完了し得るなどのほか，再現性も良好で

あったので本法は食品添加物の迅速分析に役立つもの

と思われる．しかし検出限度の点から微量分析には今

後検討の余抱がある．

　なお本実験を行なうにあたり種々御配慮をたまわっ

た衛生試験所食品部長川城博士，添加物部長藤井博士

食品部川田博士に深く感謝する．

文　　　献

1）H．J．　Mcdonald　and　L　P．　Ribeiro＝ん3σム

　（ン診θ〃zり　31g，825（1959）

2）多田敏，田中辰雄，及川五郎：化学の領域，13，

　890（1959）

3）藤井清次・細貝祐太郎：食品衛生特殊技術講習会

　ヂキスト，P・44（1961），厚坐省環境衛生局食品衛

　生課

4）細貝祐太郎，黒沢嘉幸：未発表

　　　　　　　　　　（口召黍037年4月300受卒，）

輸入乳幼児食中のヒ素の定量について

川城　巌・川田公平・黒沢拓幸

　乳幼児食は毎日摂取する食品であり，食品衛隼上こ

れらの中の有害性重金属の含量については常に注意さ

れねばならない．

　これらの観点から輸入乳幼児食中のヒ素含量につい

て試験を行ない，つぎの結果をえたので報告する．

　実験の部

　試料109について衛生試験法1｝および川城2，らの方

法により定量を行ない，． ¥1の結果をえた．

Table，1．　Arsenic　contents　in　i111ported

　　　　baby，s　food

Sample
　No．

1

2

3

4

Sample

Chicken　Soup

Garden　Vegetables

Creamed　Tomato　Soup
Carrot

Arsenic　co・

atents　as
Asを03μ9／κ

0．7

1．1

0．6

1，0

　Iwao　KAwAsH1Ro，　Kohei　KAwADA　and　Yoshiyuki
Imported　Baby，s　FQod

KuRosAwA：Determination　of　Arsenic　in
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

，16

17

18

19

20

Vegetable　Soup

Fruit　Dessert

Pears

Creamed　Spinach

ApPles　and　Apricots

PineapPle　Dessert

Chicken　Nood！e　Dinner

Bananas

Vegetables　and　Beef

Pears

Orange　PineapPle　Dessert

Peaches

Pears　and　PineaPPle

Turky　Rice　Dinner

Prunes

Egg　Yolks　and　Ilam

0．6

0．9

0．4

0．5

0．4

0．7

0，5

0．5

0，6

0，4

0．4

0，8

0．5

0．4

0，7

0．4

　考　　　察

　倫入乳幼児食20検体中1μ9／9（AS203）以上をふく

むものは2検体のみであった．

　本実験においては果実食品より野菜食品の方が高い

含有量を示した．

　文　　　献

1）日本薬学会編：衛坐試験法註解，p・136（1957），層

　　金原出版社

2）川城巌，岡山太郎，加藤三郎：衛生試報，75，15

　　（1957）

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

試薬びんより溶出するヒ素について

川城　巌・川田公平・黒沢茄幸

　Gutzeit法によるヒ素の定量：には25％水酸化ナトリ

ウム溶液を試薬として川いるが，この溶液の調製後，

長期間を経過したものを使用した場合，盲検中にヒ素

が検出されることを知り，この三洋が25％水酸化ナト

リウム溶液試薬びんの硝子よりヒ素が溶出することに

よるものと考えられたので経日および加熱時の溶出鼓

の変化について実験を行なった．

　定量方法

　衛生試験法11および川城2⊃らの力法によった．

　溶出量の測定．

　（D　室温放置の場合

　25％水酸化ナトリウム溶液20m’をプラスチック製

容器，軟質ガラスびんにそれぞれ入れ，3日，5日，

10日，15日間保存したものの各10m1を検体とした．

その溶出量は図1の通りである．

　（2）加熱の場合

　100m1『の軟質ガラスびんに25％水酸化ナトリウム

100m’を入れ，水浴上で加熱水浴が沸騰し始めてか

ら，5min，10min，20min，30min，60min・120min
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
180minごとに10　mJずつ分取し検体とした．この場

合の溶出鼠は表2の通りである。

《5，ら

‘μソ，

ao

l．5

LO

O5

As書03
‘〃】

ao

L5

LO

巳5

3　　5　　　　　　　10

図1　　　経　　li寺　　変　　イヒ

15

‘吻）

　　　　　　　1　　　　　　　2　　，　　　　3伽）

　　　図2　　加熱時間による溶出造の変化

考　　　察

これらの結果からブラスチヅク容器に25％水酸化ナ

　Iwao　KAwAs田Ro，　Kohei　KAwADA　and　Yoshiyuki　I〈uRosAwA：Solubilities　of　Arsenic　Ileld　in

Glass　of　Reagent　Bottles　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．
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トリウム溶液を保存した場合にはこの溶液のヒ素含量

にはほとんど変化が見られないが軟質ガラスびんの場

合には調製後4～5日後には10mJに対して0．6μ9程

度の増加が見られた．

　また，加熱時には沸騰水浴上で1hr以内において

は変化があらわれなかったが2hr後には10　m1中1

μ9前後の増加を示した．

　以上の結果からGutzeit法によるヒ素の定量に幽

いる25％水酸化ナトリウム溶液は試験前調製するか，

または無ヒ素性容器に保管する必要のあることを認め

た．

　文　　　献

1）目禾薬学会編，衛生試験法註解，p．136（1957），

　　金原出版社

2）川城巌，岡田太郎，加藤三郎：衛生試報，75，15

　　（1957）

　　　　　　　　　　．（昭和37年14月30日受付）

食品中の微：量有害性金属の定量（第2報）　米，小麦粉および

大豆中のヒ素，カド・ミウム，銅，マンガンおよび水銀について

川　城 巌・近　藤　竜　雄

　著者らは前灯1，に続き中毒原因食品判定の一助とし

て正常食品中に常在する微量の有害性金属につき，そ

の含量を検討中であるが，その結果の一部を予告す

る．

　定　量　法

　ヒ素：試料59を硫硝酸により分解後グートツァイ

ト法2［により定量した．

　カドミウム：試料99を硫硝酸によ1り分解後ジチゾ

ン法3｝によって比色した．

　銅：試料3～69を硫硝酸により分解後，ジエチル

　　　　　表 市販精白米，小麦粉および大豆中のヒ素，

ジチオカルパミン酸ナトリウム法41により比色定量し

た．

　マンガヒ：試料閃琴を600。以下で灰化したのち，マ

ンガンを過マンガン酸に酸化発色させて吸光光度定量

する方法5｝を用いた．

　水銀：試料119をA・0・A・C記載の装置6）を川いて

硫硝酸分解したのち，ジチゾン法61により比色した．

　なお上記比色定量にはEPU・2A型日立分光光度計

（液槽：10mm）を川いた．

　実験結果

カドミウム，銅，マンガンおよび水銀量

As（As203として）

　　　ppm
Cd Cu　ppm Mn　’ppm Hg

精小大 白麦 米粉豆 0．12　（1）

D0．1以下（1）

O．1以下（1）

検出しない（3）

沛oしない（1）

沛oしない（1）

2．2

P．3

P0．2

（1）

i1）

i1）

55．16．3 以下（1）

ﾈ下（1）

@　（1）

検出しない（12）

沛oしない（1）

沛oしない（1）

　　　註　　（）内の数値は検体数を示す．

　従来文献7，によれば，銅は小麦粉0・5～2ppm，ソラ

マメ2～1G　pPm，マンガンは米10～30　PPm，小麦粉

2～10PPm，乾燥豆類平均20　PPm，水銀は小麦粉0・025

～0．035ppmとの報告がある．

’文　　　献

1）川城巌，岡田太郎，近藤竜雄：衛生画報，76，

　　329（1958）

2）厚生省：食品添加物公定書，P・266（1961）

3）Of5cial　Methods　of　Analysis，9th．　ed．，24ゆ11

　（1960）Association　of　Of五cial　Agrlcultural

　Chemists，　Washlngton

4）　Ibid．24．019

5）　Ibid，20．024

6）　Ibid．24．057

7）G．W．　Monier・Wiliiams：Trace　Elemellts　in

　Food　（1950）

　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

　Iwao　KAwAsHIRo　and　Tatsuo　KoNDo＝On　tlle　DeterminatiQn　of　Trace　Poisonous　Mctals　in　Food・

II．　Contents　of　Arsenic，　Cadmium，　CoPPer，　Mangancse　and　Mercury　in　Rice・Wheat・丘our　and　Soybean
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甲殻類，貝類缶詰中の亜鉛：量について

川　城 門・岡田太郎・辰濃 隆

　われわれは貝類の缶詰食品で亜鉛による中毒が盤じ

たので，この際貝類および甲殻類を対称にしてその中

の亜鉛量の定量をおこなった．

　方渋はポーラログラフ法且・aとジソコンによる吸光

光度法晒である．　検体の処理は硫硝酸による湿式灰

化である．以下の手順は表1に示すとおりである．

　ポーラログラフ法は硫セアソカリウム・酢酸アソモ

表　1　操

　　　　検

ニウム液（pH4．6）を電解液に用い，半波電位はLOl

voltである，検量線は直線関係が成立する．

　ジンコン吸光光度法は銅があると妨害されるが硫シ

アンカリウムを加えることによって除去5｝することが

できる．検量線は0～100μ9月間においてLambert・

Beerの法則が成立する．

作

体

法

　　1
硫硝酸壊機
1

検 液

　　1
蒸発乾固
　　1　　（塩酸を加える）

蒸発乾固
　1
溶　出　　（稀塩酸にて）

pllゐ整儲二ζ二手Σ）

が1過

一「
蒸発乾固
　　1

溶　出　　（電解液にて）

ポーラログラフ

含量測定

ジチゾ。抽出（麗鴇；お）

　　1

　　　　　　稀塩酸抽出
　　　　　　　　　1
　　　　　　蒸発乾固
　　　　　　　　　1
　　　　　　　溶出（電解液にて）

「⊥一輪鑓　pl響（川
　　　　　　　　　　　　発　　　　　　　　　　　　　　　色
（一〇．8～一1。3volt@　（方法2）） @1．
　　　　　　　　　　　　隊光度齪1

　　　　　　　　　　　　（620mμ）
　　　　　　　　　　　　（方法3）
電鰍（0。025MKCNSO．1MMI4Ac（pll　46））

（方法1）

　以上の方法を円いて得られた結果を表2に示す．

　通常の甲殻類，員類中の亜鉛含有量はカキ（生鮮）

では300～1000PPm，アサリで70～100　PPm，エビ16～

20ppm，カニ20　ppmと記されており，われわれの実

験においても表2のようにカキで500ppm以下で．

あった．中毒検体は同一タイラギガイ缶詰でも800

ppm以下であり，これにくらべて中毒検体は1800　ppm

と普通のものの倍以上の亜鉛が含まれていることがわ

かった．

　また本件の中毒症状は吐気と舌に収敏性の刺戟を感

じたとの報告があり，この症状は亜鉛の中毒症状とも

一致している．

　それゆえにこの中毒の原囚はタイラギ貝缶詰中に存

在する亜鉛であると考えられ，それが混入した原囚は

　Iwao　KAwAsHIRo，　Taro　OKADA　and　Takashi　TATsuNo：Determination　of
Foods。　IV．　Determination　of　Zinc　in　Canned　She11丘sh　and　Carapace

Ilarmful　Metals　in
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裏2 甲殻類，貝類缶詰中の亜鉛量　（単位ppm）

漣1・1・1・1 1「謹11 ・1・［
クルマエビ＊＊

コ　　エ　　　ビ

ケ　　　ガ　　　ニ

ホタテガイ
ア　カ　ガ　イ

タイラギガイA

　　〃　　　B

　　〃　　　C＊

　51．7

　23二〇

　41．8

　42．3

　28．8

740

725

1850

50．8

25．6

41．8

43，5

29。3

751

700

55．0

26．0

43．2

41．5

29．6

760

723

ホタ　テガイ

　　　〃

カ　　　　　キ＊＊

　　〃　　　　＊＊

　　〃　　　　　＊＊

ク　ルマェ　ビ
　　　（肉質）終

　〃　（甲羅）＊＊

45．0

28．0

440

378

423

55．0

73．8

（柱のみ）

　　　　＊中毒検体，　＊＊生鮮品

古くなった膨張缶を缶の腹部より脱気したのち，その

穴をハンダで埋めたあとがあるため，この部分より亜

鉛が相当量内容食中に溶出し，その結果亜鉛含量が多

くなったものと考えられた．

　文　　　献

1）J．Fielding，・R．　Ralph，　W．　Cumings　l　Ind．　Eng．

　　Chem．，　Ana1．　Ed．，12，481（1940）

2）杉原喜四郎，斉藤俊英：分析化学，7，139（1958）

3）R．MRush　and　J．　H．　Yoe：11〃α」．　C加〃z．，26，

　1347（1954）

4）T．L．　Yuan　and　J．　G．　A．　Fiskell：J．　A．0．A．C．，

　41，　424（1958）

5）早川亮太：第13回日本薬学会講演要旨

6）A．L．　Winton：The　Structure　and　Composi・

　tion　of　foods．　II，　p．416（1949），　John　Wieley

　and　Sons，　Inc．，　New　York

　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

桜桃中の残留亜塩素酸り定量時ついて

川　城 巌・近　藤　竜　雄

　亜塩素酸ナトリウムを漂白剤として桜桃を処理する

と漂白終了時に処理液には過剰の亜塩素酸，副生する

二酸化塩素，塩素酸および塩化物が存在するので，当

然桜桃中にもこれらが存在する，そこで著者らは亜塩

素酸等の定量法1｝を作成し，漂白桜桃の水洗による残

留亜塩素酸等の除去とそ・の残留量について検討した．

　定　量　法

　α）桜桃中亜塩素酸および二酸化塩素の定量法

　試料1009に3N炭酸ナトリウム液少量を加えて弱

アルカリ性としてよく磨乱し，水を加えて500m’と

する．30分放置したのちが過して炉液を検液とする．

検液50mJを共栓付フラスコにとり．10％ヨウ化カリ

ウム液5m1を加えたのち，6N硫酸2m1を加えて

暗所に5分間放置し遊離するヨードを0．01N一チオ硫

酸ナトリウム液（指示薬＝澱粉）で滴定する．

　　0．01NNa2S2031m』NaClO20．226mg

　　　　　　　　　　　＝C1020．169　mg

　②　桜桃中亜塩素酸，二酸化塩素および塩素酸の定

量

　試料2509に3N炭酸ナトリウム液少量を加えて弱

アリカリ性としよく磨砕し，水を加えて500m1とす

る．30分放置したのち炉過または遠心分離し，炉液ま

たは分離液50m1に10％亜硫酸ナトリウム液4m’と

6N硫酸5m1を加えて静かに加熱し，大部分の亜硫

酸ガスを除いたのち放冷する．ついで硝酸酸性にして

0．05N硝酸銀液一定過剰量とニトロベンゼン約5m’

を加えてよくふりまぜる．ついで0．05N一一シアン化

アンモニウム液（指示薬1硫酸第二鉄アンモニウム）

で滴定する．別に亜硫酸ナトリウムを加えないものを

空試験として両者の滴定値の差を求める．

　　0．05NNH4CNSlm1＝1．77mgCl

　　　　　　　　　　　　＝4．51mg　NaC102

　　　　　　　　　　　　＝5．31mg　NaClO3

　（3）定量法の検討

Iwao　KAwAsHIRQ・and　Tatsuo　K：oNDo：Oロthe　Determination　of　Residual　l bhloτous　Acid　in　Cherry
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　定量法（Dについて充分に洗浄して亜塩素酸を洗去．し

た桜桃を凹い既知肚の亜塩素酸ナトリウムを添加し実

験したところ，NaC102として4PPm以上では80～90

％の回収結果を徳た．また定開法｛2）について（1》と同様

の試料に1盆素酸ナトリウムを加え実験したところ，

Clとして30　ppm以上で80～90％の回収結果を得た．

　桜桃中亜塩素酸，二酸化塩素および塩棄酸の残留試

験

　亜硫酸処理した桜桃（種を除去したもの）1009に

0．3％焼ミョウバン水を加え，20～30分間煮沸すると

亜硫酸除去され硬化する．これを24時間水洗する．こ

の桜桃1009に水150m4亜塩素酸ナトリウム0．59お

よびクェン酸0．59を加え48時間浸潰して開白する．

水洗は500m1のビーカーに桜桃を入れ水道水を細く

流して行なった．

表　漂白桜挑中の残｛湘1塩素酸などの水洗に

　　よる除去とその残留量

NaC102および
b102（NaC102と
ｵてppm）

NaCIO2，　C102

ｨよびNaC103
iClとしてppm）

水洗しない
もの

水500m’で
1回水洗

24時間水洗

48時間水洗

72時間水洗

実験1
616

415

38

10

6．5

実験2　　実験1　実験2

　550　　　　　一　　　　一

326

34

9

6

230

21

180

20

　上記のように亜塩素酸により漂白した桜桃中に存在

する過剰の亜塩素酸などは水洗によって大部分除去さ

れる．

　文　　　献

1）高木誠司：定量分析の実験と計算∬（1952），共立

　　出版株式会祉

　　　　　　　　　　　（昭不037年4刀30口受f寸）

タラから検出されるホルムアルデヒドについて

川城　巌・川田公平・細貝祐太郎・天野立爾・武見和子

　昭和36年12月厚生劣乳肉衛生課および東京都衛生局

より依頼があったので，タラ坐肉r11のFormaldehyde

について検討を行なった．すなわち試料について定性

を行ない，なお定飛法（晒定法）を定め試験を行なっ

た．

　試験方法　定性試験においては食品衛坐試験法に定

める固形検体の場合に準じて行ない，試料309から所

定の方法にしたがって留液20m1をとり，これについ

層てりミニ反応，卵白鉄反応およびクロモトロブ酸反応

を行なった．定量試験においては定性試験でえた留液

5m’をとり水で希釈して50m’とし，この1m’お

よび1％クロモトロブ酸ナトリウム溶液0．5m1を共

松試験管にとり，氷冷しながら淀意して徐々に硫酸5

m’を加え，均等に混和してから沸とう水浴中に30分

間加熱し，冷後水で希釈して全量25m’とする．この

液について波長570mμで比色定量した．

　試験成績　試料はいずれも東京都市場衛生検査所か

ら送付されたタラ生肉であってその試験成績はつぎの

とおりであった．

　1）　昭和26年12月送付された冷～束タラ（切身）5種

類はリミニ，卵白鉄，クロモトロブ酸の各反応何れも

陽性であった．

　2）　昭和37年1刀送付の試料（スケソウダラを含む）

についてはりミニ，卵白鉄，クロモトロブ酸の各反応

はいずれも陽性であった．なお別に送付されたマダラ

の卵についてはクロモトロブ酸反応陽性，リミニ，卵

白鉄反応は痕跡程度であった．

　3）同上1月送付された北海道産マダラ冷凍試料に

ついて解体しその各部についての定量をおこなった結

果，背肉2．1mg％，白身0．46　mg％，肝臓2・3mg％，

タラ子0．46mg％，胃袋内容物は定性試験で陽性とな

った．

　考察　多くの魚貝類ならびに鳥獣生肉中に含布され

るTrimethylamineoxideが分解されてFormalde・

hydeを化成することはすでに報告1・2・3｝されている．

したがってタラ日中のFormaldehydeの反応陽性で

　　Iwao　KAwAslIIRo，　Kollei　KAwADA，　Yutaro　IlosoGA1，　Ryuji　AMANo　and　Kazuko　TAKEMl：．Studies

．　on’For1ηaldehyde　in　Cod員sh　　　　　　　　　　　　・　　”　　　　　　　．
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あることをもってただちに添加物を使用したことに起

因すると断定することは困難である．試料（マダラ，

スケソウダラ）は何れもFormaldehyde陽性であり，

それらの内臓中からも検出される．魚体中川部位から

の定量値は背肉および肝臓に多量を検出した．したが

ってこれらを綜合すると，タラ生肉中に検山される

Formaldehydeは魚体中に常成分として含有する物

質によるものと推定される．なおFormaldehyde法

定試験法においては従来検討のされている検液の調製

法，除タン白剤等についてさらに検討を行う余地ある

ものと考える．

文　　　献

1）藤井清次：日本衛坐化学会誌，8，288（1936）

2）服部安蔵，長谷部俊彦：薬誌，57，928（1937＞

3）服部安蔵：金沢医大薬学専門部学会誌，30，11

　　（1941）

4）川城巌，田辺弘也，近藤竜雄：衛生試報，77，

　487（1959）

　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

寒天および寒天原藻中の醐酸について

川城　巌・岡田太郎・辰濃　隆

　棚酸を食品に用いることは禁ぜられているが，先年

問題になった磯部鉱泉セソベイのように天然に感応を

含んでいる食品がある．寒天中にも同じように多量の

醐酸が含まれており，この原因は原忌中に多くの棚酸

を含んでいるためである1！．

　そこでわれわれは寒天の原料となるてんぐさなどの

海藻を全国的に収集し，棚酸含有量の分布状態を調査

し，また併せて数種の寒天中の醐酸をも定量した．

　寒天原藻にはテングサ（G6γ’ゴfπ〃3σ徽η5だ）を主体

にヒラクサ（σ．S幼。醒σ伽切，オニクサ（σ，14ρo擁・

0卿η），トリアシ（！100団七ρθ薦3ノ吻πあごの，オゴノリ

（G7α‘惚吻Ooψ700認θ5），イギス（Gθ7σ〃伽〃3躍ひ

御〃3）その他いろいろの海藻が用いられている．

　棚酸の定量法は乾燥物を検体として日本薬学会協定

衛生試験法にもとづいて行なった．

　つぎに寒天原藻の種類別に産地（県名）と棚回田：

（ppm）を示す．　　　　　　　　　　　ノ

　テングサ：青森635．2，219．0，秋田522．7，

377．3，

346．9，

841．3，

369．2，

409．4，

514．0，

507．6，

795．2亨

福岡239．4，

千葉314．4，331．9，東京940．7，421．9

211．9，　　249．7，　407．9，　　211．5，　　476．8，

神奈川　768．4，530．6，362．9，503．9，

203．9，　静岡　315．8，三重　634．4，　石川

島根428．1，805．6，669．0，京都312．3

兵庫　314．2，山口525，9，521．7，679・4

徳島　328．9，　愛媛　332．7，　586。9，　高知

455．2，　　434．0，’556．0，　　706．9，　　436．3，

　　240．6，26L　3，長崎189．0，494．4，

　ヒラクサ：東：京274．4，216．4，198．0，421．2，

509．1，神奈川　374．0，152．1，三重　159．3，

　オニクサ：東京　527．0，379．4，320，6，291，5，

420．0，358．1，520．6，千葉355．・8，．静岡360．6，

三重　226．5，191．9，高知434．0，482．1，

　ドラクサ　千葉　291．7，253．9，東：京　389．4，

453．1，454．4，644．1，　　キヌクサ：東京423．1，

836．9，550．9，神奈川　194．7，　　ネグサξ千葉

191．9，　　　トリアシ：千葉　155．6，210．6，東京

340．6，475．6，神奈川　47L2，東京　248．1，三

重　391．9，　　アラクサ：東京　211．9　　　オゴ

ノリ：愛知　519．4，　山口　459．8，香川　562．1．

長崎　108．7，　　イギス：京都　351．3，　　エゴ

ノリ：青森　298．8，六角　兵庫　141．2，　　オキ

ウトグサ：福岡　207．9，　　　コンブ：三重：285．5，

アラメ：東京　569．4

　つぎに角寒5種，粉末寒天2種についてその産地

（県名）と棚酸量（ppm）を示す．

　角寒天：A　長野　1031．0，　　B　長野　519．3，

C　長野　1148．O　D　長野　657，9，　E　長野

545．9，粉末寒天：A　東京645，　B　東京604．

　われわれは二種類の一興より粉末寒天を製造し，こ

のものの関係をみた．

　　　寒天原藻中の棚酸　　　　寒天中の棚酸

　　　　　　908ppm　　　　　　　645　ppm

　　　　　　684　　〃　　　　　　　　　　　　　　604　　〃

　以上これまで得た結果をまとめると寒天康藻中の棚

　Iwao　KAwAsHIRo，　Tam　OKApA　and　Takashi　TATsuNo；Peterminotion　of・Boric　Acid・in・Agar

and　1t，s　Origihal　Algac
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酸昼は100～1，000PPmで，テングサには平均457．7

PPm，ヒラクサ276．8PPm，キヌグサ50L　5　PPm，オニ

クサ569．4PPm，ドラクサ414．4PPm，トリアシ327。7

PPm，オゴノリ388・9pPm・であり，寒天中には600

～1．000ppm含まれていた．

　文　　　献

1）刈米達夫，寿崎勇：衛生試報，40，206（1932）

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

輸入食品の人工着色料について（第3報）

細貝祐太郎・天野立爾

前報11に引温きその後の試験結果について報告する，

拭験結果

Table　L　　Artincial　color　in　imported　foods

No． I　　S・m… 1・・1・・ l　　Id・n・・f・・a…n・…1・・

1 Edam　Cheese Red Tartrazine（Y　4），　New　Coccine（R　102）

2 Oxtail　Soup Yellow Sunset　Yellow（Y　5）

3 Tomato　Soup Yellow Sunset　Yellow（Y　5），　Tartrazine（Y　4）

4 Crushed　Strawberry　Jam Red Acetyl　Red

5 Raspberry　Jam Red Acetyl　Red，　Ponceau　3　R（R　1）

6 Collis　Drops Blue・Violet schwarz　Nr　1，　Ponceau　6　R

7 Assorted　Drops Red Amaranth（R　2），　Ponceau　SX（R　4）

Yellow Tartrazine（Y　4）

Qrange Sunset　Yellow（Y　5），　Orange　1（01）

Green Tartrazine（Y　4），　Indigo　Carmine（B　2）

Violet Amaranth（R　2），　Indigo　Carmine（B　2），

Brilliant　Blue（B　1）

8 Smarties　Chocolate　Beans Red Amaranth（R　2），　Tartrazine（Y　4）

Green Indigo　Carmine（B　2），　Tartrazine（Y　4）

Ye110w Tartrazine（Y　4）

Brown Tartrazine（Y　4），　Amaranth（R　2），　Indigo

Carmine（B　2）

Orange Orange　1（O　l）

9 Maple　Flavoring　Tab！ets Brown Bri】1iant　Blue（B　1），　Amaranth（B　2），Tartrazine（Y　4）

10 Dried　Plum Red New　Coccine（R　102），　Sunset　Yellow（Y　5）

11 Pokies　Candy　Coated Brown Ponceau　3　R（R　1），　Amaranth（R　2），　Tartmzine

Chocolate （Y4），　Sunset　Yellow（Y　5），　Indigo　Carmine
（B2）

12 Limfjords・osters　Caviar Orange Ponceau　3　R（R　1），　Sunset　Yellow（Y　5）

Black Tartrazine（Y　4），　Amaranth（R　2），　Brilliant

13 Love　Ilearts　Drops Blue（B　1）

Red・Violet Amaranth（R　2）

Yellow Tartrazine（Y　4）

Orange New　Coccine（R　102），　Tartrazine（Y　4）

Green Tartrazine（Y　4），　Indigo　Carmine（B2）

14 Taveners　Drops Red・Violet 4mar3nth（R　2）　　　　　　　　　　　一

Yellow Tartrzine（Y　4）

Yutaro　IlosoGA：and　Ryuli　AMANo：0恥the　Artificial　Colors　in　Imported　Fogd9・III・
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15

16

17

Matlows　Hard　Candy　Buttons

Shirriff　Strawberry

Shirriff　Fruit　Salad

Green

Orange

Red

Red・Violet

Yellow

Green

Orange

Red

Yellow

Tartrazine（Y　4），　Indigo　Carmine（B　2）

Sunset　Yellow（Y　5）

Amaranth（R　2）

Amaranth（R　2）

Tartrazine（Y　4）

Tartrazine（Y　4），　Indigo　Carmine（B　2）

Amaranth（R　2），　Tartrazine（Y　4）

Amaranth（R　2），　Ponceau　3　R（R　1）

Sunset　Yellow（Y　5）

注　カッコのなかのY．R。　Bはそれぞれ黄色赤色および青色を，またこれらのつぎの数字は食用許可色素

　　　　の許可番号を示す．

　考　　　察

　英国や西ドイツ製の菓子類中にはわが国では不許可

の食用色素がしばしば用いられており，輸入業者はこ

れらの国々の法規について良く知る必要がある．

文　　　献

1）細貝祐太郎，天野立法：’衛生試報，77，481

　（1959）

　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

食品中油脂の三頭について

川城　巌・岡田太郎・加藤三郎・辰濃　隆：

　変寵した油脂の毒性は古くから追究され，またその

変敗度測定法に関しても多くの報告が見受けられる．

しかし油脂そのものに比して食品中油脂については十

分検討されていない．油菓子とか揚げ物類のごとく加

工された食品はそのまま食べることが多いが，この場

合他の香気によって変敗臭に気付かないことが多いと

考えられる．特に最近，インスタントラーメン（即席

用油揚げ中華そば）が多量：に市販されているが，その

内には各種の恵条件下に長時間放置される場合がある

と考えられ，すでに油脂変敗が主因と思われる中毒例

があらわれている．

　そこで著者らは市販インスタントラーメンの油脂変

敗の程度および変敗と保存条件との関連を追求すると

共に，食品中油脂変敗血験法確立のための資料として

次の実験を行なった．

　実験方法および結果

　変敗度の測定浩はそれぞれつぎの方法により3者を

併行して行なった．

　POV（過酸化物価）は　Int6rnational　Chemical

UnionのWeeler法の改良法1）・2）によった．結果は

試料1kgに対するミリ当量数であらわした．

　DPH（2，4　Dinitrophenyl　hydrazine発色法）は

A．S．　Henickらの力法3｝・4｝により，試料10　mg／5血1

に対する吸光度によってあらわした．

　TBA（Thiobarbituric　acid発色法）41・5｝は試料39

を精秤し，CC14で溶かして共栓遠心管に移し，”／100

TBA試液10　mJおよび20％トリクロール酢酸5m1を

加えて2分間よくふりまぜる．これを沸騰水浴中に10

分間加熱し，ついで水浴中に10分間冷却する．これを

遠心分離し，その水層を530mμで測定した吸光度を

TBA値とした．

　第1表に食用油脂類の測定結果を示した．テンプラ

油はその名称による市販大豆油で，他は局方品である

が，いつれも一年以上室内に放置してあったものであ

る．品種による大差がみられ，また開放されてあった

ものの変敗の早いことがうかがわれる1

　第2こ口市販インスタントラーメンの採取時および

それを室内放置したものから抽出した油脂の測定値で

ある．各個体差が大きいので連続的な結果は得られな

かったが，変敗の進行がうかがわれる．市販品の採取

および測定は11月，経時変化は11月～翌年3月の室内

暗所によるものである．

　これら食品からの抽出はソヅクスレー抽出器により

エーテルを使用して行なった．エーテルは予め過酸化

　Iwao　KAwAsHIRo，　Taro　OKADA，　Saburo　KATo　and　Takashi　TATsuNo：Rancidity　of　Oil　and　Fats

in　Food
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第1表　食川油脂類の測定値

油 脂

テンプラ油A
　〃　B（開放）

豚　　　脂A
　　〃　（開放）

オリーブ油1
ツ　バ　キ　油．

ラッカセイ油
ゴ　　マ　　油

ナ　タ　ネ　油

トウモロコシ油

ダ　イ　ズ　油

ヤ　　シ　　油

第2麦　市販インスタントラーメン中の
　　　　油脂の経時変化（冬期室内放置）

TBA POV DPH
試　料

0．105

0．205

0．020

0．030

0．165

0．075

0．125

0．095

0●073

0，085

0．210

0．025

12．5

107．0

13．6

14．7

32，5

　4，0

52．4

48．2

　4．1

　2．5

　3．5

0，140

0．200

0．120

0．155

0，145

0．050

0．155

0，095

0．060

0．100

0．330

0．080

A．

B

C

物を含有しないことを確め，なるべく同一条件で抽

出し，減圧下N2気流中で溶媒除去して，操作中に起

る油脂に対する影響を極力小さくかつ一定にする様注

意した．

D

E

0ケ月　1ケ月　2ケ月　．4ケ月

POV
DPH
TBA

9．0　　　10．0　　　21．7

．125　　　．189　　　．550

．110　　　．150　　　．430

．31．2

．255

．230

POV
DPII

TBA

81．2　　　19．3　　 23。3

．370　　　　．200　　　　．400

．060　　　．200　　　．450

24．0

．245

’．300

POV
DPH
TBA

9．4　　　17．8　　 21。2

．100　　　　．195　　　　．320

．080　　　．180　　　．260

31．1

．305

．290

POV
DPH
TBA

26．1　　　　9．0　　　24．4

．100　　　　．150　　　　．220

．185　　　　．200　　　　．320

26．5

．320

．270

POV
DPII

TBA

23．3　　 20．5　　 24．8

．320　　　　．390　　　　．430

．340　　　　．295　　　　．335

29．8

．390

．340

200．

な。150

§

ミ

こloo

ミ

．50

00

　　8／ノ
　’ノ’

　〆　　　　、

！　　／
ノ　　／
’　　／
　　’　　／

　　　　〆

／’

／，

〃
／到

ク

oPOV

ムTBA

xDNP

　　　，イ乏’

’

，／
’

’

’

／

ノ

1

’

／

蒼

A

第1図

Z4　　　48　　　ワ2　　　36

　　　　　乃r

試料A，63。（開放）

LOO

・80憲

　　塁

・60 ﾛ
．40寒

　　ざ

20

100

§50ノ∠ニゴニ：1

　　　り　　↑　　　“ノ
　　　／
　　　’

　　　　　　　　　　　　　　0
120　　0　　　24　　　48　　72　　　96

　　　　　　　ゐr

　　　第2図　試料C，63。（原包装）

　　　　　　　　　　　　　　．60

．．oL＿←＿→＿．＿＿←一
　　　　24　48　72　96
　　　　　　　　わr

第3図　試料A，50。（原包製）

1門し1・

．40

　睾
　『
・20琶

　　　　　　　　　　　　0
0　　　2↓’　48　　72　　86

　　　　　ゐr

　　第4図　市販ラード，50。

　なお，ビスケット，クラッカー

等に使用した油の保存性を，予め

推定するためにOven　test61が行

なわれている，（その1時間は原

貯蔵の15日目相当するといわれて

いる1｝．）これに準じ63。の恒温器

内に市販インスタントラーメン

を，原包装のまま及び開封（開放）

して放置した場合の経時変化を第

1～3図に示した．纂4図は同時

に行なった市販ラード（豚脂）の

経時変化である．

　これらの揚合，臭気の感じられ

始めるのはTBA，　DPH　ともに

0，3～0．4，POV　30～60ぐらいから

であったが，他の香気のため明瞭

でなく，油脂組成によって相当異

る様である．

　考　　　察

　63。における経時変化と常温貯

蔵との関連は末だ十分に求め褐ら

れなかったが，開放状態で変身が

早く，高温において著しく促進さ

れることは確められた．例えば夏

期，日射の強い場所などにおいて

は，日光の作用1｝と相まって相当
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速に変敗する危険性が考えられる．

　なお，これらの測定法および抽出法は，」条件によっ

てその結果に差があり，変動も大きいので検討を要す

る点が多いと思われるが，本実験では比較値を求めた

ため，終始上記の方法で行なった．

文　　　献

1）L．Dugan：ノ」A〃3．α♂C加7η∫s’s’Soc吟32，6G5

　　（1955）

2）日本油化学協会編：油脂化学便覧，p．361（1958），

　丸善
3）A．S．　Ilenick，　M　F。　Benca：ル4〃2．α1　Cル6痂5’s’

　Soo．，31，88（1954）

4）熊沢恒：油化学，7，101（1958）

5）藤巻正生，小田切敏：農化，28，963（1954）

6）N．T．　Joyner，　J．　E　McIntyre：0〃伽4　Soζψ，

　15，184（1938）

　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

七味唐がらしおよびふりかけの異物試験について

川　城 巌・宮島弘衛・二郷俊郎

　1960年9月七味唐がらし中にコナダニ類が多数混在

していたことで，全国的に問題となり，著者らも1961

年1月より2月にかけて，都内各地区より七味唐がら’

し，ふりかけを買い集めたものについて，つぎのごと

き：方法にて行なった．この調査は東京都の援助によっ「

て行なったことを附記しておく．

　実験材料および方法

　七味唐がらしおよびふりかけを都内各地区のデパー

ト，一般商店より購入したもので，七島唐がらしは10

9，ふりかけは209を用いた．

　七味唐がらしの試験方法としては，試料109を300

m1の茄子型コルベンにとり，アルコール100　mJを

加え，還流冷却器をつけて水浴上に加熱し，約30分間

煮沸する．室温まで放冷したのち，内容を1しのワイ

ルドマンフラスコに入れ，炉過納300m1を洗液とし

てフラスコを洗い，洗液をワイルドマンフラスコに合

する．つぎにツィーン80を49加えてよくかきまぜた

のち，ガソリン25m1を加えてかきまぜる．しばらく

静置（約1時間）後炉過水を静かに加え，ガソリンと

下層液との箋界面がくびれより約1cm程度上になる

まで口過水を静かに加え，ワイルドマンフラスコ法の

常法にしたがって捕回する．また土砂等の重い異物は

上記試験をしたのち，ワイルドマンフラスコの上澄を

傾漉し，なるべく多くの溶液を流烈し，残留物を直径

15cmの定量炉紙上に吸引炉過して水分を除去し，

80。でよく乾燥する．乾燥物を200m1のビーカーに入

れ四塩化炭素100m’を加えて，ときどきかき混ぜな

がら約30分間放置する．浮遊物を流し去り，沈殿物を

直径9cmの定量炉紙上に吸引炉過して移し，鏡検す

る．もし土砂の多い場合は，血忌ルッボで焼いたの

ち，秤量する．

　ふりかけの試験方法としては．試料209を300m1

のビーカにとり，これに2％EDTA－4ナトリウム溶

液200m1を加えよくかき混ぜ，水浴上に約30分間，

50。でかきまぜながら加温する．室温まで冷却したの

ち，内容をワイルドマンフラスコに移し，300m1の

水を洗液としてビーカを洗い，ワイルドマンフラスコ

に入れ，これに49のツィ、一ン80をアルコール’10m1

に溶かしたものを加え，よく混ぜ，10分間放置する．

つぎにガソリン25m1を加え，ワイルドマンフラスコ

法により行なう．

試験結果
第1表より第4表のごとくである．

第1表　　各デパートより購入の七味唐がらし

デパート　製造元　　容 器

A h ビニール袋
はかり売り

ダ昌　　昆虫

異　　　　　　　　物
　　　　　　ネズミ

　昆虫片　の毛　その他　土砂

12 20（mg）

　Iwao　KAwAsHRo，　Hiroe　MIYAjlMA　and　Toshiro　NIGo：On　the　Microanalytical　Test　of　Shichimi・

togarashi　and　Furikake
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B

C

D

E

F

G

f

a

e

1

b

a

紙　　　袋
はかり売り

プラスチック製ねじ蓋付
はかり売り

ひょうたん型木製．
はかり売り

ビニール袋
はかり売り

かん入り
はかり売り

紙袋内側アルミ箔
ビニール製真空包装

19

2

22

5

3

1

10

4

15

8

16

10

註：製造元a，bは表2と同じ

第2表　　各商店より購入の七二唐がらし

食料品店　製造元　　容 器

A
B
C・

．D

E
F

G
H
I

J

K
L

M
N
O
P
Q
R
S

T

a

C

C

C

C

C

d

d

d

e

e

f

g

h

h

h

i

i

j

k

竹　　筒

外セロファン紙，内紙袋

ガラス瓶コルク栓付

外セロファン，内紙袋

外セ戸ファン，内紙袋

外セロファン，内紙袋

かん入り

紙　　袋

かん入り，内ビニール

かん入り

かん入り

外紙袋，内ビニール袋

町紙袋，内ビニール袋

町　　袋

紙　　帯

解紙袋，内ビニール袋

ビニール2重袋

ビニール2重袋

耳紙袋，内ビニール袋

外紙袋，内ビニール袋

ダニ　　昆虫

異　　　　　　　　物
　　　　　　ネズミ

　昆虫片　の毛　その他　土砂

　1

77

　6．

306

124

35

11

17

583

　3

　4

　1
51

215

246

73

　3
41

　5

　1

1

2

1

3

1

1

1

4

1

8

10

6

16

1

7

10

6．

23

9

7

5

5

5

5

1

1

1

1

1

1

1

10（m禽）

20

20

18

18

20

25

13

17

25

9

10

35

11

15

17

17　．

15

12

3

第3表　　各デパートより購入のふりかけ

製造元デパート　ふりかけの種類 包 装

A

〃

〃

B．

〃

〃

〃

C

〃

〃

a

〃

〃

〃

鮭・茶

魚肉・卵

鯛・茶

ワカサギ魚肉

玉子。のり。ごま

ワカサギ魚肉（辛口）

鰹

内側ポリエチ，外側ビニ
ール加工一枚の袋

内寸ポリエチ，外袋セロ
フアンニ電袋

内袋ポリエチ，外袋セロ
フアンニ重袋

紙袋（秤り売り）

　　　〃

　　　〃

　　　〃

異

ダニ　　昆虫　昆虫片

物

動物の毛

1

65

1．336

　147”

3，482

　　1

11（幼虫）

2（幼虫）

18

6

3

14

1

ネズミ1
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B
〃

〃

〃

〃

〃

C

〃

〃

〃

E

A
〃

H

E

M

a

〃

〃

〃

〃

〃

b

〃

〃

〃

e

d

d

h

g

f

鮭・茶

ワカサギ魚肉（特選）

ワカサギ（里♂｝■、）

玉子・ごま・のり

ワカサギ魚肉（三色）

ワカサギ魚肉・のり・ごま

魚肉・のり・ごま

のり・ごま

こんぶ。茶・あられ

ごましお・あられ

魚肉・ごま

魚削身（鮭，鯛または鰹
らしきもの）

　　　〃

こんぶ

魚肉・のり。こんぶ

不明なれど魚ゐ削片
（鮭or鰹）

紙袋（秤り売り）

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

内側ポリエチ加工，外側
ビニールー枚袋

内側ポリエチ，外側ビニ
ール加工一枚袋

　　　〃

　　　〃

内側ポリエチ，外側ビニ
ールニ重袋

紙　　袋

　〃
内側ポリエチ，外側加工
一枚袋

紙袋（秤売）

紙製経木（秤売）

　　2㌦　　　一
　　36　1（幼虫）

1・683　マ・．
　．50　　　　．一．

15，587　3

4，978　　　　一

　．536　　　　－

　　3　2

　　19　　　　－

　　4　　　　－

　　3　　　　－

　　1　1（幼虫）

　　4　　　　－

　245　　　　－

　　7　　　　一

15　ネズミ1

6　　〃　　1

8．．　　　一

一　ネズミ2

2．　　　：一

2　　　　「

2　　　　一

一　ネズミ・3

一　ネズミ1

7　　　　－

2　　　　一

第4表　　各商店より購入のふりかけ

製造元　小売店　　ふりかけの種類 包 装

A
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

D

〃

〃

G

ケ

a

b

C

C

C

d』

e

f

g

h

h

i

i

．l

k

l

m
n

鮭・茶

　〃

魚肉・ごま・のり

玉子・のり

のり・玉子

　　〃

魚肉・ごま・のり

鮭

魚肉・ごま・のり

　　　〃

のり・たまご

玉子・のり

のり（魚肉・．ごま）

のり・．ごま

　　〃

　　〃

のり・こんぶ・抹茶

　　　　〃

内側ポリエチ
外側ビニール加工一枚袋

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

内側アルミ箔加工
外側一枚袋

　　　〃

内側ポリエチ
外側セロファンー枚袋

内側ポリエチ
外側ビニールー枚袋

　　　　〃
内側宗リエチ

外側セロファン加工一枚袋

内側アルミ箔
外側ポリエチー枚袋

内側ポリエチ
外側セロファンー枚袋

内側アルミ箔
外側セロファソー枚袋

内側アルミ箔，外側セロ
ファン加工一枚袋

　　　　　〃

　　，　　　　〃

内側アルミ箔
外側紙加工一枚袋

　　　〃＝

　　異　　　　　　　物

ダニ　　昆．虫　昆虫片　動物の毛

　　3

　　5

　21
　51

　　1

　　2

　207

　　4

　255

　47

　45

　16

2，190

2，315

1，975

1

1（幼虫）

2（幼虫）

1

1

5

2

1

2

　　2

　　3

　　5

．、　．9

　　4

　　3

　　5

ネズミ1

ネズミ1

ネズミ1
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1

」

K

o　　のり・こんぶ・抹茶

P　　魚肉（のり・ごま少量）

q　魚肉（　　　〃　　　）

コップ式ガラ冬翫蓋付

内側ポリエチ
外側セロファンニ弓袋

　　　　〃

3

98　1

1．048 3
一

　む　す　び

　第1表より第4表までの結果から見て，はかり売り

』はダニ数が多い．また昆虫，昆虫片およびねずみの磁

北の多いことは，原料，製造着所，貯蔵等に不備なこ

とをしめすものと思われる．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

α・ethyトtllioisonicotinamideの抗菌性

橋本泰而・宮沢文雄

　α・etllyl・thioisonicotinamide（ethioniamideまたは

1abQratory　codc　number　1314　Th）は1956年置ラン

スにおいてD．Libermann，　M．　Moyeux．　N．　Rist及び

F．Grumbac11Ll笛により合成されPastcur研究所の

Rist2一派による基礎的実験，またパリー大学Brouet

81らによる臨床的研究の成績からその抗結核作用が認

められたものである．従来使用されて来たINAH，

PAS，　SMに対する耐性結核菌の発生による難治な結

核症対策が重要な課題となっていて，今日新抗結核剤

の出現は大きな期待が寄せられる所である．

　我々も1314Thとともに構造上の類似から主とし

てisonicotinic　acid　hydrazidc（INAII）と比較しな

がら若干の爽験を進めたのでここに報告する．

　案験方法
　（工）1314Th及びINAHの一般細菌に対する抗

菌力

　供試薬剤を普通ブイヨンで種々の濃度に調製したの

ち普通ブイヨン新鮮培養菌を接種し，判定は24時間培

養後の発育をもgて行った．

　（皿）　抗酸性菌　ル砂‘oδσσ∫oノ伽醒607彫こ対する抗菌

作用

　a）1314Thおよび他の抗結核剤の双y‘oδσ6’θ●

γ翔〃2607に対する抗菌力

　抗結核疹として1314Th，　INAHの他にsodium

para・aminosalicylic　acid（PAS－Na）及びstrept・

mycin（SM）の4種を使川した．

　実験方法は一般細菌に対する場合と同様であるが，

効果の判定は37。，72時間培獲後の発育状態をもって

行った．

　b）1314Th及びINAH耐性獲得

　供試薬剤を瞥通ブイヨンで系列的に種々の段階に濃

度を調製し，供試菌を接種後37。，72時間培養して発育

の認められた濃度の培養管より次の段階の培養管へと

継代を繰返し薬剤に拮抗して発育する状態を観察した

　c）交叉耐性

　供試薬剤は1314T11，　INAH，　PAS－Na及びSMの

4種で普通ブイヨンを用いて各薬剤を種々の濃度に調

製し，これに上記の実験で得た1314Th耐性菌とIN

AII耐性菌の新鮮培養菌を接種し，37。，72時間培養

を行った．

　d）1314T11およびINAII耐性菌の抗酸性

　1314Th耐性菌，　INAII酎性菌および原株の37。，

72時間ブイヨン培養液1m1を種々の濃度に調製した

硫酸溶液中に加え混合し37。に保ち10分，30分，1時

間，2時間ごとにその混合液の1白金耳をブイヨンに

後培養した，

　実験成績

　（工）　1314ThおよびINAIIの一般細菌に対する

抗菌力

　グラム陰性菌（Sσ1切。瑠〃σ砂助ゴ〃捌7伽拐，S’抄〃．

5乃魯θμσπθκπθ7ぎ2a，5μg辮θ7‘2b，　E5σ加7∫‘海α

‘o’ま　0－1，　E．σo露　0－125，　凸θz♂40〃節7zσs　σθプπ8ゴ2紗5σ，

Sθ77σ’fα物σγ‘θ56θπ5，ZレまZOπσσγfzOπσθ，およびP70・

’餌S〃π忽俳ゴS）に対しては両薬剤間の有意の差は認め

られずいずれも1000倍で無効であった．グラム陽性菌

に対しては1314TL’ ﾍブドウ球菌（5’ψゐyloco6c駕

απγε欝209P．S．σ雄θ粥（寺島）および＆¢ρ54θ7初∫4∫3）

に10，000倍前後，枯草菌（Bσo∫〃μ5　5κわ’μゴ5）に10001音で

有効となり，INAIIではいずれも1000倍で無効であ

り，BIL「1の方が優れていた．　　　　　　、．

Taiji　IIAsHKMoTo　and　Fumio　MIYAzAwA：Antibacterial　Action　ofα・ethy1・thioisonicotinamide
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　（∬）抗酸性菌ル加。うσo’θγfκ〃3607に対する作用

　a）抗結核剤のルかoρうσ6’07f励3607に対する抗菌

力

　供試菌に対する抗菌力はINAIIが最強で稀釈倍数

100，000，次いで1314Thが16，000，　SMが8，000で

有効，PAS－Naは1，000倍で無声であった．1314Th

およびINAHはともに一般細菌より抗酸性菌に対す

る抗菌作用が強く，またル耽。うσ6’θ7伽3607に対し

ては1314ThよりINAHの方が優れていた．

　b）1314ThおよびINAH耐性獲得
　1314Thは初代から耐性獲得の傾向を示し19代で

1314Th耐性菌は原野の10倍濃度の500μ9／m1まで耐

性が上昇したが，35代継代時においてもそれ以上の耐

性の上昇は認められなかった，INAH』では最初4～5

代まで耐性獲得の傾向を示さなかったが6代頃より耐

性獲得の兆候が現われ非常に急激に耐性が上昇し12～

13代ですでに1314Thと同程度に達して原株の100倍

濃度の500μ9／m1まで耐性が上昇した．しかし35代継

代時においてもそれ以上の上昇はみられなかった（第

1図参照）．

罵
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難

㍗1

　ノノ
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！9一一一9　・，・・，o騨♂

・・…一 P314τh，

一IMH盤1秩試面〃ゆ召ζ～θ㎡ロ加加7

　　　　　5　　　　　　10　　　　　　15　　　　　’20　　　　　　25　　　　　30　　　　　35

　　一●謎代疾

　　第1図1314ThおよびINAII耐性獲得

　c）交叉耐性について

　INAH耐性菌は1314Thに稀釈倍数5，000で感受性

であり交叉耐性を示さなかった．1314Th耐性菌も

INAIIに対して8，000倍感性であるが原株の100，000

倍感性に比較すると若干INAHに対する抵抗性が増

しているようである．SMについては1314　Th耐性菌

もINAH耐性菌もいずれも50，000倍でほとんど発育

を抑制され30，000倍で完全に抑制されており交叉耐性

を示さず，むしろ原株の8，000倍感性に較べ若干感受

性が高まっている感がした．PAS－Naについては切

株と同様1314Th耐性菌，　INAII耐性菌，ともに

1，000倍稀釈でも発育が認められた．

　d）1314ThおよびINAH耐性菌の抗酸性

　原株についてみると10分間および30分間作用するこ

とにより硫酸の6％溶液まで菌の生存が認められた

が，1時間処理では4％以上の溶液になると後培養に

よって発育を認めなかった．1314Th耐性菌では作用．

時間10分および30分で2％溶液まで菌の生存がみられ

たが3％ではすでに後培養によって発育しなかった．

これを上記の原株と比較してみるとすでに10分間で著

しい差異がみられ．1314Th耐性菌の抗酸性の減少が

認められた．INAII耐性菌についても全く同様な傾

向であるがさらに傾向は強く10分間，30分間の作用で

1％溶液までしか菌が発育しなかった．

　考察および結論

　1314ThのH37RVに対する抗菌作用については
Rist4｝，戸田ら51，篠原6｝，河盛ら7），石田ら81，大平

ら9｝の報告によると，SMの約5倍，　INAHの約1／10

倍，PASの約1／200倍であること，薬物間の交叉耐性

は認あられない丁丁を報告しているが，我々の供試菌

ル耽。加。’θ7f謝z　607に対しても1314　ThはSMより

若干抗菌力は強く，またINAHの約1／10倍と大体

H37RVに対する効果と殆んど同様の成績を得た．し

かしPASは全く抗菌活性を示さなかった．さらに試

験管内で実験的に耐性獲得せしめた菌株についても

1314ThとINAHあるいは1314ThとSM間には
交叉耐性は認められなかった．またDunbar101によっ

て1314Thは抗酸性を消失せしめることを報告してい

るが，我々の実験においても1314Th耐性株・INAH

耐性株はともに原町と比較して酸に対する抵抗性が極

端に減少しているのを実証した．なお戸田ら5）はマウ

ス，モルモットで一心。の実験を行い，その投与方

法による治療効果の相異を報告しているが，毒性が比

較的少ない点，さらに前述の様に薬物相互間の耐性が

ない点などからして今後の結核症の治療に期待が寄せ

られるものと考えられる．

　文．　献
1）D．Libermann，　M．　Moyeux，．　N。　Rist　and　F．

　　Grumbach：Co〃ψ’．1～θ雇L　242，2409（1956）．

2）F．Grumbach，　N．　Rist，　D．．Libermann，　M．

　　Moyeux，　S．　Cals　and　S．　Clave1：Coゆ’．．Rθ砿，

　　242，2187（1956）

3）堂野前維摩郷他：日；本医事新報，1897（1960）

4）N，Rist：ご4漉Soo．　Lo〃z∂σ74¢5fo．1惚4．β’oム，

　　11，388（1956）

5）戸田忠雄他：日本臨床結核，18，．862（1959）

6）篠原研三＝日本医師会雑誌，45，732（1961）

7）河盛勇造他：第8回日本化学療法学会発表

8）石田二郎他：　同　会発表

9）大平一郎他：　同　会発表

10）J．M．　Dunbar：Z1脇伽5’．、翫s’θπ7，92，451（1957）

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
癌および細菌に対する化学療法剤のスクリーニング試験成績（第3報）

　　　　　　　主として含窒素異項環化合物について（3）

宮沢文雄・橋本泰而・岩原繁雄・板井孝信
神谷庄造・夏目幸子・伊藤源三＊

o

　われわれは主に含窒素異項環化合物についてその生

物学的作用について検討を進めているが，第1，2報

1・2｝に引き続いて昭和36年3月より昭和37年4月まで

に当所製薬研究部で合成された化合物20種について，

エールリッヒ腹水癌細胞（工腹水癌細胞）および細菌

に対する作用を検討した．

　実験方法
　工腹水癌細胞に対しては従来cylindcr　Plate　mc・

thod（CP）およびunstained　cen　count　mctllodを

用いていたが，両者の成績は殆んど平行し，特にCP

により抗癌作用の認められた薬物はすべて後者の方法

によっても認知できた．しかしながらスクリーニング

の方法としてはCPは後者より若干自然に近い方法と

言えるので，CP法のみでスクリ一二』ソグを進めるこ

とにした．細菌に対しては従来と全く同様で，ブドウ

球菌，大腸菌，赤痢菌，カンジダ菌を川い，稀釈法で

その作用を観察した．

　実験成績

　実験に用いた薬剤および成績は表に示す通りで，効

果の判定規準は従来の方法と同様である．

Tablc　　Results　o正experiments

No．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

COIllpounds　tcsted

Pyridazine　derivatives

　4・nitropyridazinle　1・oxidc41

3・azidopyridazinc　1・oxide5，

6・azidopyridazinc　1・oxide5｝

　3μzidopyridazine　1・oxide　KCN　adductq

　6・thiosemicarbazino　pyrldazinc　1・oxidc51

Quinoline　derivatives

　4・azidoquinolinc　1・oxidc5，

1・ethoxy・4（III）　quinolone7，

1・1nethoxy・4・azidoquinolinium
mcthtosylate61

1・ethoxy・4・azidoquinolinium　ethsulfate61

4・azidoquinoline　1・oxidc　KCN　adduct6，

4・eUly且elleinlinoquhlolinc　1・oxidc6｝

Purine　derivatives

　7・methyl・6．8・diafninopurine81

　7・methyl・2．6・diaminopurine8｝

　7・methy1・2．6．8・triaminopurine8［

　7・methyl・2・chlor・6・aminopurinc8）　・

Anticancer．effect
　　　（CP）

32．O

20．0

Bacteriostatic　effect
（COnCentratiOnμ9／m’）

209p：＜100，　Ew・10；＜1〔⊃0

0・1：〈100，　1012：＜100

209p：1000，　Ew・10：1000
0・1：1000，　1012：1000

209p：　1000，　E、v－10＝　1000

0・1：1000，　1012：1000

209p：1000，　Ew・10，1000
0・1：1000，

209p：1000，
0－1；1000g

1012：1000，

209p：1000，
0・1：1000，

1012，1000

Ew・10，1000

Ew・10，1000
1012，1000

　Fumio　MIYAzAKA，　Taiji　HAsHKMoTo，　Shigeo　IwAHARA，　Takanobu　ITAI，　Shozo　KAM且YA，　Sachiko

NaTsuME　and　Genzo　ITo：Screening　Test　on　Anti・cancer　and　Anti・Microbial　Actions．　III．　On　Some

Derivatives　of　Nitroge11・contained　Ileterocyclic　Compounds（3）

管　昭和薬科人：学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　・
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16

17

18

19

20

7・metllyl・2・chlor・6．8・diaminopurine8｝

7・methy1・2・chlor・6．．．8・diazidopurine8）

7・methy1・2・chlor・6・amino・8－ethoxypurine8〕

7・methyl・2．6・dichlorpurine8｝、

7－methy1・2．6．8・trichlorpurine8｝ 20．0

209p：．1000，　Ew－10：1000　驚
0・1：1000，　1012：1000

209p11000，　Ew・10：1000
0・1：1000，　1012：1000

C．P：Diameter　of　blue　inhibition　zone　by　cylinder　plate　method（mm）

209p：5’砂勿10000σπsα％7θπ3．　　U5／41：E5σ乃θ万。海σσ01ゴ0・1．　　Ew・10＝S毎80吻ノZoκη67ゴ2a

1012：　（フヒzπ（ノεσorJう’oσπs

　総括および結論

　Pyridazine誘導体については活性nitro基を有す

る場合にin　vitroで強い抗癌性および抗菌性を示す

ことを報告したが．4・nitropyridazine　1・oxideは3・6・一

dialkylまたは3．6・dialkoxy－4・nitropyridazine

1－oxideの母体であると同時に，そのnitro基は3．6・

dialkoxy・4・nitropyridazine　1－oxideと同程度の活性

度を有しており．．生物学的作用もしたがって強いもの

であった．

　quinoline誘導体では4－azidoquinoline　1・oxideと

これを母体とする一連の化合物に若干の抗菌作用が観

察された．

　purine誘導体では2個以上のchlorが導入された

検体に生物学的活性が認められ．その数が詠ずにつれ

作用は強まるように思えた．

文　　．献．

1）中村正夫他：衛生試報，78，157（1960）

2）宮沢文雄他：衛生試報，79，307（1961）

3）宮沢文雄，横本泰而：C舵〃30’加7吻，10，80

　・（1962）

4）板井孝信，夏目幸子：（海肱勘α7〃乱8〃乙，投稿

　中
5）板井孝信，神谷庄造：C加〃2・搬σ〆，η・B”乙，9，

　87（1961）

6）板井孝信，神谷庄造：未発表

7）神谷庄造：C肋〃2．、晦γ撚β〃臥，投稿中

8）板井孝信，伊藤源三：C舵〃2．勘σ7解．B％〃，投

　稿中

　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

内毒素のウサギ血漿総コレステロールに及ぼす影響について

石関忠一∵岩原繁雄

　細菌々体とくに内毒素とコレステロールとの関係に

．ついては，いまだその報告をみないが，内毒素の生理

作用実験のづ部として，著者らは，今回赤痢菌S乃・

蜘κηgγ∫2b　K3株の内毒素を用いて，ウサギの血漿

総コレステロールに対する影響について検討した結

果，興味ある成績を得たので報告する．

　実験材料及び方法

　用いた内毒素は赤痢菌翫．ノZθκπθ擁2b　K3株で普

通ブイヨン（ポリペプトン1％，極東工一ルリッヒ肉

エキス1％，食塩0．2％）を用いて坂ロコルペンにて

毎分95回，26。±2。で24時間水垣培養し集菌して，ア

セトン乾燥菌とし，岩原ら1｝の方法により抽出精製し

たものである．

　Chuichi　IsH1zEKI　and　Shigeo　IwAHARA：Influence　of　Endotoxin　on

Rabbit　Plasma

　ウサギは主として同腹産の牡で体重2，0009±5009

のものを用い同腹の対を対照とした．血漿の分離は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　を内毒素投与前および投与後の一定時間に耳静脈より，

10％クエソ酸ナトリウムを0．2m1加えた注射筒にて

4mJ採血し，2000　r．　p．　m，10分間遠沈して血漿を分

離し定量に供した．なお血漿総コレステロールの定量

はAbellら2）の方法により抽出し比色定量を行った．

　また一部のウサギには脂肪含量の比較的少い船橋農

場製ウサギ用固型飼料を用い，それに日本薬局方ラノ

リンを10％に加え，風乾して与え，内毒素との併用実

験に供した．

　実験結果

　表にみられる如く内毒素の種々の量を静注すること

　　　　　　　　　　the　Total　Cholesterol　in
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により，多少の差はあるが，ウサギ血漿総コレステロ

ールの増加がみられた．すなわち内毒素0・1μ9／kg投

与にては投与前のコレステロ｝ル値と大差ないが，一

部のウサギを除いて，1μg／kg，10μg／kgおよび100

μg／kg投与では，投与前に比し約50％，またはそれ

以上の血漿コレステロールの増加がみられた．これに

対し各対照ウサギにおいては，その増減の度が少なく

飼育条件や採血の刺戟による変動も，ほとんどみとめ

られなかった．

　　性　　内樋
　　　　　毒

兎　蓋
No・別（μ9／k9）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

8　　0．1

a　　1

8　　10

δ　100

♂　　0

♂　　10

8　　10

♂　　0

8　　10

♂10（2回）

δ　　0

♂　10※

δ　　0※

投

与

　　　1　　3前

投　　与

5　　12　24

　後　　時　　　間

36　　48　　60　　72　　96　　120　　144

20．520．520．121．6

40．8　42．041，2　41．2

43．7　43，1　46．4　54．8

31．1　　一　　一30．2

37．837．8　　－

39．5　37．6　　　－

31．431．930，3

33．535．9　　一

31．6

38．4

27．0

26．7

26．4

一27。626．426．126．1　　一　　‘一　　 一　　一

一　60．1　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

一　66．8　57．5　63．5　52．7　　　一　　　一　　　一　　　一

一62．8　64．8　60．8　　－　47．046．1　48．5　　　一

一43．0　　－44，6　38．6　39，040．3　39．2　37，0

－　47，8　　－　43．2　45．9　48，6’44．6　45．9　43．5

－　51，4　　　－　51．4　51．4　44，9　35．1　31．6　33，2

－37．6　　－32．733．831．631．634．934。9

　　　　　一36．037．140．437．033．529．728．428．433，5

　　　　　－32．739．7　39．541，6　32．437．636．535．932．7

　　　　　－27．328．4　28．028．9　27．027．829．527，128。4

－26．9　　↓　　　一31．3　　－41．5　　－37．843．243．137．7

－　26，7　　↓　　　　一38．5　　－　48，1　　－　41．6　5L7　63．247．8

量　最
尚　　低

2　2）　　　　　）

十34－2
十47十1
十53－2
十108－3

十18－2
十23一・5

十63－4
十12－6
十27－11

十49十11
十　9　　0

十61十1
十135十1

備

考

内毒素
No．153

　〃

　〃

　〃

内二日
No．151

　〃

内毒素
No．153

　〃

内毒素
No．166

　※　投与前は普通固型飼料を与えていたもので，→でラノリン10％加固型飼料に変え，24時間後に内毒

　　　素を投与した．

〔注〕表中数字は血漿100m’中の総コレステロールのmg数を示す．

　また10μ9／kg　2回投与，すなわち第1回投与後12時

間後にさらに同量を投与したばあい，10μ9／kg　1回

投与のばあいと大差はみられなかったが，血漿総コレ

ステロール値の推移が若干延長されるようであった．

　高コレステロール食の実験においては，ラノリン10

％加固型飼料投与ウサギと，それに内毒素を10μ9／kg

併用投与したウサギにおいては，著明な相関々係はみ

られず，むしろ単独高脂食の方が，血漿総コレステロ

ールの増加率が高く投与後144時間目において，その

値は約倍量が検出されたが，内毒素の単独10μ9／kg

投与時と大差はなかった。

　考察及び結鍮

　赤痢菌から抽出精製した内毒素を川いて，ウサギの

1血漿総コレステロール値に対する影響をしらべた結果

その増加率からみて，内毒素が脂肪代謝に何んらか．の

役割をもっているのではないかと考えられるが，しか

し，この実験でもわかる如く動物の個体差が相当にあ

ることは考慮すべきで，また内毒素の他の生理作川と

の関連性についても追究しなければならない．

　内毒素投与ウサギの血漿総コレステロールは少いも

ので20％　多いものでは100％の増加を示し，その作

用発現時間も，投与後24時間頃より上昇しはじめ約48

時間から72時間持続する例が多かった．．なお内毒素投

与による血漿総コレステロール増量の機構の究明につ

いては今後の研究にまちたい．

　文　　　献

1）岩原繁雄，大淵令子：衛生詳報，75，299（1957）

2）LLAbe11，　B．　L　Betty，　B．　B．　Bernard　and　E

　　K．Forrest：ノ」βfoムCゐθ栩．，195，357（1952）

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月300受付）
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内毒素のウサギ血糖に及ぼす影響について

中野和代・石関忠一・岩原繁雄

　グラム陰性菌体およびその内毒素による実験的血糖

上昇作用については，　Zeckwerら1｝，’Dela丘eld2｝，

Boquetら3〕，八島4）をはじめとして，古くから数多くの

報告がある．これらの報告によればグラム陰性菌の全

三体または内毒素のいずれを用いたばあいにも過血糖

がみとめられているが，血糖作用物質の主体が菌体成

分のどの分画に存在するかは明らかにされていない．

われわれが今回おこなった実験目的はこの点を明らか

にすることと，もしも内毒素が血糖上昇作用を標示し

たばあいには血糖値の変動を内毒素の生物学的定量に

利用できるかどうかを検討することであった．

　実験材料および方法

　使用菌株は赤痢菌SんノZθκ瑠γf2b　K3株で湿菌の

場合は普通寒天平板培養菌の生理食塩液浮遊液に0．2

％にホルマリンを加えて殺菌したものを用いた．

　内毒素は普通ブイヨン（ポリペプトン1％，極東工

一ルリッヒ肉エキス1％，食：塩0．2％）を用いて26。，

24時間振盈培養してえられた菌体から岩原ら5｝の方法

にならって抽出精製したLot　No．153を用いた．湿

菌，内毒素ともその注射液量が1m1中に含有される

ようにして投与した．実験に供したウサギはできる限

り同腹産の雄で2kg前後のものを用いた．購入旧約

第1表　内毒素投与時の血糖値の変化

ウ　性　体

蓋．書駒
　血糖値mg／100m1　血最　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高
．　“　“　“　“　．．　．　“　．　“　　糖増
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加
40　60　80　100120140　160180200220　分値量

1 I　　　I

怐@　　　　　　●

i　　　l　　　l　　　l　　　I
怐@　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　・

I　　　　　　　I　　　I　　　I

1 ♂ 2，395 80 90　94 83　107　91　　　91 93 十26
’

●　　　　　　　●
　　　　　　　　　●
怐@　　　　　　●亨　　　　　　o　　　　　　　　　　　　● ●

対・　　照
2 δ 2，250 85 88　103 90　92　113　　111 93 十28

o ●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●

6 ♂ 2，000 96 94 96　　　93　　　92 0
● ●　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　●

生理食塩液 7 δ 2，000 91 93 95　　　96　　　98 十7
● ●　　　　　　　　　　　　　　　　● ■　　　　　　　　　　　　　　　　●

18 ♂ 2，215 100 99 109　　　　103 97　　　　104 十9
● ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　● o　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　「

19 ♂ 2β10 101 118 102　　　　96 100　　　　100 十17
● ●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●

K3　No．153 8 ♂ 2，025 93． 93 90　　　90　　　91． 0
20μ9／kg

● ●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●

（皮　受注） 9 ♂ 2，100 93 95 90　　　92　　　92 十2
● ●　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　●

K3　No．153 10 3 2，450 102 108 102　　111　　110 十9
40μg／kg o ●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●

（皮下注） 11． 8 2，000 96 96 87．　　101　　104 十8
K，N・．15含 20 ♂ 2，400 98

ゴ1 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

P65　　　　　　155
●　　　　　　　　　　　　　　　　●

P29　　　　142 十67
40μg／kg

● ●　　　　　　　　　　　　　　　　　■ ●　　　　　　　　　　　　　　　　●

（静　　注） 21 3 2，390 93 98 110　　　　　105 117　　　　113 十24
o ●　　　　　　　　　　　　● o

1 8 2，435 99 109 111　　　130 132（死亡） 十33
● ●　　　　　　　　　　　　　　　● ●

K3　No．153 2 ♂ 2，125 96 111 127　　　174 （死亡） 十78
●　　　　　　　● ．　．　．　　心採血

100μ9／kg 3 δ 2，365 92 98　99 129131152　　（死亡） 十60
●　　　　　　　●

．　　．　　．　　心採血1
（静　　注） 4 a』 2，205 97 80　103 122129177　　（死亡） 十80

●　　　　　　　o ●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　　　　　● 心採血
5 3 2，315 90 95　83 131　　150　　153　　　　135 （死亡） 十63

　・　点位置は採血時間を示す．

　Kazuyo　NAKANo，　Chuichi　Is田zEKI　and　Shigeo　IwAHARA：Effect　of　Endotoxin　on　Blood，Sugar

of　Rabbits
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第2表　全献体投与時の血糖値の変化

ウ

サ
ギ

No．

性　体

　　　　　注　注

記良匠、蕊
　血糖値mg／100m～　血最　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高

〃〃〃〃一〃〃〃〃・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値量
40　　60　　80　　100　　120　　140　　160　　180　200　　220　240

L 1　　　琶 駈　　　覧 L 1　　　L

21 δ 2，675 95
9も 9も 9も 血 0

対　　　　照 ● ● ● o ●

24 δ 2，440 102 109 103 110 113 104 十8
生理食壇液 ● ● ● ●

28 δ 2，000 93 93 95 92 93 十2

K3 22 8 2，295 92
　●
P02

●104 ●102

痂 ●108

十12
0．51ng／kg

〔

● ● ● o ●

（静　　　1．ヒ） 23 ♂ 1，980 103 105 97 109 103 108 十6
● ● o ● ●

K3 24 ♂ 2，265 84 91 89 95 105 100 十21

1mg／k9

〔

■ ● ● o ●

（静　　濁 25 δ 2，425 90 95 93 106 108 96 十18

K3 21 ε 2，830 94
禽 殆 　●

P03 　●
P01．5

●103

十9
2mg／kg

〔

● o ● ● ●

（静　　注） 20 δ 2，600 91 99 105 110．5 115 98 十24
● ● ● ● ●

K3 19 6 2，530 90 84 103 98 101 101．5 十13

4mg／kg

〔

● ● ● ● ●

（静　　注） 26 6 2，380 102 94 93 104 124 110．5 十22
● ■ ● ● ● 心採血

K3
Wmg／k宮
i静　　～1三）

〔

27

Q6

♂6 2，490

Q，440

94

W9

96

R
120

怩P11

104

怩P18

108

怩Q15

’131．5 （死亡）

@0R35

十37．5

¥246

・　点位置は採血時間を示す．

10日間飼ffし，実験前約16時間絶食させたのち高高に

供した．採血はウサギ耳静肱より0．lm’ずっとって血

糖の定臓に供した．定量法は，主にIlagedor11・Jen・

scn61法により一部SomQgyi・Nclson7D法によりおこな

った．

　実験結果および考察

　内毒素を投与したばあいの血糖に対する影響は弟1

表のごとくで，40μ9／kgまたは100μ9／k9静脈注射

例では，注射後月60分頃より上昇し始め，120分前後

で最高値を示し，投与前に比べ30～80％の血糖他の上

昇がみられた，なお20μ9／kgまたは60μ9／kgを皮

下注射したばあいには著明な血糖上昇作用はみられな

かった．

　二二体を投与したばあいの結果を第2表に示した．

8mg／kg投与のばあい極端な上昇（＋246％）を示し

たが，4mg／kg以下の投与量では著しい血糖値の変

動は示さなかった．

　一般に言って動物が死に至る程度の量を投与したば

あいに血糖値の上昇も著しい傾向があった．

　いずれのばあいにおいても血糖値の明瞭な下降はみ

とめられなかった．

　以上の実験結果からは血糖作用物質の主体が菌体の

内毒素分画に存在するものであるかどうかという問題

に対する結論を下すことはできなかうた．

　また，投与量の変化に対する反応量の変化が比較的

小さいため，血糖値の変動を連体成分の生物学的定量

に利川することは困難と考えられる．

　なお，菌体成分に対するウサギの感受性は血糖値に

ついても著しい個体差を示すことが明らかにされた．

　文　　　献

1）1．T．　Zekwcr　and　H．Goodell：ノ．伽μ1しだ広，42

　　43（1925）；C。L。　Evans　and　I．　T．　Zeckwer；

　　βγ’ムノ」1ヨ砂．1セ’ん．，8，280（1927）

2）ME．　Delaneld：Z」％’〃．βασ’．，34，177（1931），

　　’ゐf4L，35，53（1932）；Bγ”．　ノ」助．勘’乃．，　15，

　　130（1934）

3）P．Boquet　et　Y．　Izaτd：Co，｝ψ’．　Rθ，3♂，　Soσ．

　　1メ’01．，　145，351（1951）

4）八島巌8口本細菌学雑誌，6，451（1951）

　　　　　　111コ　　　　　　　　孟と，　7，　19（1952）

　　　　　　1司　　　　　　　　説二，　7，　75（1952）

5）措原繁雄，大淵令子：衛生回報，75，299（1957）

6）　Hagedorn・Jensen：8如6んg〃2，ノ1，135146（1923）

7）M．Somogyi：ノ．　Blo’．　C海ε”書．，160，61（1945）；

　　fδ’げ，174，　189（1948）

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月300受付）
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オゾシの殺菌力に関する実験

栗栖弘光・岩原繁雄

　ナゾソが強い殺菌作用をもっことは古くから知られ

ており，実際面にも使用されているが，近年になって

オゾン発生装置が種々の面から改良され，能率よく高

濃度にオゾンを発生させることが可能となり，吾々も

オゾン濃度と殺菌との関係について実験を行なって報

告をしたが1・21，今回は主に理美容器三等の殺菌に

応用するための二・三の実験を行なったのでその結

果について報告する．すなわち，培地上に塗抹した

ル漉705ρ07吻gγρs餌解の胞子に対するオゾン濃度と

殺菌時間の関係，S’砂口yJooocoπs傭γθπ3209　P及び

亙oolfを用いて乾燥状態の菌に対する殺菌効果，生

理食塩液中の菌に対する殺菌効果，及びヒマシ油，椿

油，ポマード，自動車用エソジソオイル等の油類の中

の菌に対する殺菌効果について実験を行なった．

って殺菌効果は急に増大するが，0・3mg／1から0：6mg

／1の間ではオゾン濃度の上昇ほどには殺菌効果の上

昇は見られなかったが，オゾン濃度の上昇につれて殺

薗時間は短縮されることが見られた．

第1表　・協070⑫o物甥8ゆsθπ勉に対するオゾン

　　　　の殺菌効果

＼時間
濃＼（分）

　度＼
mg／へ

0．1

0．15

0．2

0．3

0．4

0．6

　　殺　　菌　　百　　分　　率．

5　　10　　15　　20　　25　　30　　45　　60

一　　45．5　　　－54．5　　　－　68。6　82．397．4

　　　－64．6　　一　　一98．999．599．7

一　　 一96．3　　ニー一　　一99．5100　99，9

－　 91，295　　99．499．7　　一　　一　　一

一　 95．299，499．799．8　　一　　一　　一

34　　88　　　99，8　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

　実験方法及び成績

　1．培地上に塗抹した1匝。70Sρoγ7〃η＆ゆ3甜〃zの

胞子に対するオゾン濃度と殺菌作用の関係

　オゾン殺菌灯はオゾン管形式M型9Wを1灯使用し

一次電圧を50Vから90Vまで変化させてオゾン濃度を

0．1mg／1から0．6mg／1まで変化させた．容器は34

1cm　x　24cm×37cm（約301）の金属製で前面は透明な

合成樹脂板で出来ており，内部はメラミン白色塗装が

してあるものを使用した．実験はル勧γo⑫07π〃z醐ρ・

sθπ〃zの胞子をTween　80を0．2％に加えた滅菌蒸溜

水に浮遊させ，1cc中，約7．6×102から31×102個の

菌液を使用した．

　オゾン濃度は0．1mg／1から0．6mg／1について行な

い，培地はWaksman寒天培地を用いた．培地上に

ル翫γ卿07〃〃28アρsθ襯の胞子を塗抹したペトリ皿を

前記オゾン濃度を保たせてある容器内に置き，一定の

時間オゾンを作用させたのち取り出し，30。48時間

培養し，発育した菌数を測定した．別にオゾンを作用

させない胞子塗抹平板を対照として培養し，これから

求めた菌数と，オゾン作用後，生残った菌数とから殺

菌百分率を求めた．この実験成績は第1表に示す通り

であり，0・1mg／1の濃度では60分間作用させた殺菌

効果は97．4％であったが，オゾン濃度の上昇にともな

　2．乾燥状態のブドウ球菌に対するオゾンの殺菌効

果　　　．

　乾燥状態のブドウ球菌に対するオゾンの殺菌実験は

S’砂乃・砺7θ％s209P株を37。24時間ブイヨン培養

第2表　乾燥・S’砂乃．σ〃γθ％3209P株に対する

　　　　オゾンの殺菌効果

＼時間
濃＼（分〉

　度＼
mg／へ

2

殺　　菌　　百　　分　　率

「5 10　　　15 20

・・6199．81・・1・・1・・1・・

したものを滅菌生理食塩液で稀釈した菌液0．1ccをペ

トリ1皿内面に直接塗抹し，フラン紅中で約1時間放置

して乾燥させた後これを取り出し，約121の木製容器

（30cm×20cm×20cm，内面ポリエチレンシート張り）

を用い，オゾン濃度を0．6mg／1に一定にした中に入

れ一定時間作用させた後ペトリ皿を取り出し，滅菌生

理食塩液2cごを加えて菌を浮遊させた後，普通寒天

培地を加えて混釈して平板とし，37。24時間培養し

発育した母数と対照の菌数とから殺菌百分率を求め

た．実験成績は第2表に示す様に5分間以上の作用で

は100％の殺菌効果を示した．この結果よりブドウ球

HiromitsU　KuRlsu　and　Shigeo　IwAHARA：On　the　Bactericida！Activity　of　Ozone
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菌では普通の乾燥状態ではオズソが殺自作川を示すこ

とが認められた．

3．　生理食描画中の菌に対するオゾンの殺菌効果

ブイヨン培地で37。2畠時間培養した菌液を滅菌生

心3表　水溶液中の菌に対する殺菌効果

オゾン

濃　度

mg／1

0．6

菌　　　菌液cc→
株
　　　水深mm→↓

π．co〃

S々ψノ≧．σ3’γθ2‘3209P

殺

0．5

0，9

茜　　百　　分

1 2

率

4

1．8　　　3．6　　　7．2

100　　　　99．9　　　92．0　　　84。0

100　　　　99．9　　　　93，7　　　　83．5

理食塩液で1万倍に稀釈した菌液を小型ペトリ皿（直

径約2。6cm）に入れて，種々の深さの液層としたもの

を実験2と同じ装置に入れ30分間作用させた後，その

菌液の0．25cc～1ccを採取してペトリ皿に入れ培地

を加えて混釈し，平板にして37。24時間培養した後

発生した菌数と対照の発育菌数より殺菌効果をしら

べた．その成績は第3表に示す．液層の深さが約0・87

mm以下ではオゾンの作用により強い殺菌作川が見

られたがそれ以上の深さでは大きな殺菌効果は得られ

なかった．

　4．油の中に混在するブドウ球菌に対する矛ゾンの

殺菌効果

第4表　油の中に混在するS’o助．儲γo％s209　P株に対する殺菌効果

塗抹法
油の種類↓

対　時
ﾆ　間ﾛ　（分）↓数　　→

生30 残60 菌120 数240

　　　　　ヒ　マ　シ　油

　　　　　椿　　　　　油
培地面
　　　　　ポ　マ　一　ド

　　　　　エソジソオイル

　　　　　ポ　マ　一　　ド
ガラス而
　　　　　エンジンオイル

約10000

約10000

約10000

約10000

　　0　　　　0　　　　0

　25　　　　55　　　　60

　51　　　　0　　　　0

約10000　約10000　約10000

　　0

　16
　　0

約10000

約10000

約10000

　　0　　　　0

約10000約10000

0

0

0

0

　ヒマシ油，椿油，ポマード（植物油製品），および自

動車用エソジソオイル（酸化防止剤混入製品）を選び，

これ等に凍結乾燥したS’4ρ乃．醐7θ％3209P株の粉末

を少量加えて良く混合したものを，表面を乾燥した培

地平板に一白金耳塗抹し，全面に広げて薄膜状にした

ものをオゾン濃度を0．6mg／’に一定にした容器（約12

’）の中に入れ各時間作用させた．（ポマード及びエソ

ジソオイルは更にペトリ皿内面に直接塗抹し薄膜にし

たものについても試験を行なった）．37。24時間培

養して発生した菌数と対照平板の発育函数から殺菌効

果を検べた。その結果は第4表に示す様にヒマシ油で

は30分間の作用で殺菌されたが，椿油では殺菌効果が

劣ることが認められた．ポマードでは1時間の作用で

殺菌されたが，エンジンオイルは殺菌効果は余り認め

られなかった，ペトリ皿に直接塗抹した揚合もほぼ同

じ様な成績を示したがエンジンオイルでは2時間以上

の作用で殺菌効果が認められた．

　む　す　び

　1）　オゾンにより　ルπ070Sρoγκ甥8｝φsθ2切3を殺菌

するには0・3mg／’程度以上の濃度で使川するのが濃

度及び作用時間から見て適当と考えられる．更に短時

間の殺菌を目的にする揚合には更に高濃度のオゾンを

使用する必要があると思われる．

　2）　普通の乾燥状態の菌でもオゾンにより殺薦する

ことが可能と考えられる．

　3）水中にある菌に対しては，オゾンの殺歯効果は

期待できないと考えられるが，特に液層が1mm以下

の場合では殺菌することが認められた．

　4）　油等と混在する菌に対してはポマードの様な粘

度の高い汕でも薄膜状になり且つ酸化される性質のも
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のでは殺菌作川を示したが，酸化しにくいエソジソオ

イルの様な鉱物油とか，同じ様な性質を持ったもので

は殺菌されにくいことが認められた．

　本実験のオゾン濃度は電気試験所加納享一氏の測定

結果にもとづいた．

文　　　献

1）加納享一・，岩原繁雄，栗栖弘光；公衆四坐，24，

　507（1960）
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肉類に発生した糸状菌（第3報）
C毎ysOSρ07’〃彿ρση1zo7％辮のプロテアーゼ

稲　　垣 尚　　起

　糸状菌の産生するプロテアーゼについては多くの研

究があり，近年急速な進展をみせている．その対象と

なっている糸状菌の種類も／1砂θ79”粥，勲耽謝襯，

R肋ρ勿ε，勘θ認0鋭ア0θS属菌1・2｝などにわたってい

る．

　著老は牛肉上に発生した糸状菌を分離培養し，その

分類学的検索を． sった3｝が，さらにそれら分離糸状菌

の蛋白分解性の調査を試みた結果，アルカリプロテア

ーゼを強力に産生する1菌株C”yso⑫oガ〃〃zρσ勉。一

γπ2πを見出したので，その菌学的性質，培養，酵素

活性などについて報告する．

　実験材料および方法

　1，使用菌株　　1960年，と場冷蔵室内の牛肉上に

発生した糸状菌中，A吻γ短〃螂1，　P厩f6〃珈〃35，

Yeast　2，　Mucorales　1，その他の不完全菌6菌株の計

15菌種を使用した．

　2．　培地および培養方法

　（1）培地　各菌株中，・4蜘プ9躍％s，，恥π痂1伽〃zは

Czapek液体培地（pH　4．8），他はポテトグルコース

液体培地（pH　5．4）を使用した．』

　（2）培養法　各液体培地を200m’容三角フラスコ

に50m1宛分注し，滅菌したのち，斜面培養した各菌

株を1白金耳宛接種し，25。で振とう培養（振幅5cm，

振とう数115回／分）した．

　3．酵素液　　培養5日後，冷却してから遠心分離

または游過して菌体などの固形物を除去した培養液を

用いた．

　4．蛋白分解力の測定法

　（1）カップ法　ペトリ皿に2％寒天液20m1を流し

込み，固化後，カゼイン1％を含む1％寒天液（燐酸

緩衝液でpH　5．5にする）5m1を加えて固化させた

のち，カップを静置し，その中に酵素液を充たす．

35。で20時間放置後，カゼイン消化部の透明円直径を

測定し，酵素活性の有無および大凡その強さを知っ

た．

　（2）カゼイソーFolin法荻原のカゼイソーFolin比

色法を若千修正して使用した．酵素液1m1に1％カ

ゼイン溶液3m1（各pHに緩衝液で調節）を加え，35。

で30分反応せしめる．正確に30分経過後，反応液に蛋

白沈殿試液（0・4MCCI3COOH）3m1，を加え，35。で

20分放置したのち，生成せる蛋白沈殿を游興する．源

液1m1は純水1m40．55：M　Na2CO3溶液5m1およ

び3倍稀釈のFolin－Ciocalteu液1m1を加え，350

に20分間放置すると，混合液が青色を現わすからその

吸光度（波長660mμ）を測定し，聖画値を差し引いて

補正値を求めた．盲験には酵素液一蚕白沈殿試液一カゼ

イン溶液の順に混合したものを用いた．

実験結果　　r㌧

1．　カップ法によるプロテアーゼ活性のスクリー二

第1表　牛肉から分離した糸状菌の蛋白分解力

菌 種 名 四明円直径（〃2〃2）

P診πfo〃珈〃z”’γ’4ゴ。α伽〃2

P槻’o〃伽卿の・01ψf2’2η

P診〃foゴ〃珈〃2〃ηγ’θ〃3ff

泓’θγ”αγfσ’θπ癖3

勘翅ρρ加7σερ．

　　　　　　　　ノC加θ’05砂1π甥．ルθ59π∫f

C耽y参0⑫0プ加η勿辮07％解

14

12

16

12

24

12

34

Naoki　INAGAKl＝Fungi　Growing　upon　Cold　Stored　Meati　IIL　Protease　ofαηso｛ψ07伽辮加階oγμ吻
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ング　　カゼイン消化部の透明円直径の測定結果より

供試15菌株中，6菌株がプロテアーゼ活性を有するこ

とが明らかとなった．

　2．　カゼイソーFolin法によるプロテアーゼ活性の．

測定　　前項の試験結果からプロテアーゼ活性の認め

られた菌株についてカゼインーFolin法でそれらの

活性を測定した．pH　6．0で測定した結果，　C乃ηso3ρo・

γ珈〃zραπη07κ翅工一112は強力なプロテアーゼ活性を

示したが，他の菌株では本法によって活性測定は不可

能であった．

　3．C肋ッ30⑫oγ勿溺」島¢〃7zo耀彿の菌学的性質

　本月の分類学的性状の詳細についてはさきに報告し

たが，わが国で初めて分離記載された菌種で，椿4】は

南極の土壌より分離している．共に冷所より分離され

たことより，本菌の発育と温度の関係を観察した．本

歯の発育は20。で最も良好，25。が次いで良好，150も

かなり良好であったが，30。では不良であった．従っ

て本菌の発育に対する最適温度は20。附近，最高温度

は30。附近，最低温度は5。附近である．

　4．C”アso3ρor’％初加ππ07π，ηのプロテアーゼ活性

　（1）プロテアーゼ活性に及ぼすplIの影響

　Gけy305ρ0γ珈彿加ππ07π摺がプロテアーゼ活性を

有することを知ったが，これらの性質を明らかにする

ため，まつプロテアーゼ活性に及ぼすpHの影響を調

べた．活性の測定はカゼインーFolin法を用い，次の

ような緩衝液を使用した．酸性側：グリシンー塩酸，

中性側＝燐酸ソーダ，　アルカリ側：グリシンー水酸化

ナトリウム．この結果は第1図に示す通りでσρσπ・

”o物”3のプロテアーゼは至適pHが9．0附近に存在

するアルカリプロテアーゼであることが明らかになっ

た．

　臥0
’プ

9
手α8

写

糊α6

霞

光α4
皮

）
　0，2

　　●

／

　②　プロテアーゼ活性に及ぼす時間と温度の影響．

　まつ，プロテアー・ゼ活性に及ぼす作用時間の影響を

pll　9・0，35。で検討した．その結果作用初期40分間に

おいては活性度は時間に比例する’ことが認められ，1

～2時間後に最高のプロテアーゼ活性を示した．髄

　つぎに15。，25。，35。，45。の各温度でそれぞれplI

9．0，30分作用させて活性度を測定した．その結果，

この条件下では25。より45。までの間では温度の上昇と

ともに活性度は高くなる，40。と45。においては活性度

に殆んど差はなく，この附近の温度が最適温度である

と考えられる．

　（3）培養中のプロテアーゼ活性の変化（λρ伽，20耀祝

を150m’の培地に坐育させて経時的に試斜を採取し，

プロテアーゼ活性を測定した．節4図はこの結果を示

している．図より明らかなように活性は本菌の‘k育に

つれて経時的に増大し，5～6日前後が最高になっ

た．すなわち生育が対数期から定常期に移行した直後

が最も活性の強い時期であると考えられる．

　　　　　　　　　　　　　　X　7。ロテアーゼ’滝魍L

　つ。

　畢

一蓬

難性

違03

α2

α1

pH ｨ
　琴

ザ

13
2

1

　　　　　　　▲菌体量

　　　　　　　・pH

　　　　　　　　A
　　　　　　　　　　～．

　　　　　　　　　ム　　　　　　　　＿．＞hく：
　　　．／

／　　　’

　　　く

8㍉
．！

●

＼

　　　　34567391011
　　　　　　　　　　pH

Fig・L　プロテアーゼ活性に及ぼすpllの影響

　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　2　　4　　6　　8
　　　　　　　　　　　　　　日　数

　　Fig．2．培養中のプロテアーゼ活性の変化

　（4）プロテアーゼの安定度に及ぼすpllの影響

　この酵素を詳細に検討するため，まつ安定度に及ぼ

すpllの影響を調べた．すなわち酵素液を塩酸およ

び水酸化ナトリウム液で所定のpllに調節し，20時間

放置した後，冷却しplI　9。0に再誹司節する．カゼイン

ーFolin法で活性の測定を行い，残存活性度を調べた，

使用した酵素液は培養液を硫酸アンモンにて塩析した

のち，析出物を蒸溜水に溶解し，流水に対して一夜，

蒸溜水で12時間と十分に透析したものである．pll　4・0

～7．0では殆んど100％近くの残存率を示したが，8．0

～10，0では95～75％失活が認められ，3．0および11．0

ではほぼ完全に失活した，また緩衝液を用いた場合で
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もpH　4．0～8．0では失活は認められなかった．培養中

においては第4図で明らカ、なように培養液のpHはこ

の安定pll域に保持されていることが明らかである．

　㈲　プロテアーゼの安定度に及ぼす温度の影響　こ

の酵素の安定度に及ぼす温度の影響を調べるため各温

度の水浴中に10分間浸漬したのち，直ちに冷却しカゼ

イソーFolin法で残存活性を測定した．その結果40。で

も10％ほど失活し，60。では95％失活することが明ら

かとなった．

　考　　　察　　　　　　　　　　　　・

　糸状菌の産生するプロテアーゼに関する研究は古く

からおこなわれており，A蜘78pf伽s四月ではかなり

詳細に倹討されている．また糸状菌産生プロテアーゼ

の分類に関しても松島51によって大体pll　2～3で作

用する酸性プロテアーゼ，pH　5附近で作用する微酸

性プロテアーゼ，pH　7附近で作用する中性プロテア

ーゼ，さらにアルカリ性で作用するアルカリプロテア

ーゼの4種とされている．α名y30砂07勉〃2属菌の産

生するプロテアーゼに関する研究は未だみられない．

本実験においてCραππor7〃ηの産生するプロテ．アー

ゼはpH　9・0附近で作用するアルカリプロテアーゼで．

あると考えられ，かかる糸状菌が冷蔵中の牛肉に発生

していることから変敗に：大きく関与することも想像さ

れ，品質および食品衛生上に大きな危惧をいだかせる

ものである．
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有機錫化合物の防実力試験

宇都宮則久・穐村多美

　今日までに非常に数多くの，一般にR4Sn，　R3SnX，

R2SnX2，　RSnX3であらわす有機錫化合物が合成され

ており，dibutyltin化合物などは塩化ビニル樹脂の安

定剤，ゴムの抗酸化剤，重合の触媒として工業的に多

量に用いられている．その他に家畜の駆虫剤，防微声

などとしても用いられ，，・一部の化合物についてはかな

りの効力があると報告1・2｝されているが，わが国にお

いて実際に用いられるようになったのは最近のことで

ある．弓削3，，宇都宮4｝，坂部51らはbis　tributyltin

oxideについて検討し，優れた事解性と衛生加工剤と

して利用しうる可能性があると報告している．われわ

れは布地などに対する防徽剤を検索する目的で，新ら

しい8種の錫化合物を含む15種のtributyltin化合物

について，16種の糸状菌に対する防徽力の試験管内試

験を行なったので報告する．

試料および試験方法

1．試　料

分与を受けた試料はtributy】tinのエステル型

　Norihisa　UTsuNoM：YA　and　Tami　AK1MuRA：Fungistatic　Activities　of　Organo・Tin　Compounds

〔（C4Hg）3SnOCOR〕6種，エーテル型〔（C4Hg）3SnOR，

（C4Hg）3SnSR〕3種，ハロゲン化合物〔（C4Hg）3SnX〕

5種およびbis　tributyltin　oxide（TBTO）であり，

sodium　pentachlorophenolate（PCP・Na），　phenyl・

mercuric　acetate（PMA）と比較した．

　2，検液の調製

　水に均一に溶解しない試料については高濃度のアル

コール溶液をつくり，tween　80を加えたのち滅菌し

たワックスマン液体培地で無菌的に稀釈し，5，6，

7，8，9，10，20……100，200，……500万倍の各

段階の稀釈液をつくった．ただしアルコール濃度は1

％以下，tween　80は0．02％以下になるように調製し

た．試験管に10m1ずつ分注し，無菌であることを確

かめた．

　3．供試菌，接種薗液および試験方法

　主にJISカビ抵抗性試験方法6［記載の糸状菌を用い

た．

　腋‘ooγψ吻soθ〃s（ハf15ρゆ　　　　　　　．

　1～〃2ψ〃∫．〃’8γ’oαπsS．ム乙32（π．，2’8　）
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11幼θ7」g〃z6sプZσ〃24s　ATCC　9643（A．1zσ．）

∠45勿卿Wπsヵ‘吻忽σ伽smM2612（Aル溺⇒
∠4s勿卿沼π5π」邸g7　ATCσ6275（A．，2f8．）

4膨r」¢伽s’θγγθπsω．∫θγウ

P伽fσ〃如甥of〃∫πκ7πATCC　9849（」R　ofム！1TCC）

．P診漉。〃ゴμ翅‘∫〃∫朋〃3　NRR乙607（P．σゴ∴NRRL）

髭πゴof〃加ππo’α’π窮（Rπo’・）

C‘σ405♪oγfκ〃3乃θγδσγ34甥」乙4Af　Fl　517（C・1昭7ρ・）

1勉4sαrカ〃η7ηoπ〃’1bγ”z9　σSZ）！11004．1（F．　，’20，♂●）

Pπ〃～‘如7fσメ）ε‘〃2〃απs　1ン1ル乙F24（Rρκ〃．）

Cみσg，αηf2‘η38，0ひosμη3／1　TCC　6205（C．8‘o．）

物γo’みθof徽πびθγ7πcαrfσこ1S1）！11334。2（1し21．ε，｛？γ．）

T7fo乃oρ勿7’oπ7ηθπ’σ8γoφ三二sムb。5809（コ「．2，τθ2‘’．）

Tプ’‘乃。ゆ乃；y’oπη‘δγπη雷バリ。6203（：Z～γ2必．）

　バレイショ煎汁寒天培地で，28。，7～10日間培義

した新鮮胞子4白金耳を湿潤剤添加殺菌水6｝10m1に

浮遊せしめた接毬菌液を1滴（先端の細いメスピペッ

トによる）ずつ各試験管に接種したのち28。で14日間

培養した．

　4．判定
　肉眼的に糸状菌発育の有無を，試料を含まない培地

における糸状菌発育と比較して判定し，糸状菌発育を

抑制した最高稀釈倍数をもって結果を表わした．

　実験結果および考察

　実験結果はTable　1に示すとおりであり，エステ

ル型試料ではtributyltin　palmitateをのぞく他の5試

料がTBTOとほぼ同じ防徽力を示し，エーテル型試

料ではtributyltin　phenoxide．　tributyltin　p・creso1・

oxide，　tributyltin　benzylmercaptideの順にこれも

TBTOとほぼ同じ効力を示した．またハロゲン化合

物ではtributyltin　chlorideについでnuoride，　bro・

ide，　iodidemも，いずれもTBTOに近い効力を表わ

した．また前記各試料の防旧習はtributyltin　palmi・

tatcをのぞき，いずれもPCP・Naより明らかに高く

PMAよりも高い．われわれの得たtributyltin　ace・

tateのR．，¢忽，　A，z忽に対する結果が　van　der

Kerkら2｝の結果よりも低いようであるが，対照にし

たPMAの結果から比較検討すると，この相違は試

験方法，培養方法の違いに由来すると思われる．また

tributyltin　oxideのR．π’＆，　A．ノ初π．．／L！θr．，ハ

cf’・，1λ〃20π・，　Rρ～‘鼠，　C．、g‘o，などに対する防徽力が

坂部51の報告にみられる結果より若干高いが，これも

同様の理由からであると考える．

Table　1． Ilighest　dilution　of　tributyltin　compσunds　and　other　fungistatic　agents

inhibiting　the　growth　of　the　test　organisms

Type
（C411g）3Sn㏄OR

（C411g）3SnOR

盤）・ （C411g）3SnX
o ＜ 醒

　　　　　　R

rtrains

缶1 59 嶋＊

ﾔ？

匹＊

ﾔ？
　＊

|冨
}国

＊嶋
ｩ。

＊喝＊噸谷＝　　＝橘

g帽
㌔ピ

?ｰ
F． CL Br．1．（CN）

←国←

Σ氏 或8

104 104 104 104 104 104

一 戸、砿sρ． 20 9 50 50 く8 30 20　40 10 40 20 30　40　20 20 20 ＞50

R．π’8， 90 50 30 50 9 70 100　60 70 60 100 80　70　70 100 10
5

∠4．砺． 90 60 80 90 ＜8 50 100　50 40 100 100 70　90　90 70 40
6

11．．伽π， 40 20 40 30 〈8 30 20　20 20 10 30 10　10　20 50 30
7

4．”忽 90 50 70 60 〈8 40 90　20 30 40 90 一　　40　80 80 70 6

ム，’θグ． 90 50 80 80 9 60 80　30 30
一
90 70　60　80 100 30

5

Rσ露．！1T（℃ 30 50 80 80 〈8 50 60　20 30 40 90 30　50　60 200 30
9

P．‘f’．ムπRR乙 40 40 100 100 く8 60 50　40 30 60 100 30　60　80 90 20 10

P，〃。’． 40 50 70 80 く8 40 50　40 50 60 90 30　40　80 60 20
9

C．加プ． 100 100 80 100 9 100 100　60 60 400 100 100　300　90 300 60 10

F．鋼。π． 50 9 20 50 ＜8 70 30　20 30 60 70 50　30　40 70 ＞m
6

Rρκ〃． 100 40 80 50 9 70 300　60 60 200 100 100　100　100 90 50 6

C，810． 200 100 100 200 40 70 300100 100 400 500 300　300　80 400 30 30

ルf．ρ67． 200 100 100 100 100 300 幽500200 100 400 400 200　400　90
300 ＞1DO 10

T．窺θη∫． 30 30 30 50 く8 10 20　40 30 5Q 30 10　20　40 30 80 50

T．γ2‘δ． 200 100 90 100 9 70 200　90 100 100 100 100　100　90 300 80 ＞50

＊；new　compound
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　結　　　諾

　15種のtributyltin化合物の16種の糸状菌に対する

防徴力を試験したところ，tributylt量n　palmitateを

のぞいてこれらの化合物の防徽力はほぼ同じで菌種に

よって20～400万倍稀釈溶液において糸状菌を抑制し

た．

　稿を終るにあたり，これらの化合物を合成された大

阪市立大学理工学部教授熊田誠博士に対し深謝し，ま

た御指導と御校閲を賜わった国立衛生試験所大阪支所

長命川俊太郎博士に対し感謝します．本報告の概要は

第14回日本薬学大会（1961．7．21）において発表した．

文　　　献

1）R．K．　Ingham　et　al：C加〃3．　Rθか．，60，460（1960）

2）Van　der　Kerk　and　Luilten：五！1月前C加初．，

　4，314（1954）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

3）弓削治：染色工業，8，465（1960）

4）宇都宮則久：日本公衛誌，8，83（1961）

5）坂部フミ：衛生試報，79レ169，171（1961）

6）日本規格協会：JIS　Z　2911（1957）

　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

インド薬用植物探査報告

木 村　　碩　　志

　今回日本熱帯医学会および東京新聞の後援を得て，

1961年12月24日から1962年4月11日の問，中南部イン

ド学術探査隊（隊長西丸震哉）に参加し，主として薬

用植物および古代より伝わるインド古医学Ayurveda

に使用する薬草療法の調査と，各地大学，研究所を訪

問したのでその概要を報告する．

　コースは特別に改装されたコンマース（小型パス）

2台でCalcuttaを出発し，インド全土（Calcutta－

Dandakaranya－Madras－Cape・Comorin－Ootaca・

mund－Mysore－Bangalor－Bombay－New　De111i

－Lucknow－Benares－Calcutta）を一局し，再び

Calcuttaへ，73日問1万1千粁の旅であった，

　Calcuttaでは税関手続の間を利用して，下記の大

学，研究所，植物園を訪問し，インドー周を前にして

大変有用な予備知識を得た．

・UniverSityl　College　of　Science　and　Technology

　（Prof．　Dr．　A．　Chatterjee）』

・School　of　Tropical　Medicine（Dr．R．N．　Chudhuri）

・Institute　of　Hygiene　and　Public　Ilealth（Dr．　N・

　Jungalwalla）

・Royal　Botanic　Gardens

　Dandakaranyaインド政府のダソダカラニや開発

局の好意でジープ2台，案内人，コック，ドライバー

を提供していただき約2週間にわたって薬用植物の調

査をした，この地区にはアディパシイという語族に近

い原住民が住み，．彼等は薬草を使って病気の治療をし

てをり，古く’か：ら伝承されている彼等の療法の中には

丁〉ド探：査：1コース　1～4．

一見幼稚極まるものもあるがこれらの中には近代医学

薬学のメスを加える事によって，何らかのヒ’ントが討

ちれるものと思われる5甲地区で高血圧の治療および

精神安定剤の原料に使用’される1～σ謝。疏σsθ卿解伽σ

Hiroshi　KIMuRA：Expedition　Report　on　Indian　Medicinal　Plants
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が野生でかなり繁茂しているのを発見，またセリ科の

Brahmi（（必’～’6～勘σ5’認’αz　Urb．）は記憶がよくなる薬

草：といわれている．同地区で薬用植物約30数種類と植

物数十種を採集，代表的なものは次のとおりである．

　（名前）

Anala

Basongo

Tulashi

Musllakan

I鉛rakoli

Ankarnti

Gggaisha

Mahala

Tabaco

　（薬用部分）

全　草

全　草

薬，果実

小

葉，果実，樹皮

全　草

全草
木　飼

葉

Lecoliorria葉

Bura　　　根
Sugaudhi　’根

Bena（Khas）根

　　（薬効）

頭痛，ヘアトニック

のどの痛み

のどの痛み，ゼンソク

淋病

胃病

強壮剤

頭痛

歯みがき

頭痛

しゆよう

淋病

胃病，強壮剤

香料

Table　1．

Satabari　　　転職

Dbataki　　花

Rauwolfia　serpentina

　　　　　　根

Brahmi　全草
etc．

Academy　of　Ayurveda

強壮剤

ゼンソク，月経

血圧降下，蛇毒

レプラ，記憶を強める

Vigiayawadにあるア

ユルベーダの研究所でアユルベーダで使用する医薬品

を研究しており，Madhu　sohee（S脚〃厩。〃”o　L．ユ

リ科）の根は内服によって皮ふ病を治療するといわれ

ている．またMarking　Nut（Sθ〃1f6σγ勿sσησ‘α7ゴf3‘〃3

L．ウルシ科）の実は悪性しゅようおよびガンに宿効と

いわれている．瓜の一・種Pumpkin（・8θπfπoαsσ海幼∫・

4αCogn．）のジュースは下熱剤に使川されていた．

　Madra8　南部インドの坐薬の集散地で製薬会社，

研究所，生薬屋等が集まっており，ここで十数種類の

生薬を収集した．

Collected　Crude　Drugs　at　Madras

Vinca　rosea（Z，0σ乃π¢γα　γ030σ）Reichb．　（キョウチクトウ科）

Nux　Vomica（S妙。伽os、M塀”o雁。αL，）　（フジウツギ科）

Senna（Cσssfασ〃8ws∫〃b1∫σVah1．）　　　　　（マメ科）

Derris（1）977’sθ〃ψ’fcαBentham・）　　　　（マメ科）

Galangal（助）fπfα8α1απ8πS・W．）　　　（シコウが科）

Karai（q鯉γ2‘sγo々‘，34ε‘s　L）　　　　　　　（カヤツリグサ科）

Rσ駕ωo〃言σ6απθ5‘9η3　　　　　　　　（キョウチクトウ科）

Indian　Senega　　　　　　　　　　　　　　（ヒメハギ科）

Di11（4η酌κ〃38γ⑳601θπsL）　　　　　　　　（セリ科）

Poonseed　oi1（αz1⑳勿砺〃2」防ψ勿〃μ彿L）　（テリハボク科）

Ashwrgand（俄’加πfαso翅π㌍γσDuna1）　（ナス科）

　Jagachawa　Rajinda　Institute　of　Indian　Medi・

cine　BangaloreにあるAyurvedaの病院で，医師

22人，ベッド200を有し，インド古医学のAyurveda

の療法のみを使用して治療している．従ってここは薬

草療法がかなり多く用いられている．例えば子供の気

管支炎，マヒにCγ’π7‘溺αsfα’ゴ63〃ηLinn・の薬を用い

たり，As’θ7‘’oσ，”昭’o，’g⑳”σNeesの油を手足のマ

ヒの時に使い，マメ科のCOμ50gγσDc側5Sα如のフレ

ッシュジュースは高血圧に副作用なく，イ∫効で，ま

た，乙伽‘κsCθρ加’o’θsの葉は黄疸，風疹に有効とさ

れている，

　Natioml　Chemical　Ladoratory　Poonaにある

国立綜合化学研究所で所長はVenkataraman転位で

有名なRrof．’Dr．　K．　Venkataramanである．ここ

では新しい還元剤Zinc　Chloride・Phosphorus　Oxy．

葉，茎，根

回　子

　葉

　三

根　茎

　根

　根

　根

側　子

種　子

　根

糊ガン性

ホミカエキス

緩下剤

農業の殺虫剤

芳香健胃薬

健胃薬

インド蛇木に同じ

去疾薬

芳香，駆風薬

慢性疵癬

リウマチ，神経痛

chloride）によるWarfarinの合成，ジや香の合成，

また一新Sesquiterpcneの構造決定等の研究が行な

われており，活気があふれていた．

　Bombay　インドにおける生薬の集散地で多くの研

究所，帰順，生薬展が集まっている．同地区で約30放

種の薬用植物を収集した．

Table　2，　Collected　Crude　DruZs　at　Bombay

Kurchi　bark（Conessi　Bark）　アメーバ赤痢

Belladonna　Leaves　　’ベラドンナエキス

Brahmi（Centella　Herba）　体質改善，記憶を良く

　　　　　　　　　　　　　する

Nux　vomica
Vasaka（Adhatodae　folia）

Serpentina（Rauwo1行a）

Senega（Chinensis）

Senna　leaf

ホミカエキス

去擁剤

血圧降下，精神安定剤

去疾剤

緩下剤



木村：インド薬用植物探査報告 101

Scilla　White（Urginea）

Euphorbia　Herb

強心利尿薬

下剤，皮フ刺戟薬
Aristolochia（Sarsaparilla）変質剤

Ashoka　Bark

Lobelia　Herb

収飲剤

呼吸麻痺

Gentian　Roots（Pakanbed）苦味強壮剤
Rhubarb
Valeriana

Punadnava（βo〃加ωfσ4漁5σL．）
Stramonium
Kino

Pyrethrum　nowers

下剤

ヒステリ性の憂ウツ症

　　　　　水腫’

抗痙レソ回

収飲剤

殺虫剤
Jatamansi（ム受τ740∫’σ6ルysノα8σ〃3α7露5∫DC．）

　　　　　　　　　　　　神経痛，

　　　　　　　　　　　蛇毒の研究で世界的に有名で

Louis　Pasteurの門下のHaffkineが1893年Bombay

にコレラの研究に来て，同研究所の基礎を作り，現在

蛇轟のワクチン等を作り，インド保健衛生のため大い

に貢献している．

　New　Delhi　ネール首相と会見，隊の成果につい

て報告すると共に薬用植物の国外持出し許可を御願し

Podophyllum（lndicum）

Glycyrrhiza　Root
Gulevel

Aconite

Ha1fkine　Institute

強壮，興奮剤

潟下剤

解熱剤，強壮，催淫剤

強壮，抗間獄薬

　　リウマチの鎮痛薬

許可された．

　Luck皿ow　National　Botanic　gardensにProf．

Kaulを訪問，持参の日本産薬用植物種子および日本

植物図鑑とインド産薬用植物種子約60種とインド植物

図鑑の小冊子60数冊とを交換した．また，同植物園附

属研究所を見学，同所ではインド三木の発芽試験，制

ガン性を持つL吻θσ海η説σの成分研究が行なわれ

ていた．

　Central　Drug　Reseasch　Instituteを訪ね，所内

を見学，インド薬学の中央機関で，Ayurvedic　Medi・

cineを正統な科学的な考え方に基づいて研究し，そ

の実効を動物および臨卑実験によって裏付け，実際に

役立てようとしている．

　結論　以上の成果を一応要約すると，

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

収集インド産生薬　　　　　　約90種

薬用を含む収集植物種子　　．、約70種

薬草を含む採集植物　　　　　約4～500種

Ayurvedic　Medici皿e　　　　約30種

インド植物小冊子　　　　　　約70冊

薬用植物文献　　　　　　　　5冊

写真（カラー，モノクロム共）約50本

（昭和37年4月30日受付）
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抄 録

　A男idoquinolineおよびazidopyridine誘導体（第

3報）　3・，2・および5・azidoquinoline　1・oxide誘導

体の合成

　神谷庄造：薬誌，81，1743（1961）

　（1》3・aminoquinoline（1）をジアゾニウム塩（皿）

とし，これを塩化第一錫で還元し3・hydrazinoquino・

1hle（皿）とした．．（皿）は亜硝酸で3・azidoquillolinc

（W）となり，氷酢酸・過酸化水素水で3・azidoquino・

line　1・ox1de（、皿）となる．同様にして3・aminoquino・

1ine　1・oxide（V）より（VI）および（珊）を経て（、皿）が鴛

られる．

＜＜一NII・IIN。、
1

　＼N”

（．工）

一一・
t！
紬一N2C11
　N！
（皿）

里・○◎燗2璽ξ○◎鵡
　＼N”

（皿）

＼Nグ

（IV）

lil、o、．A、Oli

↓

ノ＼／＼一

　＼N！

　↓

　0
（V）

1一一一u
Nll・IINO，

ノ＼／＼．N2CI

1＿＿
SnC12

　N”
　↓

　0
（、T）

・∩〈1聾聾○り覗
〉＼Nク
　　　↓

　　0
　（、皿）

＼Nノ
　↓

　0
（、皿）

　G皿）＆ま光分角解｝こより　3，3ノ質azodiquillolinc　1，1ノ｛】io層

xideとなり，本品はまた3・hydroxyaminoquinoline

1・oxideを酢酸中塩化第二鉄で酸化しても得られる．

　G皿）は求核的置換反応に強く抵抗し，5％メタノー

ル性カリと封管rlI，　130～140。に加熱して（V）を42％

生成する．

　（2）全く同様にして5・aminoquinollne（IX）より，

hydrazino体（X）を経て5・azidoquinolineを合成

し，さらに5・azidoquinoline　1・oxide（XI）とした．

　5位azide塞はN－oxide　groupの影響をうけず，

3位azido基よりさらに不活性であり，　その性質は

芳香族azidQ化合物に属する．（XDを封管中5％メタ

ノール性カリと150。に加熱しても5・aminoquinolinc

1・oxide　23劣を生成するにすぎない．また溶液中光に

対しても安定である．

MI2

ウ◎器一

（1X）

NHMI2　　　　　N3
ウ◎1…ii撫◎◎

（X）

　　占

（皿）

　（3）2・amilloquinolille　1・oxideをジアゾニウム塩

とし，これにsodium　azideを反応させたが2・azido・

quinoline　1・oxide（刈）は得られなかった．ついで

2・chloroquinoline　1・oxide（XIII）とsodium　azide

をメタノール・エタノー・ル溶媒中で加熱し（刈）を合成

した．本反応の得量悪く，往々carbostyrilおよび

2・aminoquinoline　1・oxideを坐成する．（組）は活性

大であるため純粋に取り出すことができなかったが，

そのIRスペクトル（N3：2215cm－1）とbenzeneで

再結晶すると窒素ガスを放出し2・aminoquillolhle

1・oxideとなる点より証明した．

　（XIII）は　2・chloroquinoline　を　trinuoroacctic

acidまたはmonochloroacetic　acid　r11，過酸化水素

で処理し，一水塩として得られた．

　（XIII）にエタノール中，　hydrazine　hydrateを反応

させると脱酸素をともない2－hydrazinoquinolineお

よび2，2ノ・hydrazoquinolineとなり2・hydrazinoqui・

noline　1－oxideは得られなかった．
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○◎℃1蟹
（x嘉）

ノ＼〈
U。〈NHN査，

　　　　HNO2
　　　↓

＜＜

＜＜ m．
’＼／へN〈NHNH〈N／〉

〉＼N〈N
　　　　I　　　！

　　　　N；N

　非水溶液滴定　　　　　　　．

　鹿島　哲：最新の分析化学，有機分析・特集，第13

集，　110（1961）

　入門的な総説，まえがき，溶媒，酸塩董，滴定法，

各論および文献（230）よりなる．

　非水溶媒滴定

　鹿島　哲；分析化学進歩総説，1961，38R

総説．1960年末までの進歩を述べる，酸塩基の強

さ，溶媒，試薬，終点決定法，滴定方法および文献

（240）よりなる．

　　　MicrocLemical　Detection　of　PLenols　Using

　lon・Exchange　Resin　Grains

　　Akio　TuJI　and　Hidetake　KAK川ANA：ル伽γ06海’
　ηzfcα　・4c‘α　　1962，　475．

　　　By　using　colourless，　strong且y　basic　anion－

exchange　resins　with　low　crosslinking，　in　the

colour　reactions　of　phenols　with　p・nitrobenzenc・

diazonium　salt　in　alkaline　solution，　and　with

・pentacyano　iron　complex　salt　and　hydroxylamine

　hydrochloride，　both　the　sensitivity　and　selectivity

　of　these　coloUr　reactions　can　be　increased．

　　　The　most．suitable　conditions　for　the　tests

were　established　by　examining　various　factors

　affecting　the　intensity　of　colouration，　such　as

the　ionic　forms　of　the　resin，　the　type　of　the

　resin　and　the　concentration　of　reagents　ctc．

　　　T血ein且uence　of　the　presence　of　inQrganic

acids，　alkalies　and　salts　was　examined．

　　　Test　with　p・Nitrobenzenediazonium　Salt＝A

few　grains　of　resin（chloride　form，　lower　cross・

　1inking，　strong且y　basic　anion・exchange　resin，30

～50mesh）and　a　drop　of　the　test　solution（neut．

　ra1，　weakly　alkaline　or　dilute　alcoholic　solution）

are　mixed　in　the　depression　of　a　white　spot

　plate。

　　After　about　15　minutes　a　drop　of　p・nitrQbenze・

　nediazonium　salt　solution（freshly　prepared　by

mixing　equal　volumes　of　1％P・nitoroaniline　in

dilute　nitric　acid　1％sodium　nitrite　solution）

and　a　drop　Qf　10％sQdium　carbonate　sQlution

are　added．　When　phenols　are　present，　the　light

yellow　colour　of　the士es五n　grains　changes　insta・

ntly　to　lightyellow　orange，　red　or　violet，　depen－

ding　on　the　quantities　and　nature　of　the　pheno1．

　Test　with　Pentacyano　Iron　Complex　Salts　and

Ilydroxylamine　l　Place　a　few　grains　of　resin

（pentacyanoaquoferrate（II）form，10wer　cross・

linking，　strongly　basic　anion噛exchange　resin，30

～50mesh）　and　a　drop　of　the　test　sQlution　in

the　depression　of　a　white　spot　plate．　After　about

15日目nutes　add　a　drop　of　3％hydroxylamine

hydrochloride　solution　and　a　drop　of　5％sodium

carbonate　solution．　Heat脚ith　an　infrared　lamp

for　a　few　minutes．　If　the　reactiQn　is　positive，

the　colour　of　the　resih　grains　turns　yellQw　green

6r　blue－green　depending　on　the　amount　of　p血enol．

Acomparison　test　is　essentiaL

　About　seventy　phenols　were　tested　by　this

method，　as　compared　with　the　ordinary　spot

test　methods，　The　limits　of　ideロti且cations　have

been　tablated．

　　イオン交換樹脂を相いるフェノール類の微量検出法

　辻章夫＝日航誌，82，1027（1961）

　　イオン交換樹脂を発色の担体とするフェノール性化

合物の微量検出法をこころみた．〔Cl〕口強塩基性陰

イオン交換樹脂（ダイヤイオンSA－200または201）数

粒に検血中のフェノール性化合物を吸着濃縮させてか

ら4一アミノアンチピリンまたは2，6一ジブロムキノン

クロルイミド試液を発色試薬として作用させると樹脂

粒は赤澄色または青緑色に呈色する．通常の点滴法に

くらべてはるかに検出感度がすぐれ，またフェノール

性化合物と同様に呈色するある種のアミン，イナウ化

合物は2％塩酸処理により容易に樹脂から脱離させる

ことができるため，フェノール性化合物に対する選択

性がいちじるしく向上した．

ジエチルアミンによる酸類の定量

柴崎利雄：分析化学，10，842（1961）

既報の蒸気クロマトグラフ装置〔衛生試報，79，15，



104 衛生試験所報告 第80号（1962）

69，（1961）〕を用い，精製海砂のカラム中にジエチル

アミンと各種酸類とを混合した液を担持させて水蒸気

を通すと，水蒸気気流中でジエチルアミンと安定な塩

をつくりうる強酸の場合は過剰のジエチルアミンのみ

を流出し（解離定数5x10－5より大きい酸），つくり

えない強酸の場合はジエチルアミンはそのまま流出

する（10喝7より小さい酸）．　このジ出チルアミンを硫

酸で滴定すれば強酸分が定型でき，強酸，弱酸の混合，

試料の場合は強酸分だけを定jl㌃できる．

　MmMer法によるビタミンA定量法の検討

　小川俊太郎，小林　正：ビタミン，23，368（1961）

　1960年PhilipsDuphar　Co，のFJ．　Mulderが来

日しベソゼソ抽出を使うビタミンA定昂：法を紹介した

が，その簡易さの故に大きな反響を呼んだ．われわれ

の試験空でも現イli大量のビタミンA製剤を定吊：してい

るので木法が門川可能なら有利と考えて検討を行なっ

た．

　まずUSPビタミンA標準液を試料として全市，

USP法，　Mulder法の三法により繰り返し定量を行な

って定肚f直を比較したところ全：調法100に対しUSP

法99，2，Mulder法102．9であった．同様の結果は種

々のピタミソA製剤についても得られた．Mulder法

の値が野津法，USP法よりも高い値を示すのは操作

中にペソゼソ溶液の濃縮が起こるためである．2～3

％の高値はビタミンA定量法にともなう誤並の大きさ

から考えて無視できるが，jl三確を期するならば定量値

XO、98により補正すればよい．

　混合ビタミン剤中のビタミンD定量法の検討（第3

報）USP　XVI法の検討
　小川俊太郎，小林　正：ビ’タミソ，23，372（1961）

　第1，2報でSuperfiltro1ク11マ1・およびE500n1’c・

E勘mμ補正法を用いる定猛法で混合ビタミン剤中の

ビタミンDの定量ができることを．報告したが，最近

USp　XVI（1960）に新しくビタミンDの理化学的定量

法が収載されたので検討を加えた．USI⊃法は試料の

不けん化物を分配型ク【・マトおよびFuller’s　carthク

ロマトを行なった後Color　inllibltor補jE法を適陣す

る方法である．ビタミンAは分配クロマトによりビタ

凋ンDと分離されたが，ビタミンAの分解物と思われ

る物質はDと分離されず定旦を妨干した．この妨害物

質はFuller’s　earthクロマトによっても完全に分離さ

れず，さらにColor　inhibitorによる補正も補正係数

が0．26～0．87とばらつきUSPの指定する0．67に一致

しなかった．以上の結果よりわれわれはUSP　XVI法

によるビタミンDの定量に成功しなかった．

　製剤中ビタミンAの異性化の研究

　太幡利一：ビタミン，24，164（1961）

　既に1946年Baxter等によって魚肝油中にはall・

trans型ビタミンAの他に，総A量に対して1／3競に

和当する2・cis異性体（neo　A）が存在することが確

認され，共の後Wald等によって他の5樋の立体異性

体の存在が報告された．ところがこれ等の異性体は，

その生理的効力においてall・trans型Aに比較して相

当低い値を示し，neo　Aの75％を始めとし，他の5種

はそれぞれ20％前後に過ぎないことから，現在の吸収

スペクトル法（USP　XVI，七局）によってその吸光度

よりビタミンA効力を知ることに疑問を生じた，しか

しa11・trans型を原料とした製剤の場合にも，爆胎中

相当量のcis異性体が∫kずることを認めたので，少な

くもマレイン酸価より生理的効力を換算しうるものと

すれば，原料としてa11－tmns型’Aを川い．ても，実際

には細隙油を原料として製剤化したものと大差を認め

ないことになる．　　　　　　1

　天然門中のパントテン酸の微生物学的定量法

　新村ヌ鋏：Mf6プ。δ診。α5sαy，3，16（1961）．

　天然物中の結合型パントテン酸を遊離するのに，

phosphatase源としてのタカジアスターゼBをニワ

トリ肝抽出液と併用する消化法を検討した．本報は従

米最良とされている腸Phosphatasc　とハト肝抽出液

を併画する方法と同一の定量値を得る，また酵母を腸

phosphataseとタカジアスターゼBで消化したもの

についてのム”σ‘ε’σ’ゴσπ∫を使用するバイオオートグ

ラフィーによれば，両者により遊離した産物はクロマ

トグラフィー的に等しい．

　本報に使川したタカジアスターゼB，ミラーゼP，

腸phospllatascのphosphataseはSchmidt・Than．

hauser法により測定し，また8・hydroxyquinoline

を野川するKing・Delory法による燐酸塩の定∫置につ

いても検討し，若干操作に改良を施した．

　鉤用線の低温熱処理に関する研究

　堀部隆：口腔病学会誌，28，233（1961）

　部分床義歯の維持装置となる鉤の材料としての卑金

属合金線は，ステンレス鋼，ニッケル。クロム合金，

コバルト。クロム合金等を使用しているが，市販鉤用

線9種および試作鉤用線5種について，熱処理温度を

300～1200。の間に，熱処理時間を5秒～3分の間に変

化した際の物理的および化学的性質を測定し，ついで
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ロウ付けの際応用線が受けると推定される程度の熱処

理を行なったときの変化をしらべ，最後に低温熱処理

の著しい効果について研究を行なった結果は次のとお

りである．

　（D　鉤用線の原品の物理的性質（引張り強さ，耐力，

比例限，レジリエンス，曲げ強さ等）はステンレス鋼

線，ニッケル・クロム合金線は特に高く，コバルト・

クロム合金はやや低い．ロウ付けの際，鉤用線が受け

ると推定される証度に加熱した時には，コバルト・ク．

ロム合金線は殆んど劣化せず，ニッケル・クロム合金

線，ステンレス鋼線はかなり劣化した．

　②　鉤用線の原品はγ相（面心立方格子構造）で耐

食性は良好であるが，1000。以上3分の熱処理では耐

食性は劣化しステンレス鋼線は鍔を生じたが，他の鉤

用線は生じなかった．また鉤用線は1％食塩溶液中に

比べ人口唾液中では，より良好な耐食性を示した．

　（31鉤用線の原品および500。3分熱処理したものに

くり返し曲げ疲労試験（曲げ回数50万回）を行なった

’ところ，破折が起きない．

　屈曲回数はステンレス鋼線，コバルト・クロム合金

線の原品は8～11回あり，500。3分の熱処理では僅か

の減少を示すにすぎなかった．ニッケル・クロム合金

線はこの熱処理で脆性をあらわした．

　（4）各種卑金属合金鉤用線を500。3分間炉中加熱後

水冷すると，物理的性質はおよそ，硬さは12．3％，レ

ジリエソスは28％，曲げ強さは30％向上し，かつ耐食

性，屈曲回数，くり返し曲げ疲労試験でほとんど劣化

を示さず，この熱処理があきらかに無害有効であるこ

とを確かめることができた．

　銀アマルガムの各氏自記記録装置の試作並びにJIS

法の精度について

　堀部　隆：歯材器学会誌，，6，20（1961）　　・

　銀アマルガムの硬化勲章の測定は，従来まで空気マ

イクロメーターによって膨縮による指示部の水位の変

化を測定し，計算により膨縮を算出したので繁雑な欠

点があった．そのため光伝導セルを利用し，指示部の

水位に追従させて記録させる自記記録装置を試作し

た．

　アマルガムの膨縮変化により指示．部の水位の上下を

光伝導セルにはいる光束の増減に変換させると，セル

の内部光電効果が起こり抵抗が変化するもので，この

抵抗の微小変化をトランジスターで増幅し追従させ，

記録紙に時間一水位の高さ線図を自記させて硬化膨縮

を求めるもので，今までの欠点を改良し良結果を得

た．1
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　銀アマルガムの硬化膨縮をJIS法並びに本自記記

録装置により測定した結果，JIS法では大なる収縮

（一30μ／cm）以外は数μの収縮でも逆に膨脹した様

な結果を示し，精度としては不充分と思われる．

　JIS法で測定の際に，1日後の試片を再び金型には

めこむ際の荷重が増加するに従い，金型面との距離

（〃）は減少し，かつ本実験の金型においては20kgの

荷重をかけた際に41はほぼ金型のテーパーより計算

した理論値に近ずくことを認めた．従って41による

膨縮値の測定の乎段として，手圧によらず一定量の荷

重をかけて，「比較顕微鏡により推定する方法も簡易法

として有効かと思われる．

　定電位電解法の研究（第4報）EDTAを用いる銀

銅および水銀の電解分析

　辻　楠雄i：歯材器学会誌，6，48（1961）

　アンモニア溶液にEDTAを加えた電解液の銀，銅

および水銀の析出電位は，一〇．15V，一〇．67V，一1．10

Vで，電解分析には影響を与えない電位であるが，3

回分が共存している場合同一操作で電解を行なうと，

銀と銅の分離定量：は完全であるが，水銀はEDTAと

のキレート生成数は大きいがpHが高くなると安定度

が低くなるため，水銀の電離定量が不完全となるので

エリオクローム・ブラックT．（BT）　とキシレノール

。オレンジ（XO）を用いた．

　アソモニアーEDTA電解液にBTまたはXO試
聴と銀，銅および水銀を加えて電解分析を行なった．

銀の陰極電位を一〇・20Vに限定して，・銀を電離定量し

た．銀の電着した電極を洗浄乾燥して秤量する．次に

電鈴をそのまま電解液に移し，陰極電位を一〇．825V

に限定し’て銅を電着する．前と同様の方法で乾燥秤量

してから，陰極電位を一L40　Vに限定して水銀を電

解する．水銀の乾燥はデシケーター中で行なってから

電着量を秤量する．．　　　　　・

　羊毛製品中の有機塩素剤の定量に関する研究

　川蛾　巌，細貝祐太郎：昭和36年度厚生柵学研究報

告

　羊毛製品の毛糸，メルトン中のディエルドリンの定

｛生，定量法について種々検討し，定性法として赤外吸

収スペクトルの測定，定量法としてガスクロマトグラ

フィーを利用した．

　ガスクロマトグラフィーの条件はTemp．240。，　He

64m〃min，　Colmun：silicon　greaseで標準物質と

してはmyristic　acid　methyl　esterを用いた．
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　食品中の農薬の分析についで　その1　有機塩素剤

　細貝祐太郎：食衛誌，2．No．4，78（1961）

　諸外国における食品や堂気中の農薬残留許容量，恕

限量について紹介し，ドリソ剤などの有機塩素剤の主

として食品中の分析の総説，

　あかさら貝中毒に関する研究

　川城　巌，田辺弘也，石贋昭火，近藤竜雄：食品衛

∠k研究，　12，　59（1962）

　1．緒言　1961年5月17～20日，岩手県大船渡市に

おいて，あかさら貝による食中毒が発坐し，口しん，

手足のしびれ，全身不安定感，倦怠感算麻癖毒による症

状を呈した．箸者は現地より送付されたあかさら貝に

ついて理化学的，薬理学的にその雛物の本体を追求し

た結果，従来魚貝類の毒素として知られているものの

うちtctrodotoxin，　paralytic　sllellfish　poison（PSP）

によく類似していることを見出した．なお，有丈性金

属類の疑いについては螢光X線により元素分析を，農

薬類のイ∫無については小豆象虫を使って検出試験をそ

れぞれ行なったが，これらはいつれも本中毒の原囚と

なる物質でないことを確めた．

　2．巌物の抽出と予試験的反応　あかさら貝臓器の

水およびエタノール抽出液は動物実験の結果強力な毒

血川を示し，水溶液のpHを4および10にしてそれぞ

れクロロホルム，エーテル，酢酸エチル，ペソゼソ等

で抽出したが毒性は常に水相に残っており，この毒物

はこれらの有機溶媒には不溶性あるいは難溶性である

ことがわかった．次にPSP簡易精製法を試みた．す

なわち，貝臓器のエタノール抽出液を水に懸濁させ，

クロロホルムで可溶性部分を取り除き，Mcllvaine緩

衝液でpHを5．2としアンバーライトXE　64のカラム

に流し，トリクロール酢酸溶液で溶離を行ない，エー

テルでトリクロール酢酸を抽出除去した液は，動物突

験の結果きわめて大きな毒性を示し，Jaffeの反応に

も陽性であった．なお，本呈色反応を各フラクション

について虚説すると毒力のないフラクシコンも呈色す

ることがあるが，毒力の大きなフラクションの呈色は

より顕著である．

　3．PSP単離法の応用　　員臓器のエタノール抽出

液を減圧濃縮し，アソパーライトIRC　50　Na型のカ

ラムに流し水洗後，酢酸緩衝液（pll　4．0）で流出液の

pllを4～4．5とし再び水洗の後，0。5M酢酸溶液で

毒物を溶離する．この溶離液は毒力，Jaffe反応共に

顕著であった，次にこの液をアンバーライトXE　64

H型のカラムに流し，0．1M酢酸溶液で溶出させ，毒

酒，呈色反応共に強いフラクシコンを集め，活性アル

ミナのカラムを通して璋物を吸着させ，95％エタノー

ルで溶出しベーパークロマトグラフィを行なった．同

時にPSP，　tetrodotoxinと比較したところ，化学的

にあかさら貝毒物は後者のいつれとも全く異なるもの

であった．

　4．結論　あかさら貝毒物（chlamy　toxinと命名）

は化学的にtetrodotoxin，　PSPとは異なった物質で

あるが，同属体であろうと想像される．また毒性は毒

i止一致死時間曲線に関して両者の中間に位している．

なお，Ja仔e反応はこの種毒物の検出には一応有力な

手段となるが，ジケトピペラジソ環をもつ化合物に特

有であり，この種の化合物の況在を考慮して，更に検

討中である．

　コナダニ類の防除についで

　’寓κみ弘衛：でミ：衛三訂，　3，　No。1，40（1962）

　コナダニ類の防除法について次のような分類で記載

した．

　1．温度によるもの（高混および低温）　　2．低

湿度にようもの　　3，天敵を粘いるもの　　4．薬

剤によるもの　　5．共の他

　以⊥の結果をまとめると，高温による処理は効果が

認められるが，低温の揚合は期待できない．低湿度は

水分10％以内または大気中の湿度60％以内ではそうと

う期待できる．天敵は実用上困難であろう．クソ煙剤，

噴霧剤は使用方法により効力が認められる．その他と

してフルイを川いることは，フルイの目の大きさによ

り効果が認められる．これらのことを文献上の実験，

著者の実験等からまとめ記載した．

　アンチピリン誘導体の合成および抗菌性（第1報）

4・Thiazolinc・2・thione，　Dithiocarbamic　Acid　Estcr

およびRhodanine系化合物
　守肛1　実．：薬売乱，　82，　36（1962）

　formylantipyrine　thiosemicarbazoneがチォァ七

厘ゾソに匹敵する抗結核菌性を有するという報告に基

づき，一項環の一つとしてのアンチピリン核の抗菌的

関与を検講ずるため4・thiazoline・2・thione，　ditllioca．

rbamic　acid　esterおよびrhodanine雑の原子団を

有するアンチピリン誘導体を合成し1吻ωδσc∴々めθ。

76〃05ゴsH87Rv，　S’¢ρ乃．鋸γβ2‘3　FDA209Pおよび

瓦σ01こ口IIIJに対する動”∫〃。抗菌性を評説した．

これらの化合物の中には著しい抗菌性を有するものは

．見出し得なかった．

アンチピりン誘導体の合成および抗菌性（第2報）



抄

1・Alkylidene（あるいはArylidene）・4・（4－antipyrinyl）

・3・thiosemicarbazideおよびその関連化合物

　守田　実：酒盛，82，46（1962）

一般式RCII－NNHCSN〈嚢1・の・’を・・チ・

リン核で置換した化合物15種ならびにそれらとchlo・

「oacetoneとの反応による閉環体3・（4・antipyrinyl）一

2・arylidenehydrazono－4・methy1・4・thiazoline　3種を

合成し第1報と同様抗菌性を検討した．これらの中

4・（4・antipyriny1）・1一（5－nitrofurfurylidene）・4・me・

thyl・3－tkiQsemicarbazideはハ勿coδαc’．砲加γ偲‘05Js

II37RvおよびS’ψん．α解6～5s　FDA　209　Pをこ対し弱い

ながら発育阻止作用を示した．

　アンチピリン誘導体の合成および抗菌性（第3報）

スルピリンの分解ならびに比色定量

　守田　実：薬理，82，50（1962）

　スルピリンはN水酸化ナトリウムを加えて加熱す

ると．，高橋等による希塩酸による分解経路，すなわち

4・methylaminoan咋ipyrine（1）→4，4’・（N，N’・dime－

thylmethylenediamino）antipyrine（H）とは逆の

（■）→（1）の経路によって分解し，またシアン化カリウ

ムにより定量的に〔N一（4－antipyriny1）一methylamino〕

acetonitrile（皿）に分解する事を見出した．（皿）はさ

らにヒドロキシルアミンにより同じく定量的に〔N・（4・

antipyriny1）methylamino〕acetamidoximeになり．

Fけ＋＋と赤紫色に呈色する事よりこの反応を広川して

スルピリンに特異的な比色定量法を確立した．

　アンチピリン誘導体の合成および抗菌性（第4報）

チアゾール系化合物　その1

．守田　　実：訓言志、，　82，　57（1962）

　2・（4・antipyrinylamino）thiazole　3種，4・（4・all・

tipyrinyl）　thiazole　18種，　2・（4・antipyrinylamino）

94・（4・antipyrinyl）thiazole　5種，　2・（4－antipyriny1）

methylenehydrazinothiazole　2種，4・（4・antipyrinyl）

・2・arylidenehydrazinothiazole　3種，2一（2－methyl・1・

phenyl－5・pyrazolon・4・yl）methylmethylenehydrazi・

110thiazole　2種，その原料物質である4－acetylan－

tipyrine　tlliosemicarbazone，1・pheny1・4・acetyl・2・

methy1・5・pyrazolone　thioselpicarbazoneおよび既

知の4・（4・antipyrinyl）・2・aminothiazole，2・（4・anti・

pyriny1）methylenehydrazino・4・phenylthiazoleに

つき第1報のように抗菌性を検討した．これらの中で

arylidenehydrazino基をもつ化合物および原料物

質である上記のthiosemicarbazoneはル勿ooかσc’・

’功θ7‘〃05f5　H37Rvに対し弱いながら発育阻止作用を
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示した．グラム陽性のS’の乃，醐γθ麗FDA　209　Pに

対しては　4・（4・antipyriny1）一2・salicylidenehyd冥azi・

pothiazole（工）が16万倍の希釈倍率において完全発育

阻止作用を示した．（1）についてはさらにR5〃厩〃S，

1）．ρπ9御20π∫σo，ε’．加〃zo砂’∫σ％s，α∫6’σ痂，α

勿が胃8鶴3に対するin　vitro抗菌性を検討した結果，

1）．かzθ¢‘〃zoκ∫α6に対しでは16万倍，5’・加〃zo砂”σ鋸

に対しては1万倍の希釈倍率で完全発育阻止f乍州を有

する導を認めた．グラム陰性の且oo1∫に対してはい

ずれの化合物も無効であった．

　アンチピリン誘導体の合成および抗菌性（第5報）

チアゾール系化合物　その2

　守口」　実：薬日長，　82，　65（1962）

　前出で4・（4・antipyrinyl）・2・salicylidcncllydrazillo．

thiazolc（1）がS～の乃．ακ7例5に対して特異的に16万

倍の希釈倍率で完全発育阻止作用を有する事を見出し

たが，本報では（1）のsalicylidene基を他のarylidenc

基で置換した場合および（1）のチアゾール核の5位に

アルキル基を導入した場合の抗菌力におよぼす影響を

みるため，新に同系統の化合物18種を合成しその抗菌

性を検討した．ル砂ooδσc’・劾う970〃os∫31137Rvに対し

てはsalicylidene基をかあるいは甥一hydroxybcn・

zylidene基で置換した場合の方がより’有効である

カミ，　5’の5乃．　σ％プθπ3　をこ｝よ　salicylidene　基よりf也14）

arylidene基の息合およびチアゾール核の5位にアル

キル基を導入した場合にはかえって効力の低下を来し

た．

　アンチピリン誘導体の合成および抗菌性（第6報）

4．Thiazolidinone系化合物

　守出　実＝薬誌，82，69（1962）

　2・（4・antipyrinylimiho）・5－arylidene・4・thiazolidト

none，3・（4・antipyriny1）・2－imino・4・thiazolidinone，3・

（4。antipyrinyl）・5，5・dimethy1一2－oxQ・4－thiazolidinone，

2一〔（4・antipyriny1）methylme出ylenehydrazono〕一4．

thiazolidinQne，2・〔（2・metkyレ1」pheny1・5・pyrazQlon

・4－yl）methylmethylenehydrazono〕一4・thiazolidinone

等のthiazolidinone環を諒するアンチピリン誘導体

およびその関連化合物計12種を合成し抗菌性を検討し

た．これらの化合物中で5「ρ・acetamidobenzylidelle．，

5・piperonylidene一，5・furfurylidene・2・（4・antipyriny1）

imino・4齢thiazolidinone，．2・〔（4・antipyrinyl）nlethyl・

methylcnehydrazono〕一4・thiazolidinonc　　および

2・〔（2・methyl・1・pheny1・5・pyrazolon・4・y1）methylme・

thylenehydrazono〕・4・thiazolidinone等がル砂σo∂σ‘’，
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々めoγα〃05fs　l恥Rvに対して弱いながら発育抑制もし

くは阻止作川を示した．5’ψ”・儲70器，E・σo〃に対

してはいずれの化合物も無効であった．

　アンチピリン誘導体の合成および抗菌性（第7報）

Amidoxime，　Imidazo〔1，2・a〕pyridine系化合物およ

びその他若干の誘導体

　守IU　　実：薬護＆，　82，　75（1962）

　Amidoximo，　imidazo〔1．2・a〕pyridinc基を布する

アンチピリン誘導体，3・（4．alltipyrinyl）pyrazolc，

5・（4・antipyrinyl）・2・mcthyhhio・1，3，4・thiadiazolc．

4・（chloroproplony1＞antiPyrlnc，．4●ac「ylantiPy「ine・

4・（3・chloropropionamido）antipyrine，4・（5・nitrofur・

furylidellcamino）antipyrinc（1）等17種の新アソチ

ビリソ誘源体ならびに既知のantipyric　acid　hydra・

zide，　formylantipyrinc　oximeにつき抗菌性を検討

した．劫，60搬6’．’r‘δ07α‘1bs∫3に対してはamidoxime

基をイ∫するものおよび（1）が弱いながらイ∫効であり，

酌砂”・σπππ5に対しては（1）が弱いながら発育阻止

作川を示した．亙ω’‘にはいずれの化合物も無劾で

あった．

　　　豚肺虫駆虫薬DL－Coppeτmethionate　l二関する研

　　究　特に銅化合物のハツカネズミおよび豚の各種臓器

　　内分布について

　　　石関忠一1日本獣医学雑誌，23，（5），295（1961）

　　　本駆虫剤の一連の研究のうちで，今回はとくに，ハ

　　ツカネズミと最終宿主である豚を引いての銅化合物の

　　各種臓器分布について検討した．各臓器についていず

　　れも組織化学的ならびに定錆的に測定した．組織化学

　　的には，心臓を除いて．肝臓．肺臓．脾臓．腎臓の顧

　　で顕1嵜に銅が検出された．病理学的には，いずれも著

　　明な変化はみられなかったが，わずかに肝臓において

．　肝細胞よりも肝小葉の中心部に微細頼粒の出現や，ま

　　．た星細胞の肥大がみられた程度であった．これに対

　　する試験豚では組織学的にほとんど変化なく，本剤

　　30mg／kgIL｛1回3日間連続筋注10日後において肝

　　臓6・3！’9鷹，肺粘液および虫体0．9，’9／曾，肝臓7．2μ9

　　鷹，脾臓0．9μg／g，腎臓1．9μg／gで，いずれも対照

　　に1．ヒし約2～3倍を検出した．これらにより，壱越の

　　吸収性および蓄積性の高いことを確認し得た．

　豚肺虫駆虫薬DL・Copper　methionateに関する研

究　特に豚肺虫の呼吸におよぼす銅化合物の影響につ

いて

　石関忠一：日本獣医学雑誌，23，（6），341（1961）

　本寄生虫の最終寄生部位である肺および気管支内の

棲息環境よりして，今回は本寄生虫本来の呼吸機能と

それにおよぼす銅化合物の影響について検期した．す

なわち肺虫体およびそのhomogenate（HG）の呼吸猛

をwarburg検圧計を用いて測定したところ，正常の

虫体呼吸量はQo2およびQco2は，それぞれ4．3～5．9，

および2・5～44μ〃mg／minであってR・Q・は0．4～

0．6で02の消費が優勢なことがわかった．これに対し

て本化合物は虫体呼吸に対して5000借でQo214．9％，

Qco223．2％，また虫気11GではQo237％，　Qco22．4

％を阻害することがわかった．

　乃πfe’〃’鼎ε　πωαe・98e’απd～αe　van　Beyma

found　on　Barley　Grains　from　Australia

　Shun・iclli　UDAGAwA：T7ごτπ3．ハ乏yσo’．　So‘，ノ々ρσπ，

11，3，7（1960）

　オーストラリア産輸入大麦から数回にわたって分離

された．1セη癖”π加属の菌としては稀少のものであ

り木邦ではまだ記録されたことがないため記載した．

　ANew　Explanation　for　t』e　Biphasic　Pattern

of　Fe▽er　Induced　by　Bacterial　Pyrogen

　Yasuo　YoKol，　Tsukasa　KuwANuRA　and　Yukiko
MuTo：ノ砂．み」吻5‘01．，11，270（1961）

　1．　Experiments　have　been　carried　out　to　an層

alyse　the　way　in　which・abacterial　pyrogen
causes　biphasic　pattern　of　fever　in　rabbits。

　2．It　was　just　during　the　interpolated　period

between　the　first　and　the　second　peak　of　fever，

that　vasoconstrictiQn　was　observcd　in　the　dene・

rvat．ed　car　with　a　larger　dose　of　pyrogen．　Aner

adreno．demedunation　this　vasoconstric巨on　deve－

loped　more　slow且y　and　to　a　less　dcgrcc．

　3．．Moreover，　it　was　principally　during　tlle

period　of　the　first　dcclining　Phase　of　fcver．tllat

hyperglycaemia．was　seen・

　4．Amaセked　fever　developed　in　a　rabbit　in

which　the　participation　of　skin　vessels　was

largely　or　completely　prevented．

　5，There　was　a　tendency　in　1ntact　animals

that　skeletal　muscular　activity，　as　indicatcd　by

E．M．　G．　from　the　back　of　the　body，　was　low

throughout　the　period　betwcen　the　two　pcaks

comparcd　with　the　other　periods　of　tllc　induccd

fever．

　6．Abiphasic　fever　was　more　likely　to　occur

for　the　low　level　of　temperaturc　in　a　thyroide．

ctomised　rabbit．

　7．It　may　be　concluded　that　the　bipllasic　pa・

ttem　of　fever　is　caused　by　a　temporal　suppression

of　a　fever　which　would　otherwise　be　monopha－

sic，　The　adrenal　medullary　secretion　may　be

suggested　to　Play　an五mportant　part　in　sutch　an

effect．
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　N・allylnormりrphineの薬理学的研究

　糸口篤一：東邦医学会雑誌，8，847（1961）

　小動物主としてマウスを用いて：N－allylnormor－

phine（nalorphine）の薬理学的研究を行なった，

　1．　マウスに対する経口投与時のLD　50は644mg／

kgで主なる中毒症状は中枢神経刺戟である．

　2．　ウサギの血圧および呼吸は投与後朝30秒より呼

吸振幅の増加を認め，血圧は投与直後より一過性の下

降を認め，・数分で回復した．

　3．morphineの皮下注射によって生ずるマウスの

挙尾反応および自発運動増強に対してmorphineの

1／4～1／20量のnalorphineは極めて著明な拮抗効果

を示し，1／100量においても軽度の拮抗を認めた．

　4．皿orphine　1日量20　mg／kgから段階的に進め

て4週間以上1日量160mg／kgまで増量して皮下注

射したマウスに，nalorphine　10～50mg／kg波：下注射

したところ禁断症状と考えられる中枢興奮作用が認め

られた．

講 演 要 ヒ
ロ

　板井孝信・夏目幸子：Pyridazine　1・oxideのニト

ロ化について

　　第14回日本薬学大会（1961．7．21）

　pyridazine　1・oxideは硫硝酸によるニトロ化に抵抗

し，100。以下ではほとんど原料を回収するが，強い条

件すなわち濃硫酸中過量の発煙硝酸と長時間作用させ

ると，約22％の得量で4・nitropyridazine　1・oxide（H）

（mp　151。）を与える．（Dのニトロ基は求核試薬に活

性を示し，AcClと30Qに放置して，4・chloropyrida・

zine　1－oxide（皿）を，またMeONaと室温放置して，

4・methoxypyridazine　1・oxide（IV）を生成する．ま

た，（H）をPd・Cと中性で接触還元すると，　3モル

のH2吸収後4・aminopyridazine　1・oxideとなるが，

R・Ni（中性）か，　HCI中Pd・Cを用い還元すれば，

一挙に4－aminopyridazineとなる．

　（皿），（IV）を希アルカリで処理すると，4・hydroxy・

pyridazine　1・oxideを生成するが，このUVと，

4・hydroxypyridine　1－oxideのそれとを比較した．

　板井孝信・夏目幸子：Pyridazine　l・oxideのニト

ロ化，Acy1　Nitrateによるニトロ化について

　　第5回日本薬学大会関東支部大会（1961．11．11）

　pyridazine　1・oxide（1）を落合金子の法により，

C6115COCI－AgNO3でCIICI3中ニトロ化すると原料

回収のほかにmp　169。の3・nitropyridazine　1・oxide

（皿）（再造33％）およびmp　143。の5－11itropyridazine

1・oxide（皿）（得量0．8％）を生ずる．ニトロ化剤として

AcC1・AgNO3を用いると，（Dの増量が18％に低下す

る．（皿）および（皿）の構造は下記により決定した．

i）（皿）および（皿）を酸性でPd・Cを用いて接触還元

すると，それぞれ4モルのII2吸収後既知の3・amino・

pyridazine（IV）および4・aminopyridI亀zine（V）を‘1～

成する．ii）（皿）はNaOMeにより既知の3・me・

thoxypyridazine　1・oxide（VI）を，　AcClにより3・chlo・

ropyridazine　1・oxide（W）を与える．

　（皿）のPd・Cによる中性接触還元は3－hydroxyl・

amino　1・oxide（皿），3・amino　1・oxide（iX）をへて3・

amillopyridazineを生ずることが判った．また（m

のCIの活性を利用して，（VI），（、m，（］X）および

3・azidopyridazine　1・oxideが（、皿）から合成された．

板井孝信・中島利章：制ガン剤の研究（第6報）

3・Aminobyridazine誘導体のN・oxide化について

　　第五回日本薬学会関東支部大会（1961．1L　11）

　3・aminopyridazlne（Ia），3・acetylaminopyridazine

（Ib），　3－amino・6・chloropyridazine（Ic）　および

3・carbethoxyamino・6・chloropyridazine（ld）を過フ

タル酸または過酸化水素一酢酸で酸化し，それぞれの

2・oxide体（∬a），（■b），（Hc），（Hd）および（lb）

については少量の1・oxide体（1皿b）を得た．（■a～d）

は加水分解，接触還元によって同位置にN・oxidc化

されているのが確かめられ，（皿b）は加水分解によっ

て3・aminopyridazine　1・oxideに一致する．（Ha），

（■c）は塩化第二鉄液により深．青色を呈するから

2・oxide体が推定される．

　（Hc）を鉱酸中，亜硝酸ソーダでジアゾ化すると

3。diazo－6・oxopyridazine　2－oxide　が得られ，これを

メタノール中で還流すると3－hydroxypyridazinc

1・oxideが得られる．また，（Hd）を接触還元して得

た3・carbethoxyaminopyridazine　2・oxideを加熱閉

1漿し　pyridazino〔2’，3’：2，3〕。1・oxa伽2，4・diazol・5・one

を得て，（Ha～d）は2・oxide体であることを・確認

した．
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板井孝信・神谷庄造：制ガン剤の研究（第10報）3・お

よび6・Azidopyridazine誘導体の合成

　　日木薬学会関東支部3月例会（1962．3．17）

　3，6・dichloropyridazineにsodium　azideを反応さ

せると6・azido・1．2．3・tetrazolo・7．0・pyridazine（1）と

なる，

　3・methoxypyridazine　1・oxideおよび6・ethoxy・

pyridazine　1・oxideをethano1中，　hydrazine

hydmte　と還流し，それぞれのhydrazino．体を得

た．これを亜硝酸で処理すればそれぞれ3・（n）および

6・azidopyrida2ine　1・oxide（皿）となる．（皿）はまた

3・chloropyridazine　l・oxideとsodium　azideを加

熱することにより得られた．

　（1），（∬），（皿）について種々の反応を行ない，

pyridazine　1・oxideにおける3位および6位azido塞

の湘生を比較した．

　（π）および（mをchloroform中でphosplloτus

triclllorideと熱すれば脱酸麗し，いつれもtetm・

zolopyridazineとなる．

　辻章夫・北条正躬：ニンヒドリンによる酸ヒドラ

ジドの呈色反応

　　「1木分析化学会第10年会（1961．10．30）

　カルボソ酸ヒドラジドはピリジソ水溶液中でアスコ

ルピン酸を共存させ100。に加熱するとき，佑アミノ酸

と同様にRuhemann　Purpleを生成し呈色する．芳

野族第一・アミンは本呈色反応では陰性であるのでスル

フブミソ剤とイソニアジドの混合製剤中のイソニアジ

ドの比色定昂：法に応用した．またヒドラジン類は門川

しないので，カルボン酸ヒドラジドとヒドラジンの微

量検出法に応用した．呈色機構について検討をこころ

みた，

　辻　牽夫；イオン交換樹脂を用いるアミン類の微量

検出法

　　昭和含6乍度化学関係学協会連合秋季研究発表大会

　　（1961．　11．　26）

　イオン交換樹脂粒を発色担体とするアミン類の胃壁

検出法を確立した．検門中の下闇のアミン類を〔H〕形

強酸性陽イオン交換樹脂（Dowex　50　w×1）数粒に吸

蔚濃縮させてから㈹ピリジルピリジニウム胃液を加え

ると樹脂粒は檀～赤色に，（B）1％NaNO2および2％

HCIを加えジアゾ化し，ついで0．5％β・ナフトール

試液および5％Na2CO3を加えると赤～紫色に，⑥

0．5％1，2一ナフトヤノソー4一スルポソ酸ナトリウム試

液，N・NaOII，ついで2N・酢酸を加えると澄～赤色

に発色する．

　木樹脂骨法は従来の点滴法に比してはるかに検出感

度がよい．

　辻章夫：イオン交換樹脂を用いるヒドラジン類の

微量検出法

　　日本化学会第15年会（1962．4．3）

　イオン交換樹脂粒を発色担体とするヒドラジン類の

微臥検出法を確立した．また樹脂点滴法に適したヒド

ラジン顧の新呈色反応を確立した．滴板上に樹脂数寄

をとり，門門1滴を加えついで㈹1％亜セレン酸，2

％塩酸，α一ナフチルアミン型押および酢酸ナトリウム

試凹凹1滴を加えるとき，樹脂粒は赤～赤紫色に，（B）

ジアゾ化p一アミノペンズアルデヒド野州を加えると

き，榿～赤色に，◎ホルムアルデヒド試液およびテト

ラゾペソチジン岬町を加えるとき，脅～紫色に発色す

る，㈹法はDowex50　w×1〔II〕，（B｝，（C）法はDoxex

50w×12〔II〕がよかった．約30種のヒドラジンについ

て検討した．

　大場琢磨・川r卜誠之（東大工）他11名：赤外領域にお

ける絶対吸収強度の応用に関する研究（1）　各種装置

による測定値の検討

　　日本分析学会討論会（1962．5．30）

　赤外線吸収スペクトルの吸収強度は，頂点法では紫

外，可視部に比較して，装置問の差iが大きく，他の装

置で得た分子吸収係数を借川してそのまま分析に利用

することができない．そこで演者らは各種装置間の測

定値の叢がなるべくないような方法を検討している

が，まず絶対吸収強度法を取上げ，協同して多数の装

置を使陣し，2～3の同一試料を測定して比較検討を

おこなった．使謁した襲置は光研DS　301，401，　IR・S

型，日立EPI型，島津IR・27　B型，パーキン・エル

マー21型などで，試料はtert。一butyl　hydroxy　toluo1，

benzoic　acid，　chloroform，　p・dichlor　benzeneなど

で，それらの3600cm－1，1690cm－1，1212cm－1，817．7

cm　：における吸収強定を測定した，その結果頂点法

に比し絶対強度法の方がはるかに各装置閃のパラッヤ

が少なかった．ただし3600cm－1領域の測定にはスリ

ット幅の影響が大きく，かなりの注意が必要であった，

　大場球磨・河合　聡：香料の成分分析

　　分析化学討論会（1962．5．30）

　約20回分より成る合成香料をアルミナの吸着カラム

クロマトで展開分離する．展開溶媒として石油ベンジ

ン，ペソゼソ，エーテルーメタノール等飛混液で順次

流出する．流出順位はほぼ系列化でき，主として同一
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官能基成分は一群となって流出してくる．各フラクシ

ョンにつき赤外線吸収スペク．トルを測定しその特性吸

収をチェックする．次にガスクロマトグラフ法を応用

し，カーボワックス4000，塩化ベンザルコニウム，ポ

リビニルアセテート等のカラムで分離定性する．なお

不明のものは各ピークを分取し赤外線分析によって確

認する．定量は各成分の推定含量を混合し，ガろクロ

マト及び赤外線吸収のピークの型を追跡することによ

って近似させる方法によった．

　小川俊太郎・吉村　淳。八木諄子：PVP（ポリビニ

ール　ピロリ㌧診）・の規格設定に関する研究

　　昭和36準準厚生科学研究報告会（1962，3．13）

　厚生科学研究「医薬品中の不純物等の規制に関する

研究」の乳化剤，懸濁化剤研究上の研究の一環とし

・て，昭和35年度より行なって来たものの中，36年度に

得た成果は，他の研究者（関係各社）の協力により過

酸化物，モノマー含量及び分子量の規制に関する項目

を除いては，．局方規定としてもほぼ満足できる案を作

成し発表した．それらの項目は基源，性状，確認試験

（5項目），純度試験（廻状，pH，水溶液の比重，重金

属，ヒ素，硫酸呈色物），乾燥減量，強熱残分及び窒

素定量等である．

　備考：詳細は36年度厚生科学研究報告（東京医薬品

工業協会）に収載の予定．．

　小川俊太郎・笠原　閑：アルコール溶液中のビタミ

ンB1の酸化

　　第133回ビタミンB研究委員会（1962，3．10）

　塩酸チアミンのアルコール（エタノールまたはブタ

ノール）懸濁液に2モルのNa一アルコラートを作用さ

せると定量的に食塩が析出して黄色の遊離チアミンの

アルコール溶液が得られる．この溶液に乾燥空気を通

じチオクロムthiamine　disul丘deを主生成物とし，そ

のほかに少量のthialnine－thiazolone，　thiothiamine，

vitachrome，　Rf　O．78物質を確認した．次に上記遊離

チアミン溶液に1モルのN・bromosuccinimide（NBS）

を作用させチオクロムを，0．5モルのNBSによって

はthiamine　disu1丘deを得た．一一方チオール型チア

ミンのNa塩からは1モルあるいは0．5モルのNBS

によっていずれもthiamine　disu1丘deを碍た．

　以上の結果訟らびに既報cyanothiamine〔薬誌77，

1133（1957）〕．neocyanothiamine〔C加物．肋ηη．．

B％〃．，8，340（1960）〕などに基づくアルコール溶液中

『の遊離チアミンの酸化機構を提出した，
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　太幡利一1ビタミンA剤にかんする研究

　　第14回日本ビタミン学会（1962．4。22）

　〔1〕　ドライビタミンAを用いた製剤の安定性

　〔∬〕　アンヒドロビタミンA生成要因とマレイン酸

価に及ぼす影響

　〔皿〕　ビタミンA螢光の励起スペクトルと吸収スペ

クトルについて

　佐橋佳一・鈴木隆雄・新村寿夫：Saccharomyces

cerevisiae菌浮遊液によるデスチオビオチンよりビ

オチンの生合成

　　132回ビタミンB委員会（1962．1．20）

　Sσoo加70吻脚6306柳f∫勿θの洗瀞菌浮遊液でDL・デ

スチオビオチソよりビオチンの生合成を検討した．

　ビオチソを多量に生成せしめるには，デスチオビオ

チンのsuboptimal量を含んだ液体培地に1～3日間

培養した菌を用い，ブドウ糖を添加して37。で準好気

的（三角フラスコで振盈せず）に反応せしめることで

あると判った．数種の硫黄化合物を添加してもビオチ

ソの合成量は増加しなかったので，菌浮遊液によるビ

オチン合成の硫黄源は菌体内に存在する硫黄化合物で

あった．

　佐藤　寿：有機薬品に対するポーラログラフィーの

応用　第14回日本薬学大会（1961．7．19）

　ポーラログラフィーを応用して有機薬品の化学構造

の確認，および水銀滴下電極における反応機構の解

明によるそれらの電解合成，　（1）人造ジや香中の

ambrette　muskの有するnitro基数をポーラログ

ラフィーによって確認する方法②辛味性ケトン中の

vanillalacetoneの還元機季簿をポーラログラフィーに

よりもとめ，そのデータを用いて生豊の…辛味成分であ

るzingeroneをvanillalacetoneより電解合成する

方法らについて講演した．

　堀部隆：JIS法による銀アマルガムの硬化膨繍の

測定精度について

　　第9回日本歯科医学会（1961．10．20）

　聖楽用勺アマルガム用合金について1958年に日木工

業規格（JIS）が制定されたが，そのうちの硬化師岡の

測定方法について検討を行なった．これはテーパー

（1170）のついた金型に充てんしたアマルガムを，

練和開始15分後に取り出し，1日後再びはめて型のは

いり：方より試料の膨縮を観察する方法で，単に膨脹を

定性的に測定するにすぎない．そこで市販品6種につ

き金型面より出たアマルガム面の高さ（〃）を坐標顕
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微鏡により測定し，これを空気マイクロメーターによ

り測定した膨縮と比較したところ，精度の低いことを

認めた．

　更に，1日後金型に再びはめこむ時，手圧によらず

20kgの荷∫Rをかけたのち〃を測定したところ，金

型のテーパーより計算した理論値に近づくことを確か

め，簡易法としてイ∫効と思われた．

　堀部　隆：鉤用線の低温熱処理に関する研究

　　「1腔病学会12月例会（1961．12．13）；rl木管科

　　材料器材学会　4月例会（1962．4．17）

　雛歯の鉤に使われる卑金属合金線は，ステンレス

鋼，ニッケル・クロム合金，コバルト・クロム合金等

を使用しているが，市販鉤用線9稀，試作鉤用線5種

についてロウ付けによる物理的性質の低下および低灘

熱処理効果につき研究する日的で，熱処理方法を300～

1200。，5秒～3分と変化した時の物理的並びに化学

的性質の変化を測定した結果，ロウ付けの潤うけると

推箆される温度に加熱した時には，ステンレス鋼〉昌

ツケル●クロム合金〉ロパルト・クロム合金の順で物

理的性質は劣化しやすく，また各種鉤用線を500。3分

炉中加熱後水冷する熱処理により，耐食性を劣化せず

に，最良の物理的性質を得ることができた．

　辻　楠雄：定電位電解法の研究（EDTAを用いる

銀アマルガムの電解分析）

　　第13回日本歯科材料器械学会（1960．10．19）

　定蹴位電解装置をもちいて，銀アマルガムの電離定

：眠を行なった．銀と水銀が共存している場合の電解分

析では，それぞれの析出電位が接近しているので，

同時に．電恥してしまうが，電解液をアンモニアアルカ

リ佳として，銀と水銀に相当するモル数の3倍：r轟：の

EDTAを加えると，水銀はEDTAにマスクされて，

析出電位は負に移行する．以上の方法にしたがって，

アンモニア，EDTAの電解液に試料を加え，マグネ

チックスターラーで撹賦しながら，液温を300以下に

保ち，陰極電位を一〇・20Vに限定して銀を電解する．

電解が終了したら，水，アルコール，エーテルで洗浄

乾燥後，銀の爪．敬を測定する．次に電極をそのまま電

解液に移して，陰極電位を一1・15Vに限定して，前

記と同様の方法で水銀を電解一興：する．水銀の乾燥は

デシケータ一中で行い，電着物を秤昂：する．

鈴木伸二：温泉の温度限界の論点

　第14回日木温泉科学会（1961．8．17）1．．

、我国における温泉の温度限界の250についての理論

的考察を試み，更に我国の実状からみて温度限界を34

～35。に改めることの必要性を解明した，

　鈴木仲二：温泉の化学的研究（第2報）　温泉中の

微量ラドンの動向

　　第14回臼木温泉科学会（1961．8．17）

　我国の温泉中微量に存在するラドンは従来ほとんど

研究対象とならず，異常な数値を示す，いわゆる放射

能泉にのみ数々の報告がなされていた．そこで従来測

定して来た地貸ラドンの温泉中の動向を調べ，放射能

泉の場合とは異なった傾向を示すことが判明した．

　　　　　　　　　　　　　　　＼喚、．
　鈴木仲二：Circa　la　determinazione．費湖．1imite

di　temperatura　delle　acque　di　sorgente　in　Gi・

appone　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　＼．，

　　第3回イタリア温泉科学会（サルソマジコーレ温

　　ラ艮）（1961．　10．　16）

　我国における温泉の定義並びに温度限界の一般につ

いてのべ，種々の問題点につき論及した．

　黒沢嘉幸・細貝祐太郎：遠心クロマトグラフィーに

よる食品の迅速検査法について（第1報）

　　第15回臼木薬学大会（1962．4．7）

　防腐剤について従来のろ紙クロマトグラフィーを参

考とし，展”目溶媒，回転数，溶媒注入速度など種々

検討し，amyl　alcohc1，0・5NNII4011飽和amyl

alcoho1，　ethano1，0．5NNII4011系のもので800回転，

溶媒注入速度0．5m〃minの条件で展開したものが良

好であった．三法の利点はろ紙面積が広いので同時に

10種前後の検体，標準試料が展開でき，10～20min程

度で展開が終了するため迅速に好結果を得ることがで

きる．

　川城　巌・細貝祐太郎＝メチルナ7トキノン，デヒ

ドロ酢酸

　　第151司日本薬学大会シンポジウム（1962．　4．　7）

　食品中メチルナフトキノンおよびデヒドrコ酢酸の分

析方法について解説をこころみ，簡易試験法として遠

心クロマトグラフィーの応川について検討した．さら

に食品製造機械の消毒や，食品の源自に川いられてい

る過酸化水素および次亜塩素酸ナトリウムとデヒドロ

酢酸との常温や50。における反応をとりあげ，これら

両者の分解量の測定，分解過程などについて検討し

た．この結果，過酸化水素や次亜塩素酸ナトリウムに

よりデヒドロ酢酸が短時間に分解され，次亜塩素酸ナ

トリウムの場合は分解産物としてアセトンやクロロホ
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ルムが生成されることを報告した。

　宮沢文雄・橋本泰而・岩原繁雄・板井孝信：Pyri・

dazine誘導体抗菌作用について（第2報）

　　第9回日本化学療法学会総会（1961．6．2）

　活性nitro基を有するpyridazine誘導体の内診に

抗菌作用に特微のみられた3，6・dimethy1，3，6・dime－

thoxy，及び3，6－diethoxy－4・nitropyridazine　1－oxide

（MNP，　MONP，およびEONP）のnitro基活性度

および抗菌力について更に実験を進めた．

　先づnitro基の活性度について薬物とglutathione

あるいはcysteineとをpH　7．2，37。の条件下で作用

せしめ，発生した亜硝酸を比色定量した．その結果

nitro基活性度はMONPが最も強く次にEONPで

MNPは前2者に比較し非常に小さかった．

　抗菌作用はpyridazine核の3および6位の置換

alchoxy基の炭素数が増加するとグラム陰性菌からグ

ラム陽性菌へと作用が強くなるが，振盈培養により薬

物を作用した際の発育の傾向を観察すると，1×10－4M

濃度ではEONPはブドウ球菌の発育を完全に阻止し，

大腸菌に対しては非常に長い1ag　phaseを示し，6～7

時間培養後より急速に発育した．MNPでは両蓋の菌

に対する作用は接近し，ややブドウ球菌の1ag　phase

が長びく程度であった．

　このような抗菌スペクトルの相違を薬物と菌との親

和性についてなお若干検討した成績を発表した．

　小嶋秩夫。河端俊治：病原性好塩菌のマウスに対す

る毒性

　　第14回日本細菌学会関東支部例会（1961．6．23）

　病原性好塩菌の諸種培養条件による発育並びにマウ

スに対する毒性に及ぼす影響を調べた結果，培養条件

の相違により相当影響されることが判った．次に胆汁

酸塩の影響を調べたが，0．1％の添加で発育の阻害が

みられ，0．01では発育の阻害は認められなかったがマ

ウスに対する毒性は減弱した．次に3％食塩加ブイヨ

ンの培養液の遠心した上清には田力は認められず，洗

浄菌体を蒸留水で懸濁した場合，トルエンを加え自己

融解させた場合および培養液を加熱した時にはマウス

に対する毒性は消失した．すなわちマウスについては

心血は菌体外毒素および耐熱性の毎物の存在は認めら

れなかった．

　小嶋秩夫・河端俊治：病原性好塩菌の研究一II魚

肉成分の増殖および病原性に及ぼす影響

　　昭和36年度日本水産学会秋季大会（1961．10．18）
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　諸種魚肉浸出液中に菌を培養し，その発育とマウス

に対する毒性を比較したところ，魚種によってかなり

差異のあることが判った．また魚肉懸濁液の食塩3％

添加と無添加の場合について，魚種による菌の発育と

マウスに対する毒性について検討した結果，魚種によ

りかなり差異があり，食塩添加の影響も魚種により認

められるものとそうでないものがあった．

　横井泰生・桑村　司・武藤幸子：ウサギ固定による

体温変動への情動の関与とこれに対する環境温度の影

響

　　第141回生理学東京談話会（1961．2．18）

　動物を固定すると体温が下降することは，多くの実

験者が経験していることである．この現象の原因とし

て，体表面積の増大にもとつく放熱の増加，運動の拘

束にもとつく産熱の減少，更に情動性反応が諸家によ

って報告されている。今回は，体温に対する固定の影

響を情動反応として理解するための妥当性について，

次の条件を与え，ウサギの直腸温，耳温，E．M．G．か

ら検討した．

　i・同一型の固定器，および異なる固定器間のウサ

ギの移動，iL高温（30。），低温（15。），常温（25。）の環

境温度のもとに行なう．

　i．の条件では，異なる固定器間の移動で1。内外の

体温変動を起こしうる．ii・の条件では，環境温度の

低いときは一般に体温下降の傾向を示し，環境温度の

高いときは体温上昇の傾向を示す．そしてこの際の臨

界気温は25。付近である．

　桑村　司・武藤幸子：電気的ウサギ体温測定法の発

熱物質試験への応用に関する研究

　　日本薬学会関東支部5月例会（1961．5．29）

　横井ら〔ノ4ρ．ノ∴P勿3’oム，10，351（1960）〕のウサギ

体温測定法に従い，実用上連続に近い自記温度記録計

により25±3。の恒温室において飼育されたウサギの体

温を測定し，これについて発熱物質試験から検討して

つぎの結論を得た．

　測定前夕からウサギを実験環境になじませておくこ

とのほかに，模造感温部を直腸内に挿入しておくとい

う前処置をしておくことは，安定した体温を得るため

に有心な手段である．この前処置をしない揚合には，測

定初期の体温下降が強く，その体温が安定するまでに

は測定開始からほぼ2時間を必要とする．しかし前処

置したものにおいては，前処置しないものに比べて尾

部に障害を起こしやすい欠点をもつ．そこでこの前処

置しないものについて検討した．体温動揺，発熱性の

両面から見て，本実験条件下である限り，このような電
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気的ウサギ体温測定法は発熱物質試験に応用できる．

　池田良雄・岡　重篤・糸嶺鱒一・吉本浜子：食品防

ぱい剤の毒性に関する研究

　　第34回日本薬理学会（1961．7．14）

　人体衛生に及ぼす影響という面から，その突際使用

の可否について数年以上も論議されている防ぽい剤

trimethy1・1auryl　qmmonium　2，4，5・trichlorophe．

nateの毒性を検討した．マウスにおけるLD50は「

891．8m9／kgで，ラットにおける亜急性試験では，

25，90，100，200mg／kgをアラビアゴム解題に懸濁

液として1目1回，90日間各群8匹のものに胃ゾンデ

で経口投与したところ，死亡率，成長曲線および臓器

の所見から，本剤のいずれの投与群においても影響が

見られ，その毒性現象の主体は胃，とくに前胃に対す

る局所刺激作用で，前口上皮の強い増殖とともに乳嚇

腫形成が認められ，このような変化は高用量の10日前

後で死亡したものにおいてすでに認められた．なお，

肝および腎においても変性を認めた．

　池田良雄・石神豊一・林　裕三・一下鎮雄・小林芳

人・大橋茂：新スル7オンアミド8umsomezoleの

毒性に関する研究

　　節34回日木薬理学会（1961．7．14）

　塩野義製薬研究所で合成され実用化されるに至った

持続性スルフォソアミド剤su1丘somezole（MS）を外

国に輸lilする関係から，その毒性を検討する必要に迫

られ，短持続性のsu1丘soxazole（GA）と長持続性の

sulametlloxypyridazine（KY）を対照として，　ラッ

トにおける3個月の亜急性毒性試験を行なった．各検

体についての投・与・量はそれぞれ50，100，200，400，800

mg／kgである．’死亡率，生長曲線，血液学的検査，

臓器所見の諸観点から綜合して，亜急性試験における

巌性の程度は，KYが最も強くGAは最低でMSは

而岩の中間にあるものと考えられ，上記3検体投与に

よる最も特異的な変化は甲状腺騨胞上皮の肥大増腕

で，このような変化は投与週間前後ですでに認められ

ている．

　堀内盟友・武藤　輝・近岡昭典・田中　悟・池田良

雄：抜歯現療に関する研究・（第18報）　猫の抜歯後め

体温について

　　第24回F1本薬理学会　関東部会（1961．11．10）

　猫の抜歯による体温変動について検索をおこなっ

た．二二測定は電子管式体温測定法で衛試式固定法を

もちいた．

　1）衛試式固定法では腹位，背位固定による体温下

降と体温変動は従来法より極めて軽度であった．

　2）正常対照猫の腹位固定から背位固定に移行した

毎日2週間の体温下降度はほとんど同じようであっ

た．

　3）抜歯猫の腹位体温は，生存猫では1時上昇後下

降の傾向がみられた．

　4）耳目体温は抜歯後20日間にわたって著明な上昇

がみられた．

　5）　抜歯猫においては腹位固定と贈位固定との体温

差は対照猫に比して減少する傾向を示した・

　以上の実験デターから猫の場合でもラットおよび家

兎の場合と同じように抜歯によって体温調節機能に失

調がおきたことが考えられる．　　　　　　　　　’

　武藤　輝・堀内茂友・池田良雄1国立衛生試験所ペ

ルト式動物飼育機について

　　第24回日本薬理学会　関東部会（1961．11．10）

　動物実験を行なう上においてその実験結果に大きな

影響を与える要具を大別して．ω系統，年令，性別

など動物自体に基因するものと，（2）動物をとりまく

環境，の2つにわけられる．特に動物それ自体に直接

的に影響をあたえる最：も重要な団子と考えられる飼育

管理は動物実験の根本をなすものである．

　実験動物の飼育は動物飼育人にゆだねられる場合が

多くこれらの人々の動物実験に関する教育と関心の程

度により業務の能率化，清潔，整頓の保持，感染防止

などに対してもその限界があり，動物飼育人の作業状

態によって大きく左右されることが考えられる．．

　そこでわれわれは，家兎について旧態依然とした飼

育箱およびその附属品に批判の目を向け，飼育作業を

能率化し，清潔を保持し，感染防止等の点を満足せし

め得るベルト式動物飼育機を完成した．

　ベルト式動物飼育機は飼育籠，ベルト部，水洗部，・

，給水部からなっている．飼育蒲は金網の部分とステン

レスの部分とが簡単に取りはずしでき，餌箱は廻転式

で取りはずし，取り付けも簡単である．ペルトは電動

式でこの上に落ちた糞尿汚物は自動的に水洗装置部に

入る．汚物は先づ汚物削り板で除去され，沈瀞水の噴

出と同時に廻転洗漁ブラシが高速度で廻転してベルト

面を完全にきれいにする．給水装置も完全自動的で常

に新鮮な水を適景飲むことができる．更にタイムス．イ

ッチを取り付けることによりすぺて自動的に行なうこ

とができる．これによってウサギを飼育した結果，飼

育作業能率は倍加されて衛生管理の面においても充分

満足できるものである，　　　　　　　　　…

b



　　　　　　　　　　　　　　　　衛　　　試

　所員の研究，試験および検査に関する発表を主とす

る「衛試例会」が昭和36年6月から毎月本所講堂にお

いて開催されているが，昭和37年3月まで下記の発表

を行なった．また講演会についてもあわせて記す．

第1回（昭和36年6月12日）

　1．　ニンヒドリ．ンによる酸ヒドラジドの比色定量法

　　　　医　薬　品　部　　辻　　章　　　夫

　2．　クロロホルムの分解について

　　　　医　　薬　　品　　部　　　河　　　・合　　　　　　兀惹

　3．不完全糸状菌1吻2πGθ鰍∫のより合理的な分

　　　類基準

　　　　衛生微生物部　　松　　島　　　崇

　4．・Staphylocoagulaseに関する研究

　　　　衛生微生物部　　林　　　　冨　　子

　5．Coixenolideの構造について

　　　　ビタミン化学部　　谷　　村　　顕　　雄

　6。癌の化学療法剤について

　　　　製薬研究部鈴木郁生

第2回（口恥零036年7月10日）

　1，電気的ウサギ体温測定法の発熱物質試験への応

　　　川

　　　　薬　　理　　部　　桑　　村　　　司

　2．・ウリジソニ燐酸グルコースからのグルコシド生

　　　合成

　　　　特殊薬品部月刊　力
　3；有機合成化学におけるコルベ反応の応用につい

　、　て

　　　　特殊薬品部　田　　中　　彰
　4．非水溶液滴定法

　　　　特殊薬品部　　鹿　　島　　　哲

　5，　大1気汚染について

　　　　環境衛生化学部　　市　　川　　重　　春・

第3回（昭和36年8月14日）

　1．有機化合物のキレート滴定法

　　　医薬．、品部立沢『政義
　2．食品に使川された亜硫酸について

　　　食　品　部 細貝祐太郎
　3．病原性好塩菌に関する研究．マウスに対する毒

　　｝性について
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例　　　会

　　　　衛生微生物部小嶋秩夫
　4．　カビの産生する抗カビ性物質について

　　　　衛生微生物部　稲　垣　　尚　起

　5．赤外を中心とした分析機器の利用法

　　　　医薬品部　大塩’琢磨

第4回（昭和36年9月12日）

　1．温泉中の有機物の定量について

　　　　環境衛生化学部　　鈴　　木　　伸　　二

　2．甘草成分グリチルリチンの定量について

　　　　生　　薬　　部　　伊　　東　　　宏

　3．食品添加物の安定度について

　　　　食品部浜田　挟
　4．　凸型飼料と兎二二

　　　　薬理部武藤幸子
　5．4・Nitropyridazine　l・oxideおよびその誘導体

　　　の抗菌作用について

　　　　衛生微生物部　　宮　沢　文　雄

　6，薬物耽溺

　　　　薬理部池田良雄

第5回（昭和36年10月9日）

　1．Pyridazine　1・oxideのニトロ化

　　　　製薬研究部夏目幸子
　2．　カラム水蒸気蒸留法（仮称）による無機塩化物

　　　の定量

　　　　医薬品部柴崎利雄
　3．　繊維製品の防徽加工について

　　　　衛生微生物部　坂　部　　フ　ミ

　4．猿における赤痢菌感染実験について

　　　衛生微生物部　　林　　　長　　男

　5．食上および薬品中のコナダニ類について

　　　食　　品　　部　　密　　島　　弘　衛

　6。インドの薬用植物（1）応用に関する文献的検：

　　　討

　　　坐薬部山ロー孝
第6回（昭和36年11月21日）

　1．　シアン含有排水処理に関する研究

　　　環境衛生化学部　　山　　手　　　昇

　2，　オウバク中のベルペリン定量について（日局7

　　　の定量法検討）

　　　生　　薬　　部　　西本和光g坂東きみ子
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3．　けし∫セρσρθ750，ηη塘7初口L，のアルカロ・イド

　　生成について

　　　麻薬部大野昌子
　4．　テトラフェニルボロソナトリウムNaB（C6115）4

　　　による定蹴について

　　　医　薬　品　部　　海　東　　常　　敏

5．駆虫薬，とくに新たに合成されたDL・Copper・

　　　methionateの駆虫作用とその作用機序につい

　　　て

　　　衛生衛生物部　　：石　関　　忠　　一

　6，防腐剤の効果について

　　　　食　　品　　部　　川　　田　　公　　平

第7回（昭和36年12月11日）

　1．菌類代射物質研究に対する菌学の応用

　　　　衛生微生物部　　宇　田　川　俊　一　　　伽

　2．　β・N・Acetylglucosaminidase

　　　　特殊薬品部　朝比奈正人
　3．　インシュリンの検定について

　　　　特殊薬品部　佐・藤　　浩
　4。インスタント食品の衛生

　　　　食品部岡田太郎
　5。　粉末坐薬および食品の純度測定法

　　　　生　　薬　　部　　下　　村　　　孟

第8回（昭和37年1月8日）

　1，　好気性有芽胞桿菌（B．　cθγθ2‘3）に関する研究

　　　　衛生微生物部河西勉
　2．　3・Aminopyridazine誘導体のN・oxide化につ

　　　いて　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　製薬研究部　　中　島　　利　章：

　3，抜歯現象に関する研究　猫の抜歯後の体温につ

　　　いて

　　　　薬　　理　　部　　堀内茂友・武藤　輝・

　　　　　　　　近岡昭典・田中　悟・池田良雄

　4．国立衛生試験所ペルト式動物飼育機について

　　　　薬理部　　武藤輝・池田良雄・堀内茂尻

　5．　国際麻薬条約

　　　　麻　薬　部　朝比奈晴世

第9回（昭和37年2月13日）

　1．食品添加物のキレートにより滴定

　　　　食’品部天野立爾
　2．真菌類培養炉液の血圧および摘出モルモット子

　　　宮に及ぼす影響について

　　　　特殊薬品部　福　田　秀　男

3，あかさら貝中毒に関する研究

　　　食　　品　　部　　石居昭夫g近藤竜雄

　　　薬　　理　　部　　篠　　田　　光　　雄

　4．　食品の異物試験

　　　　食　　品　　部　　二　郷　　俊　郎，

　5．　ブドウ球菌のファージタイピソグについて

　　　　衛生微生物部　　鈴　　木　　　昭

第10回（昭和37年3月12日）

　1．　内巌素のうさぎ血糖におよぼす影響について

　　　　衛生微生物部　　中　野　　和　代

　2．　ピタミソA新定量法に関する共同実験

　　　　ピタミソ化学部　　中　路　　幸　男

　3，牛乳中ニトロフラゾーソ及びニトロフリルアク

　　　リル酸アミドの定量

　　　　食品添加物部　　林　　　敏　　夫

　4．布機物と紫外部螢光スペクトルについて

　　　　ビタミン化学地太幡利一
　5，　「イタイイタイ病」について

　　　　食品部川城　巌

第18回講演会（昭和36年5月16日）

　異項環アジド化合物の合成およびその制癌性につい

　て

　　　　製薬研究部　神　谷　庄　造
　混合培養による薬剤耐性の伝達

　　　　衛生微生物部　　岩　原　　繁　雄

　食生活の醜劣

　　　　東京医科歯科大学教授　秋　谷　七　郎

第19回講演会（昭和36年11月29日）

　最近のガスクロマトグラフィーの進歩（ステロイド

　・アルカロイドゐガスクロマトグラフィー）

　　　　理化学研究所池川信夫

第20回講演会（昭和37年1月29日，2月5日，26日）

　核磁気共鳴

　　　　電気通信大学　　荒　田　　洋　治

第21回講演会（昭和37年3月17日）

　クー冷静トリー

　　　　柳本製作所　安　盛　善　一

身22回講演会（昭和37年3月26日）

　原子吸収スペクトル

　　　　東京教育大学　　大八木義彦
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1国家検定，国家検査等の試験成績報告

総　　務　　部　　業　　務　　課

　曳

　昭和36年（1月～12月）における試験検査などの状

況はつぎのとおりである．

　国家検定については，昨年同様ブドウ糖注射液がも

っとも多く，全体の約17．6％をしめ，ついでイソニア

ジド，避妊薬（ゼリー），イソニアジドメタンスルポソ

酸ナトリウムの順で，全体の約33．7％におよんでい

る．大阪支所においても，ブドウ糖注射液の検定を行

なっているが，その取扱件数は，476件で，全体の

44．1％に達しており，以下イソニアジド錠，イソニア

ジド，リンゲル液の順となっており，昨年とほぼ同数

の件数となっている．

　国家検査については，一部脱脂綿製造業者に対する

検査命令解除に伴ない，「昨年の約半数（2，071件）に減

少した．また製品検査についても36年6月から希釈過

酸化ベンゾイルの製造ロット数が，200kgから1，000

kgとなったので，昨年に比し約25％（4，889件）の減

少となった．

　以上のほか輸出検査，輸入検査，特行試験，一般依

頼試験および一斉取締試験についても特行試験のみ約

34．2％（562件）の増となったほかはいずれも昨年より

減少し，全体としては21．3％（8，253件）減の30，355件

に減少した．

衛生試験所における検査状況 （昭和36年）

件・ 三

国　　家

国　　家

製　　品

輸出検査 o

輪入検査

特　　行

一　般　依

一斉　取

合

検

検

検

十

二

査

三

品

医療用具

薬　　　品

食　　　親

試　　三

門　試験

締　試験

計

試 験 機 関

東 京1大 阪

1，574

1，873

7，948

　　0

3，873

　71

873

1，140

1，131

　387

18，870

・件

1，077

　198

6，726

0

291

96

784

1，063

870

380

11，485

件

合 計

2，651

2，071

14，674

0

4，164
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2，203

2，001

　767

30，355

件
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国 家 検

・　　　　　　　　　　月　別 1 2 3 4 5
N　　■＼

i　　　＼＼　　種

@　　名訟藍鼠
合格 不合格

計

合格 不．
㈱i 計

合．格 不合格

計

合格 不合格

計

合格 不合格

計

合格

イ　ソ　ニ　ア　ジ　ド
東京
蜊

ll 8 盤 11 8 11 彗 8 § ll 8 ｝1 ｝1 8 il ｝1

イ　ソ　ニ　ア　ジ　ド　錠
東京
蜊

2各 8 21 11 8 11 11 8 11 11 8 11 11 8 11 ll

イソニアジド注射液
束：京

蜊
三 』 三 2 』 2 子 8 … ｝ 8 圭

三 』 ユ 釜

イソニアジドメタソスル
zン酸ナトリウム

東京
蜊
』 』 』 ヨ 』 ヨ ヨ 』 ヨ ヨ 』 甚 2 』 』 望

イソニアジドメタソスル　　東京　　16　0　16　18　0　18　19　0　19　16　　0　16　14　0　14　27
ホン酸ナトリウム錠　　　大阪　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　＿

イソニアジドグルグロソ　東京　　8　0　8　12　0　12　M　　O　14　6　0　6　15　0　15　8
酸ナトリウム　　　　　　大阪　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

イソニアジドグルグロソ　東京　　2　0　2　6　0　6　13　0　13　6　0　6　8　0　8　10
酸ナトリウム錠　　　　　大阪　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　　一

ピルピソ酸カルシウムイ　東京　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　　＿　＿　＿　＿
ソニアゾソ　　　　　　　大阪　　3　0　3　5　0　5　1　0　1　2　0　2　5　0　5　3

ピルビソ忌敵ルシウムイ　　東京　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　　一
ソニアゾソ錠　　　　　　大阪　　3　0　3　4　0　4　8　0　8　3　0　3　6　0　6　5

・・ジナ・ド簸㌍㌍』21』鋸』坐2雫
・・ジナ・ド錠簸2』2＝一＝三』三三』12222
．アルミノパスカルシウム　　東京　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一
イソニアジド錠　　　　　大阪　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　2　0　2　一　一　一　一

2一エチルチオイソニコチ　東京　　一　一　一　一　　　一　一　一　一　一　一　「　　7　．0　7　3
ナミド　　　　　　　　大阪　一　一　一　8　4　12　3　0　3　5　0　5　4　0　4　8

2一エチルチオイソニコチ
iミド錠

東京
蜊
＝ 二 ＝ 三 応 玉 玉 応 τ τ て τ τ

一　　　　　　　　　　一

Z　　7
＝

避　　娃　　薬（ゼリー） 東京
蜊

望 』 望 2 2 2 至 2 翌 』 』 3　　9一　　　　　　　　　　　一

』 2 堕

〃　　（錠）「
東京
蜊

』 2 2 」 』 三 」
一

0　14　1　＿ 」 』 」 」 』 」 三

ケ　　（球）
東京
蜊

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ 2 』 2
2　　0一　　　　　　　　　　一 2 2 』 2 2

インシュリン注射液
東京
蜊

里 ユ 三 』 』 』 』 』
5　　6一　　　　　　　一 0　6一　　　　　　　　　　一

エ ユ 』 』

1 重

プロタミソイソシュリソ　東京　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　　 一　一　一
亜鉛懸濁注射液　　　　　大阪　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

プロタミソイソシュリソ
亜鉛水性懸濁注射液 薙把」把1掴1」配＝二＝2
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定（No．1） （昭和36年）
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国 家 検

1 2 3 4 5下ミニ＝〉盈⊥

@　客＼録
合格 不合楕

言卜

合格 不合格

言卜

合格 不合格

計

合格 不合格

計

合格 不合格

計

合格

1

イソフェソイソシュリソ　東京　　2幽0　2　1　0　1　2　0　2　1　0　1　2　0　2　2
水性懸濁11謝液　　　　　大阪　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　＿　一

インシュリン亜鉛水性懸　　東京　　2　0　2　2　0　2　1　0　1　2　0　2　1　0　1　5
濁注鮒液　　　　　　　　大阪　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

漿盤繍液リ唖鉛獺1』」＝＝＝＝＝二1』三＝＝＝＝

繍嶽漸最リン亜蕪三2」＝二＝＝＝＝2』2＝二＝三

脳下乖体後葉注射液
東京
蜊

』 』 』 ユ 』 」 2 』 2 』 』 』 ＝ ＝ ＝ 』

オキシトシソ身｝注液
東京
蜊
」 』 」 三 』 1 」 』 」 三 』 三 』 』 」 三

パソブレシソ油性懸濁注

ﾋ液
東京
蜊
1 単 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ 二 ＝ 」 』 」 ＝

罐講；羨プレシン簸＝＝

ゾ　ドウ糖注射液 東京　’18　0
大阪　31　0

…　　ル液簸§1
計 東京146．1

大阪　77　0

118　　16　’0　　16　　21　　0　　21　　17　　0　　17　　25　　0　　25　　25

31　32　　0　32　　45　　0　45　　39　　0　　39　　45　　0　　45　35

8　5　0　5
5　10　0　10

4　0　4　5　0　5　5
10　　　0　　10　　13　　　0　　13　　10

0　5　4
0　10　12

147　111　　　0　111　128　　　0　128　114　　　0　114

77　　86　　　4　　90　　93　　　0　　93　　97　　　0　　97
148　1
102　0
149166
102　89
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定　（No．2） （昭和36年）
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国 家

曹＼富川
1　’ 2 3 4 5　　　月　別

@　　種 合格 不合格

計

合格 不合格

計

合格 不合格

計

合格 不合格

計

合格 不合格

計

一合格

マーキュロクローム液 東京　　一　一　一　　　一　一　一　一　一　　　一　　　一　一　一　一
大阪　　3　0　3　一　一　一　　2　0　2　一　一　一　一　一　一　一

ピタミソ剤を虫成分とすし東京　　4　1　5　10　0　10　6　0　6　8　0　8　5　0　5　1

る製剤　　　1大阪4・45・56・62023031
垂炭酸ナトリウム

サン　トニン製剤

クレゾール石1鹸液

脱 脂 綿

抑i4三サツク
ハリウッドリップステッ
クス

口 紅

抗ヒスタミン剤

ビタミンB1加ブドウ糖
注射液

打‘ヒスタミン芥1含イ∫角翠糞襲

・鎮痛剤

塩酸チアミソ注射液

計

東京　　4　0　4　一　一　一　　2　0　2　1　0　1　一　　　一
大阪　　13　0　13　6　0　6　4　0　4　9　0　9　2　0　2　一

凍〔京　202202303404101大阪　　8　0　8　7　0　7　6　0　6　2　0　2　1　0　1　1

東京　一　一　一　一　一　　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一
大阪　　1　1　2　一　一　一　　　一　一　　2　0　2　一　一　一　一

束労褐　　170　　　6　176　273　　　5　278　161　　　4　165　175　　　5　180　173　　　5　178　126

二二　　一　一　一　一　一　一　　1　0　1　1　0　1　1　0　1　一

：東京　　10　12　22　26　34　60　18　17　35　12　6　18　14　6　20　22
大阪　　一　一　一　一　一　一　一　　　一　　　一　一　一　　　一

東京　　1　0　1　　一　一　一　一　一　一　一　一　一
大阪　　一　一　　　一　　　一　　　一　一　一　一　　　一

東京　　1　0　1　3　0　3　1　0　1　1　0　1　1　0　1　一
大阪　一　一　一　10　0　10　4　0　4　4　0　4　7　0　7　一

東京　一　　　一　　　一　一　一　一　一　一　一
大阪　一　一　一　一　一　一　33　0　33　9　1 10　5　0　5　　9

東京　　一　一　一　　1　0　1　1
大阪　一　一　一　一　一　一　一

0　　1　1　0　　1　一　一　一

東京　　一　一　一　一　一　一　　9　1
大阪　　一　一　一　一　一　一　一　一

東京　　一　一　　　一　一　一　一
大阪　一　一　一　　　一　　　一

型叢1器11綿13131き211 22
0

10　10　1

223212　12
56　29　　1

11　7　0　7

224　201　　11　212

30　19　0　19

19

168
11
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検 査 （昭和36年）

6

不
合
格

0

0

0

1

7

τ

0

8

0

計

1

1

1

127

29

5

19

176
11

7

合

格

不
合
格

2　0

壁 5

計

2

星

8

合

格

1

不
合
格

0

計

1

9

合

格

不
合
格
計

10

29

ヨ

14

1

釜

翠

0

14

4 6　0

合

格

69　　78　　　0　　78　　15

4744

6一

塾

10　010　8 0　8　2　1

里 23

3一

11019
3　1

129　110　　14

4　7　0
124
7
124 1213638

不
合
格

1

13

14

計

16

36

52

11

合

格

2

10

2

12
2

不
合
格

0

3

0

3
0

計

2

13

羽

15
2

12

合不
．合

格格

2

12

11

14
11

』

』

0

3

0

計

2

15

11

17
11

言卜

合

格

玉

36
21

7

34

12
26

至

1，313

　3
253

1

7

25

67

3

65

11

1，697
195

不
合
格

0

1

0

O
O

0
0

1

32
0

計

5

37
21

7

34

12
26

4

1，345

　3
140393

0　1

0　7
0　25

2

0

3

τ

176
3

69

3

68

五

1，873
198



124 衛坐試験所報告 第80号’，（1962）

製 品

1 2 3 4 59ミミ＝＝　　　　　　　　月　別

合格 不合格

計

合格 不合格

計

合格 不合格

計

合格 不合楮

計

合格 不合格

計

『合格

サッカリンナトリウム
東京
蜊
1器 8 1器 1嘉 8 lll 魏 8 1％ ｝ll 8 ｝ll 鴇 8 lll 釜1

ズルチ・簸188181118111｝ll　glll｝％1蹴ll　l｝翻1

・一ル色素懸1｝811琴1811111811踊1811111

　　　　　　　　東：京　一一一一一一一一一一一一一ニトロフラゾーソ　　　　　　　　大阪　　1　0　1　2　0　2　5　0　5　3　0　3　4

ニトロフリルアクリル酸　　束京　　一　一　一　一　一　一　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿
アミド　　　　　　　　　大阪　　8　0　8　12　0　12　30　0　30　25　0　25　15

鄭磁アクリル酸懸玉1術蕊5薦垢25τ珊
ニトロフリルアクリル酸　東京　一
混合10倍散　　　　　　　大阪　　6

　　　　　　　　東京　一ソルフラソ散　　　　　　　　大阪

昌 昌 乙類一

0　620　02030　03029　02941

一一 @1　0　1　1　0．1　1　0　1　1

一　1　0　1　一　一

0　89　85
1108123

0　4

0　15

0　7

0　41

0　1

3

18

17

希釈過酸化べ・ゾイ・レ簸塑

計 東京748
大阪212

46

0　468　376　　　0　376　424　　　0 424393　2 395456　0 456170

0　748　770　　0　770　783　　　0　783　738　　3　741　908　　4　712　615
0　212　415　　　6　421　704　　　5　709　513　　　3　516　513　　　2　515　565
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検 査 （昭和36年）

6

不
合
格

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

計

207
147

154
213

85
123

3

18

17

46

170

616
567

7

合

格

221
189

195
255

68
123

2

25

9

37

97

581
640

不
合
格

0

0

0

2

0
2

0

0

0

0

0

計

221
189

195
257

68
125

2

25

9

37

97

0581
4644

8

合

格

167
255

105
189

68
126

7

不
合
格

0
0

0
1

1

0

0

計

167
255

105
190

69
126

7

9

合

格

185
107

15Q
196

71

58

6

不
合
格

0

0

0
0

2
4

0

計

185
107

150
196

73
62

6

10

合

格

245
226

131
226

78
120

2

不
合
格「

0
0

0
0

0
0

0

計

245
226

131
226

78
120

2

11

合

格

284
189

不
合
格

0
0

計

284
189

12

合

楕

不
合
格
計

325　0325
305　　25　330

計

26

13

39

1

1

81

421
657

0 26　　28　　　0　　28　　18　　　0

0　13

0　39

9

36

0 1 1

0

0

0

0

1

1

1

81

422
678

・0

1　0

79

485
442

0．

2
4

9　4　0

36　46 0

1　1　0

1　1

79 79

0

0

487533　0
446644　0

189　0
193　0

95
64
1

3

3　0

18　10

4

46　42

1

1　一

79　99

533667
644501

0

0

0

1

3

合

格

不
合
格
計

2，589　　　12，590

2，322　　332，355

189157　0
193358　0

96
67
108　1
154　0

3

10

4

13

0

0

1571，570
3582，288

51，575
122，300

109　958　5
1541，254　　10

42

99

668
504

30

1

96

686
865

4

13

瀬
0

0

1

25

1

96

687
890

42

228

123

402

8

4

0

0

0

0

0

0

2，818’ Q

7，935

6，671

13
55

　963
1，264

42

228

123

402

8

4

2，820

7，948
6，726
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日本薬局方標準品および国立衛生試験所標準品

総務部，特殊薬品部

国立衛盤試験所において製造し，交付している標準品は別炎のとおりである，

別　　表 日本薬局方標準座
標　　準　　冊　　11

1喫息『酢酸エストラジオール

イ　　ソ　　シ　　ュ　　リ　ソ

血清性性腺刺激ホルモソ

ジ　　　ギ　　　タ　　　リ　　ス

ジエチルスチルベストロール

胎盤性性腺刺激ホルモン

脳　　下　　丞　　体　後　葉

パラアミノペソゾイルグルタミ
ソ酸’し

塩酸ピリ ドキシソ
ヘパリソナトリウム

マレイン酸エルゴメトリソ

ル　　　　　　　チ　　　　　　　ン

エ　ス　ト．ラ　ジオール

酒丁丁水素エピレナミン

含糖ベブシソ
酢酸デスオキシコルトソ

塩

　コ　　　チ　　　ソ

コ　チ　ン　酸ア　ミ

酸　　チ　　ア　　ミ

酸

ド

ソ

リ　　ボ　　フ　　ラ　　ビ　　ソ

アスコルビン酸

硫酸プロタミソ

単 位

20mg入　1木

20mg入　1木

1000単位入アン
ブル

19入アンプル×
3本
20mg入　1本

1000単位入アン
プル

10mg入
アンプル×2本

500mg入1本

200mg入1本
1，200単位入

アンプル1本

20mg入　1木

500mg入1本
20mg入　1本
20mg入　1本
209入　　1本

20mg入　1本

500mg入1本
500mg入1木
200mg入1本

200mg入1本

19入　　1木

100mg入
　アンプル1本

価格

1，400円

1，100

3，700

1，200

　300

3，300

16001

1　1

11100

1，300

1，300

1．500

1．100

　900

　600

1，000

1，200

1，000

1，000

1，200

1，200

1，000

1，200

使 用 日 的

安息香酸エストラジオールの純度試験，安息
香酸エストラジオール注射液の定最法

インシュリン注射液，インシュリン亜鉛水性
懸濁注射液，結晶性インシュリン亜鉛水性懸
濁注射液，無晶性インシュリン亜鉛水性懸濁
注射液，プロタミソイソシュリソ亜鉛水性懸
濁注射液，イソフェソイソシニリン水性懸濁
注射液およびグロビソ亜鉛インシュリン水性
懸濁注射液の定量法，イソフェンイソシュリ
ン水性懸濁注射液の純度試験

血清性性腺刺激ホルモンおよび注射用血清性
性腺刺激ホルモンの定量法

ジギタリス，同凹め定量法

ジエチルスチルペスト・一ル錠，剛主輪液の

定量法

胎盤性性腺刺激ホルモンおよび注射川胎盤性
性腺刺激ホルモンの定量法

脳下垂体後葉注射液，オキシトシン注射液お
よびバソプレシン注射液の定量法，オキシト
シソ注射液およびバソプレシン注射液の純度
試験・

葉酸，二三，同注射液の定且法

塩酸ピリドキシン注射液の定量法

ヘパリンナトリウム，同注射液の定量法，硫
酸プロタミソ，同注射液の抗ヘパリン試験

酒石酸エルゴタミン，同錠，同注射液，パッ
カク，パッカク流エキス，マレイソ酸エルゴ
メトリソ，同錠，同注射液およびマレイン酸
メチルエルゴメトリンの定量法

ルチン，同錠，同注射液

エストラジオールの純度試験

エピレナミソの純度試験

含糖ペブシソのたん白消化力試験

酢酸デスオキシコルトンの確認試験，酢酸デ
スオキシコルトン注射液の定量法

ニコチン酸錠，同注射液の定丑法

ニコチン酸アミド錠，同注射液の定量法

塩酸チアミン，同散，同錠，同注射液，乾燥
酵母，硝酸チアミソ，同散，同錠の定肚法

リポフラピソ，同散，同錠，リソ酸リボフラ
ビン注射液の定量法

アスコルピン酸散，同錠，同注射液，注射用
コルチコト戸ピソおよび持続性コルチコトロ
ピンの定量法

イソフェソイソシ昌リソ水性懸濁注射液の純
度試験
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国立衛生試験所標準品
標　　準　　品　　目

肝油（ビタミンA検定用）

デスオキシコルトソ
プロピオソ酸テストステロン

エ　　　ス　　　ト　　　ロ　　　ン

パレイショデソプソ

塩

ブ

融

ア

酸　チ　ア　ミ　ン液

　ロ　　ゲ　　ス　　テ　　ロ　ソ

　点測定用
隣；夢欝｝
　　’マ　　　フ　　　　ン　　　ス

タ　　一　　ト　　ラ　　ジ　　ン

トル千ジソレッド
ニ　　ュ　　一　　コ　　ク　シ　　ン

パーマネソトオレンジ

ハ　　ソ　　サ　　エ　　ロ　　一

単 位

19（10，000U）入

アンプル×10本

20mg入
20mg入
20mg入

100mg入

1mg入

10mg入

1：本

1本

1本

1本

アンプル×10本

1本

19入×6本

19入

19入

19入

19入

19入

19入

1本

1本

1本

1本

1本

1本

f面格

1，300円

1，300

　900

　800

1，200

　400

　900

2，500

200

200

300

200

300

300

使 出 目 的

デカビタンその他ビタミンA製品の定量法

デスオキシコルトソ製品の確認および定量法

プロピオン酸テストステロン製品の定量法

エストロン製品の確認および定量法

パンクレアチン，ジアスターゼ製品のデンプ
ン消化力試験の参考　．

デカビタミンその他塩酸チアミン製品の定量
法

プロゲステロン製品の確認および定量法

融点測定用温度計，同装置の補正

食品，医薬品，化粧品および製剤中のアマラ
ンスの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のタート
ラジソの確認試験

医薬品，化粧品および製剤中のトルイジソレ
ッドの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のニュー
コクシンの確認試験

医薬品，化粧品および製剤中のパーマネント
オレンジの確認試験

医薬品，化粧品および製剤中のハンサエロー
の確認試験

昭和36年度における標準品の払出しは下記のとおりである，

品 名

安息酸エストラジオール
イ　　ソ　　シ　ュ　　リ　ン

肝油（ビタミンA検定用）

血清性性腺刺激ホルモン
ジ　　ギ　　タ　　リ　　ス

ジエチルスチルベストロール

胎盤｛生性腺刺激ホルモン

脳　下　垂　体　後　葉
搏ラアミノ
　　ベンゾイルグルタミン酸

塩酸ピリドキシン
プロピオン酸テストステロン

ヘパリソナトリウム
ル　　　　　　チ　　　　　　ン

エストラジオール
エ　　ス　　　ト　　ロ　　ン

払出
数量

　1

22

185

27

　7

　3

33

25

15

77

　1

57

16

　3

　2

自家消
費数量

3

6

43

3

3

3

0

3

3

3

3

5

3

3

3

計

　4

28

228

30

10

　6

33

28

18

80

　4

62

19

　6

　5

品 名

酒石酸水素エピレナミン

含　糖　ペ　プ　シ　ン

酢酸デスオキシコ、ルトソ

ニ　　コ　　チ　　ン　　酸

ニコチン酸アミド
バレイショデソプン
塩　酸　チ　ア　ミ　ソ

塩酸　チ　ア　ミ　ン液
リ　　ボ　　フ　　ラ　　ビ　ソ

アスコルビン酸
プロゲ．ステロン
硫酸　プ　ロ　タ　ミ　ン

融　　点、　測　　定　　用

　　　　　計

払出
数量

　4
13

10

23

21

28

194

435

183

310

　7

　5
10

1，717

自家消
費数量

3

3

3

3

3

4

7

35

8

17

3

5

3

184

計

　7

・16

13

26

24

32

201

470

191

327

10

10

13

1，901
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ベラドンナの収取量：とアルカロイド含：量について

　　　　　　　（1）1年株の成績．

川谷豊彦・藤田早苗之助・久保木憲人＊1・永田　稔＊1

　ベラドンナ11〃ρ加Bθ〃α40朋σL．は欧州原産の

ナス科に属する多年生草本で，その生薬ベラドンナ葉

およびベラドンナ根は現在多くの国の局＝方に収載され

る．本邦には同日生薬とするハシリドコロがあるため

ベラドンナは局方に収載されていない．しかしてハシ

リドコロは最近乱穫により自生は著るしく減少しつつ

あり，また実際栽培は根の肥大遅く行なわれ難い．そ

れで本邦でベラドンナの栽培が注目されるようになっ

た．

　さきに著者らはベラドンナの試作栽培を目的とし

て，’外国産5品種の2年株について，葉および根の収

量，および根のアルカロイド含量を検し，それぞれの

品種比較を行なった1）．その結果，収細図多く佳良な

生育を示す系統が選出された．今回は，それを材料と

して，1年株の主として収葉量および葉のアルカロイ

ド含量について報告する．

　実験材料　1956年に前記のごとくして選抜された優

良系統A－4（ロンドンChelsea薬用植物園より入手）．

　栽培経過　1959年4月14日直播，10アール当り　（以

下同じ）3309．条間90cm，株間（最終間引にて）60

cm．発芽，　5月16日．間引，5月30日，．6月22日，

7月16日の3回．施肥，6月22日，堆肥375kg，葉

　　　　　　　Table　1．

種油粕37・5k9，硫安31・9kg，完投432kg，塩加16．9

kg，除草中耕，　5月30日，　7月20日，7月30日の3

回．7月下旬より開花を初めた．

　摘葉　開花期に入って＊2葉の生育充実したものを同

一株につき順次8・月1日，9月1日，10月1日．，11月

11日の4回採集した（H，連続摘葉区）．また11月13

日一度に摘葉したもの（Hs，全1回摘葉区）．7月16．

日の間引苗（地上部三三）についてアルカロイド含量

を検し前記と比較した．摘葉は露が乾いてから午前中

に行なった．

　聖断　12月22日収卑し，形態（根長，根頭部直径，

分根数，算数），1株当り生重，同風砂層，．アルカ只

イド含量を検し，これらに及ぼす摘葉の影響を調べ

た．

　アルカロイド含量　葉および根について，日局六に

より全アルカロイド含有量（ヒヨスチアミンとして計

算）を2回ずつ分析した．

　　　　　　　　　試験成績．

　1株当リ収当量H各区およびIlsの三葉量は

Table　1のとおりである．　Hの全収無量は52．89で

Ilsのそれの23．79の約2．2倍である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Growth　and　leaf　yield　per　plant　of　11〃ρραβθ〃ご40π7霧σL（1959）

　　（First　year　growth，　sown　on　Apri114，1959）

Leaf　harvest

M・・h・dl・・…d

1．1ω

1　1／～皿

皿　1／D【

皿　1／X

IV　11／）α

Tota1

Hsω　13／XI

　No．

exam，d．

128

〃

〃

〃

16

Plant　　σ
height
（cm）　（cm）

59．0　　9．3

63．0　　　10．5

64．6　　　10．0

98．9　　11．6

98．9　　10．8

Plant
width
（cm）

σ

（cm）

76，0

96，1

96．1

112．1

20．7

17．3

15．9

19．2

113．2　　18．6

Fresh　　σ
leaf　yield

　（9）　（9）

94，6　　　40．0

93．2　　　36．9

71．0　　　36．7

115．9　　　54，1

374．7

180．7　　105．0

Air－dried　σ
・1eaf　yield

　（9）　　（9）

12。8

13．2

11．1

15．7

5．7

5．2

5．7

7．3

52．8

23，7　　13．8

No．　of

　　　　σ1eaves

25．7　11．6

59．9　22．4

203，7　　95．7

＿．cl

a）　H：Continuous　harvest　on　tlle　same　plant　　　　b）　Ils：Single　harvest　at　a　tiIぬe

c）　　not　counted　　　　・

澗　群馬大学医学部附属病院薬局

膏2　DAB・6（ドイツ薬局方6版）のベラドンナ菓は開花期に採集することを規定している，
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　各医摘葉の葉の大きさ　Table　2のとおり生葉（風

乾葉）1枚平均重量は摘葉回数の進むに従い軽くな

る．

　収薫時期とアルカロイド含量　Table　3のとおり，

Hは回を追うに従ってアルカロイド含量を増加し，秋

期（第3回，第4回）摘葉のものが含量が最も高い，

第3回摘葉区と第4回のものの間には有意差がない．

要するに回を追うにつれてアルカロイド含量は直線的

に増加する傾向が認められた（分散分析の結果は1次

効果は零＊＊2次効果は＊であった．）

　なお7月16日二葉の間引苗（地上部二二）と11月13

Table　2．　Average　leaf　weight　at　each　harvest

　　　　　of　4’γoραBθJZαdoηπαL．（1959）

（First　year　growth，　sown　on　April　14，1959）

㎞・一鴨㎞f（σ9）・1窯；㎏d（葺）

1 1ハ孤 3．68 2．23 0，523 0，324

n 1／P（ 1．56 0．85 0，221 0，120

皿 1／X 0，349 0，243 0．0545 0．0379

IV
一 一

See　also　Table　1．

日収葉のIlsを考慮に入れた場合のアルカロイド含量は下記のようになる．

間　引　苗　　第1回収葉

16／V皿契施　　　　　　　1／、皿

　0．253％　　　　　　0．208

q検定　　M．D。（0．05）

箪2回収葉
1／Dく

0．468

0，106，

すなわち，間引苗と第1回摘葉区との間にも，また第

4回摘葉区と全1回摘葉区の問にも，アルカロイド含

量に有意薙なく，秋期に摘葉したものが含量が高いこ

とを示す．

　根の形態と収根量　摘葉区と不摘葉区の根の形態，

および1株当り収根語はTable　4のとおりである．す

なわち摘葉によって，面長は長くなりまた根頭部直径

は細くなる傾向が見られ，芽数・生重・風乾重を減ず

る．分根数には影響はないようである．

第3回収葉　第4回収葉　全1回収葉

　1／X　　　　11／X［　　　　13／Xエ

　0．671　　　　　　0．643　　　　　　0．702

MD．（0．01）　0．168

Table　3，　Alkaloidal　content（as　hyoscyamine）

　　　　　in　the　Belladonna　leaf　of　Tab！e　l

I　harvest　皿　harvest　皿【harvest　　I▽harvest
　　1／M皿　　　　1／］D（　　　　1／X　　　　ll／Dく

0．208画面｝　　0．468 0．671 0．643

　M．D．（0，05）b｝0．092　　M．　D．（0．Ol）0．130

a）　on　air　dry　basis

b）　minimum　difference　by　Tukey，s　procedure

　　（q・test）for　significance　at　the　5％1eve1

　　　Table　4．　Growth，　yield　per　plant，　and　alkaloidal　content　in　the

　　　　　　　　　　root　ofノ膨γψσBθ〃σdo””σL．（1959）

（II・・v，・t・d・n　Decemb・r　22，1959；First　y…琶・・wth，・・w・・n　Ap・n　14・1959）．

、

…藷d1鰭鰭・臆、ご
No．　of

buds

Fresh　root　Air。dried　　Alkaloidal
　yield　　　　root　yield　　　content
　（9）　　　　　　　（9）　　　　　　　％e》

IIω

Wゐ1

46

47

43，6

40．7

3，11

3．33

3．4

3．0

5．7

9．2

213．5

262．0

48．0

68．7

0．477

0．509
1 1 l　　　　　　　　　l i　　　　　　　　　　　　l

L．S．D．（0・05）

k．S．　D．（0．　Ol）

2．5

R．3

0．22

O．29

0．7

P．0

1．2

P．6

42．8

T6．7

1L3

P5．0

0，032

O，049

a）H：P1・t　with　leaf　haτvest（see　Table　1）

c）　on　air　dry　basig

b）W＝Plot　without　leaf　haτvest

根のアルカロイド含量Table　4のとおり，摘葉に

よって，アルカロイド含量を減ずる．著者らはさきに

2年目について，摘葉はアルカロイド含量を減ずるこ

とを認め報告したが，1年株についても減少効果を与

えることが確められたわけである．

論 議

Torres（1953）2〕によればベラドンナ葉のアルカロイ

ド含量は9月まで上昇し極大に達し10月はやや減少す

るとのことで，著者らの得た成績と一致する，
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　また1株当り収葉量は52．．89で，10アール当りに

換算：すれば92．9kgとなる．欧州における．栽培では

Hecht3，らによれば1アール当り1～2年株で4～6

kg，　Heeger2）によれば2年株で．7kgとのことである

から，著者らの得た成績はこれらに優っている．

摘 要

　1．ベラドンナの1年株について，収葉面，収根量，

全アルカロイド含量（ヒヨスチアミソとして）を調べ

た．

　2．　8月から11月まで4回摘葉の1株当り風乾全収

識量は52．89であった，

　3．．葉のアルカロイド含量は0208～0．643％で，摘

葉時期の進むにつれ直線的に増加することが認められ

．た．

　4．摘葉によって根の収量およびアルカロイド含量

は減少することが確認された．

　　　　　　　　　　文　　　献

1）川谷豊彦，藤田早苗之助，久保木憲人，青柳喜典

：薬誌，79，637（1959）

2）E．F．　Heeger：Handbuch　des　Arznei・und

　GewUrzpflanzenbaue9－Drogengewinnung，

　p．296（1956），Deutscher　Bauernverlag，　Berll11

3）W．Hecht　und　R．　Dietz：Anbau　von　Arznei・

　und　GewUrzpflanzen，　p．77（1948），　Erzherzog・

　　　　　　　　　　　　　な　コ　Johann・Verlag，　Graz（Osterreich）

Summaτy

　On　the　I」eaf　Yiela　and　Alkaloidal　Content　in

∠4εrOPα　βe置‘αdoπ鷺α　14ρ　（1）　1㎏sults　of　the　First

Year　Growth　　Toyohiko　KAwATANI，　Sanaeno・

suke　FuJ置TA，　Norito　KuBoKI、and　Minoru．NAGATA

　1．Yield　of　leaves　and　roots，　and　content　of

total　alkaloid（as　hyoscyamine）were　examined
with　the　first　year　growth　of∠レoρσβθ砺doπ％α

L．

　2．　Total　leaf　yield　per　plant　of　four　leaf　har・

vests，　during　a　period　from　August　to　November，

was　52。8　g．　Qn　air　dry　basis．

　3．The　alkaloidal　content　in　the　leaf　was　O．208

－0．643％，showing　a　linear　increase　with，　advance

of　the　harvesting　time．

　4．　It．has　bee且confirmed　that　harvesting　of

leaves　effects　decrease　of　the　root　yield　and　the

content　of　alkaloid　in　the　root．

　　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

ベラドンナの収葉量とアルカロイド含量について

（2）2年株の成績

．川谷豊彦’・藤田早苗之助・久保木憲人＊1・永田　稔＊1

　前報に引続き2年株の成績について報告する．1960

年8月上旬から9月にかけて頻回の大雨のため枯死株

が続出し，摘葉は7月下旬まで3回行ないおおよその

傾向を察知することができたが，．試験としては不完全

なものである．

　栽培概要　追肥1960年4月25日，堆i肥750kg，菜種

油粕112．5kg．過石37．5kg，塩加11．25　kg．除草：中

耕，4月5日，4，月25日，5月19日の3回．5月下旬

より開花，

Table　5．　qrowtll　of　earlier　stage　ill！1〃ψσ

　　　　　Bθ伽40”彫L．（as　bf　April　11，1960）

（SecQnd　year　growth，　sown　on　Apri114，1959）

Plot

ωα｝

（w）ω

　No．

exam’d

』80

80

試験成績

LS。D．（0．05）

LS．D．（0．01）

Plant
height
（cm）

11．49

15．77

1．26

1．62

Plant
width
（cm）

18．04

24．06

2，12

2．80

　No．　of
sprouting

　buds

3．05

4．71

0，53

0．70

　2年株の初期生育に及ぼす前年摘葉の影響　前年度

に摘葉するしないにかかわらず完全に越冬し枯死する

ものは皆無であった，しかし，Table　5に示すとおり

a）（h）＝Plot　with　leaf　harサest　in　the　previρus

　　　　yea「
b）（w）：Plot　without　leaf　harvest　in　the　pre・

　　　　　ほ　　　　Vlous　yea「

粗　群馬大学医学部附属病院薬局
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摘葉したものは明らかに初期坐育は不振で，草丈・株

張ともに劣り茎数は少ない．

　1株当り押葉量連続摘葉各回（1，】【，皿）の1

株当り垂葉丑はTable　6のとおりである．たたし．

前年1年株のとき摘葉し2年株も摘葉する区Ilh，お

　　　　　　　Tablc　6．

よび前年不摘葉で2年掛で摘葉を初めた区」lwの別

を設けた．各区の収葉量はHh，　Ilwの間にイ∫意差は

認められなかった、第3回（7月21日収）までの全収

量はIlh　42．99，　llw　40．Ogであった．

Growth　and　leaf　yield　pcr　plant　of　4～ρ‘ψ‘’βθ〃σ60ππσL（1960）

　　（Sccond　year　growth，　sown　on　Apri114，1959）

Leaf　harvest

．・・祠P1。・

126／V

Ilhω

Hw西1

　No．　　Plant　　　σ　　Plant
　　　　lleight　　　　width
cxam，d　（cm）（cm）　　（cm）

　σFreshσ　　　　leaf　yield
（cm）　　（9）　（9）

79　　　105，0　　15．5　　　109．1　　18．3　　　123．6　　60．4

63　　　114．1　i5，1　　　107．4　23．9　　　102．5　75，6

Air・dried　σ

1eaf　yie1d

　（9）　（9）

14，9　7．3

12，7　9．3

No．　of

　　　　　ρ
leaves

29．7　12．6

33．7　19．9

LS．D．（0．05） 5，1 6．9 22．5 12・7 t5・7

H26／VI

Ilh

hlw

79

U3

132．8　14．4

P30．9　19．9

136，0　26．6

P31．0　43．7

100．3　62，9

V9．0　66．9

11．3　7．1

P1．8　10．0

102，9　27．1

U0，0　42．5

LS．D．（0．05） ・．・　111・4 21．6 ・・8　い2・2

皿21／V皿

Hh
hlw

72

U3

147．7　14．3

P45．2　21．0

153．5　27．2

P44．8　39，2

106．0．65．4

W5．7　63．5

16．7　10．2

P5．5　11．5

l14．0　55．6

P11．4　71．0

LSD．（0．05） い・8 い1・・ い2・1 3．5
1・．・

Tota1
Ilh

hlw

329．9

Q67．2

42．9

S0．0

a）　Ilh：Plot　with　Ieaf　harvest　in　the　previous　year

b）　Ilw：Plot　without　leaf　llarvest　in　tlle　previous　year

　各回摘藁時の生育状況　Table　6のとおり，各回摘

葉時において，草丈サ株張において，Hh，　Ilwの間

に有意差はない．

　Table　7，　Alkaloidai　content（as　hyoscyaminc）

　　　　　　in　the　Benadonna：eaf　of　Table　6

Plot 工　harvest　皿　harvest　皿I　harvest
　26／V　　　　　　　26／V【　　　　　　21／V皿

11h

hIW

（0．27，

i0．25，

％ω
O．28）

O．25）

（0．41，

i0．42，

0．40）

O．41）

（0．62，

i0．65，

0．61）

O，63）

　収葉時期とアルカロイド含量　脳ble　7，8に示すと

．おり，アルカロイド含量は回の進むにつれて増加す

る．Ilh，　Ilw間には有意差は認められなかった．

　収根量　8月上旬頃から枯死株の発生が著るしく，

三根弱ならびに根のアルカロイド含量は調査しなかっ

た，1L月170現在の残存株数を調在したところ下記の

ようであった．

a）on　air　dry　basis

Table　8．　Analysis　of　variance　of　Table　7

Factor D，F． Variance

Period

1£af　harvest　in
the　previ。us

year

　θ1

　θ2

3－1＝2

2－1＝1

2

6

　　　　＊＊
0．1348584

0．0000333

0．0006584

0．0000667

　　　　　　　　　　　1一面｝総こ植）’坐存率

Ilh（1・2年株摘葉）　　0，1，0，0，3　　4．5％

Ilw（　’2年株摘葉）　　7，5，2，3　　26，6
W・（対照区，ユ・2年ともに不摘葉）ε・5・3・5・8・・M

これを0，1法により解析すれば，

　　　　　　　自由度　　　平均平方　　分散比

　罰商葉ま去　　　　　　　　2　　　　　　　1．955　　　　　　　12．2＊＊＊

　　亀　，ll｝2371：｝lll｝・・16・

となり，摘葉法は極めて高度に有意であり，Ilh，　Ilw，

Ww相互間には有意差が認められる．すなわち摘葉

の重なるほど湿害の度合もはなはだしく，Ilhはほと

んど全減の状態であった．　　　　　　　　　，「’
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論 議

　7月下旬まで3回摘葉を行なった全収葉量は1株当

りHh　42．99，　Hw　40．09で，これを10アール当り

に換算すれば，それぞれ75．5kg，70，3kgとなる．も

し湿害による枯死がなければ，さらに少なくとも1回．

の摘葉が可能であるから，25～30％の増収があると見

込まれる．欧州における栽培ではHechtによればア

ール当り1～2年株で4～6kg，　Heegerによれば2

年株で7kgとのことであるから，著者らの成績はい1

ずれよりも優っている．

　この年湿害がはなはだしかったのは8月上旬から9

月にかけての頻回の大雨（8月3日，8月11～12日，

8，月15日，8月20～21日，8月26日，9月1～2日，

9月6日，9月13日，……）によるものと思われる．

ベラドンナは原産地からも解るようにやや冷涼で少雨

を好む．またHeegerによれば原始岩および石灰土壌

を好むと言われるから本邦では土地の選定に考慮を要

するようである．

　葉のアルカロイド含量は7月下旬まで摘葉の葉につ

いての分析であるが，摘葉時期の進行とともに直線的

に増加することが認められ，1年株の傾向と全く同様

である．

　欧州では普通，3～4年株まで摘葉しその後は画廊

する．寒害よりもむしろ当面を被りやすい本邦でかよ

うな栽培法をとるとすれば，2年株で収面するのが精

々と思われ，摘葉を少しく控えめにする必要があろ
う．

摘 要

　1．ベラドンナの2年株について，収葉量と全アル

カロイド含量を調べた．

　2．　5月から7月まで3回摘葉の1株当り風乾全収

葉量は40．0～42．99であった．

　3．　前年の摘葉は2年株の初期生育をやや不振にす

る．

　4．葉のアルカロイド含量は0．263～0．628％で，摘

葉時期の進行とともに直線的に増加することが認め．ら

れた．しかし前年摘葉の影響は認められなかった．

Summary

　On　the　Lleaf　Yield　and　Alkaloidal　Content　in

ZlfrOPαBe〃αdoππαL。（2）Re8ults　of　tLe　Second

Year　GrowtL　Toyohiko　KAwATAM，　Sanaemsuke
FuJITA，　Norito　KuBoKI　and　Minoru　NAGATA

　1．．Yield　Qf　leaves　and　content　of　total　alka・

10id　were　examined　with　the　second　year　growth
of　∠4∫76幽　Bθ〃ヒzdo〃πσ　1，．・

　2．　Tρtal　leaf　yield　per　plant　of　three　leaf　har・

vests，　during　a　period　from　May　to　July，　was

40．0－42．99．on　air　dry　basis．　　　　　　　　　　．

　3．It　was　proved　that　harve昌ting　of　leaves　in

the　previous　year　brought　unfavorablene呂s　o正

groWth　in　earlier　stages　of　the　plant．

　4．The　alkaloidal　content　in　the　leaf　was　O263

－0．628％，showing　a　linear　i皿crease　with　advance

of　the　harvesting　time．　However，　this　was　not

influenced　by　the　harvesting　of　leaves　in　the

P「evlous　yea「・

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

、

春日部におけるRαπωo〃勿属植物特に印度四四

　　　　　の試作栽培について（第5報）

川谷豊彦．・逸見誠三郎

　前論（第4報）1［に引き続きRσ剛。痂属植物特に

印度蛇木の試作栽培について1960年および1961年に実

施した試験成績の概要を報告する．

　本研究を実施するにあたり分析していただいた大日

本製薬株式会社中央研究所長治井清博士に敬意を表す

る．

1．‘ �x蛇木の授粉についての観察

同花授粉と隣花授粉について実験した．実験は1960

年8月3日から9月5日まで行ない，結実は10月24日

に調査した．供試株は圃場栽培根挿2年株である．

　1．同花授粉　Autogamy

　　（1）実験方法　　1花のみ開花するように花唇を

残し袋掛を行なった，開花した日に小筆をもって三助

した．

　　（2）実験結果　　下記のとおりである．喜故の5

株は病書2株，折損3株である．
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1株数開花数靱嶺融
媒　助 17（事故5） 84 45 23

　2．隣花授粉Geitonogamy

　　α）実験方法　　花穂を予め袋掛しておき，開花

のつど同一花穂内で媒助した．1花穂は40花くらいで

ある．無媒助は袋掛しそのまま結実調査の日まで放置

した．事故の7株は病株3．折損4．

　　（2》実験結果　　下記のとおりである．

1株数開花数結実

盛んであり，隣花授粉，他家授粉Xenogamyするこ

とは間違ないと思われる．

H．　印度蛇木の収根時期試験（1）

　　　　　1960年の成績

媒　　助

無媒助

15（著」｛；故7）　　　　732

25　　　　　　1000

96

O

　3．考　　　察

　丸50桝”’πσは同花授粉可能である，しかして隣

花授粉によっても結実する可能性を持っている，白然

の場合，花の構造⊥同花授粉する可能性が高いが，、昆

虫（例えばアゲハ，キアゲハ，スズメガ類）の往来が

　1．実験材料

　印度蛇木の下根の適期を知るため，ソレームで越冬

した実生2年株を1960年6月17日本圃に定植し（欄間

80cm，株間30　cm），　7刀から12月まで田刀1回定期

的に収恨し，収恨量とアルカロイド含量を調査した．

　2，　アルカロイド含量の定量

　水分，総アルカFイド含丑，紫外部吸収スペクトル

の測定法は第3報aと同様である．ただしレセルピ

ン，レシナミソの分離定益は，セライトによる緩衝ク

ロマト法およびアルカリ分解抽出法によった．分析V

－1～V－4は同一検体について2回分析の成紋である

が，V－5，　V－6は検体を2外しおのおの1回分析の成

績である，

Table　1．　Seasona監variation　in　the　root　yie！d　and　alkaloidal　content

　　　　　　　　of　1～α2〃ω加σ5θゆθπ’fπσBENTIl．（1960）

　　　　　　　（Second　year　growth，　raised　from　seeds）

Exp．　Date　of

no．　harvest

No．　of

Plants

，翻er・Ran・・H・・
pl
ﾓ1（・）（・）（％）

Total
alkaloid
（％）

U．V．　Spectra

E2?CIE2521E307

Reser・
pine
（％）

V－1 19ハ贋 48 1．45 1．29 0・4～7・5 7．8
2．9

Q．8

1．45

P．39

O，621

O，627

0，270

O，287

2．2 1．48 0，683 0，314
V－2 19／、皿 46 2．25 1．02 0．6～4，5 7．9

2．2 1．50 0，683 0，320

1．9 1．45 0，610 0，264
V－3 19／D［ 45 3．02 1．40 0．3～6．2 8．6

2．0 1．45 0，626 0，259

2．5 1．44 0，600 0，241
V－4 19／X 43 3．63 1．55 1，0～7．2 8．0

2．6 1．41 0，595 0ど239

8．4 2．9 1．42 0，596 0，239
V－5 19／）旺 46 4．02 1．80 1．0～8，0

8．8 2．5 1．43 0，606 0，250

8．7 2．8 1．43 0，603 0，261
V－6 19／刈 48 3．20 、1．71 0．5～8．0

7．3 2．6 1．44 0，599 0，256

M．D． （0．05）ω 0．89

M．D． （0．01） 1．06

0．101

0．100

0，094

0．092

0，066

0，063

0．099

0．093

0．098

0．095

0．117

0．108

Rescin・

namlne
　（％）

0，053

0，046

0．040

0．044

0．035

0．03・．隻

0．052

0．052

0．044

0．043

0．058・

0．049

a）　on　air　dry　basis

b）　minimum　di仕erence　by　Tukey，s　procedure（q・test）for　signi丘caゴce　at　the　5％1evel

　3，案験結果　（Table　1）

　　α）　高根量　　11月が最も収量が多い．1i月と

10月の問には差は認められない．

　　（2）総アルカロド含量　　9刀収根のものを例外

として，いずれも印度産蛇木（平均2．1％）2，よりも含

童が高いピ9月収根のものが含量最も低く，他の相互

間には有意差はない．

　　（3）　レセルピン，レシナミン含量．　大体におい
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て総アルカロイド含量と平行しており，9月収根のも

のが最も低く，他の相互間には有意差がない．

　　（4）紫外部吸収スペクトル　　220mμ，252mμ，

307mμの各吸光度は総体的に低く，ことに307mμの

強塩基に起因する吸光度が印度産のものに較べて低

い．本邦産の蛇木根（1年根，2年根）には，このよう

な傾向がある．ことはすでに指摘したとおりである2｝．

E220mμは収根時期により差を示さないが，　E252mμ

とE307川μは，8月畑田のものが最高で，7刀これ

に次ぎ，他は有意差が認められないようである．

　　（5）考察・　総アルカロイド，レセルピン，レシ

ナミンは6月に定植してから漸次低下し9月に最低と

なり以後は漸増して7．月と少なくとも同程度またはそ

れを凌駕する．これは貯蔵されたアルカロイドが成長

とともに消費されるため減少し，その後秋期に入って

地上部で生成されたものが次第に根に集積するものと

解される．今関ら31はベラドンナ根の総アルカロイド

含量が夏期（？，8月）に最低となることを観察して

いる．

　本邦産蛇木根に含＝有が低いといわれる307mμに

特性吸収を有する強塩基成分（serpentine，　serpenti・

nine）が夏期に極大に達することは興味が深い．とも

かく，壷振量ジ総アルカロイド，レセルピン，レシナ

ミン含量を総合的に考慮して，11月収穫が最も有利と

決出される．

　■
Table　2．　Seasonal　variation　in　the　root　yield　of

　　　　　1～σκ躍。伽sθγμ22’加αBENTIL（1961）

　　（Second　year　growth，　ra玉sed　from　seeds；

　　　Number　of　plants　harvested，60）

Date　of

虹arvest

16／、皿

1／IX

15／IX

2／X

14／X

1／X［

15／X［

1／）皿

18／刈

5／1

18／工

2／五

Root
yield　per
plant

　（9）

0，62

1．41

2．35

2．85

3．15

3．72

3．94

4．32

3．64

4．02

3．41

3．30

σ

（9）

0．41

0．76

1．27

1．32

1．78

1．81

1．95

1，77

1．53

1．89

1．94

1，85

Range

（9）

0．1～1．7

0．2～4．0

0．5～7．7

0，7～6．9

0．4～9．9

0．2～8．0

0．5～8．7

0．5～8．4

0．7～8．4

1．0～9．2

0．7～8．9

0．8～9．5

MD．（0，05）1．01

M・D・（0．Ol）1．17

M．D．（0。001）1．33

皿．印度蛇木の収根時期試験．②

　　　　1961年の成績

　1．実験材料および方法

　収根量の点から印度蛇木の収穫時期をさらに詳しく

検討する目的で，フ．レー・ムで越冬した実生2年株を

1961年5月17日に定植し，8月中旬から1962年2月上

旬まで，月2回ずつ収穫した．白根は毎回60株であ

る．アルカロイド含量の定量は行なわなかった．

　2．実験結果　（Table　2）

　12月1日に収濾したものが最も熱涙である，しかし

11月初旬から1月中旬までのものは相互間に有意差が

ない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発
　3，収根時期試験2回（1960年，1961年）の総括

　前根量，アルカロイド含量の両方を考慮して11月に

収印するのが最も合理的と言える．

W．接木に関する試験

第3報2［においてR・5θ吻κ’加σを砧または穂とし

Table　3，　Root　yield　and　alkaloidal　content　in　the　plants　raised　froln　seeds

　　　　　raised　on　the　scions　of　the　grafts　of　Rauwol丘as（1960）

　　　　　　　　　（First　year　growth，　harvested　on　Oct．28，1960）

Exp．　Kind　of
　　　mother
no．　　grafts

No．　of

plants

，鑑erσR・ng・
幅t（・）（・）

H20　　Total
　　　alkaloid
（％）　（％）

U．V．　Spectra

E監IE2521E307

Reser－　Rescin．

Pme　namlne
（％）　　（％）

VI－1ω

v－2

ul－3

uI－4

αザ56名ρ．ω

盾純ﾎ．5θψ．

ﾏo初．εθηう．

ｿが5θη）．

11

P0

P0

P2

2．45

Q．75

P．95

Q．33

0．68

O．65

O．48

O．62

1．2～3．5

P．6～3．4

O．9～2．6

P．7～3．8

9．1

X．3

X．4

X．3

2．0

P．6

P．5

Q．2

1．43

P．38

P．49

P．37

0，581

O，564

O，595

O，567

0，220

O，227

O，236

O，236

0，067

O，083

O，087

O，070

0，035

O，041

O，042

O，034

A．M．D．c｝（0．05） 0．62 l　I　l　l i　　I
珊一5・の・…122 ・・44・・14…一・・81…

2．4

a）

b）

c）

1・4gl・・3781・…7i・・…1・…4

VI－1　and・5　are　cultivated　in　the　field；VI－2β，　and　4，　in　thc　glass　house．

o姐5θゆ．means　a　graft　whose　stock　and　scion　are　1～Lα功『rσand　1～．5θゆθπ’ゴπσ，　respectively．

approximate　value　of　minimum　difference　by　Tukey’s　procedure（q・test）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
他種と接木を行ない，根の収量およびアルカロイド含

量におよぱす接木の影響について報告した．引続き，

接木の穂に坐じた種子（接木雑種第1代の種子）の実

佃こついて接木すなわち砧の影響を調べた．

　1．　実験材料および方法

　1959年につくった各種の接木の穂に生じた種子を

1960箏2月播種し，同年10月28日収穫し，1年株の収

恨量とアルカロイド含量を調べた．また一部は温窺内

で越冬せしめ2年中の生育について相互間の比較を行

なった．収根は1961年11月16日であるが，アルカロイ

ドは分析しなかった．

　2．　1年株の収根量およびアルカロイド含量

　（Table　3）

　恨の形状，収鼠，アルカロイド含量は，大体におい

て，穂となったRσπ一億の種類の特徴を示した．

同じく5醐ρ・を穂とするもののうち”o痂’o〆fαを砧

とするものは収根量が最も少ないようである．アルカ

ロイドにおよぼす砧の影響については明瞭でない．

　Table　4．　Growth　and　root　yield　of　tlle　plants　raised　from　secds

　　　　　raised　on　the　scions　of　tlle　grafts　of　Rauwolnas（1961）

（Sccond　ycar　growth；harvested　on　Nov．16，1961；Measurement　per　plant）

Kind　of
mother
grafts

No．　of

plants

P！ant
height
（cm）
盤1繍都端蕪撚欝鱒

Fres
root
yield

（9）

Air・
dried

root
yieldぐ9）

‘，砿50ψ． 5 45．2 1．4 5．0 19．4 0．70 30．0 14．2 3．90

6σπ，50ηり． 5 53．1 0．8 5．2 26．0 0．64 41．6 17．8 5．54

ε，o”3．5θψ． 5 43．6 0．6 3．2 16．4 0．68 23．1 9．8 2．80

ε’er’．5θψ． 5 47．3 1．2 4．6 20．6 0．68 29．8 14．2 3．74
　　　Covtrol

inatural　3θゆ・）
5 41．4 1．4 3．8 18．6 0．70 25．2 12．2 3．84

MD．（0．05）

M．D．（0．01）

18．2

22．9

1．3

1．6

4．3

5．4

11．3

14．2

0．09

0，11

12．9　　　　10．0　　　　3．37

16．2　　　12．6　　　4．22

a）　root　more　than　O．5　cm．　in　width

　3，　2年株の生育と収根羽　（Table　4）

　草丈，　1株当り花穂数，太根（径5mm以上のも

の）の数，最も長い太根の長さ，太根の最肥大都の直

径，坐重油根回，風乾収根瘤において，R507μ〃勧α

を穂とするものは対照区（自然の瓦∫0γ加，漉2露のと

差がなかった．たた曹長は6⑳2．S助う．が他より有意に

長い傾向が認められたのみであった．

V．病害防除試験

　第3報に引続き，印度蛇木の病害防除法を知る日的

で実施した．

　1．実　　　施

　薬剤散布区を3区とし，ダイセン区（月2回），　ダ

イセソ・ボルドー区（交互に月1回ずつ），　ボルドー

区（月2回）の各区とし，6月30日より10月30日まで

央施した．濃度はおのおの500倍．1960年6月17日分

杣，条間85cm，株間50　cm，11月1旧収根．供試株

‘ま根挿1年垂朱．

Table　5． phyto・sanitary　experiment　of　Rσπ”o伽5θ膨π勧σBENTH．（1960）

　　　（First　year　growth，　raised　from　root　cutting）

Exp．

獅潤D

Fungicide

@aPPlied

No．　of

olants

　　Root
凾奄?撃п@per

@P！ant
@　（9）

　σ

i9）

Range

i9）

H20

i％）

Total
≠撃汲≠撃盾奄п

i％）

　　U．V．　Spectra

d220　E252　E307
@　mμ

Reser・
垂奄獅?

i％）

Rescin．　　　・namlne

@　（％）

IV－1

PV－2

PV－3

PV－4

Bordeaux

cithane
{Bordeaux
cithane

bontrol

17

P6

P5

P7

4．84

V．13

U．23

U．76

3．02

T．68

R．18

R．37

1．0～11．7

P．2～18．5

P．7～11．2

P．7～12．0

8．4

W．5

W．4

V．3

2．2

Q．4

Q．6

Q．3

1．41

P．37

P．57

P．53

0，557

O，575

O，653

O，618

0，216

O，227

O，246

O，249

0，081

O，090

O，083

O，073

0，041

O，028

O，040

O，034

A．M，D。（0．05） 3．67
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　2．実験結果　（Table　5）

　収根量：，アルカロイド含量において薬剤散布の効果

を見ることができなかった．これは本植物が本圃にお

いては病害に対して割合に強く，病害の発生がもとも

と少ないためである」このことは前年の実験21でも認

められたことである．本植物の幼出目に侵され易い例

えば．80な頭5，海’θ7πσ7」σ，F欝σ7伽辮の防除が最も

肝要である．

V【．R加’θ70ρ勿11αとRoαπθ506〃sの比較

　グァテマラより入手したR乃θ’oγψんン1‘σROEM．　et

SCHULT，とシンガポールより入手した1～。6σπ05σo〃5

しとの比較を試みた．二種は分類学上1～，紹γψ勿”α

L．の異名とされているものである．

　1．実験材料

　前記2種は1958年夏期播種，1959年春期発芽，1960

Table　6．　Root　yield　alld　alkaloidal　content　in　1～σκωo〃εα〃σ’6rψ妙1ん6　RoEM．　ct　SclIuLT．

　　　　　　　　　　　　　　and　1己6σπg56θπ5　L（1960）

　　　　　（SecQnd　ycar　growth　raised　from　seeds，　harvested　on　Oct．25，1960）

Exp。

nO。

Plant　name

w－lR．1読6γ砂勿∬α

、皿一2　R．oσ，昭5‘θπ3

・…3器，、蓋80ち。，σ

　　　stems　plant　　　　　　　　　　　　（9）Plants
　　　　（cm）　（9）

Rang・II、・隷

（・）（％）1 T）

U．V．　Spectra

E器llE252ド307

　　　Resci・
Reser，
　コ　　　　　の

際鴨
71．1417．336．764．7～23．77．92．51．260．7520．3800．0250．004

10　　　0．90　　　9．16　　3。56　4．5～15．5　7．3　　2．4　　1．300．7170．348　0．023　0．005

L．S．D．（0。05）

kS．D．（0．01）

0．17

O．23

5．34

V．40

年6月28日本圃定植，同年16月25日堀上げ調査．三間

80cm，株間30　cm．

　2．実験結果および考察

　Table　6に示すごとく茎の太さと収恨量に差異が認

められた．アルカロイド含量の点では二種に差は見ら

れないようである．

　なお植物の概観としては1～．加犯roρ妙”αはR．

‘σπθ5σθηSに比し，葉色はより濃く，着花多く，枝が

よりたくましくよく拡がるように見受けられた．

　　珊．印度蛇木の丸葉型と細葉型の比較

　R・5θ膨纏紹に葉の形がほぼ円形に近い丸葉型の

ものと細長く披針形に近い細葉型のものが区別でき

る．もちろん中間型もある（Fig．1．）．しかして今ま

での形態観察，交配実験および病菌の接種試験などか

ら下記のような傾向をも認めることができたので，さ

らに収根量とアルカロイド含量を調べてみた．

　2c〃7
Roαηd邑～θαノー吻θ　．〃。脚Z一～θα∫　乙θη9一ね0ノー勿θ

Fig．1．　Leaf・type　of　1～απωo伽5θη）θ2z’∫πσBENT　11

1葉の厚さ1気孔1　花　一州の花 結実1発芽副耐馳

丸葉型

ﾗ葉型

厚　　い

磨@　い

大きい

ｬさい

大きい（肥大型）

ｬさい（細長型）

発生が多い

ｭ生は少ない

少　な　い

ｽ・　い

悪　る　い

ﾇ　　　い

強　　　い

縺@　　い

実験材料　　当場産根挿1年株．定植1960年6月17

日．三根11月2日．　　　　．‘

　実験結果　　Tablc　7に示すように，収根量および

アルカロイド含量に三災は見られない．
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Tab！c　7．　Comparison　of　root　yield　and　alkaloidal　content　between　rou！ユd・1eaf・type

　　　　　　　　　　　　and　long・1eaf璽type　of　Rα1‘躍。〃τα　sθγ舞，彦’‘，‘αBENTH．（1960）

　　　　　　　　　　　　　　　　（First　year　growth，　raised　from　root　cutting）

Exp．

110．

、π剛1

、㍗3

Leaf・type

臣：訓

No．　of

Plants

10

10

LS．D．（0．05）

L。S．　D．（0．01）

U．V．　Spectra
Root
?撃п@per
垂撃≠獅煤

i9）

　σ

i9）

Range

i9）

H20

i％）

Total
≠撃汲≠撃盾奄п

i％）
E220

鴻ﾊ

E252 E307

@「

Reser・
垂奄獅?

i％）

Rescin・　　　・namme

@　（％）

6．32

U．37

2．68

Q．26

2．4～12。0　　8．4　　　　2．5

Q。7～10．7　　7．2　　　　2．6

1．45

P．49

0，605

O，632

0．244　0．093　　　0，053

O．279　0．077　　0．036

1．48

2．02

摘 要

　1．印度信木は同花授粉可能である，また隣化授粉

によ・・ても結実する可能性を持っている．

　2．印度盤木の実生2年生を川い1960年7月から12

月まで，1株当り収賄量，総アルカロイド，レセルピ

ン，レシナミソ含量の時期的変化を追求した．また紫

外部220mμ，252mμ，307mμの吸光度の時期rlり変化を

も追求した（Tab！e　1．）．

　　　a）　収根量は11月が最もよい．

　　　b）　総アルカロイド，レセルピン，レシナミン含

量は9月が最低であった．

　　　c）220m，‘の吸収は蝦根時期とは無関係である

が，252m，‘．307mμの吸収は8月が最高を示した．

　　　d）印度席のものより低いと言われる本邦席の

307mμの吸収（強塩墓の特性吸収）が8月に最高に達

する事実はことに興味深い．

　3．

イド，

ある

　4．

接オくをつくり

び2年橡について

ぼす砧の影響を調

4）．

　5．　ダイセソ，ボルドーを用いて印度蛇木の圃場三

省防除試験を行なったが効果を認めなかった．これは

もともと幼心期を除けば病宙の発坐が少ないことによ

ると思われる（Tab！e　5）．

　6，　グァテマラ産1～．乃θ加〆ρゑy1如とシンガポール

産R．σσπθ3‘朗3を比較し，．収根量においては前老が

優れていたがアルカロイド含量には両者に差は認めら

れなかった（Table　6）．

　　7．印度門門に門葉型と細葉型の2系がある．収根

猛およびアルカロイド含量において両者に差は認めら

印度歯止の収根め適期は，一画鍛，総アルカロ

レセルピソ，レ．シナミソ含量の点から，11月で

（Toble　2）・

印度蛇木を穂とし他のRα耀。〃互σを砧とする

　　　　　，その穂に生じた種子の実生1年株およ

　　　　　　　　，収根量とアルカロイド含量におよ

　　　　　　　　　べたが明瞭でなかった（Table　3，

れなか一・た（Tablc　7）．

文 献

1）川．谷豊彦，大野忠郎：衛生試報，79，129（1961）

2）川谷豊彦，逸見誠三郎＝同，79，121（1961）

3）　今じ罰不問タ｝ミ，　11．1島宮ワ，：植砂F，　37，　21（1962）

Summary

　On　the　Trial　Cultivation　of　Rauwollias　at

Kasukabe，　especiany　R　8eゆ8πffπαBENTII．　V．

　Toyohiko　KAwATAN夏and　Seizabur6　HEMMI
　　　1．It　was　proved　that　autogamy　is　possib1e

in　1～σ2‘躍。〃三σ　5θη兜π’fπσ．　Geitonogamy　is　also

possible．

　　　2．　Seasonal　variation　in　the　root　yicld　pcr

plant　and　contents　of　total　aikaloid，　reserpine。

and　rescinnamine　was　examined　witll　the　second

year　growth　of　1～．5θ膨π”紹．　raised」lrom　seeds，

during　the　period　fronl　July　to　December，　in

1960．In　thc　samc　way，　scasonal　variation　in　the

absorption　in　tlle　ultraviolet　spectrum　at　220　mμ，

252mμ，　and　307　mμwas　also　examined（Table　1）．

　　　　　a）　Root　yield　per　plant　was　best　in　No・

vcmber，

　　　　　b）　The　contents　of　total　alkalold，　reser・

pine，　and　rcscinnamine　were　lowest　in　September．

　　　　　c）　The　extinction　at　220　mμwas　irrespec・

tive　of　the　time　of　root　harvest，　whereas　those

at　252　mμand　307　mμwere　highest　in　August．

　　　　　d）　It　was　very　interesting　that　thc　cxti・

nction　at　307　mμ，　characteristic　of　serpentine　and

serpentinine，　which　was　reported　Iower　in　the

root　from　Japan　than　that　from　India，　became

highest　in　August．

　　　3．The　suitable　time　of　root　harvest　in　1～．

56ゆθ〃”πσis　in　November　from　the　standpoint

of　the　root　yield　and　contents　of　total　alkaloid，

reserpine，　and　rescinnamine（Tablcs．1，2）．

　　　4．Some　grafts　of　R．　sθゆθπ”πα，　grafted　as

scion　to　other　Rauwol丘as，　were　raised．　Influence

of　stock　on　the　root　yield　and　alkaloidal　content
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was　studied　with　the　丘rst　and　second　year

growths　grown　from　seeds　raised　on　scions　of

the　grafts．　Hqwever，　no　obvious　results　were

obtained（Tables　3，4）．

　　5．　Phyto・sanitary　experiment　of　R　5θη短ηが〃σ

in　the　field　using　Dithane　and　Bordeaux　as

fungicide　was　made，　however，　no　effect　was

observed．　This　is　considered　tΩbe　due　to　the　fact

tllat　there　is　originally　　little　occurrence　of

diseases，　except　whell　young　seed；ings（Tahle　5）．

　　6．Comparisoll　of　R．舵’g7ψ勿伽from　Gua・

temala　and　1～．6伽θεoθπ5　from　Singapore　was

made．　h　the　rQot　yield　the　fQrmer　was　better

thall　the　latter，　however　in　the　alkaloidal　content

there　was　no　difference　between　the　two（Table
6）．

　　7．　In　Ieaf・type　of　1～．　sθ吻〃”πσ　there　are

two　strains，　round・1eaf・type　and　Iong・1eaf－type。

No　difference　was　obs6rved　in　the　root　yield　and

alkaloidal　content　between重he　two（Table　7）．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

春日部におけるRακ2〃。膨σ属植物特に印度蛇木の試作栽培について

　　　　（第6報）印度貯木の栽培条件に関する研究　その2

川谷豊彦・大野忠郎

　前報（第4報）1⊃に引続き1960年および1961年に実施

した栽培条件に関する試験成績を報告する．

　本研究を実施するにあたり，種子を分譲された高城

種子島薬用植物栽培試験場長，分析をしていただいた

大日本製薬株式会社中央研究所長筒井清博士に謝意

を表する．

実験材料および方法

　1．材　　料

　1960年の試験には，1959年当場採種種子による1年

生を，1961年曲試験には，種子島試験場採種種子によ

る2年生を用いた．

　2．方　　法

　（1）肥料3要素試験　第4報1〕と同じ方法によって

1960，1961年の2回実験を行なった．ただし1961年の

試験では試験区を完全区（NPK），無窒素区（PK），三

燐酸区（NK），無加里区（NP），窒素単用区（N），燐酸

単用区（P），加里単用区（K），無肥料区（0）とした．

　　1960年，定植6月30日，収根11月21日．

　　1961年，定植5月22日，収根11月24日．

　なお土壌は1960年は当場牛島試験地のもの，1961年

は第4報と同じものを用いた．

　（2）土壌pH試験pII3．0から8．5までの12階級と

し第4報と同様の方法で1960年のみ行なった．定植7

月18日，収根11月21日置

　（8）土性別栽培試験　埴壌土，軽砂壌土，火山灰質

壌土，砂土，腐植土の5種の土性につき第4報と同様

の方法で，1960，1961年の2回行なった．1960年，定1

植6月30日，収根11月21日，1961年，定植5月22日，

耶～紅乏11刀24日．

　（4）アルカロイド定量　第5報と同様にして，総ア

ルカロイド，レセルピン，レシナミソ含量を定量し

た．なお1960年は土性別試験のものについてのみ定昂：

を行ない，そのほかは検体の量が少なく定量の所要量

に不足したため行ない得なかった．1961年のものにつ

いては定量を行なわなかった．

実験結果ならびに考察

　1．肥料3要素試験　（1960，1961年度

　焦育ならびに収根量の結果はTable　1，2のとおり

である．調査した項日のすべてにおいて有意差は認め

られなかった．第4報の結果と同様に生育，収根量に

対する肥料3要素の影響は明瞭でなかった．これは実

生のため個体薙の多いことと，1年生であるため無肥

料区の土壌にもかなり天然供給量があったと考えられ

ることなどによると思われることをすでに述べた，2

年生においても，個体差が激しく，また土壌の天然供

給量も充分であったものと思われる．したがって肥料

成分が本植物の生育，収量ならびにアルカロイド含量

におよぼす影響を究明するには，これらを考慮し，供

試材料，実験力法を改善して研究を行なう必要があ

る．

　2．土壌pH試験　（1960年）

　生育ならびに収着量の結果はTable　3のとおりで

ある．第4報の結果と同様にpll　3．0，　pII3・5のよう

な極端な酸性では生育不可能であった．

　生育は草丈において有意差が認められ，酸性のplI

4，0区およびpH　7．5以上のアルカリ性の各区は劣る。
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　　　　　　　　　Table　1．　Fertnizer　experiment　on　Rα躍む。贋σs8γ勿π”紹BENTH．（1960）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Growth　and　development

（First　year　growth　raised　from　seeds；harvested　on　Nov．21，1960；Measurement　per　plant）

Exp．

no．

Fertilizerω

Plant

height

（cm）

No．　of

1eaves

Fresh　Air・dried　Diam．　of
wt．　of　wt．　of　　root
roots　　roots　　　crown
（9）　　（9）　　（cm）

Root

length

（cm）

No．　of
fruited

in到ores．

cence

Fresh　wt，
　　　of

　innores。

　cence
　　　（9）

皿一1 NPK 33．8 14．4 6．6 2．5 O．51
●24．0

0．4 2．9　　’

皿一2 PK 43．8 16．4 5．9 2．0 0．61 25．8 0．8 4．6

π一3 NK 3．．1．9 14．0 3．7 2．0 0．51 26．8 0．6 5．6

π一4 NP 36．0 16．6 4．4 1．6 0．51 21．4 0．4 4．8

π一5 0 40．6 15．8 4．7 1．7 0．52 28．6 0．4 3．0

MD．（0．05）助 20，1 8．9 6，6 2．4 0．29 12，8 1，6 12．6

a）　Each　plot　consists　of　5　plants　in　pot　culture；each　plant，　each　pot．

b）Minimum　di仔erence　by　Tukey，s　procedure（q・test）for　signi負cance　at　the　5％！eve1

　　　　　　　　　Tnble　2．　Fertilizer　experiment　on　Rθ2’2‘，o〃7σsρηりρη〃，3‘J　BENTH．（1961）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Growth　and　development

（Second　year　growtll　raised　from　secds；harvested　on　Nov．24，1961；Mcasurement　per　plallt）

　　　F

eerUlizerα1

Plant

??奄№?煤

icm）

No．　of

Ieaves

No．　of

@　●
o「lma「y
b窒≠獅モ??

No，　of

獅盾р?

Frech
翌煤D　of

狽盾垂刀

i9）

Fresh
翌煤D　of

窒モ盾狽刀

i9）

Air・dried
翌煤D　of

@roots
@　（9）

Diam．　of

@　root
@crown
@　（cm）

Root

撃?獅№狽?

icm）

Diam．　of　　　　●　maln　　　　　　「　roots

icm）

NPK
PK
NK
NP
　N
　　P

　K
　　O

45．8

50．5

46．0

51．5

49．0

51．8

46．5

53．3

4．5

6．5

0，3

1．3

2．8

6．8

1．5

2．5

0．5

0．8

0

1．5

0　顧

1．3

1．3

2．3

20．8

22．8

20．8

23．5

22．0

20，5

23．3

23．5

18．0

23．5

17，0

20，5

28．3

14，3

11，3

28．8

8．8

12．3

8．3

12．8

12．5

8．5

10．0

13，8

4，0

5．0

3．5

4．5

4．9

3．5

4．1

5．4

0，55

0．63

0．60

0．64

0．68

0．68

0，60

0．74

29．5

30，3

29．8

32．3

32．3

31．8

33，5

36．8

0．59

0．51

0．60

0．62

0．72

0．69

0，63

0．78

M．D．（0．05） 13．0 9．4 2．6 7．1 23． 0 9．2 3．5 0．27 12．7 0．30

一　　一　　　一．．　　　｝

eertilizer

No．　of

狽?奄モ汲

ootsb｝�

iam．t
?奄モ汲≠

　the　thick・es

煤@portion　　

@（cm）�　

fro
盾狽�一

ength　ofth
?@e

唐煤@　

@root　　

icm）�1

ng・th

奄モ�N

．�　　　offr
浮奄狽?р奄獅

ores・　ce

獅モ�of

Fr
sh　wt．　　f
窒浮奄狽?р奄獅獅

res・　cen

モ?@　（9

j��No

offrui

狽�Fre

hwt．f
窒浮奄

s（9）�o

�A

r．

ried
翌煤Dfr

浮奄狽

（9）�of

�No

　o

seeds�

�Air－

iedw
煤D　of

唐??р刀i

X）N
oKP

KNP
@N
@　
o　

j　
@O�

O．
W1．

1．3

P．8

P．8

O．8

P．0

P．5

�0．

T90

540．

T50．

T60．

U20．

V10．

U30．

U9��

W．71

08．

W13．

R14

D07．

S8．7

P7．

T��

�2．5

1．8

Q．0

R．0

P．0

O．8

P．8

��8

D81

59．

O10．

R18

D54．

O3．0

P4．

R��

Q7．0

．528

D037

D358

D016

D38．

R44．

T��

T．39

5．3

T．8

P0．

T2．

W1．5

X．5

�1．

U2．

1．8

D2．

O4．4

O．9

O．4

R．2

��3

X．5

．042

D．35

U．094

D021

D311

D372

D0��

P．02

1．2

P．3

Q．9

O．6

E0．

P2．2

M

DD．

．05）�1．7�1 56� 18．2 �2．1 7．1 58．6 11．6 ．8�� 4．4 2．8 ）　E

h　plot　consists　of　4　plants　in　pot　culture；eacll　Pla：11，　each　pot。唱b）　R

ts　more　than　O，5cm．　in　width
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収穫調査の結果では，根長には有意差が認められなか

ったが，地上門生重，生根重，風乾甲州重，根頭部直

径において有意差が認められ，pH　4．5以下特にpH

4．0の酸性，および大体においてpH　7．0以上のアル

カリ性では劣る傾向が見られる．

　以上を要約するに好適土壌pHの範囲はpH　5・5～

6，5で，第4報の成績（1959年）pH　6．0～7・0よりやや

酸性側にかたよった結果を得た．両年の試験結果を総

合すると好適土壌反応の範囲はpH　6・0～6・5と思わ

れる．

Tal）1e　3，　Influence　of　soil　plI　on　the　growth　and　yield　of　Rαπz〃。〃7αむθ膨π〃πσBENT葺1，（1960）

（First　year　growth　raised　from　seeds；harvested　on　Nov．21，1960；Measurement　per　plant）

Exp，

．no．

Soil　pHω

1－1
工一2

工一3

1－4

1－5

1－6

1－7

1－8

1－9
1－10

1－11

1－12

pH
3．0

3，5

4．0

4．5

5．0

5．5

6．0

6．5

7．0

7．5

8．0

8．5

Measured　pH　values

、，g曲、。g』。詩。，t

Plant．

height

（cm）

No．　of

leaves

Fresh　wt．

of　tops

　（9）

Fresh　wt．　Air・dried　Diam。　of

of　roots

　（9）

wt．　of　　root

roots　　crown
（9）　　（cm）

Root

length

（cm）

12．9

3．4

4．0

4．4

5．0

5．5

5．9

6．3

7．2

7．6

8．2

8．5

3．2’

3．4

3．7

3．8

4．9

5．0

5．7

6。2

6．7

7，4

7．8

8．6

died　during　the　latter　part　of　July

　　　　　　　　　　　〃

7．4

22．6

30．2

32．0

35。2

37．5

24．6

17．4

16．1

14。6

5．7

7．3

11．3

14．3

14，7

16．0

．7．3

8．0

9．3

5．0

1，1

3，7

5，9

9，5

12．3

17．2

5．9

2．1．

0．9

0．9

0，与

1．7

2．6

4．4

5．5

6，6

2．4

0．8

0．5

0．5

0．2

0．7

1．0

2．0

2．2

2．6

0．9

0．3

0．3

0．2

0．23

0．32

0．39

0．48

0．54

0．53

0．42

0．35

0．29

0．30

10．0

21．0

27．0

23．7

29．3

22．3

14．0

14．7

16．O

13，3

M．D．（0．05） 19．2 11．7 11．0 2．9 1．8 0．21 21．1

M・D．（0．01） 23．4 13．4 3．5 22 0．25
P

M．D．（0．001） 28．6 16．4 4．3 2．6 0．31

a）　Each　plot　consists　of　3　plants　in　pot　culture；each　plant，　each　pot．

3，土性別栽培試験　（1960，1961年）

1960年置試験の生育，収根量，アルカロイド含量の

結果はTable　4　a，　b，1961年の試験の生育，

結果はTable　5のとおりである．

収語順の

　　　　　　Table　4　a。　Innuence　Qf　soil　classes　on　the　growth，　yield，　and　alkaloidal

　　　　　　　　　　　　　　content　of　1～σ麗〃。伽sθ名ρθπ”〃σBENTH．（1960）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a．Growth　and　yield

（First　year　growth　raised　from　seeds；harvested　on　Nov．21，1960；Measurement　per　plant）

Exp．

獅潤D

Soil　classα｝

Plant
??奄№?煤

icm）

No．　of

撃?≠魔?

Fresh
翌煤D　of

狽盾垂刀

i9）

Fresh
翌煤D　of

窒盾盾狽刀

i9）

Air・dried
翌煤D　of

@roots
@　（9）

Diam．　of

@　root

@crown
icm）

ROQt
撃?獅№狽?

icm）

皿「1

皿一2

1n：一3

皿τ4

皿一5

Clayey　loam

Light　clayey　loam

Volcanic　ash　loam

Sandy　soi！

Humus　soi！

21．2

26．1

20．5

19．5

21．4

7．0

9．2

6．0

4．8

6．9

7，7

8，0

4．3

3．1

6．9

4．8

5，4

3．4

2，6

4．0

1，7

1，8

1，3

0．9

1．5

0．47

0．43

0．39

0．34

0，39

22．1

25．9

26．． W

24，6

21．9

M．D，（0．05） 8，5 4．6 8．6 3．2 1．71・．151 7．8

a）　Each　plot　consists　of　12　pIants　in　concτete・frame　cu1ture。
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　　　　　　　Table　4．b．　In伽ence　of　soil　classes　on　the　growth，　yield，　and　alkaloidal

　　　　　　　　　　　　　　　　　contgnt　of　1～石銘躍。〃εαsθ角ウρη〃πσBENTH・（1960）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b．　Root　yield　and　alkaloidal　content　　　　　　　　　　　　　　一

（First，year． irowth　raised　from　seeds；harvested　on　Nov。21，1960；Measurement　per　plant）

Exp．

no．

皿一1

皿一2

皿一3

皿一4

皿一5

Soil　dass

Chyey　loam
Li鍔ht　clayey且。am

Volcanic　ash　loam

Sandy　soil

Ilumus　soil

U．V．　SpectraRoot
凾奄?撃п

i9）

　σ

i9）

H20

i％）

Total
≠撃汲≠撃盾奄п

@（％） E識E2521E307

Reserpine

@　（％）

Rescinna・
高奄獅?

@　（％）

1．71

1，81

1，25

0，94

1，52

1．75

1．01

1，10

0．58

2，25

　　G．6　2．01．460．6130。22510．061．0．033

　　8．7　　　　　2，3　　　1．41　　0．578　0．214　　　0．087　　　　　0．031

　　8，9　　　　　2．4　　　1，25　　0，550　0．213　　　0．076　　　　0．028

：Unable　to　analyse　owing　to　small　quantity　of　t116　materia1

8・112・311・3glO・56110・20gi’0・09810・028

M．D。（0．05） 1．69

Table　5．　Innuence　of　soil　classes　on　the　growth　and　yield　of池π躍。〃εσsθγ勿π〃πσBENTII．（1961）

（Second　year　growth　raised　from　seeds；harvested　on　Nov．24，1961；Measurement　per　plant）

Sdl　classω

Plant　No．　of

height　primary

（cm）branches

No，　of

1eaves

No．　of

ncdes

　　　　　　　　　　　　Air・
Diam，
of　root

　じむ　　

（cm）

Root

length

（cm）

Diam．
of　main
　roots
（cm）

Clayey　leam 47．3 3．2 5．3 22．2 30．3 16．6 6．1 0．60 30．5 0．81

Light　clayey　loa1h 48．3 3．6 7．9 22．1 55．7 29．0 10．2 0．70 38．7 0．78

Volcanic　ash　loam 49．6 4．2 11．9 21．7 50．3 25．3 10．4 0．78 36．4 0．79

Sandy　son 36．1 2．1 6．8 16．4 19．9 9．7 4．0 0．51 32．7 0．58

Ilumus　soi1 45．5 S．1 7．O 23．3 24．2 13．2 5．1 0．63 33．7 0．71

M．D．（0．05）

MD．（0，01）

M，p．（0．001）

6，9

8，1

10．1

2．6 5，1

6，2

4．5

5．5

6，6

17．5

21，2

25．5

4．9

6．0

7．2

3，1

3．8

4．6

0．13

0．16

0。19

6．5

7，9

｛1，15

0．18

0．22

　　　　　　　　｝一　　　　　　　｝DI漁1＝「δf一．．1．i；6ngth

　　　　　　　　　　　No．　of　thickτcots　of　the

S・il・1ass　・hi・k、蓋，豊：，1灘t

　　　　　　　　　　　roots　　portlon　　　root
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（cm）　　（cm）

　　　　　　　Fresh
No．　of
　　　　　　　wt．of　No，of
fruited　fruited
innores．　innores・
　　　　　　　cence　　fruites
cence
　　　　　　　　（9）

Fresh

wt．　of

fruites

（9）

Air．
　　　　　　No．　ofdreid
wt．　of
fruits
　　　　　　seeds
（9）

Air．

dried
wt．、of

seeds
（9）

Clayey　loallrL

Light　clayey　loam

Volcanic　ash　loam

Sandy　soil

Ilumus　soi1

2．6

2．8

3．3

1．2

1．5

0．67

0．77

0．75

0．64

0．64

10．1

19．4

15，9

13．4

11．3

2．2

4．2

3．7

1．2

2．7

16，4

22．9

22．9

7．2

10．9

47．8

77．2

71．9

20．7

33．7

11．3

17．3

16．4

4．4

7．1

3．4

5．2

4．8

1，1

2．0

72。2　　　2．3．

96．3　　3，5

99．3　　3，2

27．4　　’0．7

44．2　　1．2

M．D．（0．05） 1．2 0．15 6．0 1．9 11．1 35．3 8．2 2．6 52．3 1．8
9

M．D．（0．01） 1．4 7．3 2．3 13．5 42．8 10．0 3．2 63．4 2．2

M．D．（0．001） 1．7 8．8 2．8 16．2 5L6 12．1 3．8 2．7

a）　Each　plot　consists　of　12　plants　in　concrete・frame　culture．

　（1）生育ならびに門川量　1960年の試験（1年生）

では，調査したすべての項目において，有意差は認め

られなかった．

　1961年の試験（2年生）で有意差の認められなかっ

たのは，分枝数（第1次分枝数）と太根（直径0．5cm

以上の根）の最期大部の直径のみであった．これは要

するに，2年生の生育は，草丈，節数は砂土区劣り，

葉数は埴壌土区が劣る．

　収根調査の結果をみると，地上部生草飛，生根重，

風乾収根重ともに丁丁壌土区，火山灰質壌土区が優れ
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砂土区が最も劣る．根頭部直径，太根の数も同じ傾向

が認められる．根長，太根の長さ（最も長い太根の長

さ）も軽埴壌土区，火山灰質壌土区が優れるが，埴

壌土区が最も劣る．主根の直径は埴壌土区は軽埴壌土

区，火山灰質壌土に劣らず優れ，砂土が最も起るい．

太根の最肥大部直径には各区の間に差は認められな

い．

　次に花器の発育および結実についてみれば，結実

花序数，結実花序生重，果実数，果実生重および風乾

重，種子粒数および重量のすべてにおいて，軽埴壌土・

区，火山灰撃壌土平優れ砂土区が最も劣る．

　地上部の生育，地下部の発育，および花器の発育，

種子の生産量を通じてみれば，印度年木は火山灰質壌

土，軽四壌土のごとき軽い土壌に適し，砂土，埴質壌

土，腐植土には不適なことがわかる．

　（2）アルカロイド含量　砂土区は検体：量不足で定量

できなかった．総アルカロイドは埴壌土区が2．0％で

やや低かったほかは各区間に差は認められない．レセ

ルピン含量は総アルカロイドと大体平行するが埴壌土

区が最低，腐植土区が最高であった．レシナミソ含：量

には大差は認められない。

　以上の結果は第4報の結果（総アルカウイド含：量2．7

％，レセルピン0．105％でともに埴堆土区が最高）と一

致しない．このような不一致は個体差の激しいことと

株令が若く1年生であるためと考えられる．これらを

考慮しさらに研究を必要とすると思われる．

摘． 要

　1960年，1961年春日部において印度冠木の肥料3要

素試験，土壌pH試験，土性別栽培試験を行なった．

結果の概要はつぎのごとくである．

　1．肥料3要素試験　（Table　1，2）

　地上部の生育，収減量には肥料3要素の影響はみら

れなかった，

　2．土壌pH試験　（Table　3）

　pH　3．0から8．5までの12種の土壌反応の下で栽培試

験を行なった．

　　1）pH　3．0，3．5のような極度の強酸性の土壌反

応下では生育不可能なことが確認された．

　　2）生育，岸根量からみてpll　4．5以下り強酸

性，また．pll　7・0以上のアルカリ性の土壌には不適で

ある．

　　3）好適土壌pllはpH　6．0～6．5の範囲のように

思われる。

　3．土性別栽培試験　（Table　4　a，4b，5）

　埴壌土，軽埴壌土，火山灰質壌土，砂土，腐植土の

5種の土性について栽培試験を行なった．

　生育，収根量，アルカロイド含量の点からみて，火

山灰質壌土，軽視壌土に適し，砂土には不適である．

文 献

1）川谷豊彦，大野忠郎：衛生試食，79，129（1961）

Summary

　On　the　Trial　Cultivation　of　Rauwo1血as　at

Kasukabe，　especially」R．8θ叩eπだπαBENTH．　VI．

Cultural　Condition　of　R．8eηpeπfεπα（2）

　Toyohiko　KAwATANI　and　Tadaro　OHNo
　Fertilizer　experiment　of　the　3　essential　nutri・．

ents，　and　experilnents　of　the　innuence　of　soil

reaction　and　soil　dasses　upon　the　growth，　root

yield，　and　alkaloidal　content　of　1～απzoo伽sθ膨π・

∫勿σBENTH．　were　carried　out　at　the　Kasukabe

Experiment　Station　of　Medicinal　Plants，　in　1960

and　1961，

　　1，Fertilizer　experiment　of　3　essential

　　　nutrients（Tables　1，2）．
　　Influence　of　the　3　essential　nutriebts　on　the

growth　of　tops　and　root　yield　was　not　signi丘cant．

　　2．Soil　pH　experiment（Table　3）．

　　Cultivation　experiment　under　various　soil
reactions，　f士Qm　pH　3・Q　to　8・5，　was　carried　o旦t・

　1）　It　was　con五rmed　that　on　the　soil　of　strong

acid　reaction，　such　as　pH　3．O　and　3．5，　the　growth

is　impossible．

　2）　The　soil　of　strong　acid　reaction　below　pH

4．5，and　of　alkaline　abQve　7．｛｝are　not　suitable　for

the　cultivation，　from　the　standpoint　of　growth

and　root　yield．

　3）　The　suitable．soil　reaction　seems　to．lie　in

the　range　from　pH　6．O　to　6．5．

　　3．Soil　class　experiment（Tables　4　a，4b．5）

　　Cultivation　experiment　on　5　soil　classes，　i．　e．，

dayey　Ioam，1ight　clayey　loam，　volcanic　ash

loam，　sandy　soi1，，and　hulnus　soi1，　was　carried

out．

　　Volcanic　ash　loam　and　light　clayey　loam　are

suitable　for　the　cultivation　of　R　sθ膨π’f〃σ，　from

the　standpoint　of　growth，　ro6t　yield，　and　alka・

10idal　content．　Sandy　soil　is耳ot　suitable．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）



146

，土壌水分が印度巧弁（R〃‘ωo醒αsθゆ8〃励αBENTH．）の生育，

収量，およびアルカロイド含量におよぱす影響

宮崎幸男・五太子小太郎・小川秀子・伊東　宏

　著渚らはすでに印度塗木の自生地が一般に土壌湿度

のきわめて高い所に多いことを紹介し1｝，またいまま

での圃場栽培試験においても本植物のきわめて多湿に

強い特性のみられることや乾繰のもとではその生育が

藷しく阻害される傾向のあることを報じた2・31．　しか

しいままでの所多湿より乾繰にいたる各段階の土壌水

分と本植物の生育，収丑，アルカロイド含量などとの

関係についての実験的研究はみられない．論者らは

1960～1961年にこの点について研究を行なったのでそ

の結果を報告する．

　　　　　　　　　実験方法

　土壌水分の区別は容水量の100％．80％，60％，40％，

25％の5区としたが実際上の土壌水分の変化は大体つ

ぎの範囲にあった．100～94％80～72％60～55％，

40～36霧，25～23％．ポットの種類そのほか実験方法

はゼラニウムの場合‘，に準じた．ただ本実験ではポッ

トの上面をビニールで蔽い土壌面よりの蒸散を防ぎ，

また植物重の増加に対する水分の補正を3回行なっ

た．供試個体数5．定植1960年6月23日．：全区の水分

調節開始7月9日．収穫11月15日．風乾重の測定＝地

上部1961年1月11日，地下部1月17日．生育期間中の

温室内の温度：最高37，8。，最低25，7。，平均31．8。．

風乾根」ゐアルカロイドの定量は1961年4～8月に当所

坐薬部において小川，伊東がつぎの力法で行なった．

（a）総アルカロイド大日本製薬株式会社で採用されて

いる方法51に準じた．（b》レセルピン・レシナミソ、総

アルカロイドエキスをN／2硫酸100m’にとかしクロ

ロホルムで抽出し弱塩基部分をクロロホルムに移行さ

せたのちクロロホルムを約30m’に減圧濃縮し，以下

ラウオルフィアセルペンチナの規格に関するラウナル

フィア中の弱塩基およびレセルピン・レシナミンの定

三法61に準じた．収量，アルカロイド含量についての

推計学的分析はTukeyのq検定7・81によった・

　　　　　　　　実験結果

　1．地上部の生育過程

　地上部の生育過程をあらわすものとして個体当り全

茎長（主茎長と全側枝長との和）と全生葉数の変化を

Fig．1に示したが，地上部の生育は80％区ないし100

％区のような多湿区において良好なことが明らかにみ

とめられ，ことに100％区のような過湿区においても初

期の生育はむしろ80％区にまさる傾向さえみられる．

60％区と40％区との差はあまり明らかでないがこれら

層両区は前2区に比べると；著しく劣り，また25％区では

さらに一段と劣る傾向がみられる．また閉花始めは

100％区8月16日，80％区8月20日，60％区8月27日，

40％区9月12日，25％区10月5日で土壌湿度の高い区

ほど開花の時期が早く花器の発育全般について土壌水

分の商い区で発育良く乾燥区では発育が回しく阻害さ

れる傾向がみられた．

和fα”・η〆ゐ・プ・fθ加

l18

80

60

40

20

0
　Jαn．23　　Jul。2i　　Au3．i8

60

40

20

δepム’50ご’・β　瓶10

　O
　J“η．23　　Jロ’．2’　　！1㎎．’∂　　5∈アま．ノ5　　0d．’3　　〃。レ．’O

Fig，1．　Effect　of　the　soil　moisture　upon　the

　　　growth　of　the　top　of　Rσπεσo〃7α　5ρ7勿π’fπα

　　　BENTH．，1960．

　∬．地上部ならびに地下部の収量

地上部ならびに地下部の収量調査の結果をTable　1

に示した．　　　　　　　’

　1）地上部
　全地上部は生体重，風乾重ともに80％区最高で100

％区はこれよりわずかに劣るが両区間の差は有意義で

ない．しかし60％区になると著しく低下し100％，80％
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のいずれの区との間にも1％水準で有意差がみとめら

れる．また60％区と40％区との間には有意差はみとめ

られないが25％区では地上部重の低下が著しくほかの

どの区との間にも1％水準で有意差がみとめられる．

　茎重および葉重についても全一上部重の場合と大体

同様のことがいえる．「

　以上のほかに地上部の生育につき注目されるのは花

器についてであって既述のように途中の生育過程にお

いても土壌水分の高い区ほど花器の発育の良好な傾向

がみられたがTable　1においても全花器重のほか熟

果，未熟果の数，重量ともに100％区最高で土壌水分

の低下とともに減少しており花器の発育は多湿の場合

に良好で乾燥により著しく阻害される傾向が明らかに

みられる．

　2）地下部
　全已下では生体重，風乾重ともに80％区最高で100，

60，40，25％の各区の順に低下している．この場合

80，100，60％の3区間，60％と40％の両区間の差は

有意義でないがほかの区間にはいずれも1％水準で有

意差がみとめられる．主根重および細根重についても

これと大体同様のことがいえる．

　主根の最大径は100％，80％の雨区で最大で土壌水

分の減少とともに低下している．なお主根は湿度の高

い場合に短かく100％区において；の傾向がとくに著

しかった．従って最大根長においては60％区が最高で

40，25，80，100％の各区の順に低下し乾燥よりも多

湿に伴なう学長の低下が著しい。

　なお土壌水分の高い区ほど主根がふやけて根皮がぼ

ろぼろにくずれるような状態を呈していたがこれは土

壌湿度の高いことのほかに夏のガラス室内の温度がと

くに高かったことが相加わったため生じたものと思わ

れる．しかし40％，25％の両区ではこのような現象は

全然みられなかった．

Table　1． Effect　of　the　soil　moisture　upon　the　yield　of　top　and　roots　of

Rσ24躍。伽εoゆθπ’ゴκσBENTH．，1960－1961．
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　皿　根のアルカロイド含量

　全根の風乾物のアルカロイド含量をTab！e　2に示

した．総アルカロイドは25％区で最も高く80，60，

40，100％の各区の順に低下し25％区と100％区との間

には1傷水準，25％区と60％，40％の両区との間には

5％水準で有意差がみられるがそのほかの区間には有

意差はみられない．レセルピン・レシナミン含量では

60％区最高で40，25，80，100％の各区の順に低下し

ているが区間の差の有意性はみとめられない．

Tab12．　Effect　of　the　soil　mdisture　upon　the

　　　　alkaloid　content　of　the　air．dried　roots　of

　　　　Rσ2‘ωo加τεθ瑠πガ”σBENTH．，1960－1961．

Soil　moisture　Total　alkaloids　Res程rpine㌦

　　　　　　　　　　　　　　　　reSCmnamlne

100

80

60

40

25

％
1．47

1．80

1．54

1．49

2．03

％
0．O11

0．O14

0，027

0．020

0．017

％

よりえられた28．89が報ぜられておりこれらの値と比

べるとやや低いが生育期間は本実験ではこれらの約％

にしか達しない．従？てこれらのことからも収恨量が

土壌水分によって大きく左右されることがわかり，同

時にまた適湿を与えることによ．り収根量を予想外に増

大することができるともいえるであろう．

　土壌水分と根のアルカロイド含量との関係では既報

2［の圃場試験で乾燥により総アルカロイドがやや高く

なる傾向がみられたが，本実験の結果からも極端な乾

燥状態のもとではこのような傾向のあることがわかっ

た．しかし全般的に土壌水分の総アルカロイドないし

レセルピン・レシナミン含量に対する影響は比較的少

ないものとみてよい．ただ本植物のアルカロイド含量

に関しては個体差がきわめて大きいので栽培条件との

詳細な関係についてはなお今後の研究を要するが土壌

水分に関してはアルカロイド含量への影響はあまり問

題にすることなく適湿を与えて三根量の増大をはかる

ことが最も重要であると考えて差支ないであろう．

文 献

M。D．（0．05）

M．D．『 i0．01）

0．440

0．550

NS
NS

考 察

　本植物の生育についてはまず地上部に関する限りと

くに多湿を好み少々停滞水があっても差支ないことが

実験的にも確かめられた．しかし地下部では地上部よ

りも過湿に弱く100％区のような過湿状態のもとでは

地下部の生育はかなり阻害されるから二二を口的とす

る栽培においては停滞水のあるような過湿状態はさけ

なければならない．しかし二二を目的とする場合なら

このような過湿状態のもとでの栽培もみとめられてよ

いであろう．一方40％程度に土壌水分が低下すると地

下部も地上部も著しく生育を阻害されるので実際栽培

においてもこのような乾燥による収根量の低下に注意

する必要がある．

　つぎに本実験でえられた直根風乾重の最高値は80％

区の22．19でありこれは比較的高温の好条件のもとで

えられたものであるが，きわめて小型のポット栽培で

生育期間は約5．5月というきわめて短期間にえられた

ものである’ことを考えるとかなり高い収根量といえ

る．これをインドあるいはわが国における収根量の代

表的なものと比べると前者ではDehra　Dunglにおけ

る生育期間約14～15月とみなされるものよりえられた

27，89，後者では種子島101での生育期間約18月のもの
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Summary

　The　Effect　of　the　Son　Moi8tロro　腿pon　tLe

Gmwt11，　Yield，　and　Alkaloid，Content　ofπ側ゆ。’・

£α8eηpε祓παB酬Tn．　Yukio　MIYAzAKl，　KotarO

GoDA！s：i1，　Ilideko　OGAwA　and　Iliroshi　IT6

　　1）　Apot　experiment　was　conduted　in　l960－

1961　to　study　on　the　effect◎f　the　soil　moisture

upon　the　growth，　yield，　and　alkaloid　content　of
Rα〃じ〃。伽5θηうθπ’ξ”αBENTII．，　under　the　five　plotぎ

of　the　soil　moisture　contents，100％，80％，60％，
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40％，and　25％，　of　the　water　capacity　of　the　soi1．

　　2）　The　best　growth　of　the　top　was　s旦en　in

the　80％plot，　but　little　difference　was　observed

between　this　plot　and　the　100％p1Qt．　Namely，

bad　e任ect　due　to　the　over　moist　condition　was

hardly　recognized　even　in　the　latter　plot　rega。

rding　the　top　growth．　In　the　plots　of　60％，　and

40％，on　the　other　hand，　the　growth　of　the　top

was　considerably　inferior　to　that　in　the　former

two　plots，　and　a　conspicuous　reduction‘ 奄氏@the

growtll　owing　to　the　dry　condition　was　recogni。

zed　in　the　25％plot．

　　3）　In　the　80％plot，　also　the　growth　of　the

roots　was　best，　the　highest　air・dried　weight　of

roots　of　22．1　g．　being　obtained．　The　yield　of　the

roots　decreased　in　the　order　of　the　plQt　of　60％，

100％，　40％，　and　25％，　respectively．　Namely，

aconsiderable　decrease　in　the　root　growth　due

to　the　over　moisture　was　recognized，　not　to　speak

of　a　striking　retardation　owing　tb　t取e　dfy　con－

dition．

　　4）　Generally，　the　influence　of　the　soil　moi－

sture　on　the　total　alkaloid　content　of　the　air－

dried　roots　was　hardly　recognized，　though　the

25％plot　showed　a’somewhat　l　higher　content　of

the　total　alkaloids．

　　5）　The　di丘erent　soil　moisture　contents

seemed　also　to　have　little　effect　on　the　reserpine・

rescinnamine　content　of　the　roots．

　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

R砺z〃。醒α属植物とくに印度蛇木（Rε〃ρθπ伽αBENT孤）

の種子の発芽に関する研究（第4報）播種前の種子処理が印

度霊木の種子の発芽におよばす影響

宮　崎　幸　男・五太子小太郎

　既報1・2⊃のように印度蛇心の種子は発芽率が低いば

かりでなく発芽が不揃いで発芽所要日数の長いことが

栽培上の一つの問題点とされている．このことはイン

ドでも早くから関心がもたれChandra3，は種子を煮

沸水に5分間浸潰する方法や10％塩酸に浸漬した後牛

糞の中に一昼夜埋蔵するような処理を行なったが発芽

に影響はなかったと報じている．著者らは前報6で約

70～90％のかなり高い発芽率のえられた例を報じたが

これらの場合でも播種より発芽開始までに約8～9週

を要し，かつ発芽の終るまでに約5～10月Qかなり長

い期間を要している．従って発芽を促進しかつ発芽を

揃える問題はまだ解決されていない．著者らはヒの点

について何らかの手がかりをえたいと思い1960～1961

年に種子処理と発芽との関係について若干の研究を行

なったのでその結果について報告する．

材料および方法

　供試種子は1959年10耳29日種子島薬用植物栽培試験

場で採極されたもので採種後紙袋に入れて室内に貯蔵

しておいたものである．

　種子処理の区はつぎの7区とした．（1）無処理，（2）煮

沸水2～3秒間浸潰，（3）温湯（41～42。）24時間浸漬，

（4｝冷水（22～23。）5分間浸漬後温湯（52～53。）10分

間浸漬，（6）濃硫酸5分間浸潰，（6）濃硫酸15分間浸漬，

（7）濃硫酸30分間浸漬．　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　播種素数は各区とも300粒としたが処理前の各区の

種子の平均100粒重はそれぞれ6．9146g，6；9115g，

6．9092g，　6．9000g，　6．8899g，　6．8830g，　6．8820g

であった．1960年5月10日上記の処理を行なった後す

ぐに各区とも100粒ずつを縦，横，深さそれ．それ31

cm，43cm，12cmで川砂を八分目に入れた木箱に播

種した．播種箱は温室内におき毎日発芽調査を行ない

1961年11月12日に中止した．・この時未発芽毬子を全部

とり出．してすでに内容のなくなっている．ものおよび内

容が腐っていて指でおしつぶしてつぶれるものを腐敗

種子，堅くて内容のつぶれないものを健全種子とみな

して未発芽種子の健，不健を調査した．

　温室内の温度は大体20～35。の範囲にあっ．た．

　　　　　　実験結果および考察

　発芽の結果をTable　1に示した．発芽開始はすべ

ての区で第2週に始まっておりその時期は全体的に早

い．初期の発芽でまず注目されるのは硫酸処理の影響

で第2週では硫酸30分間浸漬区が21．3％で最も高く無

処理区の6，3％の3倍以上に達している．15分間浸漬

区でも10．7％で無処理区に比べるとやや高い．しかし

同じ硫酸処理区でも5分間の場合は3．0％で逆に無処

理区よりもかなり低い．従って硫酸処理は30分程度行

なうと初期の発芽をかなり促進させる．第3週以後は

しだいに発芽率が悪くなるが無処理区ではまだある程
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度の発芽がみられるので最後の総発芽率において無処

理区と硫酸30分間浸漬区ならびに同15分間浸漬区との

間には28．4％および36．0％の差がみられるようにな

る．また硫酸5分間処理の場合は初期の発芽のみなら

ずその後の発芽もきわめて悪く総発芽率は33．7％で最

低値を示し無処理区との間に51％の大差がみられる．

さらに硫酸処理区では腐敗率の高くなり58．0～41．7％

に上る．従って硫酸処理に関しては実際上の効果はほ

とんどなくむしろ悪影響の方が強いようである．

　煮沸水浸漬区では総発芽率は37．3％できわめて低い

ばかりでなく発芽がきわめて不揃いでかつ種子の胸敗

率も43．3％とかなり高くこの処理の場合は発芽に対す

る効果は全然みられず逆に悪影響の方が強いとみてよ

い．

　温湯浸漬，冷水温湯浸漬の堅魚では総発芽率はそれ

ぞれ65．3％，61．0％で，無処理区と比べると20％近く

低く，かっこれら両処理区では種子の腐敗率は23．0～

23．3％で無処理区の2倍以上に達している．従ってこ

れら両処理でも発芽への好影響はみとめることはでき

ずむしろ悪影響があるといってよい．

Table　1， Effect　of　the　treatments　given　to　the　seeds　of　Rα2‘”o〃1α50η）βπ〃π‘’BENTIL

prior　to　sowing　on　their　germination，1960－1961

Plot

No．

Means　of　treatments

1

2

3

4

5

6

7

Control

Immersion　in　boilng　water　for　2～3　seconds

Immersion　in　hot　water　of　41～420C　for　24110urs

Immersion　in　cold　water　of　22～23。C　for　5　hours，　thereafter
　in　hot　water　of　52～53。C　for　10　minutes

Immersion　in　concentrated　sulphuric　acid　for　5　minutes

Immersion　in　concentrated　sulphuric　acid　for　15　minutes・

Immersion　in　collcentrated　sulphuric　acid　for　30　minutes

6．3

1．3

6．0

1，3

3．0

10．7

21．3

38．7

6．0

15．3

11．0

11．3

24．0

41．3

55．3

9．0

25．0

17．7

14．0

30．0

45．3

62，0

13．0

33．3

24．3

15．0

31．7

46．0

Plot Accumulative　germinatiou　percentage
Perccntagc　of．

Weeks　after 　　　●rOWlng

No． 6 1 7 8 9　　10　11【γ20 21～3031～4041～5051～6061～7071～75
decaycd　sbeds

1 1 1 I　　　　　l l　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　l
1

2

3

4

5

6

7

63．7

14．0

40．0

27．7

15，7

32，0

46．0

65．7

14．0

44，0

30，0

16．7

32，0

46．0

66，0

14．0

45，3

32．7

16．7

32．0

46．0

66．0

14．3

46，7

31，3

16，7

32，0

46．0

66．3

14．3

47．7

32．0

17．3

32．0

46．0

67．7

15．7

49．0

33，7

18．3

32，7

46，7

67．7

15．7

49．0

34．O

18，3

33．0

46．7

67．17　　70．7　　83．7　　8・1，7　　84．7

15．7　　22．0　　35．7　　37．3　　37．3

49．3　　58．0　　65．0　　65．3　　65．3

34．0　　36．7　　58．0　　59．7　　61．0

18．3　 22．7　 33．3　 33．7　 33．7

33．0　　36，3　　47．3　　48．3　　48．7

46．7　　48．7　　54．3　　56，0　　56．3

10．0

43．3

23．0

23．3

58，0

44．0

41．7

摘 要

　1）　印度蛇木の種子の発芽率を高めるとともに発芽

を促進する方法を見出す口的をもって1960～1961年に

つぎの7区を設けて播種前の種子処理が発芽に及ぼす

影響について研究した．（1）無処理，（2）煮沸水2～3秒

目訂浸灘望，　（8）温湯　（41～420）　24日芋「蹟！浸漬，　（4）冷水　（22～

23。）5時間浸漬後温湯（52～53。）10分間浸濃，（5）濃

硫酸5分間浸漬，（6）濃硫酸15分間浸漬，（7）濃硫酸30分

間浸潰．

　2）　総発芽率は無処理区84．7％で最も高く処理区で

はいずれもこれに比べて薯しく低下する傾向がみられ

た．

　3）濃硫酸30分間浸漬区では初期の発芽がかなり促

進され，濃硫酸15分間浸潰地でもややこの傾向がみら

れたがその後の発芽は両区ともきわめて思かった．

　4）処理区ではいずれも種子の再敗率が高くとくに

硫酸処理，煮沸水処理の場合にこの傾向が強かった．

　5）　従って本実験でとられた種子処理の方法に関す

る限り実際上応用されうる程度に発芽に効果のある方
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法はみられなく，これらの処理法はむしろ悪影響の方．

が強いようである．　．．．．．　　1．‘
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4）宮崎幸男，：五太子小太郎：．衛生試報，79，g67

　　　　（1961）

　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　The　Germi㎡ation　of　the　Seeds　of　RauWo岨a8，

E8pecia翠y　of　R・8erpeηε‘πμ　BKNTIL　IV・．．　Tke

Effect　of　tLe　Treatment8　Given　to　the　Seeds　of

R．89疋ρεπ伽αB酬TH．．Prior　to　Sowing　on　their．

Germination　　　Yukio　MIYAzAKI　and　KotarO．
GobームK甜㌃．．．．一．．．．．．亨』　’　』『．．』．『

　　1）．・A．study　on　the　e仔ects　of　the　treatments

given　to　the　seeds　ofぬπ砂。伽5θψθπ’∫π4　BENTH．

prior　to　sowipg　on　their　germination． 翌≠刀@carri・：

ed　out　iロ　1960～1961　for　the　やurpose　of丘nding．

out　the　methods　effective　not　only　for　increasing

the　germlnation　p6rcentage　b呼t　also　for　hasten・．

ing　the　germination．　The　following　7　treatments

were　used：ωControl，（2）immersion　in　boiling．

伊豆におけるRo〃ωo疏σ属植物と

．．…．．．．BE耳TH．）．．の栽培試験：．．（第．4報）

　　　wat6r　for　2～3　secondsl（3）』immersion　in　hot

　　　water　of　41－42。C　for　24．　hQurs，三一（4）・immersion・・in

　　　・・1d　W・ter・f　22～23。C　f・・5h・u…th・・侍・ft・・

　　　in　hOt　water　of　52ッ53。C　fo士10　minutes，（6）

＿．

奄高高?窒唐堰Bn，i。、c。。。，nt盟t。d一訓ph。，i、．addl．　f。，．5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　minutes・（6）i皿mersi・＃i…n・畔・trat・d・・ulphuri・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　apd（7）「imm6rsion　inc中ncen・　　　acid　for　15　minutes，

　　　trated　gulphuric　acid　for　30　minutes．　　1

　　　　　2）The　highest　total　germination　percentage

　　　of　84．7　was　gained　from　the　untreated　ploちand

　　　each　bf　the　germinatlon　percentages　from　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　treated　plots　was　remarkably　lower　thanψat

　　　from．the　contro1．　　1

　　　　3）　In　the　seeds　tr6ated　with　sulphuriφadd

　　　for　30　minutes，　the　geτmination　tended．to　be

　　、promoted　considerabl￥at　the　initia互stage，　and

　　　such　a　tendency　was　recognized　somewhat　also

　　　in　the　plot　treated　with　sulphuric　acid　for二5

　　．minutes．　H。wever．　the　s曲sequent　germihation

　　　was　very　poor　in　bo出plot『・．『．

　　　　4）．The　percentage　of　decayed　seeds　w融s．found

　　　to　be　considerably　higher　in　the　treated　plots

　　　tha血」．．．in．’the　contro！，．3ndr’this．一tendency．一．was

　　　remarkable　in　the　plots　tre包ted　with　sulphuric

　　　acid　and　witb　boiling　waterp
　　　　5）C・nseq・・ntly　any・f　lh・t・eatm・nt・1…d

　　　in　this　exp停・iment　seem・d　l・・t　t・be　e卑・tiv・

　　　f・dmp・・vi・g　th・g・・minatig・prarti・ally・ド・t塾・・

　　　having　bad　effects　on　the　germination．　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i幽

　　　　くに印度蛇木（R．567ρ鉢叩。　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

1960年度．の．成績

宮崎幸男・五太子

　　前功1，21につづき1960年度の伊豆における印度蛇木

（融〃”o肋5gゆ。ηが％BENTH．）および1～．6α耀50θ〃5

L・の圃場栽培試験の結果を報告する．

材料および方法’

　　：本突験に供試された植物の明細および主な栽培条件

をTable　1に示した．該表におけるPlot　1，2，

3，4，5，8，9は第2～3報における．Plot　3，4，

6，7，8，10，11と同じものであり，Plot　6は第2

報でのPlot　5に隣接した三所における密植栽培区で
ある．

　Plot　7をのぞきいずれも1959年11月29日に従来と向

様の方法でビニールの被覆を行ない1960年5月10日に

　　　　　　小太郎

　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　．．　　　　　　　　　　　　　　1

これをとり除いた．　　　　　．．　　　　　．．

　　施肥　各区とも1株当り硫安および過燐酸石灰を20

．9ずつ，硫酸加里6・5gを9月初旬，中旬，10月初旬

の3回に分施したほか鶏糞，油粕の混合腐熟液肥のう

すめたものを少量ずつ6月初旬，7月中旬の．2回に施

した．

　　収穫　1960年11月29日～12月1日に収穫し地上部，．

地下部の各部の生体重を調査し，風乾垂は1961年2月

1～2日の測定値をとった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　実験結果および考察．．

　本年度は台風など特殊な気象条件による生育の障害

はほとんどみられなかったが10月頃圃場内に犬が侵入
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，Table　1．　Particulars　of　the　field　experiment　with　Rauwo1丘as　at　Izu．．1960ゼ

Plot

mo．

Species Seed。rigin
　　Date　of

№?窒高奄獅≠狽奄盾

Date　of

垂撃≠獅狽奄獅

Date　of’

?≠窒魔?唐

Age　of　plant
≠煤@harvest
狽奄高

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Rσ脚。贋召
5θ膨πだπσBENTIL

　　　　8　　　　　．

〃

〃

〃

〃

〃

R，‘σκ056θ”sL．

砂

India

Tanegashima

8

亭

倉

〃

〃

Ceylon

India

Apr．8～9，1958　Ju1．12，1958

Jun．19～24，1959　Jul．10，1959

Jun．30，　1959　　　Ju1，22，　1959

〃

Ju1．4～7，1959

May　24，1960

Mar．29～
May　20，1959

Mar．23～
Apr．13，1953

ρ

〃

Ju1．25，　1960

Ju1．　10，　1959

Ju匡，　15，　1959

No玩29，1960

Nov，30，1960

〃

〃

Dec．1，1960

Nov，30，1960

〃

mont
32

17

〃

〃

〃

〃

6

18～20

17

Plot Number　of． Cultural　conditions

No．

】ant浮≠窒魔?唐狽?

Soi1 Rid・・1 Sp・ci・・　1 Remarks

　　，

@　Loam

@　　　慶

モ撃≠凾?凵@soi！

@　　　9

@　　　〃

randy　soil

@　Loam

@　　　ρ

@　　　亭

　　Leve1

@　　　　慶

@　　　　〃

kow（15cm）　　　　　「

gigh（25Cm）

@　Leve1

@　　　　ρ

@　　　　　　　　’

@　　　　8
@　　　　　　　；
@　　　　　　　　」　　．

@　　　　9

　　　　　　　　　cm

@　　60×30

@　　50x30

@　　　　〃

@　　　　〃

@　　　　　〃

P2×15，4rows

Q0×20，2rows

Covered　with　vinyl　ln　winter

@　　　　　　　　　　　9

@　　　　　　　　　　　〃

@　　　　　　　　　　．〃’

@　　　　　　　　　　　ケ

@　　　　　　　　　　　〃

bover『d　with　vinyl　in　winter

@　　　　㌧，　　　　　　　　　　　　　　　1

し試験植物に機械的な障害を与え，とくにR・0σπθSσθπS、

では披害が大きく多くの枯死株を生じたので収穫株数

がきわめて少なくなった．各区の収量調査の結果を

Table　2に示した．

，L　」R．8erρeπε加αBENTII．

’収量については前年度と同様な傾向がみられ個体差

が大きい．地上部では1年一株（Plot　7）は2年生株

（Plot　2～6）および3年生株（Prot　1）に比べて各部

の重黛が署しく劣っていた．3年生株では収穫時にほ

とんど落葉していたが茎重では2年生白の大体似通っ

た栽培条件のもの（Plot　2）’と近い値を示し地上部の

押回fに関しては本年度は両者の間に大差はない．ただ

同じ2年生株でも栽培条挫の差による地上部の生育の

差はかなり署しく密植区（Plot　6）では個体当りの地

上部各部の雌量はかなり低下した．また高志区（Plot

5）では地上部の生育が著しく阻害された．

　しかし地下部の生育についてはかなり異なり大体

似通った栽培条件のもとでの全開風乾重は3年生株

（Plot　1）39．89，2年生株（Plot　2）23．59，1年

生株（Prot　7）2・79で株令による差は顕著である．．

　つぎに湿度の高い粘質土における畦立栽培に関し昨

年度と同じく高畦区（Plot　5）においては地上部のみ

ならず地下部の生育も著しく阻害された．一方平畦区

（Plot　3）、では低温区（Plot　4）よりも収根量がやや

劣るばかりでなく主根の太い部分が短かくやや異常で

あり最大日長もほかの区に比べてかなり短かい．これ

ら地下部の生育の阻害は主として土壌の乾燥および過

湿によるものと思われる．また密櫃区（Plot　6）．では

個体当り全根風乾重は13．19でかなり低いが単位面積．

当り収根量は比較的高くなる．本実験でとられた植栽
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間隔で2年生株よりヘクタール当り3，000kg前後の

収根量がえられる見込である．インドでは植栽間隔は

2×2フィート3｝あるいは2×1フィーート4・5）の例があ

げられているがBadhwarら51は2年生株での個体当

り全根風乾重27．89から植栽間隔2×1フィート，株

の生存率80％とみてエーカー当り虚根量1．067ポンド

を見積った例を報じている．これはヘクタール当り約

1，200kgに相当するので本実験のPlot　3でとられた

植栽間隔によるものはこれよりかなり上廻るとみてよ

い．ただ本実験では冬季ビニールの被覆という特別の

措置がとられてはいるが植栽間隔についてはいままで

に一般に報ぜられているよりはさらに密植した方が単

位面積当りの庭面量を高めるのに効果のあることは確

かであると思う．また少くとも冬季ビニールの被覆を

行なう必要のある場合にはかなり密植した方が経済的

である，

　II．　」B．　cαπθ8cθπ8正．

　収穫株数はきわめて少なかったが2年生株の地下部

の三根が瓦5θrρ6〃’伽に比べて著しく低い．この傾

向はすでに前年度21においてもみとめられたが全根風

乾重でセイロン系13．49，インド系7．39であるから，

R5θゆθπ伽σの収根回の％程度にすぎない．なおイ

ンド系はセイロン系に比べて収根量がかなり劣ってい

るが個体差が大きい上に収穫個体数がきわめて少な

く，また前年度においては両系期間の差はほとんどみ

られなかったのでこれについてはなお今後の研究を要

する．

Table　2．　Yields　of　top　and　roots　of　Rauwo1丘as　ln　the　field　experiment　at　Izu，1960．

Plot
TOP

Whole　tOP

　　　FreshNo．
　　weight

　　　　9
1　　28．4

2　　79．0

3　　71．9

．4　　79，7

5　　19．3

6　　39．3

7　　7．6

8　　56．0

9　　27．7

Air・
dried
weight

　9
10，1

23，2

19，1

23，2

5．8

11，1

2，1

17．0

8，9

Stem

Fres｝1
weight

　9
20。8

25．2

21．0

21．5

6．5

9．0

7．6

30．8

22．1

Air．
dried
weight

　9
4．6

9．4

7。4

7。9

2。5

3．6

0．8

10．9

8．0

mm
6．5

6．6

8．4

7．0

5．6

5．5

4．0

9．7

9．8

Leaves

Fresh
weight

　9
0．3

18．3

18。1

26．5

8．1

15。1

4．7

6．9

1．4

Air・
dried
weight

0．0

4．7

4．3

6．9

2．1

3．7

1．2

2．1

0．4

9

Inflorescences

Fresh
weight

　9
7。3

34．2

31．0

31。8

8．8

14．3

0．6

13．2

9．4

Air・
dried
weight

2．2

9．1

7．4

8．4

1．2

3．8

0．1

4．0

0．5

9

Mature　fruits

Nu。
mber

11

21

16

7

5

18

0

39

10

9

．Fresh
weight

1．4

3．4

2．9

1．3

0．8

2．8

0

6．0

1．3

9

Immature
fruits

Nu。
mder

29

171

158

174

16

64

　0

111

34

Fresh
weight

　9
3．4

20．5

17．4

20．5

1．7

6．8

0

10．9

2。6

Roots
Plot

Whole　roots Thick士oots＊ Fibrous　roots M・xi・壽舗：d蓋：捻

mum　　　（air・dried）　per
　　　hectare　with
　　　90％survivaI
　　　per　year

9 9 ％ 9 9 ％ cm 19 9 ％ cm kg
1 107．0 39．8 33．9 103．4 39．2 34．4 1．4 3．5 0．7 19．8 67 1，560

2 78．8 23．5 29．6 73．9 22．6 30．8 1．1 4．8 0．9 18．3 66 1，240

3 65．9 19．4 28．9 63．0 18．9 29．6 1．1 3．0 0．5 16．4 57 1，24Q

4 82．9 26．7 32．3 80．7 26．3 32．8 1．1 2．1 0．4 18．0 69 1，710

5 29．0 9．7 33．7 28．0 9．6 34．3 1．0 0．9 0．2 18．8 62 620

6 46．8 13．1 28．1 40．8 12．1 29．8 1．0 6．0 1．0 17．2 57 320

7 9．0 2．7 28．7 7．3 2．4 31．7 0．6 1．7 0．3 17．3 36 2，790

8 40．9 13．4 31．1 32．7 12．0 34．7 1．0 8．2 1．5 17．5 60 710

9 25．4 7．3 28．2 20．3 6．5 31．1 1．0 5．1 0．8 16．0 54 390

＊　Roots　having　more　than　2　mln　diameter　at　the　thickest　portion

F
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摘 要

　1960年度の印度蛇木（1～砲躍。肋so膨，’”〃σBENTH・）

およびR。6伽θsσθπsL．の圃場栽培試験に関しつぎの

結果がえられた．

　　1．1～．∫oゆθη，fπαBENTH・

　1）大体似通った栽培条件のもとでの3年生株，2

年生株，1年坐株より個体当り全根風乾重それぞれ

39．8g，23．5g，2．7gがえられた．

　2）　夏季湿度の高い粘質土における畦立栽培に関し

ては低畦栽培において生育最も良く，高畦栽培の場合

は地上部，地下部ともに生育が著しく阻害される傾向

がみられた．一方平畦栽培においても坐育はやや低下

しとくに地下部においてこの傾向が強かった．これら

はそれぞれ土壌の乾燥および過湿によるものと思われ

る．

　3）密植栽培では個体当り収恨量は低下するが単位

面磯当り収用量は相対的に増大する傾向がみられ，2

年生株でヘクタール当り全根風乾恨垂約3，000kgの

見込の例がえられた．

　　皿，1～．σ4πOScoπs　L．

　　2年生株の三二風乾童でセイロン系より13．49，イ

ンド系より7．3gがえられ，収思量に関しては本種は

R，50ゆ例伽σよりも著しく劣ることが明らかにみと

められた．

文 献

1＞宮崎幸男，五太子小太郎：衛生試報，

　　（1961）

2）宮崎幸男，五太子小太郎：衛生試報，

　　　　　　　　●　　（1961）

3）S．L．　Nayar：Proceedings　of　the

　　on　Rauvolna，　Ind．

　　13（1956）

4）　　　　　a，

　　　：For．　Res。　Inst．，　Dehra　Dun，

79，275

79，281

　　　　　　　　　　　Symposium

J．Pharnl．，18，　Nos．4～7，

R．L．　Badhw　r　G．V．　Karira　and　S．　Ramaswami

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Indian　Forest

層． keanet，　No．142（1955）　　　　　　　　　　　㌦

5）R．L．　Badhwar，　R，M．　Beri，　G．　V．　Karira　and

　　S．Ramaswami：For．．Res．　Inst．，　Dehra　Dun，

　　Indian　Forest　Leanet，　No．148（1956）

Summary

　Trial　C翼1ti7ation　of　Ra麗wo聖血as，　Especially　of

丑．88η㎎πfiπαBENTH．　at　Izu．　IVg　Results　Obained

in　1960　Yukio　MIYAzAKI　aQd　Kotar6　GoDA：sll置

　In　the　neld　experirnent　on　the　cultivation　of

Rσ駕〃。〃ゐ50ψθπ〃πσBENTH．　and　1～．‘σπθ5σθπ3　L．

in　1960，　the　following　results　were　obtained：

　　　1。　1～，50ηう。π〃πσBENTH．

　　　1）　The　total　air・dried　weight　of　roots　from

31・32・month・old　plant，17・mont11・old　plant，　and

6・month・01d　plant　grown　under　similar　cultural

conditions，　was　39．8　g．，23．5　g．，　and　2．7　g．，　respec・

tively．

　　　2）　Regarding　the　ridgc　culture　in　the　clayey

soil　highly　nloist　during　the　sunlmcr　season，　thc

Ilighest　yield　of　roots　was　obtaincd　from　the　row

ridge　culture．　In　tlle　casc　of　the　high　ridge，　thc

growth　o正the　p！ant　was　retarded　remarkably　in

both　parts　of　the　top　and　roots．　Also　in　the

natten　culture，　tlle　growth　tended　to　decrease，

especially　in　the　under・ground．part．　Thcse　phe・

110mena　seemcd　to　be　due　to　the　drought　and

the　over・moisture　of　the　sQi1，　respectively．

　　　3）　In　the　case　of　c！ose　planting，　the　yield

of　roots　per　ullit　area　tcnded　to　become　conside．

rably　higher，　although　the　yicld　of　rootS・pcr　plant

was　relatively　low．　For　example，　a　relatively

higll　yユeld　of　roots　per　hectarc　such　as　about

3，000kg．　was　estimated　from　tlle　root　yicld　per

plant　gained　from　17・mont11・01d　plants　growll　at

aclose　spacing．

　　　皿．　1～．cαπ05σoπ5．　L．

　　　Tlle　yicld　of　roots　of　tllis　spccies　was　reco．

gnized　to　be　inferior　to　that　6f　1～．50膨π’∫πσ

BENTH．　also　in　the　second　year　growth，　the　total

air・dricd　weight　of　roots　being　13．4　g．　in　the

Ceylon　type　and　7．3　g．　in　the　Indian　type．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

、
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伊豆におけるコカ（E7漉70茜yloηspp・）の栽培試験　（第1報）

コカの生育とコカイン含量についての若干の成績

宮崎幸男・渡辺宏之

　わが国では第2次大戦前小笠原，硫黄島，台湾，沖

縄などでコカの栽培が行われこれに関しては豊島ら1｝

の報告がある．また内地においても温室内で栽培の試

みられたことがあったようであり，現在でも若干の箇

所で試作が行われているが国内におけるコカの栽培に

関してはまだ詳しい報告はみられない．当揚では1954

年始めてブラジルより本植物の種子を導入したがその

後シンガポール，ベトナム，イソネシアなどから種子

の導入，育苗に成功しコカの栽培試験を行なってい

る．ここでは主として露地におけるコカの生育状態，

露地あるいは温室内で栽培された植物のコカイン含量

についていままでにえられた成績をとりまとめて報告

する．

　本研究を発表するにあたりブラジルよりコカ種子の

導入に特別の尽力をたまわった神戸薬科大学教授橋本

庸平博士のほか種子の導入に協力をいただいた各国の

植物園に衷心より謝意を表する．またコカインの定量

について指灘をいただいた当所麻薬部長朝比奈晴世博

士および大野昌子技官に深甚の謝意を表する．

　L植物の系統
　栽培されているコカの種類は植物学的には一般に

Eγy〃‘γo塀。πCQca　LAM・（以下Cocaとする）およ

び8，zo〃og7σ，惚η5θHIERoN．（以下novo．とする）

の2種に分類されている3）．当揚で現在保有し本研究

にも供試した系統はつぎのような産地ないし種の異な

る6糸統で導入の順序に記した．（）内は種子の導入

年月日．学名は種子の送附元で記載したものをそのま

ま用いた．

　1）　ブラジル産lCoca（1954．5．25～5．29）　2）

シンガポール産novo・（1954．10．11）　3）ベトナ

ム産Coca（1956．6。1）4）ベトナム産novo．

（1956．6，1）　5）　インドネシア産Coca（1956．9．

1）　6）　インドネシア産novo．（1956．9，1）

　II。種子の発芽

　種子の発芽に関する詳細は別に報告する予定である

がコカの種子は寿命がきわめて短かい特性がみられ，

外国から導入された種子も普通便で送附されてきた場

合は発芽力のなくなっているのが一般で，新しい種子

を航空便で送附された場合にのみ発芽に成功してい

る．約20～30。に保たれている当場温室内で種子をと

りまきした場合発芽は播種旧約2週間で始まり大体80

～100％のかなり高い発芽率がえられている．

III・生　　　育

　コカは元来熱帯性植物であるので温室内ではもちろ

んよく生育するが露地での生育は気象条件とくに気温

によって著しく左右されることがみとめられている．

1955年以来圃場での栽培試験を行なっているがほとん

ど毎年風水害にあい，いままでのところ正常な生育を

とげた年はほとんどないような状態である．当場の寸

地におけるコカの生育については大体つぎのようなこ

とがいえる．

　1）　早早では露地への定植は5月中～下旬が適当で

これより早いときは定植後低温のため葉がほとんど全

部落ちることがあり，またこのようなことがなくても

5月下旬～6月上旬頃までは茎の伸長ないし新葉の発

生はほとんどみられない．

　2）地上部の生育は6月下旬～9月中旬頃の高温の

季節でかつ適度の雨量のあるときに良好である．しか

し高温の季節でも雨量少なく土壌の乾燥するときは生

育がきわめて悪いばかりでなく途中で枯死する株が多

い傾向がみられた．これは一面コカが比較的浅根性で

あることにもよると思われる．

　3）10月以降は生育は緩慢になり11月上旬頃になる

と生育はほとんど停止し落葉も多く同月中旬頃にはほ

とんど全部落葉し茎も上半分は大体枯死する．12月上

～中旬頃にはすでに植物体全部がほとんど完全に桔死

する．従って当揚では露地での越冬は全然不可能であ

る．

　4）　コカは霜にはきわめて弱く一度霜にあうと葉は

烈色をおび落葉するが，風にもきわめて弱く台風にあ

うごとに各個体ともほとんど全部落葉しさらに枯死す

る個体もかなりみられた．

　5）　コカはビニールハウス内でも無暖房の場合は越

冬不能であることがわかった．

　なお1955年における圃場でのコカの地上部の坐育過

程をFig．1に示した．　　　　　　　　’
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Fig　1．　Growth　of　the　top　of　Coca　in　the

　　　　五eld　at　Izu，1955
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IV．葉のコカイン含量

　圃場ならびに温室内で栽培された植物より採取した

葉を風乾し1938年国際連盟で採用された方法2｝でコカ

イン含量の定量を行なった．3回にわたる分析結果を

それぞれ第1，第2，第3実験としTable　1に示し

た．第1実験では1959年5月下旬に圃場に定植したブ

ラジル産Cocaの2年生株36個体につき7月下旬～9

月上旬に発生した展開葉を全部（網野につき3～4葉）

9月4日にとり混合し，風乾貯蔵後1960年2月14～22

日に3サンプルをとりコカイン含量を定量した．第2

および第3実験ではいずれも温室内で15cmの素焼

鉢で栽培した3年生株につき，第2実験では1960年2

月上旬～4月中旬に発生した展開葉で各枝の上位より

第3～6葉を4月13日にとり風乾後5月12～26日に定

量し，第3実験では同年4月下旬～7月上旬に発生し

た展開葉のうち第3～10葉を7月4日にとり8月29日

～9月10日に定量した．

　第1実験では第2および第3実験に比べてコカイン

含量が著しく低いが，その原因は第1実験では葉の貯

蔵旧聞が長く（5箇月以上），，ややカビを生じたため

と思われる．しかしそのほか圃場と温室との栽培条件

の差が大きな原因になっているのではないかと想像さ

れる．

　つぎに温室栽培のものでは第2実験では第3実験よ

りも生葉の風乾歩留ないし乾物率がやや低くなってい

るがこれは第2実験では葉令が全般的にやや若かった

ためと思われる．コカイン含量についてみると個体差

は比較的大きいが，風乾物に対するコカイン含量の平

均値は第2実験，（1．08～1．49％）では第3実験（1．00

～1．26％）よりもやや高い傾向がみられる．これはコ

カイン含量は若い葉において高く古くなるにつれて低

下するといわれている1｝から，主として葉令の差によ

るのではないかと想像される．

　産地あるいは種によるコカイン含量の差については

まだ決論を下すことはできないが，ブラジル産Coca

おタびインドネシア産novo・はほかの系統に比べて

やや高い傾向を示している．しかしこれら産地ないし

種によるコカイン含量の差についてはなお今後詳細な

．研究を必要とする．

摘 要

　1）．コカの種子は寿命がきわめて短かくまた発芽に

は比較的高湿を要する．新しい種子を約20～300に保

たれた温室内で播種した場合約80～100％の発芽率が

えられた．

　2）　コカの露地における生育は高温の季節でかつ適

度に雨量のあるとき旺んである．一方寒さにはきわめ

て弱く当揚では露地での越冬は不能である．またコカ

は風や乾燥に対しても弱い傾向がみとめられた．

　3）圃場栽培の植物では温室栽培のものよりコカイ

ン含量がかなり低い傾向がみられた．

　4）温室内で栽培された産地および種の異なる6系

統につき風乾葉のコカイン含量の平均は大体1．0～1．5

％の範囲にあったが，ブラジル産E励0κ蜘ηCO‘σ

およびインドネシア産鳳加抄097伽α纏sθはコカイ

ン含量が比較的高い傾向がみられた．

　　　　　　　　文　　　献．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
1）豊島恕清，岡部正義：林業試験場彙報，28，11

　（1929）

2）Bulletin　of　the　Health　Organisation　of　the

　Leage　of　Nations，7，　Extract．No．6．18（エ938）

3）United　Nations　Document，　E／CN．7／w．34

　（1948）

Summary

　Experimental　Cultivation　of　Coca（」四r〃f’8ro・

κ〃Joπ8PP．）at　lzu・1・Some　Results　on　the

Growth　and　Cocaine　Content　of　Coca．　Yukio

MIYAzAKI　and　Iliroshi　WATANABE
　　1）　T動evitality　of　the　seeds　of　Coca　was

observed　to　be　considerably　short　an4　relatively

high　temperature　seemed　to　be　necessary　for

the　successful　germination　of　the　seeds．　Consi・

derably　high　percentage　of　germination　such　as

80to　100　was　obtained　when　the　fresh　seeds　were

sown　in　the　greenhouse　kept　at　about　20～30。C．

　　2）　The　growth　of　the　plant　in　the五eld　was

vigorous　in　the　hot　season　with　moderate　rain・

fall．　The　plant　is，　on　the　contrary，　very　weak　for

cold，　being　unable　to　winter　over　outdoors　at

this　Experiment　Station．　Furthermore，　the　plant

was　observed　to　1鴻sensit蓋ve　to　wind　or　drought．

　　3）　The　cocaine　content　of　the　leaves　from

the　plants　grown　in　the丘eld　tended　to　be　rema・

rkably　lower　than　that　from　the　plants　grown
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in　the窪reenllouse．

　　4）　The　cocaine　content　of　Ulc　air・dricd！ca・

ves　from　6　varieties　of　dirferent　origins　or　diffe－

rent　botanical　species，　ranged　1．O　to　1．5％on　the

wholc．　Among　these　varietis，1シy’〃。κ蜘πCooα

introduced　from　Brazil　and　泓πωo艀απα’θ，～5ρ

fron、　Indonesia　tended　to　have　rehtivcIy　high

conlellt　of　cocaine．

　　　　　　　　　　　（口召不037歪【こ4ナ」30日受f・ナ）

ヶシ（Pの訪θ7so耀η加7〃〃2　L．）の生育ならびに

収量におよばす土壌酸度の影響について

木下孝三・中川雄三・伊阪　博。小峰常行

　ケシ栽培においては土壌の酸度矯正のため石灰を整

地前に撒布施用するのを例とし，現在一般に慣行され

ているケシれ培耕種i店準にも10アール当75～112kg施

用することになっている．益者の1人はさきに圃場試

験において石灰丑とあへん収量との関係について他の

圃場試験とともに発表したが11，直接土壌酸度と生

育，収陵との関係について発表されたものはないよう

である．著講らは1960年和歌山薬用植物栽培試験場の

土壌を川いて土壌酸度と生育，収量との関係につき調

査し，あわせて石灰施用との資料にしょうとした．若

干の成績を得たのでここに報告する次第である．

材料および方法

　材料一貫種　　　　　　　・

　方法90cm立方のコンクリート枠を用い土壌はや

や粘質の壌土で前作水稲無肥料栽培のものを用いた．

コンクリート枠内は上部より耕土27cm，水田床土12

cm，底土（礫を含んだ粘質）土51　cmの深さとした．

試験区はpll　4．0～pl18．5までの間にPH　O．5つつの

間隔で10区を設け，各区とも8佃体を供試した．土壌

酸度の矯正は耕土についておこない，播種前まつその

酸度を測定し，それより酸性側の各区は硫黄，アルカ

リ側の各区は石灰の添加により鱗正し，あらかじめ耕

土1kgに対する石灰および硫黄の添加量を各区につ

き定めておき耕土の量に応じ計算鍛それぞれ添加施用

よく混和せしめておいた．肥料は10アール当窒素15．26

kg，燐酸4．54　kg，加里8．8kgの割で施用し，窒素は

硫安，燐酸は過燐酸石灰，加里は硫酸加里をもって」

た．荘肥に全量の5％，追肥に20％，止肥に75％の割

でそれぞれ適期に施用した．その他の管理，栽培法な

どはすべてケシ栽培耕種基準によっておこなわれた．

1959年11月7日播種し，発芽後10日目毎に土壌酸度を

測定矯正し，また草丈，葉数その他外見的に観察され

る症直上の差異について調査し，翌60年5刀19日採汁

開始，同26日終了，6月2日歩物体を収納し各部の生

育状態について調査し，各区間の比較をおこなった．

土壌酸度の測定は東洋水素イオン濃度比色測定器によ

り，モルヒネの定量はイオン交換樹脂を前処理として

モルヒネを分難した後フオリソ試薬を使心して吸光係

数を測定し比色定最した2β・4，．

実験結果

　1．実験期間中の土壌酸度の変化　播種15日前に各

区とも硫黄または石灰を計算量添加したが10日後には

ほぼ所定の酸度となった．その後10日目毎に酸度を測

定矯正し所定の酸度保持につとめたが長期にわたる宍

驚期間中植物の生育進展，施用肥料などの影響により

各区ともかなりの変化をみとめ，特に生育の後期にい

たっていちじるしく酸性側はより酸性にアルカリ側は

よりアルカリ性にかたよる傾向がみとめられた．各区

の最大変化範囲はpll　4．0区は4．0～4．6，　pll　4，5区

は4．4～5．0，pll　5．0区は4．8～5．6，　pl15．5区は5．2

～6．0，pll　6．0区は6．0～6．8，　pll　6．5区は6．4～7．0，

PII7．0区は6．8～7．2，　pll　7．5区は7，4～8．2，　pH　8．0

区は7．8～8．4，pl18．5区は8．4～9．2であった．各区と

も酸度変化範囲はやや大ぎいが大体所定の酸度を保持

することが出来たと考えられる．

　2．一般生育状態　plI　4．0区，　plI4．5区の両区は

3刀上旬頃より坐育のおとるのがみとめられ葉色はや

や貧上し窒素欠乏に似た徴候を呈し茎葉伸長期に入り

ますます顕著になり最も生育が劣っている．PH　6．0

～pll　7．5までの各区はともに生育良好で外見上の蓬

異はあまり顕著にみとめられない．pll　5、0区，pl15．5

区の両区およびpII　8．0区，　pll　8．5区の両区はともに

これよりかなり生育が劣り相互間の差異はあまりみと

められない．次に腋芽，草丈，葉数などの調査は第1

表のとおりである．

　腋芽についてみるに腋芽は発生のつど摘芽し1本仕
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Table　1． Comparison　of　latera貰buds，　plant　height　and　number　of　leaves　anlong

different　treatments

Treatment

　pH
　4．0

　4．5

　5．0

　5，5

’6．0

　6．5

　7．0

　7．5

　8．0

　8，5

Lateral　buds

Numder　　Fresh　weight

　　　Ratio　　　9
0．8　　17　　　　2．37

0．9　　 19　　　　3．89

2．1　　　44　　　　　7．12

2．3　　　48　　　　10．37

3．3　　　69　　　　17．12

3．6　　　75　　　．19．50

4．8　　 100　　　　20。75

4．3　　　90　　　　20．37

2．6　　54　　　12。12

2．1　　　44　　　　11．62

Ratio
11

19

34

50

83

94

100

98

58

56

Plant　hgight

　cm　　Rat10
　93．8　　75

　86．7　　69

104，2　　83

108．8　　87

117．6　　94

1114．5　　　92

；119．2　　　95

｝125．1　　　100

103．1　　82

i86．7　69

Number　of

1eaves

　　　Ratio
12．7　　76

11．3　　68

13．1　　72

15．1　　90

15．8　　95

16．1　　96

16．1　　96

16．7　100

15．5　　93

15．3　　92
i

立としたが，その発生本数においても生体重量におい

　　　　　　　　　　　　　　び
てもともにpH　7．0区最大を示し，それより土壌酸度

の増減にともない漸減する傾向を示している．しかし

pll　6．0～pH　7，5までの各区はその差異少なく良好で
　　　　　　　　　　　　　　ぼ
あり，pH　5．0区，　pH　5．5区の両区およびpH　8．0区画．

　　　　　　　　　　　　　　き
pH　8．5区の両区はともにかなり劣り相互間の差異は

僅少である．pH　4．0区，　pH　4．5区の両区は更にいち

じるしく劣り最も劣っている．次に採早期における草

Table　2．

　　　　　　　　　　　i
　　l　　　　　　　　　　｝
丈についてみるに腋芽の場合とほとんど同様の傾向を

示しているがこの場合最：高はpH　7．5区であり，各区
　　　　　　　　　　　「
間の差異の範囲は比較的少ない．葉数については採汁
　　　　　　　　　　　；
期における生葉数であるが，これも腋芽，草丈の場合

とほとんど同様の傾向を：示している．

　3．i収穫物調査　収穫物の調査の結果を示すと第2

表のとおりである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
Comparison　of　the　yield　of　crops　among　different　treatments

Treatment

pH
4．0

・4．5

5．0

5．5

6．0

6．5

7．0

7．5

8．0

8．5

Fresh　weight
　of　whole
　　Plant

　　9　Ratio
125．7　44

151．3　53

174．8　62

219．8　77

224．8　79

243．2　86

284．2　　100

261．5　92

233．5　82

21912　77

Fresh　weight

　of　leaves

　9　　Ratio
25，3　　40

33．1　　53

20．5　　33

56．6　　90

22．7　　36

56．5　　．90

63．0　100

39．6　　63

54．1　　86

．30．1　　48

Fresh　weight

　of　stem

　　9
　50．2

　58．2

・． C88．7

　83．5

122．7

　99．5

123．2

127．5

92．8

103．3

Ratio

39，

46

70

65

96．

78，

97

100

73

81

capsule

Fresh　weight　Height　Widtn

　9　　Ratio　cm　’cm
32．0　　　　57　　　7．05　　4．29

38．3　　　　68　　　7．50．　4．87

35。7　　　　64　　　7．42　4．92

47，5　　　　85　　　8，00　　5．45

40．2　　　　72　　　7．53　5．48

53．0　　　　94　　　8．02　　5．81

56．1　　　100　　　8．18　6．15

46．5　　　　83　　　7．42　5．72

49．6　　　　88　　　7．82　　5．67

47．1　　　　84　　　7．77　　5．63

Fresh　weight

　of　roots

　9
18．1

21．6

29．8

32．2

39．1

34．7

41．8

48．0

36．8

38．6

Ratio

38．

45

62

67

81

72

87

100

77

80

　4．生体総重　pll　7．0区最大を示しpll　7．5区とli日

次しているが，これを頂点として士壌酸度の増減にと

もない漸滅してゆく傾向がみとめられる．しかしplI

6．0～pll　8．0までの各区は比較的良好であり相互間の

差異も少なく．，．pH　5．5’区，　pl「8．5区の両区は差異僅

少でこれらよりやや劣り，PH　5．0以下の各区は更に

相当に劣り，最強酸度のpl14．0回目最も劣ってい

る，

　5．生葉重量および二二重量　両者とも生体総重の

場合とほとんど同様の傾向を示している．

　6．覇果．まつ形状をみるに高さ巾ともPH　7．0区

最大を示し，！pH　6，5区と順次し漸減しているが，こ

れより土壌酸度の増減にともない減少する傾向を示

7し，’pH　4．0区において最も劣っている．ただ巾の場

合pH　7．0区とpH　6．5区との差が比較的大きく全般

的に高さの揚合に比して区間の差異の大きいのがみと

●
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められる．すなわち生育良好なものは丸型を呈し，不

良のものは細い楕円二型を呈している．生体電景にお

いてはpll　7．0区最大を示しpH　6．5区と順次する

が，これを頂点として土壌酸度の増減にともない漸減

する傾向を示し，特に酸度増加による減少がいちじる

しい．

　7．生根量量pll　7．5区最大を示し，これより土壌

酸度の増減にともない漸減する傾向を示している．し

かしpH　6．0～pH8．5までの各区は差異も比較的少な

く良好である．pH　5．5以下の各区は相当に劣り，　plI

4．0回目最も生育わるく劣っている．

　8．収量調査　あへん収量，モルヒネ含∫正および種

子収量などの調査は第3表に示すとおりである，

Table　3． Comparison　of　the　yield　of　opium，　the　morphine　conteat　and

the　yield　of　seeds　among　different　treatments

Morphine
Yield　of seedsTreatment Yield　of　opium

Content Yie！d

plI mg Ratlo ％ Ratio mg Ratio 9 Ratio

4．0 91．3 29 16．09 83 14．7 25 0．87 32

4．5 113．1 36 13．06 67 14．7 25 1．13 41

5．0 120．7 38 15．64 80 18．9 32 1．61 58

5．5 145．1 46 16．62 86 24．1 41 1．98 72

6．0 207．0 65 17．08 83 35．3 60 2．16 78

6．5 247．7 78 18．06 93 44．7 77 2．42 88

7．0 317．7 100 17．68 90 56．1 96 2．76 100

7．5 302．0 95 19．36 100 58．4 100 2．58 93

8．0 226．8 71 15．72 81 35．6 61 2．36 86

8．5 196．5 62 17．19 89 33．7 58 2．26 82

　ω　あへん収量　　まず液汁分泌状況をみるにplI

7．0区最も分泌低下率少なくすぐれ，pH　7．5区，　pH

6．5区と順次しその差異も比較的少ない．pH　6，0～pH

8．0までの各区は比較的良好であり，それより強酸性

になるにしたがい低下率がいちじるしくpH　4．0区は

最も劣っている．あへん収量については前記分泌低下

率の場合と同様の傾向を示し，pH　7．0区最高を示し

これより土壌酸度の増置にともない減少する傾向を示

している．しかしpH　6．0～pll　8．5までの各区は相：互

間の差異も比較的少なくこれに続き，これより強酸性

の各区は酸度が高くたるにしたがい減少し，pH　4．0

区最も劣っている．

　（2）モルヒネ含量　　pH　7．5区最大を示しpH　6．5

区と順次して漸減しているが，各区間に一定した傾向

はみ’ ﾆめられない．なおこの場合区間の差異にはその

有意性はみとめられない．

　（8）モルヒネ収量　　pH　7．5区最大を示しpll　7．0

区と順次し，あへん収量の場合と同様の傾向を示して

いる．

　（4）種子収量　　pH　7．0区最大を示し，これより

土壌酸度の増減にともない減少する傾向を示してい

る．しかしPH　6．0～pH　8．5までの各区は比較的良好

でまさり，それより強酸性の各区は減収程度がひど

く，pll　4．0区は最も劣り減収を示している，

総 括

　1960年和歌山薬用植物栽培試験場の土壌を用いてケ

シの生育ならびに収量におよぼす土壌酸度の影響につ

いて試験した．結果は次のとおりである．

　1．収量　　生体総重，あへん収量，モルヒネ収量

および種子収量などにおいてpH　7．0区最もすぐれ，

これより土壌酸度の増減にともない漸減する傾向を示

している．それゆえpH　7．0がケシ栽培における最適

の土壌酸度であると考えられる．

　2．モルヒネ含量　　モルヒネ含量については土壌

酸度の増減による影響は全くみとめられない。
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Summary

Studie80n　the　Effects　of　Soil　aci｛l　upon　Gro。
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wth　and　Yield　of　Opium　Poppy（P⑫αひθr　8ωηπ一

漉盟η8L）　Kozo　KlNosHITA，　Yuz6　NムKAGAwA，

Hiroshi　IsAKA　and　Tsuneyuki　KoNINE

Using　the　soil　of　the　Wakayanla　Experiment
Station　of　Medicihal　Plants，亡he　e廿ects　bf　the　soiI

acid　ubon‡he　growth　and　the　yield　of　opium

poPPy（∫セ4）α2｝θγ　soηzπ勾勉7κ〃3　L．）were　investigated．

in　1960．　Results　obtained．are　sumarized　as　fo－

110ws．

　　　1．The　fresh　weight　of㍉vhole　plant，　the

yield　of　opium，　the　yield　of　morphine　and　the

yield　of　seeds　were　seen　to　be　best　at　the　plot　of

pH7．0，　and　decreased　gradually　according　to　the

increase　or　decrease　Qf　soil　acld、　TherefQre，

pH7．O　seems　to　be　the　most　suitable　soil　acid

for　poPPy　cultivation．

　　　2．No　effect　due　to　inとrease　or　decrease　of

soil　acid　was　recognized　on　the　morphine　content

of　opium．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

1

o
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放射線照射のケシの発芽および初期生育におよぼす影響（予報）

川谷豊彦・藤田早苗之助・大野忠郎

　近年放射線照射によって人為的に突然変異を起こさ

せ，有軍樟物ρ品覆を改良しようとする研究が行なわ

れるようになった．箸者らは薬川植物の品種改良の塞

礎とするために，’数種の薬川植物につき7線照射の

影響を試験した．本報ではそのうちケシについて1960

年春に行なった予備試験につき報告する．この試験を

突施するにあたり，γ線照射につき御配慮を賜わった

本所特殊薬品部長沢佳熊部長，ならびに照射を行なわ

れた城戸靖雅技官に謝意を衷する．

　　照射時間および照射線量

処理種子数

播　　　種

管 理

試験区記号　　　　Po

　照射線量　　　　0
　照射時間　　（対照区）

各区　　100粒

P1

500r

8’35”

3月31日直径30cmの植木鉢に
5粒ずつ．

ガラス室にて行なう．5月4日ガ

ラス室より戸外に出す．

　　調査項目　発芽率，生存率，草丈，葉数．

　実験結果および考察　　発芽調査の結果はTable　1

に示すとおりで，P1区，　P2区は対照区に比し差はない

が，P3区はやや劣り，　P4に至るては著しく発芽率が低

い．

　実験材料　　一貫種

　実験方法　　前記ケシ種子をあらかじめシャーレ内

の炉紙に蒸留水を加えたものに置床して，満1昼夜吸

水せしめ60Coによるγ線の照射処理を行なった．

三四より，検体を置く円盤の中心までの垂直距難は

20cm，円盤の中心から検体までの距離は8cm，線

源より検体までの距離（直角三角形の斜辺）21・54cm．

　　照射』日　1960年3月30日．

　　丁丁の強さ　　1959年5月13日現在　158，48c

　P2　　　　P3　　　　P4

1，000r　　　　 5，000　r　　　　lO，000　r

17’10”　　　　　85’50”　　　　171’40”

　発芽後の生存率はTable　lに示すとおりであり，　P8

　区，P4区は著しく生存率が低い．

　　生育調査の結果はTable　2に示すとおりであり，

　草丈においては4月20日調査ではP3区が最も低く，

　また5月25日調i査iのものはP1はP2よりやや高いこと

　が認められたほかは，いずれの調査日においても，す

　ぺての処理区間に差は認められない．葉数において

　は，4月20日調査では，P8，　P4両区は他区に比し少な

　く，また5月25日の調査ではP1が最も多く，そのほ

　かはいずれの調査日においてもすべての区間に有意差

Table　L　In伽ence　ofγ・ray　radiation　on　the　germination　and　surviva1（％）

　　　　　　　　　　　of　P切）αz　θγso7ππヴ診7πη露L．

　　　　　　（Radiated　on　March　30，1960；sown　on　March　31，1960）

Treatment

’Po（Control）

P1　500　r

P2　1，000　r

P3　5，000　r

P410，000　r

M．D．（0．05）ω

MJ）．（0．01）

MJ）．（0．001）

Germination　（％）

14／IV

94’

87

88

78

3

13

22

42

Surviva1　（％）

20／W　　4／V 25／V

88

80

77

66

2

79

62

68

1

1

74
　　　●
56

64

1

1

16

30

59

33

54

16

26

51

a）　Minimum　difference　by　Tukey，s　procedure（q・test）for　signi丘cance

　　at　the　5％1eve1

　Toyohiko　KAwATAM，　Sanaenosuke　FuJ1TA　and　Tadaro　OllNo＝Effects　ofγ・Ray　Radiation　on　the

Germination　and　Growth　in　Earlier　Stages　of∫セρoz，〃750吻”塘72〃ηL（Preliminary　Report）
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Table　2． InHuence　ofγ・ray　radiation　on　the　growth　of勲ραρθアso翅翼地γ％〃3　L，

　　（Radiated　on　Marc1130，1960；sown　on　March　31，1960）

Treatment

Po（Control）

P1　　500　r

P2　1，000　r

P3　5，000　r

P4　10，000　r

Plant　h6ight（cm）

響ぼVl暮／Vl㌘／V
88　2．3

80　2．2

77　2．2

66　0，7

2　2，1

79　7．0

62　7．3．

68　7．3

1　5．2

1　9．2

7910．9

6211．4

6811．7

1　8．2

113．2

7417，9

5019。7

6616．9

1　9．6

117．1

No．　of　leaves

㌍／W胃V1讐／Vl㌘／V
88　3，3

80　3．2

77　3．2

66　1．6

2　2．5

79　6．9

62’7．1

68　7．2

1　6，0

1　7．0

7910．0

621Q．1

’6810．6

　110．0

　111．0

ブ4　9．7

50　11．1

66　9．7

1　8．0

1　7．0

　　a）　Number　of　plants　examined

は認められない．なお5月25日現在生存株数のうち

Po，　Pエ，　P2はそれぞれ18，23，16の罹病株があり，そ

の後においてその全株が罹病枯死したため開花，結実

は見ることができなかった．

　P3，　P4各区はそれぞれわずか1個体のみ生存した

が，これらの植物は発芽当初から葉色を異にし，伸長

遅れ到底満足な生育は遂げ得られぬごとき観があっ

た．これらの事実はケシは本来秋播とすべきものを春

播栽培としたためとも考えられるが，ともかく，以上

の結果放射線照射の影響の大綱を知ることができた．

　摘　　　要

　1）　あらかじめ吸水させたケシ種子にγ線を照射

して，その発芽および初期生育におよぼす影響につい

て試験した，

　2）　照射線量：500r，1，000　r程度では発芽，生育

ともに無処理区と大差なく，5，000r，10，000　rでは発

芽，生育ともに著しい障害を受ける．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）’

放射線照射のクラムヨモギの発芽および初期生育におよぼす影響

川谷豊彦・大野忠郎

　聖訓ではクラムヨモギについて報告する．なお2年

株のとき，1961年6月下旬から7月上旬にかけての集

中豪雨（雨量6月下旬342．3mm，7月上旬72．7mm，

同1927～1951年25個年平均　6月下旬62．7mm，7月

上旬43．Omm）のため，処理植物は全株枯死したの

　　　　　　　　試験区記号　　　　Ao　　　A1

　　　　　　　　　照射線量　　　　0　　　500r．
　　　　　　　　　　　　　　　（対照区）

　　処理種子数　　各区200粒（100粒ずつの2連制）

　　播　　　種　　1960年3月31日木箱に播く．

　　管理ガラス室にて行なう．15月19日ガ
　　　　　　ラス室より戸外にμ1す．1960年6月8日

　　　　　　圃場に条間80cm，株間30　cmに定植，

　　調査項目　発芽率，生存率，草丈，葉数，分

　　　　　　記数（第1次分枝数），痘苗株率，闘花

　　　　　　株率．

　実験結果および考察　発芽および生存率の成績は

Table　1に示すとおりである．発芽は各区ともに良好’

で，7月中旬に予定していた2年株の収量調査，なら

びにサントニン定量は行ないえなかった．

　実験材料　1960年1月採種の広島県産の種子．

　実験：方法　γ線照射の方法は本報告本号に発表のケ

　　　　　　シの場合と同様である．

　A2　　　　A3　　　　A4

1，000r　　　5，000　r　　10，000　r

で差は認められない．

　発芽後の生育はA3，　A4日目非常にわるく，両区と・

もに本葉を出さないままで全個体が桔死した．Ao，　A1，

A2の各区の生存率には有意差は認められない．

　生育調査の結果はTable　2のとおりで，生存を続

けたAo，　A1，　A2の各区の草丈には有意差は認められ

ない．葉数においては，A2はA。に比し少なく，分

枝数においてはA1はAoに比しやや劣り，　A2はAo

に比し劣る傾向が見られる．ただし開花期（11月）に

入って差は認められなくなった．

　　Toyohiko　KAwATANI　and　Tadaro　OIlNo：Effects　ofγ・Ray　Radiation　Qn

Growth　in　Earlier　Stages　of　Aγ’θ痂ε26肋γ7σ耀πsゴs　QAzlLBAsu

　　　　　　　　　　　　　●

the　Germin乱tion　and



164
衛生試験所報告 ，第80．号（1962）

　1年株の着帯株率ζ開花株率においては・ともに各　　1・000rの程度では葉数と分枝数を減少せしめるよう

区間に有意差は認められない．　　　　　　　　　　　　である．

　照射線量5，000r以上では生存不可能であり，500　r，

　　　　Table　1．　Innuence　ofγ・ray　radiation　on　the　germination　and昌urViva1（％）

　　　　　　　　　　　　　　of、47’のπ’s’σ々2‘7ノα〃2θπ3’3　QAZILBASH

　　　　　　　　　（Radiated　on　March　30，『1960；sown　on　Maセch　31，1960）

Treatment

Germinotion

P960

R／IV　5／W

（％）

P3／W

1960

Q3／W 27／W 7／V

Surviva1（％）

Q／VI　4／W 5ハ皿 16／X［

1961

Q0／IV 31／V

Ao（Contro1）　　55．5

A1　　500　r　　　　69．O

A2　1，000　r　　　　62．O

A8　5，000　r　　　　59．　O

A‘10，000r　　　　50．0

68．5　　65．5

75，5　　　72．0

74．0　　　65．0

75．5　　　65，5

67．0　　　67．0

61．0　　61．0

67，5　　67．0

57，5　　54．0

59．0　　46．0

61．5　　54．0

61．0　　60．5

66．0　　　64．5

54．5　　　54．5

17．5　　1．0

14，5　　0

59，5

63．5

53．5

0．

0

59．5　　57。0

63．0　　　61，5

53．0　　　52．0

0　　　0

0　　　0

46，5

51，0

42，0

0・

0

46，0

50．5

41．0．

0．

0

M．D．（0．05）ω　29．0　14，5　11．9

M．D．（0．01）

MP．（0．001）

11。9　　12．7　　18．5

　　　　　　　30．2

18．5　　15．8　　15．8　　11．9

30．2　　25．7　　25．7　　19．3

59．1　　50．5　　50．5　　38．0

26。4　　　27，0

43，0　　　45．0

a）’Minimum　difference　by　Tukey，s　procedure（q・test）・for　signi丘cance　at　the　5％1eve1

Table　2． Influence　ofγ・ray　radiation　on　the　groWth　of　11γ’θ彿ゴsfσ々π7γσ〃2θπ3’s　QAzlLBAsH

　　　　　（Radiated　on　March　30，1960；sown　on　March　31，1960）

Treatment

Plant　height No．　of　leaves　No．　of　primary　branc恥es

Plant　　Plant
bearing　having
bud　nowered
（％）　　（％）

1960
5ハ皿

nω

16／）α

n

1961

31／V
n　　　’

1960

2／W　　5／W
n　　　　　　n

1960　　　　　　　　　　　　　　　　　　1960　　　　　　1960

5／、皿　　5／X　　16／X【　5／X16！Xl　17／XI

n　　　　　　n　　　　　　n

Ao（Contro1＞ 11936．0114 52．5 9255．1 12117．0 119 29．8 11923．2116 40．5 11455．6 67．3 94．0 33．3

A1　　500　r 12635．0123 51．9 10155．8 12916．1 127 28．2 12616．8125 38．2 12358．5 67．8 91．9 4514

A21，000　r 10632．6104 50．3 8258．7 10915．5 107 24．9 10615．5105 29．7 10454．5 65．0 92．5 38．4

A3　　5，000　r　　　All　plants　died

A‘10，000r　　All　plants　died

へMn（・・5）・1 ・．・1 ・．21 ・．61 1．・i ・．gl ・．51 ・．71 ・．・！38．・1・．・レ3．・

a）　Number　of　plants　examined

b）　Approximate　value　of　minimum　difference　by　Tukey，s　procedure（q・test）for　significance　at

the　5％1eve1

　摘　　　要

　1）　あらかじめ吸水せしめたクラムヨモギ種子にγ

線を照射して，その影響について試験した，

　2）　発芽は各区ともに良好で，差は認められなかっ

た．

　3）発芽後の生育は照射線量5．000r以上では非常

■

にわるく，本葉を出さないままで全株枯死した．

　4）照射線量500r，1，000　rの程度では葉数，分枝

数をやや減ずるようであるが，．草丈，旧藩株率，開花

株率には影冊は認められなかった．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

6
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放射線照射のベラドツナの発芽および初期生育におよぼす影響・

川谷豊彦・大野忠郎

　特報ではベラドンナについて報告する．なお，2年

株のとき本報告本号のクラムヨモギの場合に述べたよ

うに1961年6月下旬から7月上旬にかけての集中豪雨

のため，試験中の全植物が早死したため2年株の収穫

調査ならびにアルカロイドの定量は行ないえなかっ

　　　　　　　　試験調記号　　・　Bo　　　B1

　　　　　　　　　照射線量　　　　0　　　500r
　　＿　　　　　　　・　　　・　（対照区）

　　処理種子数　　各区200粒（100粒ずつの2連制）

　　播、　種　1960年3月31日木箱に播く．

　　管．　理　　ガラス室にて行なう．5月30日ガ

ラス室より戸外に出す．6月9日本圃に上間90cln，

株間60cmに定植．

　　調査項目　　発芽率，生存率，草丈，葉数，分

枝数（第1次分枝数），萌芽茎数，着蕾株率，地上部

　　　Table　1．

た．

　実験材料　当場在米種（ロンドンのChelsea薬用

植物園より入手した系統）

　実験方法　γ線照射の方法は本報告本号に発表のケ

シの場合と同様である．

　B2　　　　B3　　　　B4

1，000r　　5，000　r　　10，000　r

二重，果二二，種子重．

　実験結果および考察　発芽率，生存率および着蕾株

率はTable　1のとおりであり，発芽の初期4月25日

まではB3，　B4区は発芽が遅れる．4月27日以後は各

区間の差は認められない．着二二率には有意差は認め

られない．

Innuence　ofγ・ray　radiation　on　the　germination，　survival　and　bud　bearillg（％）

　　　　　　　　　　　of　11♂γ（4）α　Bε‘‘σ40％紹　L．

　　　（Radiated　oll　March　30，1960；sown　on　Ma」ch　31，1960）

Treatment

Bo（CQntrQ1）

B1　　500　r

B2　1，000　r

B3　5，000r

B410，000　r

M．D．（0．05）ω

M．D．（0．01）

　　Germination　（％）

196σ

23／IV　25／IV　27／W　4／V

2L5　29．5　39．5　61．5

23．5　　34．5　　39．0　　61．5

19．5　27．0　35．0　54．0

9．0　　14，0　　21，0　　41．0

4．5　20．5　31．5　59．5

15．8　　11．9　　25．0　　38．2

　　’19，r

　　　　　　　　Surviva1（％）

1960　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1961

18／V2／VI　4／v匝　4ノ、狐　6／X　20／IV　31／V　14／顎

66．0

67．0

58．0

51．5

60．5

64．5

63．0

49．0

41．5

47．0

59．5　59．0　57．0　57．0　57．0　56．0

63，0　　62．0　　60．5　　60．0　　60．0　　44．5

44．5　43．0　41。0　41．0　41．0　30．5

32．5　30．5　25．5　25．0　25。0　13．5

17，0　17．0　14．0　12．5　12．0　　6，5

29．0　34、3　43．6　39，6　43．5　44．9　44．9　50．1

Plant　bearing
　　bud（％）
1960　　　　1961

4／、】皿　8／Dζ　20／1▽

79．3　98．382．5

73．0　　97．673．6

89．4　98．180．4

69。1100．071．9

72．0100．082．0

51．4　　2．622．9

a）　Minimum　di脆rence　by　Tukey，s　procedure（q－test）for　signi丘cance　at　the　5％1eve1

　生存率は6月2日にては各区間に差は認められない

が，7月4日よりB4区は他区に比し次第に低下した．

　草丈，葉数，分枝数，萌芽茎数，地上部生霊，果実

数，種子亟については個体差の激しいことと，これら

が圃場の地力と交絡している疑いもあって，各区間の

差は明瞭でなかった．

　タラドソナの場合は放射線量5，000r以上では発芽

はやや遅れ，10，000rで生存率を低下させた．ケシ，

クラムヨモギに此し影響の程度が少ないように思われ

た．

　摘　　　要　　　　　　　　　　　　　　　．

　1）あらかじめ吸水せしめたベラドンナ種子にγ線

を照射して，その影響について試験した．

　2）発芽は照射線量5，000r以上ではやや遅れる・

　3）　生存率は6月2日にては各区の間に差は認めら

れないが，7月4日から10，000r照射区は枯死株の発

生が多くなり，生存株率は次第に低下した．

　4）　草丈，葉数，分枝数，繭芽茎数，着蕾株率，地

上部生璽，果実数，種子重には影響は明瞭でなかった．

　　　　　　　　　　　（昭和37年4，月30日受付）

　　Toyohiko　KAwATAM　and　Tadaro　O置INo二E仔ects　ofγ・Ray　Radiation　on　the　Germination　and
Growth　in　Earlier　Stages　of　A♂ノψαβo〃σ40胤αL．



166

放射線照射の印度蛇木の発芽および生育におよぼす影響

川　谷豊彦・逸見誠三郎

　本報では印度白木について報告する，

　実験材料　1959年10月採種の種子島産種子．

　　　　　　　　試験区記号　　　　Ro　　　R1

　　　　　　　　照射線量　　　　0　　　500r
　　　　　　　　　　　　　　　（対照区）

　　処理種子数　　各区200粒（100粒ずつ2連制）

　　播　　　種　　1960年3月31ロビニールハウス内

の木箱に播種．

　　管　　　理　　ビニールハウスにて行なう．1960

年秋より1961年までの冬期間はビニール・・ウス内の電

熱ケーブルの加温下で越冬した．1961年5月24日本圃

に定植．条問85cm，株間30　cm．堀上げ調査1961年

11月130．

　　調査項1」　　発芽率，平均発芽日数および収穫

口における草丈，節数，根径，根長，生根挿，中根重

　実験結果および考察　発芽および平均発芽日数の成

績はTable　1に示すとおりである．発芽は1960年5

刀23日にはじまり　（R1），　同年7刀22日をもって発芽

の最終（Ro，　R4）とした．発芽率については区間に差

は認められない．平均発芽日数はR4区はRo区に比

し比しく遅れ明らかに差が認められた．Ro，　R1，　R2，

R8の問には有意差が認められないようである．

　耳隠量および収根時の坐育調査　Table　2のとおり

　実験方法　γ線照射の方法はケシの場合と同様であ

る．

　R2　　　　R3　　　　R4

1，000r　　　　5．000　r　　　　10，000　r

Tabe11．　Innuence　ofγ・ray　radiation　on　the

　germination　of　1～σ2‘躍。加α5θ膨〃’πσBENTH・

　（Radiated　on　March　30，1960；sown　on　March

　　　　　　　　　31，　1960）

Treatment
Germination

@　　（％）

Av．　Ume　of
№?窒高奄獅≠狽奄盾氏

@　（days）

R。（contro1）

R1　500　r
R2　1．000　r

R3　5，000　r

R410，000∫

49，0

55．5

60，0

70．0

49，5

94．24

96．95

93．54

93．09

99．15

M．D．（0．05）

M．D．（0．01）

MD．（0．001）

23．1

34．2

56．4

3．83

4．58

5．33

R4はRoに較べて，草丈，根長において劣るが，根

径，収根量および回数には差が認められなかった．Ro．

R墓，R2，　R3各区間には差は認められぬようである．

Table　2． Innuence　ofγ・ray　radiation　o“the　growth　of　Rσμ”o〃Zσεoゆθπ躍”αBENTH．

　　　　（Second　year　growth，　harvested　on　Nov．13，1961）

Treatment

Ro（Contro1）

R1　　500　r

R2　1，000　r

R3　5，000　r

R410，000　r

No．　of

Plants

Plan・h・・g・・贈謂t鑑d下下

　　　　　　　Plant　　　　per　plant
　　（cm）　　（9）　　　（9）

No，　of　Root　length

nodes （cm）

　Root
thickness

（cm）

88

90

108

50

67

31．52

31．44

31．52

31．11

28．17

5，81

5．24

6，58

5．87

5，37

2，86

2，77

3，22

2．78

2，74

22．83

21．79

22．56

22，54

22．73

21．93

20．63

20．95

21．45

19．87

0，498

0，480

0，549

0，526

0，460

A．M．D．（0．05）ω

　　　（0．01）

3，33

3．98

1．29

1．54

1，89

2，26

2．13

2．54

1．86

2．22

0．053

0．066

a）　Approximate　value　of　minimum　di任erence　by　Tukey，s　procedure（q・test）

　　for　significance　at　the　5％1evel

　　Toyohiko　KAwATANl　and　SeizaburO　HEMMl：Effects　ofγ・Ray　Radiation　on　the　Germination　and

Growth　of　1～σκ躍。〃iσsのβπ〃πσBENTH．
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　摘　　　要

　1）　あらかじめ吸水せしめた印度当木種子にア線を

照射してその影響について試験した．

　2）発芽率については各区間に差は認められない

が，平均発芽日数については10，000r照射のものが

最も多いことが認められた．

　3）収根時の生育調査では10，000r照射のものが

対照区より生育が劣るが，収根回には有意差は認めら

れなかった．

　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

アメリカ種ベニバナの試作栽培について

川谷豊彦・大野忠郎・藤田早苗之助

　ベニバナはわが国では古来，その花を紅の原料また

は生薬とする目的で栽培されるが，アメリカにおいて

は油料作物として盛に栽培されている．それで，油脂

原料とし七有望品種を導入する目的で，主産地である

ネブラスカ州農事試験場より，1950年および1951年，

数品種を入手し，試作を行なった．種子を分与された

ネブラスカ州農事試験場Albert　Ilo任man氏に謝意

を表する．

　1950～1951年の栽培　1品種N＊1－3（刺なし種）を

1950年秋倒したが，冬期間に枯死するもの多く，また

越冬し開花したものもほとんど結実しなかった．

　1951～1952年の栽培　　春播栽培　　供試品種：

N－1，N－2，　N－3，　N－4，　N－5，　N－852，　Indianの7

品種，および対照として在来種．1951年3月22日播種

したが，N－1，　N－2，　N－3，　N－4，　N－5の5品種は

発芽極めて不良で，開花結実するに至らなかった．．

N－852，Indianの2品種は開花したが稔実は不充分

であった．

　　秋播栽培　　供試品種＝N－6，N－8，　N－9，　N－852，

Indianの5品種，他に対照として在来種．栽培経過：

播種1951年11月1日．肥料：全量基肥10アール当り

（以下同じ）堆肥196．9kg，硫安24．4kg，粗石24．4kg，

塩加13．2kg．条間60　cmに条播．収穫，1952年7月16

日．生育，収量の成績はTable　1のとおりで，次の

ように要約される．

　1）　アメリカ種のうち生育においては日本在来種を

凌ぐものがあるが，一般に茎葉は軟弱である．

　2）開花期は在来種よりやや晩熟である．

　3）種子の稔実は在来種に比し極めて不良である．

　4）　アメリカ種は在来種に比し著るしく生産力が低

く，栽培にも困難性が多い．

Table　1．　Growth　and　yield　of　American　varieties

of　sa田ower（σσ7’加吻％s’初6’oγ’π5　Lウ（1951～1952）

　　　　（Sown　on　November　1，1951）

Variety
Plant
??奄№?煤

icm）

No．　of　　●P「1ma「y

b窒≠獅モ??

Plant
翌奄р狽?

icm）

Seed　yield
垂?秩@10　are

@　（kg）

N－6

N－8

N－9

N－852

1ndian

Native

111．3　　　16．2　　　　　45．2

114．2　　　19．0　　　　　45．6

　82。0　　　7．0　　　　20．O

All　plants　died　during　the
Wlnter

　80．5　　　17．4　　　　51．1

　92．0　　．　11．9　　　　　　27．1

3．30

6．27

1．65

　4．90

139．39

　最近ベニバナ油中にリノール酸の含有が多く，これ

がアテローム性動脈硬化症の治療に効果を持つことが

わかり注目されている．またその後アメリカにおいて

は油料作物として多くの栽培品種が育成された模様で

あるので，再び1959年アメリカ種を入手し，1959～

1960，1960～1961年の2回試作栽培を行なった．種

子を分与されたアメリカ合衆国農務省Howard　L

IIyland氏に謝意を表する．材料は同国農務省より入

手した次の6品種である．

　Gila，　N－6，　N－10，　N－852，　P－2，　P－717，在来種

（対照）

．1959～1960年の栽培　　栽培の経過：播種期，10月

15日．条間60cmに条播．肥料：全量基肥，堆肥563
kg，． ｰ安20，6kg，過石26．3kg，塩加5．3kg，収穫＝

在来種7月20日，アメリカ種8月2日．

　試験結果．発芽および生存，生育状態はTable　2，

収穫時の坐育ならびに収量はTable　2，3のとおり

で，それらの成績を要約すれば次のようである．

　1）　アメ・リカより入手した各品種は発芽不良で生育

　　Toyohiko　KAwATAM，　Tadaro　OHNo　and　Sanaenosuke　FuJITA：Trial　Cultivation　of　American
Varieties　of　Safヨower（Gσγ’加〃霧πS”π‘’07ゼμ3L。）

　　＊1　NはNebraskaの略
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もよくなかった．特に1960年1月下旬気温が一6．0。以

下に降ったとき，寒さのため枯死したものが多かっ

た，P－2のみ比較的に寒さに強かった．

・　2）　開花期，成熟期は在来種に比し著るしく遅れ

る．

　3）　種子収量は在来種に比し著るしく劣る．これは

枯死株が多く，稔実が極めて不良であみたためであ

る．

Table　2．　Germination　and　growth　of　American　varieties　of　safnower

　　　　　　　（Cσγ’んτ〃22’s”，κ’oγ’2‘sL．）　（1959～1960）

　　　　　　　　　　（Sown　on　October　15，1959）

Varicty

Bcginning

@　　　of

№モ窒高奄獅≠狽奄盾

　　　Fu11

@　　　9　　　　　　　　●
№?窒高撃獅≠狽撃盾

　　　　　No．　of　growing　P！ants

@　　pcr　row（10　m。　in　lcngth）

Plant　heigkt

@　　（cm）

P2／V6／VI

Beginning

@　　of

gowering

Gila

N＿6

N－10

N－852

P－2

P－717

Native

25／X

27／X

25／X

7／X【

27／X

27／X

25／X

7／XI

7／xr

7／XI

7／刈

7／XI

1／）江

43　46

　3　15

47　53
　0　　0．3

45　57

76　83
422

23　　3

6　　4

16　　4

0　　0
49　　25

15　　1
（130）

0

1．5

0

0

12

0

41　　　58　　　　23／VI

73　101　　23／VI
73　　　83　　　　’23／VI

73　　90
29

111　125

23／VI

5／VI　．

Tablc　3．　Growth　and　yield　of　American　varieties　of　samower

　　　　　　　　（Gα地σ2η1‘s〃πdoγfπ∫L．）　（1959～1960）

　　　　　　　　　　（Sown’on　October　15，1959）

Variety

Datc　of

?≠窒魔モ唐

　　No．　of　　　　　o

№窒nWlng
@　Plants

垂?u「ow
i10m．　in
@len尺th）

Plant

撃撃?Pght

icm）

No．　of

@nower
@hcads
垂モ秩@plant

No．　of
唐狽?窒奄撃?

ower　
??≠р唐垂

r　plant�S

erileno

翌?窒??

d（％）

�Se

dyie
撃р垂?窒

P0a
窒?ikg
jN

P

N

ive2

2
2
、贋　

51
01

．01

．51

．31

．02

78

71

21

27

80

7

48

07

　

42幽　

043

．801

0～1961年の栽培　前年の栽培で採f重できたN－6と

2の種子を川いて試作を続行した．　

の縄過：播種期，10月13「1．収穫，そ

の栽培管理は前年とr司じ．・7

1日．　

結果　生育ならびに収量調査の結果はTable　4の

りである．両品種ともに枯死株が多く，．阿山が不

種子収量は在来種に比し極めて低かった．T

le　4．　Growth　and　yield　of　American　varieties　of　samower　

　　　　（Gσ2・’乃α〃ZκS　’わん’0γ擁‘S　］し。）　（1960～1961）　

（Sown　on　October　13，1960；harvested　on　July　11，1961）V

ietics�Pl
nthei
№?煤icm

j�No

　of　　gP「1ma「ybra

獅モ?モ�　　

No。　ofnow

?秩@heads　pe

秩@plant�No

　of　sterilenow

?秩@heads　　p
?秩@plant�　　

terileflo
翌?秩@head　　　

i％）�Se

d　yieldper
@10　are　　　

ikg）N

P

N

ive1

．51

．01

．22

2

1

4

52

19

4

51

11

1

5

202

65　

2
841

，14　

　　括　

供試したアメリカの品種中に栽培可能なものはな

た．　

　これは耐寒性が低くて，冬期間に枯死するものが

，また生育しても稔実が極めて悪いためである

メリカ種は在来種に比し晩熟であり，従って開花

おける多湿高温が結実をさまたげるのではないか

われる．　

　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）
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　　　　　　　　　　　　　　　　List　of　Tropical　Useful　Plants（1962）

Izu　Experiment　Station　of　Medicinai　Plants，　National　Institute　of　Hygienic

Sciences，155，　Shimokamo，　Mihamiizu－Machi，　Kamo・Gun，　Shizuoka・Ken，　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yukio　MIYAZAKI

　　　This　list　contains　tropiとal　and　subtropical　useful　plants　which　are　growing　in　the　greehhouse，

　　as　of　February　1，1962．　Some　of　the　plants　have　been　found　to　winter　outdoors　at　the　Experiment

　StatiQn．　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　The　scienti丘。　names　of　the　plants　were　derived　mainly　from　the　following　books：

　　　　　　　Bailey，　L　H．：The　Standard　Cyclopedia　of　Horticulture，1925．

　　　　　　　Brown，　W。　H．：Minor　Products　of　Philippine　Forests，1921，

　　　　　　　Ewart，　A．　J．：Flora　of　Victoria，1930．

　　　　　　　Heyne，　K．：De　Nuttigeρ1anten　van　Nederlandsch　Indie．1927．

　　　　　　　Kirtikar，　K．　R．　and　Basu，　B．　D．：Indian　Medicina！Plants，1918，

　　　　　　　Ridley，　H．　N．：The　Flora　of　the　Malay　Peninsula，1922．’

　　　　　　GYMNOSPERMAE．裸子植物亜門　　　　　ル石σ㎎塘解∫〃4’‘σLマンゴー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S罐伽％s伽〃診L．コショウノキ

　　　　　　Cycadaceae　ソテツ科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5冶〃zθαzη）z65∠しんκσγ4ゴz〃霧L．　f．

蔽zc709σ”加Rθ∫4観C．　A．　GARDNER
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Anollaceaeパンレイシ科
ル乙ψ〃α’∫5MIQ．

　　　　　　　βnetaceae　グネツム科

G〃。伽溺8，研πoπL．グネツム

σ．fπ4∫α〃ηMERR．イソドグネツム

　　　　　　　Pinaceaeマツ科

㎏扉雇5σあσFOXW。マニラコバール

A．σz‘ε〃σ”5SALISB．カウリコバール

〆レ。κoαγ島西γαa漉伽αA．RlcH．パラナマツ

乃％sκ肋syσRoYLE　et　HooK．

P口吻γ肋5露JUNGH．　et　DE　VR．

　　　　　　　ANGIOSPERMAE　被子植物亜門

　　　　　　　DICOTYLEDONEAE双子葉植物綱

　　　　　　　Acanthaceae　キツネノマゴ科

ハゴ加’0面y召510σNEES

／1〃4／08プψ〃5ρσ〃∫σ瘤’σNEESサソビロート

ノ1ρ加！召η〃σε《～καγroεσNEEs　var．　Z診ψoJ4露VON

　　HOUTTEキソヨウボク

　　　　　　　Anacardiaceae

加6α7認κ甥OCOゼ6〃毎如L．カシュー・

1）rσooπ’o〃zo’π〃；64κ陀SKEELS，

ん30〃αC舵γ勧。如MILL．チェリモヤ

五．吻πγ∫6σ’6L．トゲパンレイシ

五．．rθ”偽彪加L．ギュウシンリ

五．5g露σ御05σL．バンレイシ

、4γ，σウ。，ηso4∂rσ”55∫〃3ε‘sR．BR．オウソウカ

C6πα，即’歪〃30dgγ｛z’2‘η3　BAILL．イラ‘ ¥イラ》！

　　　　　　　Apocynaceacキョウチクトウ科

A60αz雇乃θ〆65ρθ6’σδ∫〃3　G．　DON．　　　　に

1郷α駕σ忽ααz酌α7’ゴ。σL．var．漉2z4θr50πだRAFFL．

∠1．‘σ’加γ露6σL．var。月η〃σ〃冨だHORT．

肋’o廟粥cγo助y〃盆WALL．

4．s6加〃zγf5　R，　BR．

！μyκfσ5∫〃8”sfs．　R，　BR．

！15が。死｝5ψθグ〃2σQπθδγσσ乃。・δ彪π60SCHLECHT．ケプラ

　　チ3ウ

C砂r∫εσσσ7σηぬ5L．カリッサ

（諺7∂θγoo4∂惚〃3　GAERTN．

1）ψ凌7虎〃ψψ彪π吻π5DC・　　　　　　．

F初η彦π彿∫αo血sガ。召STAPF

肋麦τグ7乃θ，弼σηκ4ンε6π’θ7’oσWALL．

乙06ん〃θ7αγ05θσREIα肥．
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L．70sθσRE！cHB．　var．σ’ゐσ

渦鋤7曜鍬フ3　5κσ〃θo々〃∫　CHA1㌧望P．

∫ゼκ切θ7ゴσσc擢ヴb”σPoIR．インドソケイ

Rプμう7σL，インドソケイ　　　　　　　　　・

Rσ〃躍。伽6σ扮σS◎ND，

1～，　‘σ〃θ∫σθ”s　Lr。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

R，‘醐θ5σθπ5L．　var．8毎∂7¢MUELL．　ARG．　，

R．、勿γσ々θπ5fs　KING　et　GAMBLE

R．5ρ7ρ9”躍παBENTH．インドジャボク

R．”θγ’ま認〃認αBAILL．ホウライアオキ

1～，ε噛。〃3ゴ’07ゼσ　AFZ．

Sケψゐσπ’乃μ54’ρσ7”cσ’431100K．　et　ARN。

S．8rσ，〃5　FRANCH．

51ゐ’砂ゴ42‘sDC．

S，ノ費7〃」δ0　0しIv．

S。＆7γ〃霊θπ’05μS　㏄．

S．ψθ6ま05謬’sREBER

凝固7，εαθ溺。π’σπσ4f6乃。’o’παROXB．

7γ卿0’fαπ87θ加κσJUSS．キパナキョウチクトウ

TLρθ7’μ擁σ22αScHUM．　　　　　　1

1怖fg〃ゴσσ，8襯〃3θ”sfs　EBεRH，　et　DUB．

　　　　　　Aquifoliaceaeモチノキ科

ノ陀κ加r㎎κσγゴ。πs言sST．　HIL．マテチャ

　　　　　　　Araliaceae　ウコギ科　．　．　．

β〆σ53σ’σσo㍑〃πψ凹凹F．MuELL．

艶〃＠α，2α∫ρ吻ア塘2‘〃3K，　KocH．ッゥダッボク

　　　　　　　Aristolochiaceae　ウマノスズクサ’科

ル’5’o加‘み1α漉解”sMAST．

！1．7h幽！召ClIAM，

　　　　　　　Asdepiadaceae　ガガイモ科

！1s孫頭σs‘π7・σ5sσεyf6σL，トウワタ

Go〃ψ加6αゆπ3ノケr‘”co52‘s　R．　BR．

1惣2πξ虎s〃霧κsまπ漉σμsR，BR．

コ｝’妙ゐorσoかσ’σIloOK．　et　STAUD．

　　　　　　　Bignoniaceae　ノウゼンカズラ科

K珈加ψ’04παBENTH．

κρf朋σ’σDC．ソーセージノキ

1ご‘σγσ弾傷σα‘’加’fαHUMB．　et　BONPL，

Ao〃α砺b〃σR．BR．

Orαζン’κ〃3　fπ認α‘溺VENT．

1セ7泌θ雇fθ7σ‘θ7腔γσSEE～Lロウソクノキ

Sρσ漉042σσσ〃ψσπ2‘如’αBEAuv．カエソボク

乃ω切σ7勿α7舞〃5∫5SEEM．ヒメノウゼソカズラ

　　　　　　　Bixaceae　ペニノキ科

8伽σ0γo飯徽τL．ベニノキ

　　　　　　Bombacaceae

五4クπSOηfσ4ま短’σ’α　】し。

80加δσ∫」㎎α彪δα7尭π吻DC．ワタノキ

Cゐoγfsfα膨6ゴosσST・Hl吟・

0μ7fo2飴θ’乃醜駕sL．ドリアン

ar如此”〃。”σ碗σ6’μ05κ翅DC．カポック

Go∬σ〃ψゴ膨52ηψ占σrf6σMERR・

0‘〃07πσLσ8ρ伽sSWARTZ，パルサ

ハ7‘〃ノσ〃露σ‘70cσ7AτScHLECIlT．

　　　　　　Boraginaceae　ムラサ；キ科

漉πo”ψ’κ甥απ6加‘∫α吻1f2‘η2　Po1R．ヘリオトローゾ

〃；8γ観4加bγz朔DON．ヘリオトロープ

〃；ρθ躍〃fσππ溺L．ヘリナトローブ

　　　　　　　　Burseraceae　カンラン科

　　（汝κσノ’初πα〃％吻ππθL．カナリアノキ

　　　　　　　　　Capparidaceae　フウチョウソウ科

’　Cσメψα7ゴ5ψ’π05σL．

　　　　　　　　Carduaceae　キク科

　　γ診プπoπ’ασ〃り誓滅τ’fπσD【二LILE

　　　　　　　　Caricaceae　チチウリノキ科

　　αZ擁σα∫セ♪4yσL．パパイヤ

　　　　　　　　Casuarinaceae　トキワギョリュウ科

　　Cbsf‘σγ痂σθ¢πfs8’〃∂”σFORST．トキワギロリュウ

　　C．5π7ησ’7σπαJUNGI．1．

　　C．’oプ24bsσDRY．

　　　　　　Chloranthaceae　チャ．ラソ科

C〃∂〆αη酌～‘s5♪’oσ伽s　MAK1NOチャラソ

　　　　　　Clusiaceae　テリハボク科

Gα血ρセy”〃鋭fη0ρ々y”π甥L．テリハボク

σαγ6fπまαLoκ7θ’7だPIERRE

σ・摺ση805如παL，マンゴスチン

σ．oδ∫∂㎎埆躍αCHAMP．
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G．5ρ‘σα’αJ．D．　HoOK．フクギ・

σ．κσπ’加。々y魏鰯HOOK．　f．タマゴノキ

　　　　　　Combretaceae　シクソシ科

A％08召’ssκ∫砺06σηうん5　GuILL．　et　PERR，

Q痂S¢％σ’お町田6σL．イソドシクソシ

Qjπd’‘αLr　var．　villosa　CLARKEシクンシ．

7セ7〃z∫紹”σβθ〃27あαROXBG．ミロパラソ．

7㌦（漉9うπ如RETZ．ミロバラン

　　　　　　Convolvulaceae　ヒルガオ科

Zρ0〃30θα4護8f’α’σL

1」’のπ∫απsPolR．カソコソ

Pb7σ〃σびoJ幼漉s　BURM．　f．

　　　　　　Crassulaceaeベンケイソウ科

βηρρ勿〃勿解。σ砂6∫肱〃3SALISB・セイロンベンケイ

8．4認gγθ〃30π，’σπ％ηzBERG甘R

β．伽δ沼07κ彿HARW．

　　　　　　Cucurbitaceaeウリ科

Cf”π”κs　C∂！bのノπ’雇s　SCHRAD．コロ．シント

　　　　　　Daphnaceae　ジンチョウゲ科

D｛τ∫εω∫加〃b〃σL．

　　　　　　Dilleniaceaeサルナシ科　　　　　　層

D〃6痂α」加1あσL，ビワモドキ

D．ωσ’σWAfL．ビワモドキ

　　　　　　Diptgrocarpacgae　フタバガキ科

飾ゆθσ04θηz’σROXB．

S乃07θσと06ん勿。海πθπ5ゴsPIERRE

S．70伽s’σGAERTN．　f．

　　　　　　Erythroxylaceae．コカ科

Zンン’〃。∫翼bηCoρσLAM．コカ

E．L癬伽彿MoON
E．ηooogrαπα’θη5θHIERON．コカ

　　　　　　Euphorbiaceae　タカトウダイ．科

肋κ7”θs脚1κ06σ紹WILLD，ククイナット

Aπ”露5〃3σδ％π∫z6s　SPRENG．　．　．　　　　　　　．

研50粗面〃肋1∫雄σHoOK．アカギ

βプのηz∫σノン％”605αHoOK。　f．

β万421fσ翅。κoゴ。σMERR．

Z勉助07δ’σ吻θ％46πsBOJER・ぐナキリソ

E．Tレ卿σ〃L．ミドリサンゴ

翫60θ0σガσ000海π0海πθπ555LOUR．セイシボク

彫％σ加σε∫1∫θ〃5∫sMUELL．　ARG．パラゴム

11諺7σ6γの髭α〃sL，　　　　　　　　　　　　　　　　　’．

ノ扉7ρρ加C曜σαsL．ナソヨウアブラギリ　　　　　1

■ρo面8γゴσσHoOK．

，Mσ〃b伽s　1）海’吻∫％θπs言5　MUELL．　ARG．クスノハガシ

　　ワ

、Mα痂加’G7σ9∫o痂MUELL．　ARG．マニホツトゴム

砿κ’〃’s5加αPOHL．キャッサバ

口回伽伽s’嫉卿σ砺46εPOIT・var・ρ〃∫郷勿5

　　HORT．

∫腕Ly〃召％’乃％sE〃Zうあ0σL．ユカソ

28γσ％4加〃κsL．

P”勿03粥BuLL．　var．γ05θα・ρ’σ’％s　IloRT．セイヨ

　　ウコパソノキ

ゑρθ6廊πσ’κ5HoOK．　f．

　　　　　　Fagaceae　ブナ科

Qκθr6κs5幼θγL．コルクガシ　．・．

　　　　　　Flacourtiaceaeイイギリ三

助4π06ση勉sσπ’加〃蛎雇∫oσP肥R蛇ダイブウシ

1孟伽％γ⑳1∫σSLEUMER

Oη60うα1～oπ’陀爾θ∫SPRAGUE

■セγσ彦’〔即〃os飾γg∫∫K．1NGチ．．ヤウルムグラ．

　　　　　　Geraniaceaeラウロソウ科

智慧惣gπ勧〃342π，foμ如∫μ〃3　JACQ・

P87σびθo彪π5　L’HER，

Ro伽ノσ’ゴss肋麗鋭AIT．

Pl卿θ76加〃勿脚AIT．

Pl　Rσ伽如L’HER．

　　　　　　Goodeniaceaeクサトベラ科

Sbσωo如ル漉θ56θπs　KRAUSEクサトベ．ラ

　　　　　　Hamamelidaceaeマンサク科

し毎κf畝z吻うαγノb7〃3σ5〃3σHANCEタイ．ワゾフウ

　　　　　　Iridaceaeアヤメ科1

翫砺之os砂κs　ooo6切θσBAcKH．　et　HARY。

　　　　　　Lamiaceaβオドリコソウ科

0‘吻冨翅加s漉。％吻L．メボウキ
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0．δσsf〃02伽L．　var．　oゴ〃fo40γ3〃3　V：s．

0．‘απz〃霧S！MS．

0．α77π03z‘〃3　LlNK　et　o↑TO

O・．87σ’おsf槻傷L・インドメボウキ

0，∫σπ6’ε‘〃2L．

Or‘乃05ψ乃。π5’σ〃；fπθ1‘3　BENTH．クミスクヂン

Pbgηs‘θ甥。，3　Cα6’‘πBENTH．パチョリ

君乃砂”oσ”κ3BENTH．パチョリー

　　　　　　Lauraceae　クス科

Cゴπ7雌〃302η駕〃36σ〃ψん07σSIEB．　var，　〃〃σ’δo’⑳7σ

　HUJ罵TA・ホウショウ

C．zの，如痂α‘加NEESセイロンニッケイ

ルr5忽σ〃3θ7勉紹MlLL．アボカドー

　　　　　　Lecythidaceae　サガリバナ科

α2〃。ψ’σ8廟”㈱∫sAUBL，

　　　　　　Loganiaceae　フジウツギ科

β～‘4認θfσ，ησ欲78η5σごτ7’言θ〃sゴ5LAM．

Sかび6〃〃03α，’8κ5’〃70rσBENTi．冨．　　　　　　　　　　　　　’

S．ハ乃‘κ・ε，0翅’6αL．マチン

S，o～頑〃勧WALL．

S．句ウ’〃03α！LAM．

　　　　　　Malpighiaceae　キントラノオ科

ルん」4μぎみfσ．ρκ短6加〃αL

　　　　　　Lythraceae　．ミソハギ科．

乙㎎os〃og胡fα140s．、Rρ8ゴπαθ．REIZIオウパナサルスベ

　　リ

乙硯σ50所σ㍑θ77寵sL．ツマクレナイノキ

　　　　　　Malvaceae　アオイ科

1万醒5σπ50！σ’πsSWARTZ

乱1～05α・5fπθ”sなし．ブッソウゲ

1去S7う4ごγ棚αLローゼル

κ’薦σ6θ鰐L，ヤマアサ

謝召coη〃b〃σWALL．

S」7ゐ。η2う肋κσL．

乙ケθπσノbうα’σ．L，オウボソテンカ

　　　　　　Melastomaceae　ノボタン科

ハ勧ηθの，’oπθ4κ如ROXB．

　　　　　　Meliaceae　センダン科　　　　　　　　’

Cθ〃θ血〃20ガ。σ露αROEM．

C，odo7αr’σL．

ル飴”σ♂42θ面7σ‘”Lタイワンセンダン．．　　　　’

a擁θ陀痂α甥σc7の励yμσKINGナォパマホガニー

S．ル毎乃。即痂JACQ．マホガニー

7わ。παCご勧励κsMERRI　et　RoLFE

　　　　　　Menispermaceae　ツズラフジ科

αs5α〃ψθγ03」Rσプ。∫rαL．

Cooα‘々‘s如μ擁ゆ’κ3　DC，コウシュウウヤク

S，⑳加漉α6⑳加7伽’加HAYATA　タマサキツズラフ

　　ジ

S．5㍑Sσ々Jj　HAYATA．コウトウツズラフジ

　　　　　　Moraceaeクワ科

！1π’ゴσ7ゴ3のンゴ。απσENGL．

！1r’06σψπ3；りゆα7∠乙ソ7σθαHANCE

五，勉σたσL，f．パンノキ　　　　　、

！Lf漉㎎アの露σL。f．パラミツ

8γoκssoπθ〃σρゆツ7塘rαVENT．

C175’ゴ〃∂σ　θ1ご5〃。σCERV．

F7α‘scψθ〃舘5

R6〃0706σ吻BENTH．

Ro如5”ごσROXBG．インドゴム

Rθ如5”σαRoxBG．　var．ρσr’鮒’μHoRT，フイリイ

　　ンドゴム

1孔14‘0／IIAMlLT，

FLγθ如sσL，ガジュ々ル

Rπ〃め8〃α’σVAHL，

　　　　　　Morlngaceae．ワサビノキ科

〃。ア∫π8ぴ。！8旋ノσLAM．ワサビノキ

　　　　　　Myoporaceae　ハ々ジンチョウ科

ル乏yψ07〃7ηρ如砂σαゆπη2R．　BR，

　　　　　　Myristicaceae　ニクズク科

ハ勿γ∫s”cαル㎎グσπsHOUTT．ニクズク

　　　　　　Myrsinaceae　ヤブコウジ科

ル勧3σρθ〃α7幡MERR．

　　　　　　Myrtaceae　テンニンカ科

Bα77’π9’oπ∫σσα‘’ση9毎如GAERTN．

αz〃ゴ5’θ2πoπσ‘〃05衡sTAuscH，

C．〃ηθσr∫5DC。
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C．7f8’4～‘sR．BR．

C．sσ1jg％36s　I）（⊃．

’E％oσ翻ρ’π36髭7ゴ04θγσHoOK．

E．動加ZゴσF・．v・M・

鳳8励〃π3LABILL．

1り，”34㎎”紹’αSMITH

瓦γo〃2‘3’αSMlTH

βμ82卿σαgκθσBURM．ミズレンブ

κ．oαryψ乃y〃認σTHUNB．チョウジ

E・素謡・・Lフ任モ　．．　　．
且〃吻％γσL．ピタンが

Z診μ05ρoγ〃2π〃26∫〃σ’κ〃3CHALLINOR，．C正嘔EL　et

　　PENFOLD

乙．面πま8召γz6翅SMITH

漉面彪πoσθγ’σ肋1∫σSMI士H

M80π歪5’加πσSM．

ル乙勿卿fo〃blfαSMlTH

ル五五6露αz吻π〃。πL．カユプテ

ル五疏隔肋1ゴσSMIT｝1

ル砂7伽300〃卿z〃鋭sL．マートル　　　　　　　　．．　．…

M．co翅彿鰯‘s　L．　var，’礎θ刎㍑αMILし．

必∫4吻解6σ’〃。∫α〃π卿SABINEストロベリー．ガパ

RGκ勿⑳σL，バγジロウ

勘04∂〃1”’％s’o〃膨’03σWIGHTテソニソカ

1｝fs’σ，¢∫σ‘o吻’6　R。　BR．

7㌔血〃fπσR．BR．

Nymphaeaceae　スイレン科

γ『C’0ガα78g忽LINDL・オウオニパス

　　　　　　Oleaceaeモクセイ科

ノご3〃1勿％〃38rσo〃勿％卿HoOK．　f，ボルネオソケイ

ノ187σπ漉ノ707％〃zL．タイワンソケイ

Zo4∂7切fss勿鋤〃3　L．キソケイ

ノ．Sα溺δαcA五T．マツリカ

0セαθ麗γρρσ8αL．オリーブ

　　　　　　Oxalidaceae　カタバミ科

∠肋θ7r乃。σB∫〃翅δ∫L．ビ．リンビ

五．αプσ翅西。彪L．ゴレンシ

　　　　　　Papilionaceae　マメ率卜

∠肋γ欝ρ7θ6σ’07ゴ鋸L．トウアズキ

み‘σo’σαγσ西加WILLD．アラビアゴムモドキ

ノ1．β召ノ勿傭4F．　v．　M

！1，α4θoゐκWlLしP，ベグアセンヤク

、4．‘o，吻sσMERR．ソウシジュ

A砂a，～〔ψ塀’σLI，；DL．

！1．吻σ1∂【z’σLINK．

A．砒聯θπsWILLD．

ん勘耀5f¢紹W1LLD．ギンゴウカン

／1．加σGRAY，　　　　　　．

A1∂π9肋〃αWILLD。

∠L．1κπσ’σSIEB．

A〃30〃5s5ゴ脚WILLD。

A．溺卿の〃αWILLD。

／1，直y6πα〃乃σBENTH・

4．5肋即1WlLLD．アラビアゴム

A．5πσ〃θo勧5WILLD．

A。びθγ帽偬σWlLLD．

A吻駕曜加γαρ卯。蛎σL・ナソバンアカアズキ

∠り厨g4σLθううθんBE：NT置1．ビルマネム

8σ露砺π「σσあσBucH・HAM，

B．8如脚WALL．
B．ρμ7伽γθσL

αθ54ρ初毎Bo”4露0θ1如FLEM．シμップ

C．1鴨9αAIT，

C・勿10乃θγ渤ZσSWART年

C，馳ρρσπL，メホウボク

σ．拶θ7〃σ1∫3CHAMP．

磁ノβηπ3ゴπ♂f‘κ3SPRENG．

ω面釦即πξπη3〃2πα〃zof423　DE：sv，

Cごs5fσσ忽’σL．ハネセンナ

C．σκs’γαだsSIMS．　var．γω01～‘’σBENTH．

o．ゐ’oの32‘如プf3　L．

C．6γ6〃露ψ〃如A．CUNN．．

C．輝3’”召し．ナンパンサイカチ

C∴9アαπ4∫5L．，

C。ゴσ”σπf‘β］し，

C．π04∂3σHAM．

C．sぬ吻9σLAM．タガヤサン

C．5bρ加7召し

C．εκ77σ’θ〃s言3BURM．　f．

C67680短αS藩僻σL．イ．ナゴマメ

αゴ’07fσ7セγπα’θσL，

C鋼。携θケσcα認肋γαL，ナムナム

Pσ1∂θ2「8ゴσδθπ’加〃3まPRAIN．

1）θJoπ㍑プ㎎勿RAFIN．ホウオウボク．

pθγプ’sθ〃膨foσBENTH．デリス

D．甥α1400βηsf3　PRAIN，デリス

1）．擁07ρρ勿〃クVAL．デリス

P，51π1〃紹BεNTH．デリス
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Dθ∫甥05継σπsDC．マイ転部　　　　　．

1）まσ”π”3　‘ocノ躍πc1躍72θηsis　P1ERRE

O．ぎ2‘f，zθo”3θW肌D．

1勤’θγo面うfπM　1マ翅う。露びσMART．

酢y漉γ醜σC乃擁3’σ・8π鷹L．アメリカデイコ

El　f”4f‘σLAM．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
石ンly，乃7ψ〃bθ2‘〃露8κゴ”θθ”3θG．　DON。

α〃’oゴ4’σ〃3σα‘忽’σIIBK．

”如加α’薩ylo”‘σ翅ρθご乃fσπ〃加L．ヘマトキシリンノキ

乃〃ゴ亭α彦γσ’ゴ”o’07ゴσL．　　　　　　　　　1

L2μcσ例σμσκoσBENTH。ギンゴウカン

ル鐸〃e如γまα忽iωαπ‘απαIIへYATA

ル側θ’fσα初『γσM酬SSN・

ハ万翅05σ加州。σL・オジギソウ

ル乙γμうぎ‘σ〃ゴsLAM。

ハLSρ解zzr”だPIROTTA

ゐ4をκκ”α〃2〃ゼθ”sDC．

簡7αげ∂π西αなσ〃2π〃dlARMS・　　　　’

ルLl％γθf7αθKLOTZSCIIペルーバルサム

07η30s’σθ〃2ση；初σ’αBENTH．

0η’o西’κ溜θ〃ψが6σR．BR．

距〃ψ乃07翻〃7π8f”θ2‘翅BENTH・

Pゐy〃∂4勉〃3θ’θ解πsDEsv・

Plρ〃6加〃κ翅DEsv・

Pゴ’みθ‘obδfπ鋭4〃σθBENTH．

1≧鈎卿α”BENTH．アメリカネム

Pro3ρμ3ψf6σ”σTAUB・　　　‘

1≧ノ駕1伽7σDC．

勘700α吻3α醐わ04伽μ3P＝ERRE

ハfπ4’α‘3WILLD．インドシタン

P、拶’d姓’fσ”3‘3ROLFE

1ヤθ7・010〃2σ〃fgwθ〃μ〃霊BENTH・

Sψみ。プα‘乃ηノ∫ψ勿〃σSEEM・

　抽r〃昭7f”4～‘sゴ”4foσ1，．タマリンド．

7レρ；｝γ03fα‘ση♂’4ご　DC．　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　ロ

皿8rα，〃加oγαPERS．

　1「，ρπ吻‘γθσPERS．

Passinoraceae

ノセ∬切bγα842‘〃∫SIMS．

1】L　f”oσπσ’σ　L．

Pl〃20〃f5sf〃2σBAILEY

トケイソウ科

クダモノトケイソウ

　　　　　　Piperaceae　コショウ科

1写♪8r‘〃σδσROXB．

君門0’乃♪・S万6μ溺FORST．カワヵワ

ハ”触7κ7πL．コショウ

　　　　　　Plumbaginaceae　イソマツ科

P1π潤うα80　cψθπ5fs　THUNB．ルリマツ．リ

　　　　　　Proteaceae　ヤマモガシ科

1｝σκた∫fαsθγプα’σL，

Gγωf〃θσ70ゐ7‘s’8CUNN．キヌガシ

σ．70δπs’σCUNN，　var．1％γs’ρガキヌガシ

砿σoσぬ纏σ僻π加1セF．MUELL，クィーソスラシド

　　ナット

S陀πOCα吻‘S　Sぎπ2‘α’麗s　ENDL．　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　Rhamnaceae　クロウメモドキ科

2’2）φん‘3乃σ●2のαLAM．インドナツメ

2，助ξ”σ・C〃ゴs’fWILLD．

　　　　　　Rosaceae　パラ科

α貿y∫o凸σ！とτ7，2’3々σooL。イカコ

1～1‘ゐ7’8γθβθ」τκ∫KER．

　　　　　　Rubiaceae　アカネ科　　　1

よ4πκγγ加θσ‘雇”θπ5ゴsBENTH．　et　HoOK．

α〃σ乃omゐyδ7’吻IIORT．　ex　SASAK1キナ

C．Lθ㎏即fαπσMOENSキナ

C．s2‘oα。77め7σPAV．キナ　　　　．　‘　　　　9

Cbl馳σσγσあf‘α1，．コーヒー．

C．σ7αδf‘σL．var．1～σ7η0”　コーヒー

C．δθ㎎π’θ”蕊5ROXBG．コーヒー

C．θκσ8’3σ11，CHEV．コーヒー

C．θ㎎iθ”弼4θsS．　MoOREコーヒー

C．肋π7θπ’fmE　WILLD．コーヒー

C．’必θ7f‘σBALL，コーヒー

C．7’0δ2‘3’αIIORT。　コーヒー

C．3’θπρρ乃ッ”αDON．コーヒー

1加γσ酌’πθ”∫’sLAM．サンタンカ’

ゐ4σ”θ”’α81α西rσCHAM．　et　SCHLECHT．カエソソウ

ル凸‘∬σθπ4σμの830θπsA1T．f。

∫＝奪ッ。乃。ケゴσ73〃σPo！R．

こ〃㎎08π、砂θ‘σσπσ”乃αBA！LL。トコン

ぬη’加”10”！敷”fσ6ππσθ　DC．

　　　　　　Rutaceae　ヘンルウダ科

A88！θハ血7甥θ如s　CORREAマルメ層ロ

Cf〃74sδθ㎎α痂σRIsso　et．PolT畝0ベルガモット

。．々♪，s〃ゴκ㏄．
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α6κ5θ翅肋〃顔OHv．ワソピ

ハ勉rγ4yσ6κo’ま6αL．ゲッキツ

凸如0礎ρκ5ρθππ認加1吻SレAM．ヤボランジ

S勿θ7‘π∫αδz催むわ〃σTEN．

　　　　　　　Santalaceae　ビャクダン秤．

Sση如伽粥α’δκ甥L，ビャクダン

　　　　　　　Sapindaceae　ムクロジ科

Do滅9πθα擁∫oosσL。

Z勉ψ加γ’α乙0㎎iσπσLAM．．リュウガン

乙露。乃。痂πθη3飴SONN．レイシ

ハ砂ψ加1あ6解ゆφσ0θκ甥L．ランプタン

勲％薦π’αC妙απσH．B．etK．ガラナ・

sのうfπ4初s＆7か？πσ7ρ∫α乙．

S‘み々foゐθ7σ’7ガ〃8〃WlLLD．

　　　　　　　Sapotaceae　クロテツ科

A酌γαsS砂0如し．サポジラ

バff〃2κsρ♪3　石ンθ㎎歪L．

　　　　　　　Saxifragaceae　ユキノ．シタ科

1）5‘加0σルδ7伽8πLOUR。ジョウザシ

　　　　　　　Simζrubaceae　ニガキ科

ゑ’勿π’乃〃sθ∬oθ1sσROXB．

Solanaceae　ナスビ科

βγπ吻齢彪α物θ7fαz紹L．アメリカバンマツリ

B．伽’肋1勿BENTH。ニオイバンマツリ

Cθ5〃％彿απγσ螂’伽％甥LINDL．キチョ． Eジ
（）．πoo’πノ〃π〃zL．ヤコウボク

qコ）乃。甥σπ雄αδθ’σoθ4SENDT．ツリートマト

Z）σ伽γαノ物s’z60sσL．　　　　　　　　　　　　・

∠）．s紹ρθo陀π3　HuMB．　et　BoNPL．

Pψof3fσ〃2yρρoγof4θ5　R，　BR．

昂ツ∫αJf3ρoγ勿〃fσπσL．

5b如π4γσ8γση4肋γσSw．

Sb1とτπκ〃7　〃2σ〃露〃露os％〃3　L．

　　　’　Sterculiaceaeアオギリ科

Bプ⑳伽海’oπρψ〃πθ瑚zR，BR．

ωκσ6％〃3∫鍬7’σSCHOTT　et　ENDL．コラ

碑670〃〃σ”oう”甜R，BR．ピンポン　，

7をz7・7・fθガσ‘o‘乃ゴ22σゐ∫〃〃2∫」5　PIERRE

伽βoδ70〃3σC碗σoL。カカオ

　　　　　　Styracaceae　エゴノキ科

醜ア7σκBθπzo∫πDRY．アンγクコウ　　　．

　　　　　　Tiliaρeζe　シナノキ科

ασθooαψπ∫sθ7γσ如3　L．セイロンオリーブ

　　　　　　　Verbenaceae．クマツズラ科

α刀禦σ’∂〃θη’03σ．．ROXBG。

乙α窺σπσCα〃昭γσL．ランタナ　　魑’

L．勘〃。εo’σ〃σLINK．et　O士丁0コバノラソタ．ナ

乙ψρ∫σσゴ〃fo4∂7σKUNTH．召ウスイボク　　　　．

勲’プ8α”01κδ∫”3JACQ。

7セ0如ηα87σπのsL．チーク

γ『陀κA8πκS。0σ5∫Z6sL．セイヨウニンジンボク

凱　ハ診9％〃面．L．

　　　　　　　Zygophyllaceae．ハ・マビシ科

α‘σfσα‘卿｛頒0勿σ陀L・ユソウボク

　　　　　　　MON㏄OTYLEDONEAE単子葉埴物綱

　　　　　　Amaryllidaceae＝ヒガンバナ科　　　　’

∠48卿θルγoκKOCH．　　　　　　　　　　　　　　　．

σ7初％甥」厩〃b1勉〃zL．インドハマユウ

ηrπ07σθσ8ゴ解擢θαVENT．モウリシアス昏ソブ

伽θκooσ”’∫蜘。’030　SALISB．

砂coγおα雄¢αHERB．ショウキズイセソ．．　　．．「．

　　　　　　Araceae．テンナンショウ科

！1〃zoηうみψんα”πs　o2z‘oφ乃y”〃s　PRAIN．

∠4，R勿fθ7歪DUR．

！1．T”σππ初BEcc．

Oo1∂oσ3毎σ22だgπoγπ〃露SCHOTT　タロー

1万筋6⑳σご海σ醜9μ’”θScHoTT　var．．ηψ〃f3　ENGLER

∠勉。加γゴs97απ4坦。ノσPLANCH．アマゾンリリー

ハ4b，2∫’87α42〃。∫03σLIEBM．．ホウライショウ

　　　　　　Br6meliaceae　アナナス科

！1θoゐ〃zθσ∂グ。鋼θ1海∂1fσBAKER

ん3伽α300〃203πsMERR．パインアップル

賀〃召πゐfσ　πSη0∫465　］し．

　　　　　　Commelinaceaeツユクサ科　、

R加θ04fs‘01∂γHANCEムラサキオモト

1≧4’300知γHANCE　var，加”σ’σHoOK，．．フイリムラ
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　サキオモト

〃〃〆’πσ1短π漉’如SCHMZL．バカタガラクサ

　　　　　　Cannaceae　ダソドク科

Cα，御σθ42‘’fsK駅．ショクヨウカソナ

　　　　　　Coryphaceae　シュロ科

Aγθごσ（海’θ0ゐκL．ビンロウ

！1．〃’σ，〃紹ROXBG，

ルρ”8πo配2’s〃b〃αMART．

4，∫σoo加γ旋γσLABILL．サトウヤシ

！1．π”山‘如’シわ’ゴσBEcc．　．

加γαss2‘s／7σゐθ〃9吻1♂．

（潅如解πSル毎プ解プf忽θHANCE　トウ

Cσηo’σ翅f’fs　LOUR．コモチクジャクヤシ

C．2〃θπ3L．　クジャクヤシ

Co603”πo旋γσL．ココヤシ

Coりゆ加θ1σ’σ．ROXBG・　　　　　　　・

E7σθゴs　8κ加θθη舘s　JACQ．アブラヤシ

乙foπσ！㍑メ）θ〃α’αROXBG。

乙．SμπosαTHUNB．

Lf”∫3’o”σo海πθηs∫s　R．　BR．ビロウ

乙，‘o‘乃耽〃πθπs∫sMART．　・

L．70’26”ゴ〃∂1ゴσMART，マルパピロウ

0”oo3】ウoγ〃2σガ8〃87fπη露RmL，

0γθ04∂κα78g如HBK，ダイオウヤシ

P”0θ漉κ欲π砂’塘rσL．ナツメヤシ

君3♪，1ρ8s〃f3●ROXBG．

π”σ”8ロ〃2‘〃’fBLUME

Rρ0々〃αBLUME　　　　　　・
1～ψみ’σR14万σMART，

加’α‘α7θ4〃fs　BLUME

Cyclanthaceae　パナマソウ科

’

印〃3〃b”fo堅頭17πα’σRUIz，　et　PAV。パナマソウ

　　　　　　Cyperaceae　カヤツリグサ科

0ゆ07〃S、P㍑貞y72’3　L．カミガヤツリ

　　　　　　Dioscoreaceaβ　ヤマノ、イ・モ科

D’03‘oγ8σゐ〃うシ診7’σL，

P．ノわγ4f∫PRAIN。　et　BURKILL

　　　　　　Dracaenaceae　リュウケツ．ジュ科

（わγ偽，だπρ’ρノ魏fπα1ξ3KUNTH．センネンボク

pγ御ρρ，，σ1）γ〃coL，．リ昌ウケツジ昌　　’

　　　　　　Liliaceae　ユリ科

410θσ7boγθs‘θπs　MILL．　var．πσ’σ’θ”∫ゴ3

　　キダチロカイ

‘4，ルγoκMlLL，

4．翫πゐ2〃’α紹NAUD1N

ご41Sψ0，～σγfσHAW，シャポンロカイ

∠4．ψρo，03σBAKER

／1．S’γ’α’σ　IIA、V．

五．ρθγσL．var．6乃’，3ρ，癖8　MlLL，

Sb”∫θ〃’ρ7’4の・1’，〃7fατBOJER

S．〃δθ7’‘σGER．　et　LARB．

S．Sゴπ醜yゴGODEFR．

S．9の1爾。σW：LLD．

BE：RGER

トウロカイ

S．2の1σπf‘αWILLD，　var．　Laurentii　IloRT．

　　　　　　Marantaceae　クズウコン科

漁γσπ如σ73偬4勉σ6θσL．アロールート

　　’　Musaceae　バショウ科：

ル乃‘∫α6仰伽4∫S履LAM．サンジャクバナナ

ル盛。海1’ooαη5σBACKERセンナリバナナ

ル乙Z伽5θ’θGMEL，

ハ久獅加oγNAKAIキソグパナナ

ル氏Sψ’θπ加甥L．バナナ

Ms4ρ∫6π’κ初L．　var．γ3のγπBAKERアカミパナナ

ル乙加κ”fs　NEEマニラアサ

ル乙乙〃α2zo50ρρos　L，OUR．ピジンシコウ

1～α”9πα1σ，ηα4㎎πs‘σγ’9”∫fs　J．G．　GMEL．リョジンボク

　　　　　　Orchidaceae、ラン科

レ勉7〃如ρ’σ〃ヴb〃αANDR．バニラ　　　　幽

　　　　　　Poaceae　イネ科　　　　．

σ〃2うρρogoπo∫〃α’πs．STAPFレモングラス

0．θκσ〃σ伽3DOMIN

C．πθκπosπs　STAPFマラパールグラス

C。隅”’θプ彪π2‘sJow1TTシトロネラ

伽勘θ7’σz’9α痂。ゼθsSTAPFベチベル

　　　　　　Zingiberaceae　ショウガ科

！γρ「”fσ6σあσ7σ’σRosc．

4．‘〃π〃〃5ゴ3Rosc．アオノクマタケラン

！1．0σ1αη8πSw．

ノ1．5ρθofo3σK。　ScHUM．ゲットウ

ム7η0，ηπ餌σ，ησγ7ρ，3ヤクチ
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Cz476z6甥4’oη80　L　ウコン

C．κσ雇加7γ履昭ROXB．

C．2θ40σガ4Rosc．ガジュツ

E，θ，，〃∫σCαγdα㎜脇初MATONカルダモン

磁の。勉駕ερ加伽辮HAM．サソナ

Z∫πg必θ7、Zθ鍬励θ’SMITHハナショウガ

　　　　　　　　　　　（昭和37年4月30日受付）

抄録および講演要旨

　比較的高温下におけるレモングラスの葉令と含油

率，チトラール含量との関係

　宮崎幸男・大野清：熱帯農薬，5，73（1962）

　約25～30。の比較的高温のもとではレモングラスの

葉令と含油率，チトラール含量との問につぎのような

関係がみられた．

　1）葉身の含油率は最も若い第1～2葉で最：も高く

葉令の加わるにつれて低下するが大体第4葉以下では「

葉令による差は比較的少ない．’

　2）葉鞘の含油率は最も若い第2葉でとくに低くこ

れ以下の葉では葉令の加わるにつれて除々に上昇する

傾向がみられるが葉令による差は比較的少ない．

　3）全葉では含油率は第1～3葉においては若いも

の程高く葉令による差が著しい。第3葉以下の葉でも

含油率は葉令の加わるとともにわずかに低下するよう

であるがこれらの葉では葉理による差はきわめて少な

い．

　4）油のチトラール含量は葉身においては若い葉で

低く三三の加わるにつれて上昇する傾向がみられるが

葉令による差は比較的少ない．

　5）葉鞘の油のチトラール含量は第3～4葉の比較

的若い葉において相当高く，これら以下のかなり発育

の進んぢ葉においてむレうやや低下する傾向さえみら

れる．しかし第10葉前後の古葉では三夕とともに著し

く上昇する傾向がみられる．

　6）全葉としてはチト，ラール含量は大体において若

い葉において低く葉令の加わるにつれて上昇するが第

8～9葉位までは葉令による差は比較的少ない．

　宮崎幸男＝熱帯産薬用植物の栽培に関する研究

　　第3回日本熱帯医学会（1961．9．11）

伊豆薬用植物栽培試験場における印度蛇木，レモン

グラス，コカなどの最近における研究の概要を報告し

た．

「，己

：、・・：

：1
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